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はじめに




　この本は、エンターブレインから発売中の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』をプレイした様子を「リプレイ」という形式でお伝えするもので、前作『クトゥルフ神話ＴＲＰＧリプレイるるいえあんてぃーく』の完全なる続編となります。

　ＴＲＰＧやリプレイ、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』については『るるいえあんてぃーく』の方をご参照ください。この本では二冊目ということで、そのへんの説明はだいぶはしょっております（ルールについては、巻末にまとめがありますので忘れてしまった方は復習しておいてください）。

　もしも──

　「なんだって？　『るるいえあんてぃーく』なんて、まだ読んでいないぞ！」

　という方がいらっしゃったら、ごめんなさい。

　できたら『るるいえあんてぃーく』の方を先に読むことをお勧めいたします。

　後悔はさせませんので、ぜひに、ぜひにっ！




　さて、前作では怪しげな骨董品店るるいえ堂にかかわる事件に巻き込まれた探索者たちですが、今度は『るるいえはいすくーる』の看板に偽りなしということで、舞台は学園に移ります。

　もちろん、謎の男、嘉か多た蘭らん弗どるが経営する骨董品店るるいえ堂だって健在。学園が舞台だというのに、なんやかんやと怪しい商品が店から飛び出して、トラブルの種をまき散らしたりしています。

　そして、そんなるるいえ堂に集う探索者たちも、前作の面子が勢ぞろい。

　女子高生探偵のさやかちゃんを筆頭に、なにかとヒドい目に遭う辰巳先生や、イケメン作家の佐々原、そして前作であっちの世界にイッてしまった京の代わりに新たな探索者も登場します。

　これまではどこかおっかなびっくりだった探索者たちも、いくつもの事件を通じて世界の真理である宇宙的恐怖に触れ、すっかり開き直ってしまっています。

　そんな覚悟完了したプロの探索者たちの活躍、ぜひご覧ください。




　では、そろそろキャンペーン第二シーズンを開始するとしましょう。読み終えたあと、みなさんの正気度が残っていることを祈っております。




　クトゥルフ・フタグン！




内山靖二郎







『プレリュード』




　私立御み津つ門かど学園は歴史のある高校です。

　大きな図書館や講堂、競泳用の広いプールといろいろな設備も整っているし、先生たちも優しい人たちばかり。

　私は日ひ野の睦むつみ。そんな御津門学園に通う女子高生です。

　子供のころからいろいろなことに興味があって趣味は多い方だけど、高校に入ってからは絵を描くことにハマッています。

　だから、部活も美術部に所属。放課後には美術室に通う毎日です。

　美術部には篠しの原はら志し津づ恵えさんという三年生の先輩がいます。とても素敵な静物画を描く先輩で、私の目標でもあります。

　ただ、去年ぐらいから、ちょっと様子が変みたい。

　授業にも出ずに、ずっと美術室にこもって絵を描いていることもあるようで心配です。

　この梅雨時になってからはさらに元気がなくなって、いつも美術室の窓辺に座って、長雨の降る外の景色を眺めています。

　まるで雨音から、なにかを聞き取ろうとしているかのよう。




　ある日、そんな先輩のことが気になって、私も一緒になってじっと耳を澄ましてみました。

　サァーッと、いつまでも終わることなく続くかすかな雨音。

　コンクリートをぽつぽつとたたく雨粒。

　窓についた滴は生き物のようにくっつきあって、大きくなるとやがては流れて消えてしまう。

　ぼんやりと時間を忘れて雨の世界に心を浸していると、美術室の隣からなにか聞こえてきたような気がします。

　いくつものガラス瓶がぶつかる、カチャカチャという音。

　子供の泣き声。

　なにかが呼ぶ声。

　隣は、理科準備室だったはず。




　誰かいるの？

　誰かを呼んでいるの？




　雨の世界から戻った私が顔を上げると、窓辺に座る志津恵先輩と目が合った。

　深く沈んだ目。

　海の底のような暗い色をした瞳。

　いま聞こえた音について尋ねたかったのに、私はなにもいうことができなかった。

　志津恵先輩の答えを聞くのが怖かったのかもしれない。

　あの音の正体を知ることが。

　そうだ……たぶん、志津恵先輩はあの音がなんなのか知っている。

　ずっと前から知っていて、この美術室で一人──それに耳を傾けていたんだ。

　すると、いままで陰のある表情をしていた志津恵先輩が、まるで私の考えを肯定するかのように、かすかにほほ笑んだ。

　弱々しいけれど、母親を思わせるような優しい表情。

　歳は一つしか違わないのに、ずっと大人に見える。

　そんな志津恵先輩に、私は危うさを感じた。

　このままでは、先輩はどこか遠くに行ってしまうような。

　なにかいわなくてはいけない。

　志津恵先輩をここに引き留めておかなければいけない。

　なぜかわからないけど、私がそんな焦りを感じていたとき──




　「むったん、一緒に帰ろぉ～！」




　粘つくような濃い湿気に満たされていた美術室を、一気にカラッとさせるような明るい声がした。

　私はわれに返って、声のした方を見る。

　美術室の入口に、さやかちゃんが立っていた。

　この前、私のクラスに転校してきた女の子。

　小さいころ、一緒に空手道場に通ったことがあって、この御津門学園で再会してから、すぐにまた友達になった。

　「どうかしたの、むったん？」

　ぼーっとしている私に、さやかちゃんは不思議そうな顔で尋ねてきた。

　「ううん、なんでもない」

　そう、なんでもないはず。

　さっきの変な感覚は、いつまでもやまない長雨が生んだ、ただの妄想。

　私はただの女子高生。そんな私の普通の生活に、なにか変わったことなんて起きるはずがない。

　今日も明日も、普通の日常が続くはず。

　「だったらいいんだけど……なにかあったら、私に相談してね」

　さやかちゃんは私を心配してそういってくれたけど、私は首を横に振って答える。

　隣の理科準備室から、子供の声が聞こえた気がする──なんてことを話したら、さやかちゃんに変な子だって思われちゃうものね。

　うん、大丈夫。

　ただの気のせいだよ、きっと……。







新しい探索者の創造





　ありがたいことに前作リプレイ『るるいえあんてぃーく』が売上好調だったので、キャンペーンの第二シーズンが始まることになった。

　実にめでたいことであるが、その前にやらねばならないことがある。

　それは、前回のシナリオで正気度ポイントが見事ゼロになり、探索者（このゲームにおけるプレイヤーキャラクター）としての道を踏み外した、メイド探索者の安あん針じん塚づか京みやこの代わりとなる探索者を用意することだ。






キーパー（このゲームにおけるゲームマスターのこと。以降、ＫＰ）：といったわけで、京に代わる新しい探索者の創造をしてくれ。

京：探索者の作成方法はどんな感じなんですか？

ＫＰ：第二シーズンは高校を舞台としたいと思っているので、新しい探索者は高校二年生にしてもらいたいんだよね。

京：高校生ですか？

ＫＰ：四人中、三人が学外の人間ということでは、いくらなんでも学園モノにするのは難しいからね。

京：そもそも『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』で学園モノというのが、あまり想像がつかないのですが……。

ＫＰ：そこにあえて挑む、チャレンジャー精神を評価してほしい。

京：まあ、高校生探索者でもかまいませんけどね。学園モノだったら、そっちの方がシナリオに絡みやすそうだし。

ＫＰ：それでだね、せっかくだからサプリメント『クトゥルフ２０１０（エンターブレイン刊）』で提案されているオプションルールの『学生探索者の創造』を使ってもらおうと思っているんだ。

京：……それって確か、ダイスをロールして、子供のときになにをしていたのか経歴を決定していくルールでしたよね？

ＫＰ：うん、小学一年生の時に「理科が得意だった」場合、〈化学〉〈生物学〉〈地質学〉といった技能の中から好きなものを選んで、成功率を上昇させるといった具合になる。

京：ふんふん、なるほど。でも、それだと技能がバラけそうですね。

ＫＰ：「この技能だけは一流の専門家並だ！」といった、一点集中の探索者は作成しづらいだろうな。まあ、所詮は高校生なんだし、そんな探索者がいる方が不自然なんだけど。

京：それはそうですね。

ＫＰ：あと、能力値の決定方法も、大人の探索者に比べると低くなるように設定してある。

京：なっ、なんですと～っ!?

ＫＰ：成長するにつれて、能力値も成長するから安心しなさい。具体的には子供時代はＳＴＲとＳＩＺが低めで、ＥＤＵは６からスタートとなる。成長すると、だんだん普通の大人の探索者に近くなるといったバランスだね。

京：ふ～～む。

ＫＰ：あと、子供なので〈隠れる〉とか〈忍び歩き〉などの基本成功率は大人の探索者より高いけど、〈信用〉や〈歴史〉といった技能は低くなっている。

京：まあ、やればわかるでしょうから、深く考えずにどんどんロールしていきましょう。





　このルールは、たいていのことはダイスロールで決定してしまうので、あまり迷うこともなくさくさくと探索者の経歴が決定していく。

　通常の作成ルールよりは時間はかかるが、慣れたプレイヤーならば、おそらく一時間ぐらいで作成できるだろう。






京：どちらかというと、文系な小学生時代を送っていたようですね。家庭科が得意だったこともあるから、今回も女性探索者にしようかな。

ＫＰ：その方が華があって、ボクとしてもうれしい。

京：そういうと思ってました。ちゃんと気を遣ってあげているのですよ。

ＫＰ：（経歴を見ながら）うーん、小学四年生のときの〈経理〉の成長ぶりはすごいな。

京：そろばん塾で暗算にはまっていたんですよ。そういうのに熱中する小学生っているでしょう？

ＫＰ：中学校も文系かと思ったら、なぜか二年生のとき武道にはまっているんだな。

京：そんなに本気だったわけじゃないんですが、護身術教室みたいな感じで、空手道場に通っていたと──あっ、そこで、さやかちゃんと出会ったことにしましょうか？

ＫＰ：うん、それはいいね。一年間だけ、さやかちゃんと同じ道場に通っていて、ちょっと面識があるぐらいだと今後のキャンペーンにも絡みやすい。

京：高校生では文化部に熱中していたみたいですけど……るるいえ堂がらみで美術品が出てきたときのために、部活は美術部にして〈芸術（絵画）〉でも取っておこうかな？

ＫＰ：いいんじゃないかな。運動部に比べると、放課後も自由時間が多そうだ。

京：あれっ、この探索者、ＳＴＲが順調に成長したので、追加ダメージが＋１Ｄ４ありますよ？

ＫＰ：ホントだ。もしかして、パーティーでいちばんＳＴＲが高いんじゃないの？

京：どうやらそのようですね……イメージとしては、さやかちゃんの妹分のつもりだったんですが。

ＫＰ：ＳＩＺの方は、さやかちゃんよりもだいぶ小さめだからな。小柄の女の子なのに、意外と力持ちってところか。アラレちゃんみたいだな。

京：そこまで強くないですよっ！　でも、これからの成長の余地を考えると、実はさやかちゃんよりも空手の才はあるかも（笑）。

ＫＰ：中学二年生のとき、一年間だけふらりと現れた天才少女──なぜか彼女は高校で美術部に在籍していたのだった。さて、そんな彼女と運命の再会を果たしたさやかちゃんの心境はいかに？

京：うんうん、なんだかスポーツ漫画でありそうな展開でよい感じですね。





　かくして、新探索者『日ひ野の睦むつみ』が完成した（※彼女の探索者シートと経歴は、巻末付録を参照）。

　見た目はおとなしめで、妹にしたい系の女子。美術部に所属していて、絵画の勉強中。

　得意科目は社会だけど、主に関心があるのは考古学と人類学で、歴史の方はちょっと苦手。

　ところが、そんな文化系の設定とは裏腹に、実は大人顔負けのパワーの持ち主。地元の空手道場では、伝説の天才空手少女とささやかれているとか、いないとか……。






ＫＰ：しかし、能力値は仕方ないとして、ほかの探索者に比べると技能の方もだいぶ見劣りするなぁ。

睦：単純に計算しても、技能の合計値で大きく負けてますね。

ＫＰ：全員が学生の探索者なら問題ないと思うけど、今回のように大人の探索者に混ざってプレイするのにこの技能の低さでは、ちょっとバランスが悪いかもな。

睦：同い年のさやかちゃんに比べても、技能的には弱いですものね～。

ＫＰ：基本的に、このルールは全員が学生の探索者のときに使用した方がいいだろう。

睦：自分の経歴が決まるのは楽しいですけどね。

ＫＰ：うーん、さすがにこれでキャンペーンに参加しろというのはかわいそうだから、今回は特別に10か所の技能を10％ずつ底上げしてよいことにしようか。

睦：えっ、本当ですか？

ＫＰ：ただ、10％底上げする技能は同じものを選ばずに、バラバラにしてね。高校生なのに専門家並に高い技能を持っているのは不自然だからという感じで。

睦：了解です。広く、あさ～く、いろいろな技能をちょっとずつ底上げしておきます。

ＫＰ：これでも技能の合計値はみんなに負けているぐらいだけど、舞台となる高校の生徒というアドバンテージがあるということで納得してくれ。

睦：はいはい、私は全然かまわないですよ。





　こうして新探索者の設定が完成した。

　シナリオのメイン舞台となる高校の生徒を作ってもらったのだから、ほかの探索者と絡むことは簡単だろう。睦ちゃんのプレイヤーは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のベテランでもあるし、そのあたりは心配ないと思う。

　むしろ、高校とは無縁の辰巳先生や佐々原をどのように絡めさせるかの方が、頭が痛いぐらいだ。

　ともかく、新しい探索者が完成したので、肝心のシナリオを練ることにしよう。

　今回も『るるいえあんてぃーく』のように、各話に映画的なわかりやすいテーマを持たせたいとは思っている。

　記念すべき最初のシナリオは……じとじとしっとりとしたジャパニーズホラーあたりを狙ってみようかな。

　映画の『リング』とか『仄暗い水の底から』あたりをイメージして、睦ちゃんが所属している美術部の関係者に起きた事件を追いかけているうちに、過去の宇宙的恐怖がよみがえるといった展開なんてどうだろう。

　だけど、あのじっとりねっとりした空気、恐怖が起きるまでひっぱりまくる長い間、静寂の中の異音……そんなジャパニーズホラー特有の雰囲気をＴＲＰＧで再現するのは、なかなか難しいものだ。あまり過度に演出すると、ＴＲＰＧというよりただの怪談話になってしまうし、下手をすれば一方的にキーパーが語っているだけで、プレイヤーたちのフラストレーションだけが高まるものとなってしまうことだろう。

　だったら、ここは無理をしないで、ジャパニーズホラーのイメージだけを拝借させてもらおう。

　ジャパニーズホラーの小道具として外せないのは、やっぱり「水」だよね。

　いろいろなものが湿っていたり、廊下が水浸しになっていたり、雨漏りの水に異臭がしたり、蒸し蒸しと不快な湿度だったり、ぴちゃぴちゃ音がしたり、水の中から異形のモノが現れたり……テキサスの乾ききった荒野で殺人鬼に襲われるホラーとは対極にある、日本の風土にはぴったりの小道具だ。

　ゲーム中で意識して「水」をアピールするだけでも、これまでのホラーと差別化することはできるはず。こうやってシナリオのテーマとなる小道具をひとつ決めておくと、プレイヤーにとっても印象深いものになってくれるものだ。

　だったら、ゲーム内の季節は梅雨時に決まりだね。

　シナリオの間は、ずっと雨が降ってジトジトしていることを強調するとしよう。

　……でも、それだと季節が一回りして、さやかちゃんが高校三年生に進級してしまうな。そうなると、受験勉強とかで忙しくなりそうだし、キャンペーン中に季節が巡って大学生になっちゃうかも。

　せっかくタイトルが『るるいえはいすくーる』なのに、それはまずいなぁ。

　うーん、ここはひとつ、あの御方に尽力していただくとしようかな。



























































ヨグ＝ソトースの時空輪廻





　事前に新たな探索者作成をしてから、ちょうど一か月後。

　ＴＲＰＧをするときにいつも利用している、新宿のカラオケボックスに集まった面々であったが……。






ＫＰ：さて、いよいよキャンペーンの第二部が始まりますが……さやかちゃんのプレイヤーが会場を池袋と勘違いしていたため遅刻しております（笑）。

佐さ々さ原はら：なんだか、前にも聞いたような出だしですねぇ。

ＫＰ：さきほど連絡は取れたので、そのうちやってくるでしょう。




　幸いなことに、さやかちゃんのプレイヤーはすぐにやってきた。




さやか：いやぁ～、てっきり今回は池袋で開催だと思っていたんですが（笑）。

佐々原：主役が来てくれないと始められないじゃないか。

さやか：いやいや、このキャンペーンの主役は、実のところ辰巳先生だというのが定説だそうですよ。

辰たつ巳み：リプレイになったのを読み返してみたら、ワシは本当にヒドい目にしかあっていないよな。

佐々原：それは「おいしい」と思わないと。

辰巳：いや、もう疲れたから、さやかちゃんに主役を交代させてくれ（笑）。

ＫＰ：まあ、そんな前回の問題点も考慮しまして──

辰巳：問題だったのかよっ！　全部、キーパーのせいだろっ!?

ＫＰ：今回のキャンペーンは、さやかちゃんの通う高校を中心としたものにしようと思っております。

佐々原：だから、新キャラが女子高生なんですね。

睦むつみ：正気度ゼロになった京みやこの代わりに来ました、日ひ野の睦むつみです。どうぞよろしく。口癖は「むーむー」いうことです。

佐々原：まあ、キャラは代わっても、中の人は同じなんですけどね（笑）。

ＫＰ：さて、キャンペーンを再開する前に、突然、君たちはヨグ＝ソトースの時空輪廻に巻き込まれる。

全員：はぁっ？

ＫＰ：前シリーズの三回のゲームで一年が経過していたはずなのに、不思議なことにまた同じ年の新学期シーズンを迎えることになるのだ。その結果、さやかちゃんは進級することなく二年生を繰り返すことになる。

さやか：高校生で留年？

ＫＰ：違う、違う。サザエさんのように何年たっても歳を取らないし、進級もしないだけ。これまでの事件がリセットされるわけでも、時間をさかのぼったわけでもない。

辰巳：なんでそんなややこしいことを……。

ＫＰ：だって、このままだとさやかちゃんが卒業しちゃいそうなんだもん。

辰巳：卒業したらなにか問題でも？

佐々原：そっ、それは問題ですよ。さやかちゃんをダシに高校に行けなくなってしまうじゃないですか！

ＫＰ：まあ、あまり深く考えないで。時空がねじれていることに気づいたら正気度が減るよ？

辰巳：うむむっ……では、スルーするとしよう。どうせワシぐらいの年寄りになると、一年や二年、歳を取らなくても気にならないしな。

ＫＰ：さらに、さやかちゃんはるるいえ堂の近くにある、とある私立高校に編入することになる。

さやか：ええっ、なんで？

ＫＰ：通っていた公立高校は、事業仕分けによって廃校となってしまったのだ。

さやか：高校が仕分けられちゃった!?（笑）

ＫＰ：民間でできることは、国でやる必要はないと仕分け対象に……（笑）。

佐々原：なんてひどいっ！（笑）

ＫＰ：ちなみに、編入先の高校は私立御み津つ門かど学園という。歴史は古くて設備も整った、偏差値も人気も高い高校だよ。新しい探索者である、睦ちゃんもそこの生徒だ。

睦：私は普通に一年生のときから通っているので、転校生のさやかちゃんにはいろいろと学内のことを教えてあげるという立ち位置ですね。

ＫＰ：そんな感じだね。睦ちゃんは、さやかちゃんの通っている空手道場に一年だけいたことがあるので、二人は知り合いということにしてくれ。

さやか：見た目によらずパワーがあって、美しい型の正拳突きをする子だったという印象です（笑）。

睦：〈こぶし〉の成功率が65％なだけですけどね。

さやか：それって、私の〈キック〉よりも命中率は高いですよ。

佐々原：でも、ダメージは段違いだから。




　ちなみに、睦ちゃんのこぶしのダメージが１Ｄ３＋１Ｄ４であるのに比べて、さやかちゃんのキックの最大ダメージは２Ｄ６＋１Ｄ４である。普通の人の耐久力は11～13点ぐらいなので、当たり所が悪ければ大人だって即死させてしまう殺人キックといえるだろう。




さやか：私の空手は試合用ではないですからね～。

佐々原：怖いことをさらっというなぁ（笑）。

ＫＰ：事前情報はそんなところで、前回のキャンペーンから継続で参加している探索者たちは、オプションルールの「幕間での成長（※巻末を参照）」に従って、好きな技能を５回、経験ロールしていいよ。

辰巳：今回、役に立ちそうな技能のアドバイスはあるのか？

ＫＰ：そうねぇ。〈英語〉と〈回避〉あたりが重要そうだね。

辰巳：〈英語〉はワシが81％もあるから大丈夫そうだが、〈回避〉とはなぁ～。

さやか：今度はなにを〈回避〉させられるのでしょうか？

辰巳：わざわざキーパーが教えてくれるということは、たぶんろくなものじゃないだろうな……。

佐々原：〈英語〉は辰巳先生に任せて、ボクは〈回避〉の方を訓練しようかな。

ＫＰ：どんなふうに訓練するの？

佐々原：大学でカバディサークルに入って、反射神経を高めます。カバディ、カバディ、カバディ（笑）。

ＫＰ：まあ、いいだろう。ほかの人たちも、サクサクと技能の成長をさせてね。







御津門学園での意外な出会い




　探索者たちがそれぞれの技能を特訓したところで、いよいよシナリオが開始された。




ＫＰ：まずは、さやかちゃんの導入からにしようかな。

さやか：は～い。

ＫＰ：さやかちゃんが新しい高校に転校してから、二か月が過ぎた。季節は六月下旬……シトシトと長雨の続く、じめじめした梅雨時だ。

さやか：「いっけなぁ～い、遅刻、遅刻！」と走って登校してます（※このリプレイでは、探索者のゲーム内での発言はカギ括弧でくくっている）。

佐々原：なんというお約束な登校シーン。

ＫＰ：そう来るのだったら、校内の廊下を曲がろうとしたところで、ドシンと誰かにぶつかってしまうぞ（笑）。

佐々原：うんうん、素晴らしい様式美ですね。学園ならではの風景です。

ＫＰ：ぶつかった相手は女子生徒で、廊下に尻もちをついてしまっている。

さやか：「イタタ……ごめんなさい、急いでいたもんで」と、ぶつかった人を起こそうとしますが。

ＫＰ：「こちらこそ、ごめんなさい」と、相手の女子生徒はか細い声でいうと、さやかちゃんの手を取って立ち上がった。そのとき、さやかちゃんは彼女の手がとても冷たく、そしてしっとりと濡れていることに気づいた。

さやか：雨に濡れたのでしょうか？

ＫＰ：たぶんそうだと思うけど……びっしょり濡れているというよりは、湿気をまとっているという感じだ。長い黒髪の清楚ではかなげな外見で、顔色はあまり良くないな。学年は三年生で、さやかちゃんの知らない先輩だね。ちなみに、ぶつかった拍子に彼女が手にしていたスケッチブックが落ちて、ページが開いている。

さやか：だったら、拾って謝ります。

ＫＰ：さやかちゃんがスケッチブックを拾うと、たまたま開かれたページに、気になる絵が描かれているね。

さやか：ふむふむ、何気なく見ますよ。

ＫＰ：それは鉛筆で描かれたスケッチなんだけど、画面はほとんど真っ黒だ。描かれているのは、非ユークリッド幾何学に支配されたねじ曲がった塔なんだけど──

辰巳：ちょっと待て～い！（笑）

睦：いきなり怪しすぎるスケッチ（笑）。

ＫＰ：ただし、その絵の中心にある塔の門の部分だけは画用紙の地のままで、すっぽりと空白になっている。

さやか：未完成ということですか？

ＫＰ：わからないね。絵の中でもほんのわずかな空白なので、わざと描いていないと考える方が自然だろう。とても不思議な印象のする絵で、さやかちゃんは以前どこかで見たことがある気もするな。

睦：未完成であることが、完成みたいな？

さやか：前にも見たって……どこでだろう？

ＫＰ：とにかく、以前どこかで見たことがある気がするのだ。

睦：あっ、大事なことなので二度言いましたよ！（笑）

さやか：心のメモ帳にメモしておきましょう。メモメモ。

ＫＰ：さて、そんなことをしていると、ホームルームのチャイムが鳴り出したよ。

さやか：おっと、いけない。スケッチブックは先輩に返して……あと、ついでにタオルを貸してあげます。

ＫＰ：ふむふむ、その先輩は差し出されたタオルを見て、少し驚いたような顔をしている。

さやか：だったら「これで拭いてください。風邪ひいちゃいますよ！」って、タオルを先輩に押しつけて教室にダッシュします。

ＫＰ：先輩は強引に渡されたタオルとスケッチブックを両手に抱いて、そんなさやかを静かに見送るだけだ。ホームルームは始まっているというのに焦る様子もない、不思議な人だね。

さやか：気にはなりますが、いまはとにかく教室にダァーッシュッ！（笑）

辰巳：さやかちゃんはいつも元気でいいねぇ。




ＫＰ：さて、そんな感じで、さやかちゃんが授業を受けているころ、御津門学園の応接室には辰巳先生と、佐々原がやってきている。

辰巳：なぜワシはここにいる？（笑）

ＫＰ：実はね、辰巳先生の数十年来の親友である辺へん見み網あみ冶じという人物から、御津門学園の理事に就いてくれないかという話をもらっているんだ。ちなみに、辺見は御津門学園の校長をしている。

辰巳：御津門学園に、辺見網冶って……。

睦：アーミテッジ教授ったら、校長先生になっているとは出世しましたね（笑）。

辰巳：それにしても、なぜワシを学園の理事なんかに？

ＫＰ／辺見：「辰巳君がテレビなどからようやく身を引いて、後進の育成に専念するという話を聞きつけてね。前々から、君のような男はマスコミ相手にこびを売るようなことをしていてはいかんと思っていたんだ」

辰巳：「うーん、耳が痛いですな」

佐々原：テレビの仕事をやめたのは、本当は忌まわしい事件のショックからなんですけどね。

ＫＰ：「大学も忙しいとは思うのだが、この機会に、学園の理事となって学校自体の方向性を導く仕事をしてみるのはどうだろうか？」というのが、辺見校長の願いらしい。ちなみに、あくまで学園の理事会を構成する理事たちの一人であって、理事長ではないからね。

辰巳：そりゃあ、いきなり外部の人間が理事長に推薦されたりしないだろう。

ＫＰ：辺見校長は、辰巳先生ほどの人物が隠居するのはまだ早いだろうと言っている。

辰巳：まあ、そこまで言われれば、話を受けないわけにはいかないな。

佐々原：でも、ボクはなんでこの場に呼ばれたのでしょう？

ＫＰ：御津門学園では、以前からその道の第一人者を招いて生徒たちに特別授業をしてもらっているらしい。今後、心理学の権威である辰巳先生にも講師をお願いするのは当然として──学生の身でありながら小説家としても活躍している佐々原にも、世代の近い生徒たちにいろいろと将来のためになる話をしてもらいたいと、辰巳先生に紹介をしてもらったわけだ。

佐々原：そういうことでしたら喜んで。合法的に高校に入れるとは素晴らしい（笑）。

辰巳：こんな変態を紹介してしまうのか……ワシは。

ＫＰ：それからもうひとつ、辰巳先生を理事として招いた理由があるらしい

辰巳：ほう、どんな理由かな？

ＫＰ：それは新しく就任した理事長に関係することらしいのだが……と、そんなことを応接室で話していると、メイドが麦茶を運んでくるよ。

佐々原：メイドさん!?

辰巳：まさか……それって。

ＫＰ：このキャンペーンでメイドといえば一人しかいないよね。それは辰巳先生たちがよく知る、京だよ。

辰巳：なんでこんなところに！（笑）

ＫＰ／京：「辰巳先生、佐々原さん、わざわざお越しくださりありがとうございます」

佐々原：うわー、正気度ゼロなのに、普通の人みたいなこといってる～。

ＫＰ：京ちゃんがやってくると、辺見校長は慌てて席を立って「これは理事長、恐縮です」と、麦茶を受け取ったりしている。

佐々原：京が理事長!?（笑）

辰巳：なんとっ、予想の斜め上を行く登場の仕方だなっ！（笑）

ＫＰ：辺見校長によると、京の実家である安針塚財閥は、この御津門学園に多額の出資をしているとのことだ。そんな安針塚財閥の令嬢が理事長になるのは不自然なことではあるまい？

佐々原：そういえば、京ちゃんの実家って大金持ちって設定でしたね。

辰巳：いやいやいやいやっ、おかしいから！　絶対におかしいから！（笑）

ＫＰ／辺見：「もちろん、新理事長もご自身の経験不足のことは承知していらっしゃってね……そこで、信頼できる相談役として、辰巳君を理事に招きたいとおっしゃっているんだよ」

佐々原：辰巳先生、この京ちゃんに学園を任せたりしたら、ひどいことになりますよ。

辰巳：うむむむ……そんなことになったら、生徒や父兄のみなさんに申し訳なさ過ぎる。

ＫＰ／京：「ぜひ、辰巳先生には、これからの日本を背負っていく若者たちの教育にご協力をお願いしたいのです。うふふ……」と、京は微妙に仄暗く、なにを考えているのか読めない目で懇願してくる。

辰巳：こ、こいつは……わかった、この話を受けよう。ワシが見張っていないと、京くんがなにをするかわかったものではないからな。

ＫＰ：うんうん、こうしてごく自然な流れで二人とも学園の関係者になったわけだ。

辰巳：どこが自然だ、どこがっ！

ＫＰ：ところで、辰巳先生と佐々原は〈アイデア〉をしてみてくれ。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：成功した二人は、なんだか麦茶が生臭いような気がする。味もちょっと妙だね。

辰巳：「京くん……なんだかこの麦茶、少し変じゃないかね？」

ＫＰ：「そうですか、さっき入れたばかりですけど？」と、京は自分の分をゴクゴクとのどを艶なまめかしく動かしながら、おいしそうに飲み干した。「どこも変じゃあありませんよ。うふふ……」

佐々原：なぜに、エロい飲み方をする？（笑）

辰巳：駄目だ。この京くんはもう駄目だ……。

佐々原：「でも、京ちゃん、ボクもちょっとおかしい気がするんだけど」

ＫＰ／京：「……おかしいですね。だったら水が悪くなっていたのかしら？」

佐々原：「この学園の水は、水道水ですよね。もしかして、給水槽とかを使っているんですか？」

ＫＰ：そうらしいね。こうした大型の建物は、安定して水を供給できるように屋上とかに給水槽を置くことが多い。

佐々原：気持ち悪い話ですけど、異物がタンクに入っているのかも。水道の具合を見てみませんか？

ＫＰ：応接室のすぐ隣が、京が麦茶を用意した給湯室だよ。

佐々原：じゃあ、ちょっと行ってみて水道水を調べてみます。

辰巳：よし、一緒に行こう。

ＫＰ：では、二人が給湯室のドアを開けると、流しの水道からは水が出しっぱなしになって、排水口が詰まってでもいるのか、びちゃびちゃと水が床にこぼれてしまっている。ここで二人は［ＰＯＷ×５］のロールをどうぞ。これは〈幸運〉ロールではなくて、第六感が働くかどうかみたいなものだと思ってくれ。

佐々原：なんか成功しない方が幸せそうな予感。コロコロ……成功です。

辰巳：コロコロ……ワシも成功したぞ。

ＫＰ：君たちは、そんな水浸しの給湯室に、全身がずぶ濡れで白っぽい服を着た、長い黒髪の女性がうつむいて立っているのを見る。ただし、その顔は濡れた髪がへばりついてよく見えないな。

佐々原：だっ、誰ですか、この人は？

ＫＰ：そんなふうに、一瞬、ギョッとた途端、ふっとかき消すように女性は姿を消している。そして、流しからはゴボボッという音がしてたまっていた水が勢いよく排水口に吸い込まれていく。

辰巳：まるで幽霊だな……。

ＫＰ：さて、そんな不気味な経験をした二人は〈正気度〉ロールをしてもらうか。

佐々原：早くも〈正気度〉ロール、キターーーッ！

辰巳：いきなりだなぁ。コロコロ……ぐわっ、失敗！

佐々原：コロコロ……ボクも失敗です。成功率70％なのに、なんで!?（泣）

ＫＰ：失敗した二人は、１Ｄ３の正気度を喪失する。

辰巳：くそー、案外と減るなぁ。コロコロ……ぐぐっ、３ポイント喪失。残り正気度が、ちょうど50になった。

佐々原：コロコロ……うわっ、ボクも３ポイント喪失。残りは正気度67です。

さやか：二人とも、相当怖かったみたいですね。

ＫＰ：そんなにたくさん正気度を喪失した二人は、いま目撃した人影が見間違いとかではないことを確信するね。

辰巳：「なにか女性の姿が見えたような気がしたが……佐々原くんも見たのかね」

佐々原：「はい、ボクも見ました」と、まずは蛇口の水を止めて、あたりを見回しますけど？

ＫＰ：給湯室はビルの事務所とかにあるような、座る場所もない狭い部屋だね。床が水浸しなだけで変わった様子はない。奇妙というか、やはりというべきか、さきほどいた女性の足跡らしきものはない。

佐々原：水道水のにおいはどうですか？

ＫＰ：やはり生臭い気がするね。佐々原の推測通り、水道自体に異常があるっぽい。

佐々原：「辰巳先生、ちょっと貯水槽の具合を見に行きませんか？」

辰巳：「うむ……あの女性の姿をしたモノのことも気になるしな」

ＫＰ：さて、ここでシーンは、さやかちゃんたちの教室へと移る。










　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「ルルイエ」




　　　　　　　どうも、好きな海の生き物はシャチな日野睦こと、むったんです。

　　　　　　　突然、非ユークリッド幾何学なんていう難しい言葉が出てきましたが大丈夫。私もキーパーもその意味を正しくは理解していません。この非ユークリッド幾何学という言葉は、ルルイエという都市を描写するときに使用されるお約束みたいなもので、キーパーもただの修飾語として口にしているだけなんですから。

　　　　　　　みなさんも怪しい外見の建物を見たら、とりあえず「う～ん、これは非ユークリッド幾何学的だな」とつぶやいておけば、プロの探索者っぽく見えますよ。お試しあれ。

　　　　　　　さて、ルルイエというのはあのクトゥルフ様が眠っているといわれる都市の名前で、さやかちゃんが店番をしている骨董品店るるいえ堂の元ネタでもあります。現在は、南太平洋の海底に沈んでいるのですが、この都市が浮上すると、いろいろと大変なことが世界規模で起きます。

　　　　　　　そのため、これまで多くの先輩探索者が、ルルイエの浮上を防ぐためにがんばってきました。

　　　　　　　これからも、ずっと沈んでいてくれるといいですね。













　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「ミスカトニック大学」




　　　　　　　どうも、好きな授業は歴史の、むったんです。

　　　　　　　今回のキャンペーンの舞台となる御津門学園のネーミングは、アメリカのアーカムにあるミスカトニック大学が元ネタとなっています。原作小説や『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のシナリオのみならず、クトゥルフ神話とはあまり関係のない物語にも怪しげな大学の代名詞として登場することもあって、クトゥルフ神話の世界ではいちばん有名な大学といえるでしょう。

　　　　　　　といっても、ミスカトニック大学だって大部分の学生は普通の人ですから、そんなに怪しげなところではないんですよ。時々、変なものを研究したりしている人がいるだけで……。

　　　　　　　あとミスカトニック大学には、ネクロノミコンをはじめとした貴重な魔道書が保管されている大図書館があることでも知られています。

　　　　　　　その図書館長はヘンリー・アーミテッジ教授という方。原作小説の中でも、神様の落とし子を相手に戦いを挑むとか、まるで探索者のような活躍をする、私たちにとっては大先輩ともいえる偉い人なんですよ。

　　　　　　　御津門学園の辺見網冶校長先生は、そんなアーミテッジ教授が元ネタなのだそうです。






新探索者ようやく登場




ＫＰ：お待たせしました、ようやく睦ちゃんの出番です。時間としては、四時限目が終了したばかりのころ。本日は土曜日で半日授業なので、部活のない生徒たちはこれで学校はおしまいとなる。

さやか：御津門学園は、週五日授業ではないんですか？

ＫＰ：私立高校なので、授業日数は多めになっているのさ。外部の人を招いて、特別授業もしたりするしね。

さやか：なるほど、なるほど。さすが私立は厳しい。

ＫＰ：睦ちゃんと、さやかちゃんは同じクラスだ。ちなみに、このクラスにはさやかちゃんが中学校のときに親友だった長谷川千香という女子もいる。進学したときに別々の高校になってしまったけど、またこうして同じクラスになれたわけだ。

さやか：「むったん、チカぽん、一緒に帰ろ～か？」

ＫＰ：そのむったん、チカぽんというのは……？

さやか：二人のあだ名ですけど。

ＫＰ：あっそう……まあいいか。ちなみに、千香は陸上部に所属しているので、放課後は練習がある。もっとも、ここ最近は雨が続いているので、体育館で筋トレばかりしているそうだけど。

さやか：じゃあ、むったんは？

睦：私は美術部があるのかな？

ＫＰ：そうだね。陸上部ほど厳しくはないので、行きたいときに美術部に顔を出すといった程度だけど。

睦：探索者の経歴によると、いまは部活動にハマっているので、放課後はいつも美術室に通ってますよ。

さやか：あらら～、じゃあ、私一人だけですか？

睦：さやかちゃんも部活に入ってみれば？　空手部とか……。

さやか：私立探偵部とかがあれば入るんですが。

ＫＰ：ないない、そんなものはない。

さやか：ところで、むったんが美術部なら、けさ、廊下で会った先輩について聞いてみます。「これこれこうした黒髪のきれいな先輩だったんだけど、むったん知ってる？」

ＫＰ：では、さやかちゃんの説明でピンとくるかどうか、睦ちゃんは〈アイデア〉をどうぞ。

睦：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：たぶんそれは美術部所属の三年生、篠しの原はら志し津づ恵えのことだと思う。静物画を得意としていて、いくつかのコンクールに入賞経験もある、睦ちゃんが尊敬する先輩だった……のだが。

睦：……のだが？

ＫＰ：学年末の三月ぐらいに、志津恵が妊娠したのではという、よからぬ噂が校内に流れたことがある。

睦：むむっ、それはかなりショックな噂ですね！

ＫＰ：しかも、その噂を証明するかのように、志津恵は春休みを待たずして学園に来なくなった。三年の新学期からはまた登校するようになったんだけど、それでも教室に入りづらいのか、ほとんど授業を受けることなく保健室や美術部で過ごすことが多かったらしい。

睦：美術部には来ていたんですか？

ＫＰ：そうだね、ほぼ毎日のように壁際のいすに腰をかけて、一人でスケッチブックに向かっていた。

睦：そりゃあ、声もかけづらいですものね。

ＫＰ：では、睦は〈知識〉をどうぞ。ちなみに、これは御津門学園の噂に関する知識なので、転校生のさやかちゃんはロールできない。

睦：コロコロ……失敗です。だって、頭悪いんですもの！（笑）

ＫＰ：それじゃあ、なにも知らないな。

睦：「でも、どうしてさやかちゃんは先輩のことを？」

さやか：「えーと、その先輩のスケッチがちょっと非ユークリッド幾何学だったことが気になって（笑）」

睦：「非ユークリッド幾何学というのは意味がわからないけど、なんなら美術部に来てみる？」

さやか：「じゃあ、今日は美術部を見学させてもらおうっと。帰っても、るるいえ堂の店番をするだけだし」

佐々原：いや、さやかちゃん、ちゃんと働きなよっ！

さやか：大丈夫、大丈夫、どうせお客さんなんて来ませんから（笑）。

ＫＰ：美術部の部室である美術室は、校舎の最上階である四階にある。この階は特別教室しかないので、生徒の姿もなくひっそりと静まりかえって、聞こえるのは窓の外に降り続ける雨音だけだ。

睦：先輩はいるかな～？　静かに美術室に入りますよ。

ＫＰ：部屋には誰もいないな。いつも志津恵が座っているいすは壁際にあるし、荷物やスケッチブックも机に置いてあるのだけど、ぽっかりと抜け落ちたように彼女の姿だけがない。おっと、さやかが貸してあげたタオルも、きれいに折り畳んで机に置いてあるね。

睦：「むむーっ？　トイレに行ってるのかな？」

ＫＰ：しかも、なぜか窓が開けっ放しになっていて、吹き込んだ雨が床を濡らしている。

さやか：窓を閉めますね。あとスケッチブックをチラ見します。

ＫＰ：表紙を見るかぎり、けさ、志津恵が持っていたものに間違いなさそうだ。

さやか：悪いとは思うんですが、こっそり中をぺらぺらと……。

睦：先輩がいつもなにを描いていたのか興味があるので、私も後ろからこっそりとのぞき見……。

ＫＰ：そこに描かれたスケッチは、これまで志津恵が得意としていた静物画とは大きく異なる題材のものばかりだ。画面全体を真っ黒に塗りつぶした闇、巨大な目、ゆがんだ顔で泣き叫ぶ赤子……どれもこれも尋常とは思えない、不気味なスケッチばかりだね。二人は〈芸術（絵画）〉でロールしていいよ。

睦：コロコロ……成功しました。

さやか：さすがは美術部員のむったん。コロコロ……私は当然ですが失敗です。

ＫＰ：睦はこれらの絵から、魂の奥深くからわき上がってくる圧倒的なイマジネーションを感じ取る。これまでの志津恵の絵とはまったく雰囲気は異なるものの、小手先の想像力ではとても描くことのできないスケッチであることは間違いないだろう。

睦：「むむーっ、あの先輩がこんな気味の悪い絵を描くなんて……いったいどうしちゃったんだろう？」

さやか：けさに見た、非ユークリッド幾何学の絵はありますか？

ＫＰ：うん、次のページが白紙なことから、それが最新のスケッチであることがわかる。

睦：美術部員の目で見ると、その絵ってどんな感じなんですか？

ＫＰ：これまでのスケッチのイメージすべてが混在した集大成といった印象を受けるね。ただし、その中心にある門の向こう側の空白は、睦ちゃんの心をゾワゾワと不安にさせるものだ。

睦：「なんだか、人を不安にさせる絵ですね」

ＫＰ：そんなふうに二人がスケッチをのぞき込んでいると、ぴちょんと水滴がひとつ、絵の真ん中に滴り落ちた。

さやか：「あれ、雨漏りかな？」

ＫＰ：そして、二人が見つめる前で、その水滴は画用紙にじわりと染みこんでいくのだが、まるでアメーバーのような不自然な動きをしながら、中心にある空白部分へとシミを広げていく。

睦：えっ、ええっ？

ＫＰ：水滴が空白部分に達すると、突然、スケッチブックに変化が起きる。空白部分を中心として画用紙がどこかに吸い込まれるようにクシャクシャになっていき、さらにはスケッチブック全体がギシギシと音を立ててねじれていく。まるで絞った雑巾みたいになったスケッチブックは、やがて限界が来たのか、バツンという音とともにねじ切れてバラバラになった画用紙をまき散らした！

さやか：「な、なにが起きたの……？」

ＫＰ：さて、〈正気度〉ロールをしてもらおうか。成功は１、失敗は１Ｄ４の喪失だよ。

佐々原：むったんも、これでめでたく〈正気度〉ロールデビューだ（笑）。

さやか：１Ｄ４とは、かなり怖いですね。コロコロ……ホッ、成功しました。１ポイント喪失して、残り正気度は68。

睦：コロコロ……失敗です。コロコロ……むはっ、４ポイント喪失して、残り51になりましたぁ（泣）。

ＫＰ：４ポイント喪失は大きいね。

睦：初めて超常現象を目の当たりにしたので、床にへたり込んでガクガクしています……。

ＫＰ：ショックを受けているところ悪いのだが、二人は〈アイデア〉をしてくれるかな？

睦：なんとなく失敗した方がよさそうな予感。コロコロ……あっ、成功しちゃった。

さやか：コロコロ……私も成功です。

ＫＰ：二人は水滴の落ちてきた天井を見上げるのだが、そこには雨漏りのせいで大きなシミができている。しかも、そのシミはどこか泣き叫ぶ赤ん坊のようにも見えるのだった。さて、そんな怖い想像をしてしまったお二人さんは、また〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

佐々原：怒濤のような〈正気度〉ロール攻勢！（笑）

さやか＆睦：コロコロ……二人とも成功です！

ＫＰ：だったら、正気度は喪失しない。

睦：でも、初めて宇宙的恐怖を経験したので「さやかちゃん、なんなのこれっ！」と、なにも知らない探索者らしく、さやかちゃんにすがりついてます。

さやか：「むったん、どうやらこの学園になにかが起きようとしているようね……」

睦：さやかちゃん、さやかちゃん、その発言は怪しすぎるってば（笑）。

佐々原：謎の転校生すぎますよね（笑）。

ＫＰ：さて、ここで全員〈聞き耳〉をしてもらおうかな？

辰巳：全員だって？　なんだろう？

佐々原：コロコロ……こっちのグループはボクだけ成功しました。

さやか：コロコロ……美術室チームは、私が成功してます。

ＫＰ：じゃあ、屋上の貯水槽を見に行こうと階段を上っていた佐々原は、四階の教室から女性の悲鳴が聞こえてきたのに気づく。一方、さやかちゃんは廊下の方で、聞き慣れた辰巳先生と佐々原の声を耳にする。

佐々原：これは女子高生の悲鳴。ダッシュで教室に飛び込みます。

辰巳：ワシも一緒に行くぞ。

さやか：「辰巳先生、佐々原さん！」

佐々原：「あれっ、さやかちゃんじゃないか。いったいどうしたの？」

さやか：「あっ、あれを見てください！」と、天井を指さします（笑）。

ＫＰ：……じゃあ、二人は〈アイデア〉をしてくれ。成功したら、〈正気度〉ロールだよ。

辰巳＆佐々原：そういうのを見せるのはやめてくれ～！（笑）




　かくして、さやかちゃんの巧妙な罠により、辰巳先生の正気度は１ポイント喪失して残り49となったのであった。ご愁傷様である。




貯水槽に浮かぶモノ




佐々原：ちなみに、ボクとむったんはイトコなんですよ。

ＫＰ：あれ、そうなの？

睦：はい、さっきそういうことに決まりました。

佐々原：小さいころのむったんのおむつを替えたことだって……って、それはないか。

辰巳：君たち四歳しか離れていないだろう。

佐々原：では、一緒にお風呂に入ったぐらいの仲です。

辰巳：佐々原がいうと変態のように聞こえるな。

ＫＰ：ホントだね。

佐々原：失礼な。ちゃんと妹のようにかわいがっているんですってば。

ＫＰ：妹なのにかわいがっているんですって、奥さん（ヒソヒソ）。

辰巳：うむ、より変態度が増したな。

佐々原：だから違うってば！

睦：まあまあ、私は佐々原さんのことはタマ兄にいと呼んで慕ってますから。

佐々原：うう～っ、むったんはかわいいなぁ。なでなで。





　佐々原のプレイヤーは睦の外見イラストをいたく気に入ったため、このような猫かわいがりをするようになった。

　ちなみに、われわれは探索者シートに各々の外見イラストを印刷したものを貼ってプレイをしているのだが、佐々原のプレイヤーは睦のイラストをずっと眺めていたいからと、彼女のイラストを自分の探索者シートに貼ろうとしたほどだ。バカである。本気のバカである。






睦：「ところで、タマ兄はなんでさやかちゃんや辰巳先生とお知り合いなの？」

佐々原：「ボクが行きつけにしている骨董品店で知り合ったんだ。さやかちゃんはそこで店番をしているんだよ」

ＫＰ：その骨董品店は御津門学園の近所にある「るるいえ堂」というところで、睦ちゃんも場所は知っている。

睦：「ああ、あの開いているのか閉まっているのかわからない不思議なお店の……」

辰巳：「睦くんといったかな。すまんが、ワシらを屋上の貯水槽に案内してくれないかな。ちょっと調べたいことがあってね」

ＫＰ：じゃあ、四人で屋上へと向かうわけだね。ちなみに、御津門学園は生徒も屋上に出入りすることが許されていて、昼休みにはみんなの憩いの場となっている。ただし、いまは雨のため誰もいないようだな。

佐々原：貯水槽に変わったところはありませんか？

ＫＰ：その前に、屋上のコンクリの上にできた水たまりが赤く染まっていることに気づく。水たまりには、プラスチックや木材も切れる大型カッターが落ちている。そのカッターにはマジックで「美術部」と書いてあるな。

睦：「美術部……って、まさか先輩が!?」

さやか：急いで先輩の姿を捜します！

佐々原：ボクは貯水槽の方に行きます。

ＫＰ：佐々原は貯水槽の下に脱ぎそろえられた上履きを発見する。上履きは雨に洗い流されつつあるが、血に染まっているぞ。

佐々原：……ゴクリ。貯水槽を登ってみますが？

ＫＰ：奇妙なことに蓋は開いているぞ。

佐々原：中を……のぞきます。

ＫＰ：貯水槽の水は真っ赤に染まっており、そこには背中を上にして浮かんでいる女子生徒らしき姿があった……。

佐々原：うううっ、なんてこった。引き上げられそうですか？

ＫＰ：ＳＴＲ15に対する抵抗表のロールが必要だな。入口が狭いので手伝えるのは二人までだ。

睦：私が手伝えば、ＳＴＲが高いのでほぼ成功しますけど……。

辰巳：いやいや、睦くんとさやかちゃんにこんなものは見せられない。引き上げるのはワシらでやるから、二人は辺見校長と保険室の先生を呼んできてくれ。

さやか：「わかりました……行こう、むったん」

ＫＰ：二人が貯水槽をのぞき込むと、異臭に気づくね。それはさっき麦茶で感じた生臭さと、磯臭さ、そして薬品っぽい刺激臭がする。〈医学〉か〈薬学〉どちらか得意な方でロールをどうぞ。

辰巳：コロコロ……〈医学〉で成功したが？

ＫＰ：この刺激臭はホルマリンだね。

辰巳：「ホルマリン……なぜ、そんなものが？」

佐々原：「とにかく、女性を助けましょう。まだ生きているかもしれません！」

辰巳：「おっと、そうだったな」

ＫＰ：二人のＳＴＲを合計して、抵抗表で算出した成功率は──75％だね。

辰巳：よし、ここはさっきから〈正気度〉ロール以外は成功させているワシがやろう（笑）。

佐々原：どうぞどうぞ、おまかせします。

辰巳：「よっこらしょ」と、コロコロ……成功だ。

ＫＰ：その女性は水中で背中を上にして、うずくまるように丸くなって浮かんでいる。それはまるで胎児のポーズにも似ている。そんな女性の体を、二人は協力してなんとか引き上げることに成功した。

辰巳：すぐに応急手当をするぞ！

ＫＰ：……残念ながら、彼女の顔色は紙のように白く、体は冷え切っている。完全に息絶えているね。制服からして御津門学園の女子生徒らしいけど、腹には横一文字の深い傷がある。

佐々原：まさか割腹自殺？

ＫＰ：〈医学〉に詳しい辰巳先生ならわかるけど、自分の腹をここまで深く裂くことは尋常な精神ではなかなかできるものではないね。あと、彼女の体を動かしたとき、腹の傷の中から広口のガラス瓶が転がり落ちた。

佐々原：お、おなかの中からですって……？
















辰巳：うーむ、なにかのカルト儀式だろうか？

ＫＰ：瓶の大きさは二十センチ弱ぐらい。生物標本用のラベルがついているけど、紙の黄ばみ具合からして、ずいぶんと古いモノのようだ。ラベルの文字は水に濡れてにじんでしまい、判読することはできない。

佐々原：これがホルマリンのにおいの原因でしょうね。中身の標本は入っていないんですか？

ＫＰ：瓶は開いて、中は空っぽだ。

佐々原：貯水槽に残っているんですかね。さすがに気味が悪くて、探しに行く気は起きませんけど。

辰巳：探索者としての好奇心から、辺見校長たちが来る前に、もう少しだけ彼女の傷の具合を〈医学〉で調べてみよう。コロコロ……成功したぞ。

ＫＰ：その傷は子宮にまで達していることがわかるね。傷の具合からして、屋上に落ちていたカッターで切ったものだろう。ほかには目立った外傷も、ためらい傷も、また抵抗した跡といったものも見つからない。死因は大量の出血によるものかと思われるね。

辰巳：水たまりにある血痕の具合からして、彼女が屋上で腹を切って、それから貯水槽に自分から飛び込んだと推測できそうか？

ＫＰ：異常な行動とはいえるけど、現場の状況はそれを物語っている。

辰巳：「あとは警察の仕事だな。おとなしく辺見校長を待とう」

佐々原：「……そうですね」

ＫＰ：あっ、そうだ。〈正気度〉ロールをさせるのを忘れてた！

佐々原：くっ、このまましんみりとスルーしてくれるかと思ったのに！（笑）

ＫＰ：だめだめ、きちんとやっておいてくれ（笑）。





　不幸にも二人は〈正気度〉ロールに失敗。１Ｄ４の正気度を喪失することになる。

　佐々原は１ポイント喪失して、残り正気度66。辰巳先生はまたも最大値の４ポイント喪失して、残り正気度45。序盤からガリガリと正気度を削られる不幸な辰巳先生であった。






標本室での怪異





　その後、辺見校長から警察への通報がなされて、一気に現場は慌ただしくなった。

　死んだ女子生徒は、美術部三年生の篠原志津恵であることが、辺見校長によって確認された。

　校内放送で学園に残っている生徒は下校させられ、辰巳先生は辺見校長と一緒に、警察の事情聴取などを受けることになる。辰巳先生は自分の社会的信用を利用した交渉術と、辺見校長のフォローを受けて、面倒なことに巻き込まれないように立ち回りつつ、さりげなく捜査状況に探りを入れることも忘れない。

　その結果わかったことは、貯水槽は警察によって徹底的に調査されたが、不思議なことに標本瓶の中身は発見されなかったという事実であった。






ＫＰ：さて、一通りの事情聴取が終わるまでは、君たちも学園に残っているように言われている。

睦：私は慕っていた先輩の死にショックを受けてますので、美術室で呆然としています。

さやか：そんなむったんを慰めてますよ。

ＫＰ：ところがだね、なんだか美術室のあたりにホルマリンのにおいがするような気がするんだよ。

佐々原：ゾゾッ……まさか、志津恵さんの幽霊？

ＫＰ：なんだか、美術部の隣の部屋から漂ってきているようだぞ。睦ちゃんは知っているけど、美術部の隣は理科資料室になっている。

佐々原：ということは、あの標本瓶があった部屋ということか。ちょっと様子を見に行きます。

さやか：「佐々原さんが行くなら、私も行きますよ。佐々原さんだけじゃあ頼りないから（笑）」

睦：「ひ、ひとりにしないで～」みんなが行くのなら、私もタマ兄の後ろに隠れながらついて行きます。

佐々原：「うんうん、むったんはボクの後ろに隠れていなさい」

ＫＰ：理科準備室の前に立つと、引き戸の窓ガラスが割れていることに気づく。また、中をのぞくと保管されてあった標本瓶のいくつかが割られていることがわかる。ホルマリンのにおいの元はこれだね。

さやか：ガラスは廊下側に散らばっていますか？

ＫＰ：いや、部屋の中に散らばっているね。

さやか：資料室の鍵を持っていなかった志津恵先輩が、扉のガラスを割って侵入したといったところでしょうか？

睦：「すごい、さやかちゃん。推理小説みたい」

さやか：「私は女子高生探偵ですから（笑）」

睦：「言葉の意味はよくわからないけど、とにかくすごく頼りになりそうなのはわかった（笑）」

さやか：中の様子を〈聞き耳〉してみますね。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：かすかにぴちゃぴちゃと水がはねるような音がするね。

さやか：「犯人かもしれません。中に入りましょう！」

佐々原：「さやかちゃんは勇ましいなぁ～」

ＫＰ：では、資料室の中は頭がクラクラするほどホルマリンの臭気に満ちている。スチール製の棚が所狭しと置かれていて一人が通れるすき間しかない。床には割られた瓶から出た、さまざまな生き物の標本が散乱している。

さやか：ぴちゃぴちゃの音の主を捜しますが……。

ＫＰ：（じゃあ、ランダムで犠牲者を決めるか）コロコロ……おっと、佐々原？

佐々原：な、なんですか？

ＫＰ：君の足首に、なにか白くて長いものが巻き付いてきた。それはヤツメウナギの標本のようだが、なぜかそいつは生きているように動いて、君の皮膚に口を押しつけ、血をチュウチュウと吸い始めたぞ。

佐々原：な、なんですと～!?

ＫＰ：それどころか、ほかの床に散らばった生物標本も、もぞもぞと動いて君たちの方に這い寄ってくる。さて、〈正気度〉ロールをしてもらおうか。成功はゼロ、失敗は１Ｄ３の正気度喪失だ！

佐々原：コロコロ……成功です！　ヤツメウナギをふりほどきますよ！

さやか：コロコロ……私も成功です。

睦：コロコロ……むむーっ、失敗です～！　コロコロ……２ポイント喪失して、残り正気度は49。ただでさえ気味の悪い理科資料室で、こんな光景を見たらガクガクブルブルですよ。

佐々原：ボクはむったんを連れて、部屋の外に逃げ出します！

さやか：私は……近くに手ごろな標本はいませんか。一匹、持って帰りたいのですが？

佐々原：さやかちゃん、なにいってんの!?

さやか：いや、証拠として持って行きたいと思って。あとでゆっくり調べたいし。

ＫＰ：足下でカサカサ動いている伊勢エビらしき標本がいるけど。

さやか：じゃあ、それを捕まえて部屋を飛び出します。「むったん、エビだよっ！　伊勢エビ！」

睦：もう、私にはわからない。さやかちゃんという人間がよくわからないっ！（笑）

ＫＰ：けど、部屋を出ると、標本はだんだんと動くのをやめてしまうね。

さやか：「あれ、外に出すと死んじゃうの？」

睦：「さやかちゃん、それ最初から死んでるから」

ＫＰ：資料室の中にいた標本も、いつの間にか動きを止めているよ。あと、いま気づいたんだけど、資料室の窓が少し開いていて、床に広がったホルマリンの液と雨水が混ざり合っている。

佐々原：また、雨ですか……なにかがあるところには、いつも水がつきまとっているなぁ。

睦：「いま、標本が動いていたような気がしたけど……」

佐々原：「たぶん、気のせいだよ。ホルマリンのせいで幻覚でも見たのかもね」といいながらも、探索者としてはこれがどういう怪奇現象なのか気になるところ。

睦：貯水槽で死んだ志津恵さんの霊が関係しているのか、それともルルイエで眠る水の神様の仕業とか……。

さやか：あのあのっ、この資料室を調べれば、志津恵先輩が持っていた標本瓶の正体がわかるのでは？

睦：なるほど……保管されている資料の目録とかありそうですね。

ＫＰ：探せば目録はロールの必要もなく見つかるね。ただし、割れた標本瓶と目録を照合させてなくなっているものを調べるには、二時間ほどかけて〈図書館〉と〈アイデア〉に連続して成功する必要がある。

佐々原：辰巳先生が警察から解放されるまで暇ですからやってみようか？

さやか：そうですね。佐々原さんも私も〈図書館〉と〈アイデア〉は得意ですし。

睦：私は〈図書館〉が苦手なので、美術室にある志津恵先輩の荷物をまとめて辺見校長に届けておきます。

佐々原：うーん、実に普通の生徒っぽい行動だ。さやかちゃんと違って、探索者として毒されていない（笑）。

睦：いつみんなのように探索者として目覚めるか、なかなかタイミングをつかめないだけですけどね。





　二人の根気強い照合作業により、資料室から紛失している標本を特定することができた。

　それは辰巳先生と入れ替わりで理事を退職した、中なか谷たに稔みのるという産婦人科医が寄付したものであった。ただ、その標本のラベルには「１９４６年　Ｔより」としか記されていなかったらしく、生物教師に尋ねてみてもウナギやタコ、コウモリといった雑多な生物の部位を一緒の瓶に詰めた、生物標本としては価値のない代物であったらしい。

　一方、志津恵の遺品を辺見校長に預けた睦ちゃんは、ようやく警察から解放された辰巳先生と一緒に、さやかちゃんたちのところへと戻った。






さやか：「辰巳先生、お疲れ様でした～」

佐々原：こういうとき、やっぱり辰巳先生は頼りになりますね。

辰巳：まあ、年の功だな。マスコミに顔を売っていたのも無駄ではなかったわけだ。

佐々原：「ところで、志津恵さんが持っていた標本の正体はわかりましたよ。なんと、辰巳先生の前任の理事が、学園に寄付したものだそうです」

辰巳：「そうか……だが、肝心の標本の中身は貯水槽では発見されなかったようだ。どこに消えたのやら」

佐々原：「すでに貯水槽から水道管へと移動していたりして」

辰巳：「あの麦茶を飲んでおいて、そんな悪趣味な冗談がよくいえるな」

佐々原：「ううっ……そうでしたね」

ＫＰ：いろいろやっているうちに、そろそろ外は薄暗くなってきたよ。警察の方も引き上げつつあるようだ。

さやか：とりあえず、みなさんるるいえ堂に来ませんか。学園から近いようですし。

辰巳：「そうだな……なにか温かいものでも飲ませてもらおう。雨に当たったせいで、すっかり体が冷えてしまったよ」




ＫＰ：さて、なんとなく久しぶりな気のする、るるいえ堂の店内だ。多面体寄せ木細工とか、中東風の装飾品とか、怪しい中国の本とか、銀色のバケツとか、相変わらず怪しいモノが陳列されている。

睦：「ここがさやかちゃんがバイトしているお店なんだ。あっ、この寄せ木細工、すごくきれ～い（笑）」

佐々原：「むったん、それに触っちゃあ駄目っ！（笑）」

辰巳：「さやかちゃん、物騒なモノを陳列しておくんじゃない」

さやか：「でも、これだって売り物ですし……」

辰巳：「売るんじゃない！」

さやか：「京さんなんて、よく買いに来ますよ？（笑）」

辰巳：「彼女には、特に売っては駄目っ！」

さやか：「え～、だったら辰巳先生が買ってくださいよ～」

ＫＰ：さて、そんなアホらしいことを話しながら、るるいえ堂で温かいコーヒーを手に一服しているわけだが……辰巳先生と佐々原の二人は［ＰＯＷ×５］のロールをどうぞ。

佐々原：まさか、また幽霊が見えるとか。コロコロ……成功です。

辰巳：コロコロ……ワシも成功した。

ＫＰ：なるほど、すると二人は雨に濡れた窓ガラスの向こうに見える道路の排水路から水があふれ出しているのが見える。ゴミでも詰まっているのかも。

佐々原：また水ですか……。

ＫＰ：あふれ出した雨水が大きな水たまりを作っており、その中に長い黒髪を垂らした、白い服の女性がうつむいて立っていることに気づくぞ。しかも、その女性の背格好は、君たちが貯水槽から引き上げた篠原志津恵と似ているようだった。さあ、〈正気度〉ロールをしてくれ。成功はゼロ、失敗は１Ｄ３だよ。

佐々原：コロコロ……成功！

辰巳：コロコロ……うわっ、また失敗だ。なんだか〈正気度〉ロールに一度も成功しないぞ!?

佐々原：辰巳先生、今日はとことんついてませんねぇ。

辰巳：コロコロ……１ポイント喪失して、残り正気度44。

ＫＰ：その女性の姿は、もう一度見たときにはすでに消えてしまっているのだけど、このとき正気度を喪失した辰巳先生は、自分自身に〈精神分析〉をすることができるよ。

辰巳：んっ、なんだか珍しいタイミングでロールをさせるな。コロコロ……よしっ、成功した！

ＫＰ：辰巳先生はあの女性の姿を見たとたん、狂おしいまでの渇望を感じる。そんな自分自身の思いを精神分析したところ、それはかつて平家塚の地下洞窟で蜘蛛の神に出会ったときに経験した、母性愛を求める気持ちと同じものであることがわかる。

辰巳：もう母さんの話はやめてくれぇ～っ！

佐々原：まさかここでアトラック＝ナチャへのトラウマがよみがえるとは（笑）。

ＫＰ：辰巳先生の場合、妙な病歴を抱えているからややこしいけど、いまのはアトラック＝ナチャへのトラウマというよりは、母性愛を渇望する気持ちの現れだと解釈してくれ。

さやか：でも、なんで辰巳先生が志津恵先輩のことを母親と思ったりするんでしょう？

佐々原：うーん、この場面はボクも〈正気度〉ロールに失敗しておいた方がよかったかも。ボクだったら、どんな渇望をしたのかな？

辰巳：どうせ、佐々原は女子高生に対する渇望しかないだろ。

佐々原：ひ、ひどいっ！　ほかにも、唯ゆい花かちゃん（『るるいえあんてぃーく』に登場した女の子）への渇望とかありますってば。

さやか：小学生を渇望しないでください！

辰巳：ワシと佐々原ばかりが幽霊を見るということは、麦茶が関係しているんじゃないかな？

佐々原：あれを飲んだせいで呪われたとかですかね。

辰巳：飲んだ人間は、トラウマに関係する幻覚を見るとか。

佐々原：でも、水道水なら、ほかの生徒だって飲んでいるのでは？

さやか：いや、最近は水道水なんて飲んだりする人はあまりいませんよ。ペットボトルを買いますし。

佐々原：へえ、そうなんだ。ボクなんかは蛇口から水道水を飲んでたけど。

ＫＰ：ボクだってそうだったけどね。

睦：「タマ兄、辰巳先生の様子がちょっと変な感じだけど、どうかしたの？」

佐々原：「大丈夫、ちょっと昔のトラウマがよみがえっただけだから（笑）」

睦：「トラウマ……って」と、テレビで見た辰巳先生の知的なイメージが少し崩れていってます（笑）。

さやか：ところで、明日はどうするんですか？

辰巳：情報収集をできるところは、いろいろとあるんだけど……。

佐々原：志津恵さんの両親にも会ってみるとか、中谷医師に標本のことを聞いてみるとか。

辰巳：しかし、まだワシらが、そこまで踏み込むほどの理由もないような気もするなぁ。

佐々原：そうですねぇ～。





　ここでプレイヤーたちは自分の行動方針にちょっと迷うこととなる。

　いつもは好奇心旺盛でなんにでも顔を突っ込みたがる探索者気質のプレイヤーたちであるが、今回は高校という現実味のある舞台からスタートしたせいか、一般人としての思考の方にベクトルが向いていたようだ。

　さらにきっかけとなる事件が、女子高生の自殺という惨たらしく生々しいものであったことも、プレイヤーたちの気を重くさせたらしい。

　確かに、志津恵の自殺について、両親や学友に尋ねて回るのは気の滅入るような仕事である。これがもし宇宙からのメッセージが何者かの手によって黒板に描かれるとか、そんな突拍子もない奇妙な事件だったら、探索者たちはもっと気楽に調査にも挑んだことだろう。

　正直、このときのボクは、キーパーとしてどのようにみんなのモチベーションを高めようかと悩んでいた。

　ところが、そんな腰の重い辰巳先生と佐々原の尻をたたいたのは、キーパーではなくわれらがヒロインさやかちゃんであったのだ。






さやか：いやいや、こんな不思議な事件、女子高生探偵としては見過ごせませんよっ！

ＫＰ：おーっ、さすがはさやかちゃん。そうこなくちゃあ（パチパチ）。

さやか：探偵には依頼者がつきもの。むったん、最初の依頼者になってくださいな。

睦：むーっ、たぶんその流れが美しそうですね。

ＫＰ：うん、素晴らしく自然な展開だ。睦ちゃん、すぐに女子高生探偵に依頼をしなさい（他力本願）。

睦：だったら、まずは辰巳先生に志津恵先輩の事件を警察がどのように判断したのか尋ねてみます。

辰巳：「状況からして、おそらくは自殺ということで決着がつきそうだな」

睦：そんな話を聞いた私は、あの志津恵先輩が自殺するなんてとても信じられませんので、さやかちゃんにこの事件の真相究明を依頼することにします。

さやか：来た～、依頼が来た～～っ！

佐々原：さやかちゃん、うれしそうだなぁ（笑）。

さやか：「むったん、私にまかせて。先輩の死の真相、必ず突き止めてあげる！」って、キャンペーン四回目にして、とうとう探偵デビューですよぉ～！（笑）

全員：わ～～～っ！（パチパチ）

さやか：「あとはＳＯＳ団に任せなさいっ！」

佐々原：なぜにＳＯＳ団!?（笑）

さやか：Ｓ＝神話的な、Ｏ＝恐ろしい事件を、Ｓ＝推理する団です！（笑）

佐々原：なんて嫌な団だろう……。

さやか：「普通の事件には興味ありません。神話的な事件があったら持ってきなさい！」がモットーです（笑）。

辰巳：ワシらがその団員なのか？

睦：超能力者も宇宙人も未来人もいませんけどね。

ＫＰ：いやいや、辰巳先生は呪文が使えるから超能力者といえるのでは。あとは、誰かの正体をミ＝ゴにして、イスの偉大なる種族に精神を乗っ取られればタイムトラベラーにだってなれるよ（笑）。




中谷医師の恐るべき遺品





　翌日、日曜日の午前中。さやかちゃんと睦ちゃんの二人は、志津恵の家に学友として訪問をする。

　両親から志津恵の近況を聞き出したところ、彼女の妊娠は想像妊娠であったこと。また、風評を恐れてしばらく学園を休んでいた志津恵が再び登校するようになった背景には「あの子が待っているから、学園に行かねばならない」という強迫観念めいたものがあったことなどがわかった。

　一方、辰巳先生たちは警察の捜査状況の確認と、中谷医師の連絡先を調べることに午前中を費やす。事件の捜査に進展はなかったが、貯水槽の蓋が志津恵でも開けられるようになっていたのは業者のミスであることが判明する。






睦：これはプレイヤー発言ですけど、志津恵先輩はなにか悪いモノを受信していたのでは。感受性の優れた芸術家だったようですし。

辰巳：ルルイエのスケッチを描いていたし、定番のクトゥルフからの毒電波かな？

佐々原：でも、そのせいで妊娠なんかしたりするんですか？

辰巳：ワシは聞いたことはないが……相手は神様だから、なにがあってもおかしくないだろうさ。

さやか：でも、そうだとしたら標本にはなんの意味が？

辰巳：うーむ、まだピースが足りないな。

佐々原：やっぱり標本の中身が気になりますね。

辰巳：よし、午後はさやかちゃんたちと合流して、中谷医師の家に突撃だな。





　中谷医師の自宅は、墨田区の高級マンションだったが、探索者が通された応接間はガランとしていた。

　なんでも、いまは引っ越し準備の最中だったらしい。






ＫＰ：「いままで個人で経営していた医院も閉めたので、これからは夫婦で東南アジアに移住して、のんびりセカンドライフを楽しむ予定だよ」という中谷医師は、小太りの穏和そうな人物だね。辰巳先生のことは自分の後任の理事として面識があるし、御津門学園の生徒と知れば、さやかちゃんや睦ちゃんも歓迎してくれる。

睦：「忙しいときにすみませんでした」

ＫＰ／中谷：「いやいや、どうせ隠居する身だからね。日本を離れる前に、学園の生徒が会いに来てくれるなんてうれしいよ。よかったら、最近の学園の話を聞かせてくれるかい？」

さやか：「私は事業仕分けで転校したばかりなんですが、とても良い学校だと思ってます」

ＫＰ／中谷：「いきなり転校させられて、それは災難だったねぇ（笑）」

佐々原：「……この人、あまり怪しくないですね（ヒソヒソ）」

辰巳：「ああ、てっきり犯人だと思っていたのに（ヒソヒソ）」

ＫＰ：そこそこ、なにをヒソヒソしている（笑）。

さやか：「ところで、この前、理科準備室の生物標本が盗まれる事件があったんですよ。調べてみたら、それが中谷さんの寄付してくださった『Ｔより』とラベルに書かれた標本みたいなんですけど」と、話をしながら〈心理学〉で表情の変化をチェックします（※ほかの技能と違って〈心理学〉はキーパーがロールをする）。

ＫＰ：中谷医師は「へえ、あんなものを盗むとは物好きがいるものだねぇ」とか当たり障りのないことをいっているが、コロコロ……（〈心理学〉は成功しているな）。大きく動揺しているわけではないけど、ちょっと反応が変だな。あまり触れたくない話題になったといった感じかな。

さやか：「私、実は探偵を目指しているんですが、その標本について詳しく教えていただけませんか!?」

睦：「さやかちゃん、探偵っていうのは言わない方がいいと思うよ……」

ＫＰ：じゃあ〈言いくるめ〉だね。あっ、さやかちゃんは御津門学園の生徒だから＋20％していいよ。

さやか：＋20％もしてもらえれば楽勝ですよ。コロコロ……はい、成功しました。

ＫＰ：女子高生のかわいい探偵ゴッコと解釈したのだろう。さやかちゃんの妙な申し出にも、元学園理事として中谷医師はおおらかな対応をしてくれる。

睦：「そうなんですよ、私たち部活で探偵小説の研究をしていて……」

さやか：「ＳＯＳ団ですから！」

睦：「さやかちゃん、それはもういいから！（笑）」

ＫＰ：「あれは私の父の栄太郎が集めていた標本なんだが、そもそもそんなに価値があるものではないはずだよ。正直なところ、気味が悪いので学園に寄付させてもらったぐらいで……いやいや、決してやっかい払いというわけではないんだけどね」と、苦笑いする。たぶん、さっきの微妙な態度は、この罪悪感が原因だろう。

辰巳：「失礼ですが、お父上はどのような仕事をされていたのですか？」

ＫＰ：この墨田区で、戦前から産婦人科医を開業していたらしい。ただ、中谷医師の話によると、ちょっと学者肌なところがある変わり者だったそうな。

さやか：「『Ｔより』という言葉に思い当たることはありませんか。人の名前とか、地名とか？」

ＫＰ／中谷：「思い当たらないなぁ」

辰巳：「またまた失礼な質問で恐縮ですが、お父上の遺品などは、すべて処分してしまったのでしょうか？」

ＫＰ／中谷：「いや、そういえば金属製の書類箱がひとつ残っていました。鍵が掛かっているので中を調べられず、下手に処分もできずに困っているところです」

佐々原：「よかったらボクたちが開けて差し上げましょうか？」

ＫＰ／中谷：「それは願ってもないですが、そんなことできるんですか？」

佐々原：できるんでしょうか、キーパー？

ＫＰ：鍵自体はちゃんとしたものだけど、書類箱には強度がないから……きれいに鍵を開けるのなら〈錠前〉そのままか〈機械修理〉の５分の１でロール。工具とかで強引にこじ開けるのなら〈機械修理〉そのままでロールといったところかな。

佐々原：誰か〈錠前〉とか〈機械修理〉が得意な人っていましたっけ？

辰巳：〈機械修理〉は、京くんが担当だったんだよな……。

睦：はいっ、は～い、中学三年生のときに技術の授業で機械いじりにはまったことがあるので、私がちょっとだけ得意ですよ。

佐々原：むったんにそんな意外な特技が！（笑）

睦：といっても、成功率は37％しかありませんから、こじ開けることしかできそうにありませんね。

辰巳：それでも、この中ではいちばん得意なようだぞ。ここは睦くんに任せるとするか。「あー、中谷さん。この書類箱は壊してしまってもかまいませんかな？」

ＫＰ／中谷：「中身さえ無事なら、なにをしてもかまいませんよ。よかったら、ウチの工具をお使いください」

睦：志津恵先輩の自殺の真相を知るためならば、こんな書類箱を開けることぐらいなんでもありません。借りた工具で、コロコロ……あはっ、成功しました！

全員：おお～～～っ！（パチパチ）

ＫＰ：では、中身を取り出すことができた。古い本とか封筒とか、いろいろ入っているな。

辰巳：「拝見させていただいてもよろしいですか？」

ＫＰ：中谷医師は価値のあるものがないとわかると、ちょっとがっかりした顔で「どうぞお好きに」というね。




　以下は、こじ開けた書類箱に入っていたモノのリストである。





◆『An Investigation into the Myth-Patterns of Latter-Day Primitives with Especial Reference to the R'LyehText』というタイトルの英語の古本。理解するには４時間かけて斜め読みをして〈英語〉ロールが必要。

◆産婦人科医による徳井真理子という女性のカルテ。理解するには〈医学〉ロールが必要。

◆中谷栄太郎の研究ノートが三冊。古くさい手書きの文章のため読みづらく、理解するには四時間かけて〈母国語〉ロールが必要。

◆某生物研究所から中谷栄太郎宛の封筒。中にかさばるものが入っている（消印は50年前）。






辰巳：いろいろと見つかったが……とりあえず、その英語の本の作者は誰なんだ？

ＫＰ：ラバン・シュリュズベリイ博士だね。

辰巳：あのシュリュズベリイ博士とは、嫌な名前を聞いてしまったな（笑）。

さやか：それって、どんな人なんです？

辰巳：原作小説の有名人だけど、ある意味、ランドルフ・カーターよりもぶっ飛んだ人だよ。

さやか：蘭弗叔父さんよりも!?

辰巳：いちおう言っておくけど、蘭弗叔父さんとランドルフ・カーターは似て非なる存在だからね、さやかちゃん。

佐々原：封筒の方はボクらが調べますから、辰巳先生はカルテの方をお願いします。

辰巳：うむ、では〈医学〉で読んでみよう。コロコロ……あれ、失敗した。

ＫＰ：では、産婦人科の専門用語が多くて、いまいち理解できなかった。

佐々原：「辰巳先生、しっかりしてくださいよ～」

辰巳：「ワシだって専門家じゃないんだから仕方ないだろ。本職は大学教授なんだから！」

佐々原：「その割にはテレビとか出ているくせに……」

辰巳：「うーん、耳が痛いね～（笑）」

ＫＰ：ただ、日付が一九四六年であること。カルテの最後に、「妊娠をさせた相手らしき米兵が病院にやってきて子供をよこせと暴れたが、アレは渡せない」という走り書きがあることには気づく。

辰巳：一九四六年というと、戦後まもなくだな……米兵というのは進駐軍かな。

ＫＰ：ＧＨＱが思いっきり幅をきかせていたころだね。

辰巳：この徳井真理子という人物はいったい何者なんだろうか？

ＫＰ：中谷医師は、その名前にまったく心当たりはないというね。

佐々原：封筒の中身はどんな感じですか？

ＫＰ：簡単な手紙が入っている。内容は「預かった検体の正体は不明であり、既知のあらゆる生物とも類似点は見つからなかった」という、そっけない報告だね。封筒には、手紙のほかにスルメの足のような干物が入っている。

佐々原：「なんだろう、これ？」

ＫＰ：ニヤリ……それを手に持った、佐々原は～～（ねっとりとした声で）。

佐々原：げげっ、しまった。これは孔明の罠か？（笑）

ＫＰ：突然、指に焼け付くような痛みを感じる。見ると指の先がうっ血したかのように赤黒く変色していて、爪の間から血がにじみ出している。その血は妙に粘度が高く、まるで意思を持っているかのように動いて、指から例の干物へと吸い込まれていく。耐久力を１ポイント減らしておいてくれ。

佐々原：ボ、ボクの体になにが起きているんだ!?

ＫＰ：さらに、その血を吸った干物は急激に膨らんで、ナメクジのようなヌメヌメとした姿となる。そして、見た目からは想像もつかない素早さでキッチンの方へと飛び跳ねていく。

佐々原：追いかけて、捕まえようとします！

ＫＰ：相手はヌルヌルしていて、とても素手では捕まえられない。最後は、流しの排水口へと潜っていったよ。

佐々原：なんだったんだ、あれは？

ＫＰ：平気で捕まえようとしていたけど、みんな〈正気度〉ロールをしてくれよ。

さやか＆睦：コロコロ……成功です。

ＫＰ：成功しても１ポイントの喪失だよ。

辰巳：げげげっ、こいつ意外と怖いぞ。コロコロ……ぐはっ、また失敗だ。

佐々原：コロコロ……ボクも失敗です。

ＫＰ：辰巳先生は１Ｄ４の正気度喪失。佐々原はより恐ろしい経験をしたので１Ｄ６の正気度喪失だ。





　その結果、辰巳先生は２ポイント喪失して、残り正気度42。佐々原も同じく２ポイント喪失して、残り正気度64となった。

　読破に時間がかかるほかの資料を借りることに成功した探索者たちは、今後の作戦会議を開くため、中谷医師のマンションを出て、るるいえ堂へと移動することにした。












　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「クトゥルフの毒電波」




　　　　　　　どうも、好きな歌手はビョークの、むったんです。

　　　　　　　海底に沈む都市ルルイエに眠るクトゥルフですが、時々、なにかの理由で活性化して、世界各地の感受性の強い人たちに悪夢を見せるといった影響を与えることがあります。

　　　　　　　芸術家の人とかは特に影響を受けやすくて、そうした悪夢を絵画や彫刻として表現したりします。

　　　　　　　その結果、縁もゆかりもない各地の芸術家たちが、見たこともないはずの共通のイメージを一斉に描き始めるといった奇妙な現象が起きたりもします。なんだか、映画の『未知との遭遇』を思い出しますね。

　　　　　　　今回、志津恵先輩の描いたスケッチがルルイエを彷彿とさせるものであったことから、私たちはこの事件にクトゥルフの毒電波がかかわっているのではないかと、プレイヤー的には推理をしたわけですが……普通の人から見たら、私たちの方がよほど毒電波に侵されているような気もしますね。










　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「ラバン・シュリュズベリイ博士」




　　　　　　　どうも、好きな学者はインディアナ・ジョーンズの、むったんです。

　　　　　　　ラバン・シュリュズベリイ博士という方は、クトゥルフ神話を語るのならば、ラヴクラフトの次に忘れてはならない作家にして編集者のオーガスト・ダーレスが生み出した、とってもパワフルな架空の人物です。

　　　　　　　どのぐらいすごいかというと、宇宙的恐怖にかかわるたびに、自分からプレアデス星団にあるというセラエノ図書館に飛んでいってクトゥルフ神話の研究をしちゃうぐらい。ほかにも、ハスターの奉仕種族であるビヤーキーを召喚して空を飛び回ったり、弟子と一緒にクトゥルフに核爆弾を落としたり、いろいろと無茶なことをしてくれて、探索者にとっては「そこにシビれる！　あこがれるゥ！」的な方なのです。

　　　　　　　そんなシュリュズベリイ博士が著者なのですから、これがただの本であるはずがありません。正気度が順調に減っている辰巳先生が、その名を聞いて読むのを嫌がるのはごもっともかと。

　　　　　　　なお、シュリュズベリイ博士の活躍をもっと知りたい方は『クトゥルー２（青心社刊）』をお勧めします。究極まで進化した探索者の生き様をとくとご覧あれ！









徹夜の魔道書研究




ＫＰ：るるいえ堂に戻ったのは、午後七時ぐらいだね。

佐々原：あの干物はなんだったんだろう。

睦：理科資料室で生き返った標本とかと同じものでしょうか？

さやか：でも、あの標本はすぐに死んじゃいましたよ。ほら、伊勢エビ、伊勢エビ。

佐々原：持って帰ってきてたのか～い！（笑）

さやか：いちおう、証拠品ですので。せっかくだから、るるいえ堂に飾っておきましょう。

睦：さやかちゃん、飾らないで！

辰巳：それはさておき、読むべき資料は二冊あるけど、どうしようか。

佐々原：英語の本は辰巳先生に読んでもらうしか。

辰巳：やっぱりか～、正気度が減る一方だな……（泣）。

佐々原：〈母国語〉も辰巳先生がいちばん得意ですけど、こちらはボクがやりましょう。

ＫＰ：ちなみに『クトゥルフ２０１０』において、現代の発達した電子辞書や翻訳ソフトなどを駆使することで成功率にボーナスをもらえるようなルールが提案されている。

さやか：私、女子高生なので英和辞書を持ってます！

ＫＰ：うーん、高校生が使うような辞書程度では＋10％といったところかな。大型図書館とかにある専門用語もフォローしているような辞書がそろっていれば、最大で＋20％までボーナスがつくよ。

さやか：るるいえ堂ならそろっているんじゃないですか？　洋書だってたくさんあるし。

ＫＰ：そうだね、蘭弗叔父さんの書斎にある資料を使うというのなら＋20％のボーナスをあげよう。

辰巳：ふむ、それならワシの〈英語〉は１００％を超えるので楽勝だ。

さやか：じゃあ、私たちはみんなのために夕食でも作っていましょう。

睦：私もお手伝いしますね。料理はほんの少しだけ得意なんですよ。

佐々原：そうだったの？

睦：成功率８％ですから（※普通の人は５％である）。

佐々原：むったん、それで得意と言われても……（笑）。

ＫＰ：家庭料理ぐらいなら、４倍で成功すれば文句のないものが作れるけどね。１倍で成功すれば、食べたら感動で涙もこぼれる、一流シェフ並の料理となる。

睦：コロコロ……むむっ、１倍で成功しましたよ！　得意の卵料理をたくさん作りました。目玉焼きと卵焼きとオムレツとかに玉で～す！

辰巳：うーむ、味は良いのだが、こんなに卵ばかり食べているとヘビになった気分だな。

佐々原：でも、むったんが作ったものですから、全部食べますよ。胸焼けしそうだけど。

辰巳：さて、卵を食べて元気になったし、そろそろ〈英語〉ロールに挑戦するか。コロコロ……余裕で成功。

佐々原：コロコロ……うわっ、ボクの〈母国語〉は失敗です。やはり胸焼けのせいか？

睦：「タマ兄、私の料理のせいにしないでっ！」

ＫＰ：では、英語の本はタイトルを翻訳すると『ルルイエ異本を基にした後期原始人の神話の型の研究』といった感じになる。この本を斜め読みをした人は、正気度を１Ｄ３喪失する。

辰巳：うううっ、やっぱり。コロコロ……よかった、１ポイントで済んだ。残り正気度41。

ＫＰ：そして、辰巳先生はこのような気になる一節を発見した。





『ルルイエ異本を基にした後期原始人の神話の型の研究』の一節

　クトゥルフを信仰する者の中には、時折、神の寵愛を受けた子を賜るものがいるという。

　その子は、彼らが信仰する神自身の特質を強く受け継ぎ、非常に荒々しい存在である。

　信者ですら、その赤子を身近に置くことを危険としており、早々に神の御み許もとへ返すようにしている。

　その際、赤子の母親自身を巫女として、彼女が用意した「門」を中心とした、独特の儀式を執り行なう。






辰巳：ようやく真相に一歩近づいたという感じだな。この神の寵愛を受けた子が、志津恵が妊娠した赤ん坊ということか？

さやか：でも、志津恵先輩は想像妊娠だったんですよね。先輩のお母さんの話だと、産婦人科で調べてもらったから間違いないらしいですよ。

辰巳：ああ、そうか……ちょっとしっくり来ないな。

睦：むーっ、でも、この子供の母親が用意する「門」というのは、先輩のスケッチの絵のような気がしますね。

辰巳：それはありそうだな。じゃあ、スケッチブックが爆発したのは、赤ん坊が神の御許へ帰ろうとしたからか？

さやか：あのときは正気度もずいぶん減りましたしね。その推理で正解だと思いますよ。

睦：減ったのは、主に私の正気度でしたが……。

佐々原：でも、たぶんあれって失敗したんですよね。まだ、怪物は残っているっぽいし。

辰巳：独特の儀式というやつが執り行なわれなかったからじゃないのかな。儀式について記述はないのか？

ＫＰ：では、辰巳先生は［ＩＮＴ×３］ロールをどうぞ。

辰巳：んっ、これは呪文の習得ロールかな？　コロコロ……わっ、失敗した。

ＫＰ：では、辰巳先生はこの本にあった「独特の儀式」における呪文を暗記することはできなかった。でも、今回のシナリオの特別ルールとして、魔道書を片手に唱えるのならば暗記をしていなくても呪文を使うことができる。この効果は、魔道書の写しやコピーでは無理なので注意すること。

辰巳：それは良かった。呪文のページには、目立つように付箋をつけておこう。

ＫＰ：あとは「門」とやらを用意して、その寵愛を受けた子の目の前で儀式を執り行なえば、それを神の御許に返すことができるらしいね。

辰巳：この呪文が決め手になりそうだな。〈英語〉に成功してよかった。

ＫＰ：ちなみに、この儀式は《退散》の呪文と似たようなものなので、呪文を唱える術者と協力者のマジックポイントの合計が高ければ高いほど成功率はアップする。

辰巳：ところで、肝心の「門」についての詳しい記述はないのか？

ＫＰ：そのへんは曖昧だな。読むかぎりでは、誰に教えられるまでもなく母親ならば用意できるものらしい。

辰巳：やはり、あのスケッチが大事だったのか！

さやか：でも、バラバラになってしまいましたよ……。

全員：う～～～ん。

辰巳：しかし、スケッチブックがバラバラになるのは防ぎようがないイベントだったから、ほかに「門」となる絵があるんじゃないのかな？

さやか：けさ、志津恵先輩の家で部屋を探しましたけど、そんな絵は見つかりませんでしたよ。

睦：先輩の荷物をまとめているとき美術室も探しましたが、怪しい絵はなかったですね。

全員：う～～～ん。

ＫＰ：（あ～らら、さやかちゃんはすっかり伏線を忘れているみたいだなぁ）

佐々原：ボクが読むのに失敗した研究ノートに手がかりがあるかもですよ。

辰巳：そうだな、今度はワシがノートを読むか。

佐々原：呪文を習得している人は多い方が安心なので、ボクも『ルルイエ異本をうんちゃらかんちゃら』を読むことにします。

ＫＰ：となると、朝まで徹夜作業となるぞ。

辰巳：まあ、かまわんだろう。

睦：明日は学校なので、私は家に帰りますね。

さやか：だったら、私も帰るので、むったんを送っていってあげる。

佐々原：「さやかちゃんがいれば、夜道だって安心だ。むったんをよろしく頼むね」

さやか：じゃあ、明日の朝にはまた顔を出しますので、読書頑張ってくださ～い。

辰巳＆佐々原：りょ～かい。




ＫＰ：さて……不気味な骨董品の並ぶ深夜のるるいえ堂で、黙々と怪しい本を読んでいる二人だけど。辰巳先生は［ＰＯＷ×５］ロール、佐々原は［ＰＯＷ×１］ロールをしてくれ。

辰巳：また、女の幽霊が出るのか!?

佐々原：でも、なんでボクのロールの成功率が下がっていんでしょう？

辰巳：さあ、なぜだろうか。とりあえず、ロールするか。コロコロ……やった、失敗した（笑）。

佐々原：コロコロ……１倍ではボクも失敗ですね。

ＫＰ：では、ぞくっと背筋に寒いモノは感じたものの、なにかを見るようなことはなかった。映像的には、奥の暗がりからずっ～と女の顔がこちらを見つめているのに、二人は読書に熱中していて気づかないでいるといったシーンだな。

佐々原：それはそれで怖いですが、気づかなかったから怖くない♪（笑）

辰巳：完全にノートを読むのに集中していて、周りはなにも見えていないぞ！（笑）

佐々原：ところで、ボクが幽霊の気配に鈍感になったのって、昼間に血を吸われたからじゃないですかね？

辰巳：というと？

佐々原：あの麦茶を飲んだせいで、ボクらの体内に怪物の一部が入り込んでいたとしますよね──

辰巳：そのせいで霊感が強くなって、幽霊を見るってわけか。

佐々原：──だけど、ボクは昼にあのヒルみたいなのに血を吸われたせいで怪物の一部が減って、霊感も弱くなった、という推理はどうです？

辰巳：なるほどな、筋は通っている。でも、それだと、いまごろは京くんもいろいろ見えているのか？

ＫＰ：京はいつでもいろいろ見える人になっちゃっているから（笑）。

辰巳：うーん、正気度ゼロめ……。

ＫＰ：じゃあ、そろそろ読めたかどうかのロールをどうぞ。

佐々原：＋20％もらえれば、〈英語〉だってなんとかなりますよ。コロコロ……うわっ、失敗!?

辰巳：なんだとっ！　うーむ、その失敗は痛いな。少しでも呪文を習得している人が欲しいところなのに。

佐々原：面目ないです。なんだか、嫌な予感がしてきましたね。

辰巳：とにかく、ワシもロールするか。コロコロ……〈母国語〉の方は成功した。

ＫＰ：では、この研究ノートは、徳井真理子という人物から堕胎した奇妙な特徴を持つ胎児の研究記録であることがわかる。記録によると、その胎児は人類とは異なるさまざまな生き物の特徴（軟体動物の触腕、コウモリの羽、細長い尾びれなど）を持っており、生物学上あり得ないものであったという。彼は、そのような生物の手がかりを求めて、『ルルイエ異本を基にした後期原始人の神話の型の研究』にまで手を出すが、やがて自分が人間の触れてはいけない宇宙的真理に近づこうとしていることに気づき、その研究を中断したらしいね。

辰巳：素晴らしい、賢明な判断だ。

佐々原：徳井真理子ってカルテにあった人ですね。彼女がなにかよくないモノを妊娠した……？

辰巳：そして、その赤ん坊を堕胎した中谷栄太郎が、標本にしてひそかに研究していたわけか。

佐々原：でも、いったいその赤ん坊の正体ってなんなのでしょう。

辰巳：うーむ、そこまではまだわからんなぁ。

ＫＰ：ちなみに、徳井真理子の連絡先などの個人情報はノートにはない。さて、このノートを読破した辰巳先生は正気度１点喪失。あと、〈クトゥルフ神話〉が+1％上昇するよ。

辰巳：うげげっ、〈クトゥルフ神話〉まで増えるのか～。とうとう残り正気度が40になってしまった。

睦：着実に京と同じ道を歩みつつありますね（笑）。




さやか：あっ、キーパー、寝る前に私は自分の家で、志津恵先輩のスケッチを元に戻そうとします。バラバラになったスケッチブックは回収しておいたので（実際、回収すると宣言していた。伊勢エビの標本といい、さやかちゃんにはなんでも証拠品は拾う習性があるようだ）。

ＫＰ：パズルみたいなものだから〈アイデア〉かな？

さやか：私は探偵だから〈アイデア〉は得意なのです。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：だったら、なんとか元の形に戻すことはできるね。けれど、セロテープとかで修復されたスケッチは、以前に見たような迫力に欠けるような気もする。

さやか：宇宙的なパワーが失われてしまったみたいな？

ＫＰ：そうかもしないね。

さやか：とりあえず、これは明日になったら辰巳先生に届けてあげようっと。では、おやすみなさ～い。




雨上がりによみがえる過去




ＫＰ：では、月曜日の朝になった。相変わらず雨は降り続いているが、昼前には止むだろうと天気予報は言っている。ちなみに、本日は御津門学園で午後にプール開きが行なわれるそうだ。

佐々原：プール開きイベントですって？　それは見逃せない！

辰巳：こらこら、どう考えてもプールは危ないだろう。なんとか中止にできないものかな……。

さやか：「おはようございま～す」と、女子高生探偵、るるいえ堂にサッソウと登場！

睦：私も一緒に行きま～す。「タマ兄、読書ははかどった？」

佐々原：「いや、さっぱり。途中で飽きちゃった（笑）」

睦：「これだからタマ兄は～～！」

ＫＰ：おっと、徹夜した辰巳先生と佐々原はマジックポイントを１ポイント減らしておいてくれ。

辰巳：むっ、ワシの貴重なマジックポイントが……。

さやか：「実は私も、昨日の晩はちょっとしたパズルに挑戦していたのですよ」と、例のスケッチを見せますね。

ＫＰ：（いまがチャンスだな）えーと、辰巳先生と佐々原は、ここで〈アイデア〉をしていいよ。

佐々原：コロコロ……ボクだけ成功しました。

ＫＰ：だったら、佐々原はそのスケッチに似た絵をどこかで見たことがある。

佐々原：見たことがあるって……どこでだろう？

さやか：あっ、そういえば私も最初に見たとき、そう思ったんだったっけ！

ＫＰ：そうだよ、いままですっかり忘れていただろう？

さやか：あはははー、心のメモ帳にはしっかり書いてあったんですけどね～。

佐々原：この二人が見たことがあるっていうのなら、るるいえ堂にあるんじゃないの？

辰巳：確かにこの店ほど、ルルイエの絵を保管するのにふさわしいところはない（笑）。

佐々原：さっそく店内や倉庫を探しますよ～っ！





　シナリオの最初に張っておいた伏線をようやく消化させることができて、キーパーとしてはほっと一安心。

　そして、店の捜索の結果、さやかちゃんたちは志津恵のスケッチにそっくりの油絵を発見することができた。






ＫＰ：題材は志津恵が描いたものとそっくりだけど、こちらはキャンバスに描かれた古い油絵だ。絵の中心となる門の部分は、例によってなにも描かれていなく、下地がむき出しのままになっている。それなのに、なぜか視線はそのなにもない空間にばかり導かれてしまう、とても不思議な絵だね。サインは「1946 Mary」とあり、キャンバスの木枠には「るりゆへに捧げる」という絵の題名らしい文字が書いてある。

辰巳：るりゆへ……ルルイエのことかな？

ＫＰ：この絵を見た人は〈芸術（絵画）〉でロールをしてもいいよ。

睦：美術部の私にお任せですよ～。コロコロ……むはっ、失敗しちゃった！

佐々原：ボクは５％しか成功しないけど、ここは駄目元で。コロコロ……わっ、成功しましたよ！

睦：むむぅ～～～っ、ここは私の見せ場だったのに～（泣）。

ＫＰ：この油絵はキャンバスなどの素材からして日本で描かれたもので、おそらくは五十年ぐらい前のものだろう。その時代でMary という名前の画家には心当たりはないし、絵の出来からしても素人画家の作品だろうことが推測できる。きっと佐々原は、次回作の資料かなにかで、たまたまその時代の油絵について勉強していたんだろうな。

佐々原：「ふむ……これは素人の作品ですね。五十年ぐらい前の日本で描かれたと見て間違いないでしょう」

辰巳：たまたま成功したからって偉そうに（笑）。

ＫＰ：しかし、テクニック的には見るべきもののない素人の作品であるというのに、その絵を見ていると、佐々原は体内の血液が逆流して、思わず作品世界に魂が引き込まれるような感覚がする。

佐々原：な、なんですと？

ＫＰ：そして、絵の向こう側、あの白く無地になった門から、君を呼んでいるような低く重苦しい声が聞こえてくる。「ふんぐるい……むぐるうなふ……」

佐々原：「聞こえる、なにか聞こえますよ!?」

ＫＰ：そんな奇妙な体験をした佐々原は、〈正気度〉ロールをしてくれ。成功はゼロ、失敗は１Ｄ３の正気度喪失だ。

佐々原：コロコロ……失敗です。コロコロ……ぐはっ、３ポイントも喪失してしまいました。

ＫＰ：それは思わず絵を放り出してしまうほどの恐怖だろうな。

佐々原：ガタッと絵を落として「この絵はやばいですよ！　なにかの怨念が込められています」

睦：「さっきまでまともなことをいっていたのに……今度はなんなの、タマ兄？」

さやか：「まったくですよ。売り物なんだから大事にしてくださいね」

佐々原：「いや……なにか絵の中から声が聞こえてきたような気がしたんだけど……」

辰巳：なあなあ、キーパー。ワシは「るりゆへ」という言葉と、絵の風景を見て〈クトゥルフ神話〉ロールはできないかな？

ＫＰ：まあ、いいでしょう。

辰巳：コロコロ……おっ、成功したぞ！

睦：辰巳先生、すご～い！　すっかり、あっち側の人ですね（笑）。

ＫＰ：これまでいろいろな魔道書に触れてきた辰巳先生は、この絵がおそらくは『ルルイエ異本』などで言及されているクトゥルフの眠る都市ルルイエを描いたものではないかと推測できる。しかし、それ以上のことはなにもわからないな。

辰巳：だいたいわかっていたことだが、プレイヤーではなく探索者がそれを理解したことは大きいな。これでクトゥルフ神話的な推理をしてもよいことになった（笑）。

さやか：「それにしても、蘭弗叔父さんはどこでこんな絵を手に入れたんでしょうね？」

辰巳：「この店は、なにがあっても不思議じゃないからなぁ」

佐々原：「さやかちゃん、るるいえ堂の買い入れ帳簿とかないの？」

さやか：「そんなものないと思いますけど……」

ＫＰ：いやいやいやっ、あるよ。るるいえ堂にだって、ちゃんと帳簿はあるよ！

さやか：そうだったんですか。いままで書いたことないですけど。

ＫＰ：さやかちゃんが書いてないだけで、ちゃんとあるの！（笑）

さやか：へぇ～、知らなかった～（笑）。

ＫＰ：その帳簿から買い取り記録を調べるのは、割と簡単な仕事なので〈経理〉の２倍でロールしていいよ。もしくは、４時間ほどじっくり時間をかけて〈図書館〉ロールでもいいけど……それだと学校が始まっちゃうね。

睦：むむーっ、再び見せ場到来。今度は失敗しません。

辰巳：睦くんは〈経理〉も得意なんだ？

睦：小学生のころ、ずっとそろばん塾に通ってましたから。コロコロ……今度は成功です！

ＫＰ：では、睦ちゃんが目にも止まらぬ素早さで帳簿をめくると、ぴしゃりと買い取り記録を指さした。それは一九九五年の帳簿で、この油絵を二十万円で買い取ったと記してある。

辰巳：二十万円とは、なかなかの値段だな。

ＫＰ：さっき〈芸術（絵画）〉に成功した佐々原は、こんな素人の絵に二十万円というのはありえない価格だと思うね。ちなみに売った人物は徳井和子。住所は墨田区向島のアパートになっている。

佐々原：その徳井和子って人は、徳井真理子の家族ってことでしょうね。話を聞きに行きますか？

辰巳：うーむ、ワシは徳井真理子のカルテを専門の産婦人科医に読んでもらいたいと思っていたのだが。

ＫＰ：辰巳先生だったら有能な産婦人科医の知り合いもいるよ。だけど、会いに行くとしたら、午前中はそれで終わってしまうね。

佐々原：えっと、るるいえ堂から、墨田区向島に行くにはどのぐらいかかります？

ＫＰ：向こうでさっさと話を聞くことができれば、ちょうど昼ごろにこっちに戻ってこられるぐらいかな。

辰巳：つまりは、プール開きイベントまでに、各自ひとつだけ調査行動ができるというわけか。

佐々原：そうとなれば、ぐずぐずしていられませんよ。スクール水着を合法的に鑑賞するためにも、プール開きには絶対に参加しなければなりませんからねっ！

辰巳：このバカたれが……。

さやか：じゃあ、私たちはいつも通りに登校して、学園内で事件が起きないように警戒していますね。

睦：水に関係するものは要注意ですね。

辰巳：うむ、よろしく頼んだ……って、なんかそっちの方が危険そうだなぁ。

さやか：そ、そうなんですか？

ＫＰ：さぁ～てねぇ～？（笑）




　さやかちゃんたちが登校した朝、学園では全校朝礼が開かれ、辺見校長から亡くなった篠原志津恵について簡単な報告がなされた。ただ、彼女がどのように死んだのか、自殺だったのか、事故だったのか、それとも他殺だったのか、そのあたりのことにはまったく触れられず、淡々と事実を報告するのみの内容であった。




ＫＰ：学園としても、この事件を大事にしたくはないのだろうね。

さやか：私は校内でほかに怪しい事件が起きていないか、さりげな～くみんなの会話を〈聞き耳〉しています。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：だったら生物部の生徒が、飼育していたメダカやフナがいなくなったと騒いでいる話を小耳に挟むね。

さやか：魚がいなくなった？

ＫＰ：理科室にある水槽で飼育しているそうだけど、休みが終わって、月曜日の朝に様子を見に行ったら、すべての魚がこつぜんと消えていたらしい。現場の床は水浸しで、日曜日に誰かが盗んだ可能性もあるが、奇妙なことに理科室の扉の鍵は閉まったままだという……。

さやか：キラ～～ン、つまり犯行現場は密室だったというわけですね!?

睦：なにかよくないモノに食べられたとかでしょうか。

さやか：う～っ、それだと密室犯罪が台なし……。

睦：やっぱり、この学園にはなにかがいるようですね。

ＫＰ：さて、すぐに授業が始まるので、そんなにゆっくり調査はしていられないけど？

さやか：さすがに授業には出ますよ。探偵である前に、女子高生ですから。

睦：私は授業中にタマ兄に預かった本を読破するため、こっそり内職しています。「タマ兄の話だと、この本に志津恵先輩が死んだ秘密が隠されているらしいけど……本当なのかなぁ？」

佐々原：このまま辰巳先生だけしか呪文を使えないのは怖すぎるからね。むったん、頼んだ！

睦：受験で使った愛用の辞書を片手に一生懸命読んでます。

ＫＰ：その程度の資料では、おまけして〈英語〉に＋10％といったところだな。

睦：ボーナスがもらえるだけでもありがたいです。それで結構です。

さやか：私は昨日の晩のパズルで疲れたので、授業中はむにゃむにゃ居眠りしています。休み時間になったら、校内をパトロールしますけどね～。

ＫＰ：まあ、午前中は大きな騒ぎもなく授業が行なわれるよ。午後が近くなると雨もほとんど止んできて、学園に見慣れない大人たちが集まりつつあるね。

さやか：おや、誰でしょう？

ＫＰ：どうやら、プール開きのイベントに呼ばれた、辰巳先生以外の学園理事とからしいね。

さやか：着々と最終イベントの予感が……辰巳先生はまだ戻ってこないのでしょうか？





　そのころ辰巳先生は、知り合いの産婦人科医に徳井真理子のカルテについての意見を求めていた。

　戦後まもなくの日本では、まだ堕胎に関する法整備もしっかりしておらず、このカルテも非公式のものであった。

　そのカルテによると、徳井真理子の妊娠は十二週を過ぎたところであったが、不思議なことに胎児はすでに二十週に匹敵するほどに成長しており、堕胎は非常に難航したらしい。

　そのため、後期中絶で行なわれるような胎児の頭蓋骨を砕いて産道から取り出すという手段が取られたが、なんとその胎児が母体から離れることを拒むように胎盤をしっかりと握りしめていたため、徳井真理子は大出血を起こし、そのショックで急死したという。






辰巳：これは胸が悪くなるような内容だな。

ＫＰ：知り合いの産婦人科医の話によると、とても普通の胎児では考えられない怪談レベルの話だというね。

辰巳：やはり、徳井真理子は尋常ならざる子供を宿していたようだ。それがいったいどのようにしてもたらされた子供なのか……あとは佐々原の連絡待ちだな。とにかく、ワシは学園の方へ戻って、可能ならばプール開きを延期させるよう努力しよう。

ＫＰ：といったところで、責任重大の佐々原のシーンに移ろうか。

佐々原：本当に一人で大丈夫かなぁ。嫌な予感がしますよ……。





　佐々原の訪れた墨田区向島は、かつて「鳩の街」と呼ばれた土地である。

　終戦後、進駐軍相手の娼館などが立ち並び、その後は日本人相手の赤線地帯となった。

　空に伸びる東京スカイツリーの姿が時折見える町並みを歩くと、当時の様子を残した鮮やかなタイルや独特の出窓を持った娼館風の建物が、わずかながら残っていることに気づかされる。

　この街は、そんな終戦から時代の最先端までの風景が入り交じる、不思議な場所だった。






ＫＰ：〈歴史〉に成功した佐々原は、この街のそんな歴史を知っている。

佐々原：徳井真理子さんも、もしかしたらこの街の住人だったのかもしれませんね。

ＫＰ：帳簿に記されていた徳井和子のアパートはすぐに見つかるよ。老朽化の激しい二階建てのボロアパートだ。

佐々原：のんびりしてはいられないので、いきなり「ぴんぽ～ん」とチャイムを鳴らします。

ＫＰ：では、ドアを開けたのは八十歳ぐらいのお婆さんだね。歳の割には派手な格好をしているけど。

佐々原：うっ……苦手なタイプだ。「あのお、徳井和子さんですか？」

ＫＰ：「そうだけど、あんた誰だい？　セールスだったら間に合ってるよ」と、無愛想な態度で答える。

佐々原：「ボクはるるいえ堂の者でして。以前、お売りいただいた油絵のことでお尋ねしたいことが」

ＫＰ：じゃあ、〈言いくるめ〉か〈信用〉のどちらか得意な方をしてごらん？

佐々原：どっちも苦手なんですよぉ。コロコロ……ぎゃふん、失敗です。

ＫＰ：「あれはもうあんたの店のものだから、なんかあったとしても、私には関係ないことだよ！」と、なにやら警戒した顔つきをしている。

佐々原：「いやいや、別に問題があったわけじゃないんです。あの素晴らしい絵の由来についてうかがいたいと思いまして。あっ、ボクはこれでも作家なんですよ。これも取材の一環なんです！」と、名刺を出して、怪しい者ではないことをアピールします。

ＫＰ：ん～～、だったら［ＡＰＰ×５］でロールしてもいいよ。

佐々原：おや、ずいぶんとロールが簡単になったぞ。コロコロ……成功です。

ＫＰ／和子：「あら、あんたよく見たら、なかなかのＩＫＥＭＥＮじゃないかい？」

さやか：なぜ、いきなりアルファベットに!?（笑）

ＫＰ：彼女はＩＫＥＭＥＮに目がない設定なのだ。

佐々原：うぬぬ～、だったら不本意ながら和子さんをお茶に誘いましょう。「ゆっくりとお話をうかがいたいのですが、いかがでしょう？（キラーンと歯を光らせる）」

ＫＰ／和子：「せっかくならお茶より、お酒がいいねぇ。朝から飲ませてくれる知り合いの店があるから、そこで一杯だけやりに行こうじゃないか」

佐々原：あ～、やっぱり辰巳先生と一緒に来るんだった。この世代は辰巳先生の担当じゃないですか（泣）。

辰巳：嫌そうな顔をしてないで、しっかりお相手しろ！（笑）





　商店街にひっそりと経営している居酒屋で、佐々原は徳井和子の接待をすることになる。

　徳井和子は以前はスナックのママをしていたという経歴の持ち主で、いまは細々と年金暮らしだという。

　徳井真理子は和子の姉であり、やはり例の油絵は彼女の作品だった。スナックの店舗を売り払ってアパートに転居するときに、家財の整理のついでに姉の遺品である絵もるるいえ堂に売却したのだという。






ＫＰ／和子：「るるいえ堂の主人は、あの絵をやけに気に入ってくれてね。思いの外、高く買ってくれたのさ」

さやか：蘭弗叔父さんは、ああいう絵が好きそうですものね～。

佐々原：「あんな素晴らしい絵を描かれた真理子さんとは、いったいどんな方だったのでしょう？」

ＫＰ／和子：「ウチはね、戦争になるまではそこそこ裕福な家だったのさ。姉なんぞは、女なのに油絵をたしなむぐらいでね」

佐々原：「ほおほお、それはハイカラな女性だったんですね」

ＫＰ／和子：「けれど、父は南方で戦死。家も母も空襲で焼かれて、戦争が終わったら一文なしさ。それからは姉妹二人だけで精一杯生きてきたさ……私はキャバレーのホステス、姉は米兵相手に春を売ってね」

佐々原：「そうだったんですか……」

辰巳：佐々原、真理子さんの妊娠について聞いてくれ。

佐々原：わかってますけど、なんか空気が重くて、非常に聞きづらいんですよ。

辰巳：そこをなんとか頑張れ。

さやか：そうですよ、ＩＫＥＭＥＮなんでしょう？（笑）

佐々原：ムチャぶりだなぁ。「えーと、あの絵を描いていた時期の真理子さんについてお聞きしたいのですが？」

ＫＰ：おっ、なかなか自然な流れで聞いてきたな。「ああ……あの絵を描いていたころ、姉は客の米兵の子を妊娠していたようだね」

佐々原：やっぱりそうだったか。志津恵さんのときと同じですね。

睦：先輩は想像妊娠でしたけどね。

ＫＰ／和子：「もちろん、行きずりの米兵の子を産むわけにはいかないから堕ろしてもらおうとしたんだけどね。かわいそうに、それが原因で二十歳そこそこで死んでしまったよ……」

佐々原：「その真理子さんを診たのは、中谷という産婦人科医でしたか？」

ＫＰ：「そうだけど……なんであんた、そんなことを知っているんだい？」と、不審そうな顔をするぞ。

佐々原：「いやいやいやっ、鳩の街で産婦人科といえば、中谷先生しかいないかなと思って。ボク、このあたりの歴史にも詳しいんですよ！」

ＫＰ／和子：「ふ～ん、そうなのかい」

佐々原：はぁ～～っ、危なかった。

辰巳：その米兵というのが気になるな。そいつが真理子さんにいったいなにをしたのか……。

ＫＰ：すると、和子は話を続けるね。「中谷先生といえば、そのあと姉の客の米兵が病院に殴り込んできて、大騒ぎになったものだよ。それが原因で、その米兵は国に戻されたと聞いたけど、姉もそこまで愛されていたのなら女として本望だったかもしれんね」と、苦笑いを浮かべる。

佐々原：ううっ……実はその米兵の真意は、もっとよこしまなもののような気がしますが、それは顔に出さないでおきます。

ＫＰ：「まあ、とてもＩＫＥＭＥＮとは言えないけどね」といって、最後に和子はその米兵と真理子のツーショット写真を見せてくれるよ。そこに写っているのは、派手な水玉のワンピース姿の真理子と軍服姿の白人男性だ。

佐々原：おおっ、重要な手がかり。よく見せてもらいます。

ＫＰ：佐々原は貯水槽から引き上げたときに志津恵の死に顔を見ているはずだけど、この真理子という女性とどこか似ている気がするな。たぶん偶然の一致だろうけどね。

辰巳：ほお、ようやく志津恵さんと真理子さんに、わずかな接点が浮かんできたな。

ＫＰ：あと、米兵の方だけど、こいつの顔はちょっと特徴的だ。目がぎょろりと大きくて、あごが落ちくぼんでいる。あと、白人にしては鼻がすごく低くて、鼻孔がほとんど正面を向いているほどだ。

佐々原：こっ、これは……！（笑）

ＫＰ：ちなみに、米兵の名前はギルマンといったらしい。

辰巳：ギルマン……邪悪そうな名前だ（笑）。

ＫＰ：和子の話では、鳩の街では性病感染が問題になって米兵に立ち入り禁止の命令が出されたほどで、このギルマンの特徴的な顔も梅毒を患っていたせいかもしれないとのことだ。この写真を見た佐々原は〈医学〉か〈人類学〉の得意な方でロールをどうぞ。

佐々原：コロコロ……失敗です。そんなの成功するわけないですよ。

ＫＰ：続いて〈オカルト〉をどうぞ。

佐々原：そっちは得意中の得意です。コロコロ……成功しました！

ＫＰ：佐々原はこの米兵の顔の特徴が梅毒ではなく、アメリカの東海岸のある特定の地域で見られる遺伝性疾患ともいわれている、インスマス面というものに似ていることに気づく。その地域には、人知れず信仰される特殊なカルトが存在するという噂もある。もっとも、普通の〈オカルト〉でわかるのはそんな噂話程度のことだけだね。

辰巳：やはりインスマスが来たか。これでピースはそろったな。

佐々原：「和子さん、この写真を携帯で撮影してもいいですか？」

ＫＰ／和子：「別にかまわないよ」

佐々原：じゃあ、写メールにしてみんなに一斉送信！（笑）

辰巳：怪しい写真を無闇に送信するんじゃない！

佐々原：ほらほら、辰巳先生。〈医学〉ロールをお願いします。

辰巳：こいつというやつは……メールを受信したら〈医学〉で、コロコロ……おおっと、失敗してしまった（笑）。

佐々原：真面目にやってくださいよぉ！

辰巳：ワシはいたって真面目なんだけどな、ダイスの奴が……（笑）。

ＫＰ：もう和子さんに聞きたいことがなければ、学園の方にシーンを移していいかな？

佐々原：そうですね。るるいえ堂に真理子さんの油絵を取りに行ってから、学園のプールに向かいます！

ＫＰ：それでは、シーンは御津門学園に戻って、そろそろ四時間目の授業が終わるころ。さやかちゃんと睦ちゃんの携帯電話に写メールが届く。

さやか：「むにゃむにゃ」と、居眠りから目を覚ましたら、先生に見つからないようこっそりと受信します。

ＫＰ：じゃあ、二人はさっきと同じように〈医学〉か〈人類学〉の得意な方でロールをどうぞ。

睦：私、実は〈人類学〉がいちばん得意だったりするんですよね。

さやか：むったんって、いろいろ変な特技があるよね～。

睦：なるべく、ほかのみんなが持っていないような技能を選んだから。コロコロ……やった、成功した。

さやか：コロコロ……当然、私は失敗です。

ＫＰ：睦ちゃんは、その写真の人物の骨格が普通の人類とはかけ離れた特徴を持っており、もしも実在するならば、それは現生人類とは異なる進化を遂げた別種の人類なのではないかと、とっても怖い考えを思いついてしまう。はい、〈正気度〉ロールをどうぞ。

睦：タマ兄～～～っ、変な写真を送らないで～っ！（泣）

佐々原：あっ、やっぱりそうなったか（笑）。

睦：わかっていたらメールしないでよ。コロコロ……〈正気度〉ロールは成功です。

ＫＰ：だったら、正気度喪失はしないけど、先生に怒られるだろうな。「日野さん、なにを騒いでいるんですか？」

睦：「す、すみません。なんでもないんです！」

さやか：まさか、授業中に〈正気度〉ロールをしているとは先生も思わないでしょうね（笑）。

ＫＰ：では、四時間目の授業が終わって昼休みになる。睦ちゃんはこのタイミングで〈英語〉ロールができるよ。

睦：愛用の辞書を使っているので成功率は26％です。コロコロ……むはっ、失敗です。せっかく内職していたのに～（泣）。

佐々原：うーん、これは痛いですね。結局、呪文を唱えられるようになったのは辰巳先生だけですか……。

睦：マジックポイントが足りるかどうか心配ですね。

辰巳：ワシのＰＯＷがティンダロスの猟犬に吸われていなかったらなぁ。

ＫＰ：睦ちゃんは魔道書を読んでいるみたいだけど、さやかちゃんは昼休みになにかするのかな？

さやか：私は学園内をパトロールしています。主にたくさんの水があるところと、水飲み場があるところですね。

ＫＰ：ボタンを押すと水がピューッと噴水みたいに出てくる給水器なら、体育館に置かれてあるな。

さやか：じゃあ、その給水器に使用禁止の張り紙をこっそりと……（笑）。

ＫＰ：そんなことを企んでいるさやかちゃんが体育館に行くと、同じクラスの女子たちがバレーボールで遊んでいるな。なかなか盛り上がっているようだね。

佐々原：制服でバレーボールですって？　けしからん、すぐに行かねば！（笑）

ＫＰ：（華麗にスルーして）バレーで白熱したのでのどが渇いたのか、千香は給水器で水を飲もうとしている。

さやか：バレーボールを投げて止めます！（きっぱり）

ＫＰ：いきなりかよ、無茶するなぁ。まあ、〈投擲〉に成功すれば千香に命中するけど。

さやか：言い訳なんかはあとで考えます。コロコロ……あちゃあ、失敗です！

ＫＰ：じゃあ、さやかちゃんの投げたバレーボールは別の生徒の頭にスコーンと命中した。一方で、千香は給水器から水を飲み始める。

さやか：「チカぽん、飲んじゃ駄目～っ！」と、ダッシュです。

ＫＰ：そんなさやかちゃんの心配が的中した。給水器から噴き出す水に口をつけた千香が、なにやら苦しそうに身もだえをし始めた。体の自由がきかないといった感じで、助けを求めるように視線をさやかちゃんに向けて、涙目でゴクゴクと水を飲み続けている。

さやか：ああっ、チカぽんが！　給水器を〈キック〉で壊せませんか？

ＫＰ：さやかちゃんなら壊せるかもしれないけど、たぶんそれは時間がかかるよ。

さやか：うーん、だったらチカぽんを羽交い締めにして給水器から引き離します。

ＫＰ：まあ、それが普通の発想だよな。

睦：いきなり給水器の方を壊そうとか考えませんよね（笑）。

ＫＰ：その場合、千香のＳＴＲである10に対する抵抗表のロールになるから、さやかちゃんのＳＴＲだと成功率は60％だね。

さやか：「ぐぎぎっ、チカぽん、飲むのをやめなさ～い」コロコロ……よしっ、成功です！

ＫＰ：さやかちゃんは千香を給水器から引き離すことには成功した。ところが、千香はゴボゴボと口から泡を吐いて溺れるように苦しんでいる。声を出せないはずなのに、なぜか千香の口の中からは「へぶー、へぶー」という赤ん坊の泣き声のような音が聞こえてくるぞ。

さやか：「チカぽんの体になにか入り込んでるの!?」あわてて水を吐かせます！

ＫＰ：それには〈応急手当〉に成功する必要があるな。このロールは同じ探索者が何度でも挑戦できるけど、失敗するたびに千香には窒息のダメージルールが適用される。つまり、毎回、耐久力が１Ｄ６減っていくというわけだ。

睦：さやかちゃん、これは責任重大だよっ！

さやか：大丈夫、私の〈応急手当〉の成功率は45％もあります。コロコロ……はわっ、失敗しちゃった。

全員：………………（沈黙）。

ＫＰ：いくつ耐久力が減るか、ここは自己責任でさやかちゃんに決定してもらおう。

さやか：友達の命がこの手に握られています。コロコロ……２ポイント耐久力が減りました。

睦：それならまだ大丈夫。たぶん、チカぽんの耐久力は８ポイントぐらいはあるはずだから！

さやか：「ううっ、チカぽんしっかりして！」コロコロ……うわっ、また失敗です（泣）。

ＫＰ：君の腕の中で千香は苦しげに身もだえを続け、依然、口の中からは「へぶー、へぶー」という不気味な泣き声が聞こえてくる。

さやか：あああああっ、こんなのもう嫌です。コロコロ……さらに２ポイント耐久力が減ります。

ＫＰ：うまく低い目を出すねぇ。それならまだ死なないし、気絶もしない。千香は「早く助けて」と訴えるような目で、さやかちゃんの腕に取りすがっているぞ。

睦：なんというヘビの生殺し状態……。

ＫＰ：これで合計４ポイント減っているから、次に失敗したらやばいかもね。

さやか：三度目の正直です。今度こそっ！　コロコロ……よかった、成功です！

全員：ほっ……！

ＫＰ：さやかちゃんが千香の胸を強く押すと、ようやく口から粘度の高い水がドロリと吐き出された。それはスルスルと命あるかのように体育館の床を動いて、出口の方へと流れ出ていく。

さやか：やっぱり、これって水っぽい生き物かなにかなの？

ＫＰ：そのとき、さやかちゃんは体育館の出口にしっとりと濡れた白い服を着た女性が立っているのを目撃する。長い黒髪を垂らして、まるであの水を迎えるようにして立っているその姿は、どこか志津恵に似ているような気もした。さて、〈正気度〉ロールだよ。

さやか：どこまで追い詰める気ですかぁ！　コロコロ……成功しましたけど？

ＫＰ：成功しても正気度は１ポイント喪失する。その女性はすぐに消えてしまうけど、さやかちゃんはこの学園全体になにか不吉なものを感じ取るね。なにかが始まろうとしている……みたいな？

さやか：なにがあっても、辰巳先生たちがどうにかしてくれるはずです。私はチカぽんの様子を見ますけど。

ＫＰ：千香はさやかちゃんに震えながら抱きついて、「私はお母さんなんかじゃない！」と錯乱している。〈精神分析〉ができるけど？

さやか：私が成功するわけないじゃないですか。成功率１％しかないんですよ。コロコロ……失敗です。

ＫＰ：さやかちゃんでは落ち着かせるのは難しいな。いまできるのは保健室に連れて行くことだけだろう。

辰巳：お母さんじゃない、ということは……やはり、例の堕胎された子供が、水子的なモノになっているのか？

さやか：なんだか学園はとんでもないことになってきています。辰巳先生、早く帰ってきてくださ～い！




ＫＰ：昼休みも終了間際になって、辰巳先生と佐々原は御津門学園に到着することができた。

佐々原：ボクは真理子さんの油絵を持って行きますよ。

ＫＰ：了解した。御津門学園には午後に行なわれるプール開きを前に、辰巳先生以外の理事や救急救命士の人などが集まっている。

辰巳：なぜそんなのが集まっているんだ？

ＫＰ：この学園では、プールの水難事故を防ぐため、プール開きをこうして大々的に執り行なうのだそうだ。神主さんを呼んでお祓はらいをしたり、救急救命士の人が安全講話をしたりね。観光地の海開きみたいな感じかな？

さやか：水難事故はもういろいろ起こってますよ。プール開きは中止にした方がいいです！

辰巳：そうだな、辺見校長に掛け合って延期をさせよう。

ＫＰ：けど、もうこんなに偉い人たちが集まっているし、特に明確な理由がなければ辺見校長だって中止することに難色を示すよ。

辰巳：先週は生徒が一人自殺しているし、今日だって女子生徒が錯乱しているし、延期の理由には十分だろう？

ＫＰ：いいたいことはわかるけど、プールとは関係ないことだからなぁ。辺見校長としては下手に中止にしたりする方が、逆に志津恵の事件に注意を集めてしまうと思っているようだね。

辰巳：うむむっ、本気で中止させたいのだが……無理なのか。

ＫＰ：ちなみに、プール開きに立ち会うクラスは、たまたま、その時間に体育の授業があるさやかちゃんたちのクラスになっている。

佐々原：すごい偶然だっ！

ＫＰ：クトゥルフ様のお導きだね（笑）。

さやか：プール開きが止められないのなら、その場で警戒するしかないですよ。

佐々原：あのぉ、そろそろ「探索者会議」をする時間ではないでしょうか？

辰巳：そうだな、あとは最終イベントが起きるだけのような気がするからな。




睦：えーと、戦後すぐに、深きものの血を引いた米兵が真理子さんを妊娠させた──その子は深きものの血を引いていて、しかも『ルルイエ異本をうんちゃらかんちゃら』に載っていたような、クトゥルフの寵愛を受けた子だったのでしょう。

佐々原：その子を堕胎した中谷医師のお父さんが、こっそりと赤ん坊を標本にして研究していた。

睦：かなり変わった特徴があったと研究ノートにありますからね。

佐々原：米兵が殴り込みに来ても渡さなかったぐらい珍しい赤ん坊だったのでしょう。

辰巳：うーむ、この時点でだいぶ胸が悪くなるような事件だな。

さやか：それから標本が学園に寄付されて……なんで志津恵先輩が想像妊娠したり、自殺したりするんです？

睦：クトゥルフの毒電波の影響かな？

辰巳：なんかしっくりこないなぁ。

佐々原：もしかして、その赤ん坊は標本にされてもずっと生きていて、すべてはそいつの仕業だったとか？

辰巳：おおっ、なるほど。クトゥルフではなくて、完全に産まれることができなかった赤ん坊が、母親を求めて外見が似ている志津恵さんに目をつけたわけか。

睦：志津恵先輩は、死ぬ前に学校で誰かに会わなきゃいけないっていっていたみたいですけど、それって赤ん坊のことだったのかも。

さやか：そういえば、チカぽんも「私はお母さんじゃない」っていってましたよ！

佐々原：辰巳先生もお母さんのことを恋しがってましたよね？

辰巳：うむ、赤ん坊が志津恵さんを自分の母親にしようとしていたとすれば、彼女が標本の瓶を腹に入れて死んだ理由も説明できるな。彼女の想像妊娠も、赤ん坊からの毒電波の影響か？

さやか：ひどい話ですね……志津恵先輩はなにも悪くないのに。

ＫＰ：感受性が強かったのと、理科準備室のすぐ隣で絵を描いていたのが災いしたのさ。

辰巳：貯水槽で自殺したのは、赤ん坊が深きものだから水が恋しかったのかな？

睦：そして、赤ん坊の体は貯水槽に溶けてしまい、水道水を通って学園内に広がっていった……。

さやか：怖いっ、その発想は怖いですよ！

辰巳：うーむ、そのへんがよくわからないな。ぶっちゃけ、深きものにそんな能力があるとは思えないのだが。

さやか：でも、とにかく水が危険なのは間違いないですよ。チカぽんもひどい目に遭いましたし。

佐々原：その赤ん坊に帰っていただくには、この油絵が必要というわけですね。

辰巳：うむ……その絵が「門」で間違いないとは思うのだが、なぜ真理子さんや志津恵さんがそれを描いたのかがはっきりしないな。

睦：それこそ、クトゥルフの毒電波の影響ではないですか。寵愛を与えた子をルルイエに返すように、母親にテレパシーを送って「門」を作らせるという感じで。

辰巳：悪くない推理だとは思うけど、確信はできないのでちょっと不安だなぁ。

ＫＰ：（探索者会議はこんなところかな）さて、そろそろプール開きが始まるよ。さやかちゃんと睦ちゃんはスクール水着に着替えること。

さやか：ええーっ、なにがあるかわからないので、私は着替えずに制服のまま見学をしたいのですが。

ＫＰ：スクール水着に着替えることっ！

睦：さやかちゃん、さやかちゃん、キーパーがあの顔をしたらもう逆らえないよ（笑）。













　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「忘れ去られた伏線」




　　　　　　　どうも、好きなミステリーは『チャイルド44』の、むったんです。

　　　　　　　プレイヤーが伏線を忘れることって多いですよね。

　　　　　　　調査や推理がメインとなることの多い『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では、そんなささいな情報不足が原因で行き詰まったり、最悪の場合は解決手段が見つからずに全滅エンドなんてこともよくあります。

　　　　　　　そんな伏線をさりげなくプレイヤーに思い出させてあげるのもキーパーのテクニックだと思いますが、あまりやり過ぎるとゲームに緊迫感がなくなるので禁物です。このさじ加減がとても難しかったりします。

　　　　　　　私がキーパーをするときは、そのへんが厳しめなので、よくこのリプレイのキーパーに文句を言われています。

　　　　　　　でも、私に言わせれば、このリプレイのキーパーが優し過ぎるだけという気もするのですが……みなさんはどう思われますか？

　　　　　　　そのへんも意識して、これからのリプレイを読んでみると、また面白いかもですよ。

　　　　　　　もちろん、どちらの方針に従うとしても、キーパーの最終目的がプレイヤーを楽しませることなのは変わりないんですけどね。










　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「インスマス」




　　　　　　　どうも、好きなアメリカの土地はマイアミの、むったんです。

　　　　　　　辰巳先生がその名を聞いてピーンと来ているインスマスは、アメリカの東海岸にある港町の名前です。

　　　　　　　この町には「深きもの」というクリーチャーの血を引いた住人たちが多く暮らしていて、クトゥルフに深く関係するダゴンという小神を崇拝しています。クトゥルフ神話の世界では、絶対に行きたくない場所リストのトップに位置する町でしょう。

　　　　　　　そんなインスマスの住人には、深きものに似た身体的特徴を持つ人たちが多く、その独特の風貌はインスマス面と呼ばれています。タマ兄が見た写真の米兵の顔は、そんなインスマス面の典型といえるものだったので、ようやくこの事件がクトゥルフにかかわるものだと確信できるようになってきたというわけです。

　　　　　　　インスマスは、クトゥルフ神話にかかわる原作小説の中でも代表作のひとつといえる『インスマスを覆う影』という短編に登場しています。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』をプレイするなら、読んでおいて損はないネタの宝庫ですから、ぜひ読んでみてください。『ラヴクラフト全集１（創元推理文庫）』に載っておりますので。










　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「探索者会議」




　　　　　　　どうも、好きなスナック菓子はハートチップルの、むったんです。

　　　　　　　探索者会議というのは、私たちが作った言葉です。ルールのどこを読んでも書いていませんのでご注意を。

　　　　　　　ある程度、情報が集まったところで、探索者としてではなくプレイヤー発言とプレイヤー知識を総動員させて事件の真相を推理する時間のことを、私たちは探索者会議と呼んでいます。

　　　　　　　事件の真相を導き出すのに、原作小説やゲームデータといった探索者の知るはずのない知識が必要とされている場合、こういう時間を取ってぶっちゃけた話をするのも必要になってきます。

　　　　　　　また、プレイヤー間でクトゥルフ神話に関する知識に差があるときにも、溝を埋めるのに役立ちます。

　　　　　　　もちろん「なにも知らない方がゾクゾクして楽しい」という方もいると思うので、みんなにお勧めするというわけではありませんが、私たちは断片的な情報を組み立てて真相を暴くという作業が楽しいので、こうして探索者会議の時間をあえて取るようにしています。

　　　　　　　こうして導き出された真相を、なにも知らないはずの探索者の行動にどのように反映させるのか、頭を悩ますのも楽しいものですよ。事件の真相が見えてきたのに、どのタイミングで神話的なネタバレをしたらよいかわからないでムズムズしているプレイヤーさんは、卓のみんなに探索者会議の開催を提案してみてはいかがでしょうか？





















戦慄のプール開き




ＫＰ：安針塚財閥から多額の寄付を受けている御津門学園には、五十メートルの立派なプールがある。辺見校長や京理事長、理事たちがプールサイドに集まりつつあるね。

佐々原：何食わぬ顔をして、ボクも行きます。怪しげな油絵を持っていたりしますが（笑）。

辰巳：まあ、ワシの知り合いということで……って、そんなワシも魔道書を持っていたりするけどな。

ＫＰ：片手に魔道書を持った辰巳先生の姿に、京は「順調に私好みの辰巳先生になっているようですね。うふふ……」と、ほくそ笑んでいる（笑）。

さやか：私はいつでもみんなを避難させられるように、あたりを警戒していますね。

ＫＰ：じゃあ、そのうち神主のお祓いが始まる──

佐々原：京ちゃんが巫女服を着ていたりして（笑）。

ＫＰ：おっと、それいいね。採用させてもらおう。このプール開きでは神主さんを差し置いて、京が巫女服で「はらったま、きよったま」とか、適当な祝詞を唱えてお祓いしているぞ（笑）。

佐々原：京ちゃん、やりたい放題だなぁ。

辰巳：まさか怪しげなモノを召喚しようとしていないだろうな？

ＫＰ：そんな京のお祓いのせいとは思えないのだが……なにやら、プールの中央あたりに変化が起きる。いち早くその変化に気づいた生徒たちが「なにあれ？」とか「人の形に見えない？」とか、ざわつき始める。

さやか：キタッ、なんかキタッ！

ＫＰ：水底から白いものが浮かび上がってくる。それは仰向けになった、長髪の若い女性の姿をしているように見えるが、よくみるとそれは半透明のゼリー状のなにかだ。みなさん〈アイデア〉ロールをどうぞ。

全員：コロコロ……成功です。

ＫＰ：全員、成功か（笑）。

睦：このパーティーはＩＮＴが高い人ばかりなんですよ～。

ＫＰ：成功した人は、その半透明の女性が、志津恵──もしくは真理子に似ている気がする。

睦：まさかこんな大勢の前で出てくるなんて……大惨事の予感。

ＫＰ：やがて、君たちの見ている前で女性の腹が横一文字に裂ける。すると、その体は半透明なのにどこからか濁った赤い液体がドロドロとあふれ出して、プールの水を赤黒く汚していく……

辰巳：生徒たちを避難させろっ！

ＫＰ：おっと、ここからはひとつひとつの行動が重要になってくるから、各自、慎重に行動宣言をしてくれ。

辰巳：むっ……だったら、ワシは魔道書を持って、呪文の準備をした方がいいか？

佐々原：そうですね、結局、辰巳先生しか呪文は唱えられませんから。

ＫＰ：避難させるには、〈言いくるめ〉か〈信用〉の得意な方でロールになるね。成功すれば、これから起きる大惨事に一般人を巻き込まずにすむよ。

さやか：それは絶対に成功させねば。辰巳先生以外だと、私の〈言いくるめ〉がいちばん成功率が高いみたいなので、私が避難誘導をします。

ＫＰ：さやかちゃんは事前に警戒していたから＋10％のボーナスをあげよう。ほかの人はどうするのかな？

辰巳：ワシはいつでも呪文が唱えられるように待機。

佐々原：ボクは辰巳先生の近くで、真理子さんの絵を構えています。

睦：こういう事件は初めてなので動揺していますが、志津恵先輩の死の真相を知るためにも、タマ兄たちの近くであたりの変化に注意をしています。

ＫＰ：了解。まずは、さやかちゃんの避難誘導だね。失敗したら阿鼻叫喚のパニックとなるので注意すること。

さやか：「校長先生、これってまた事件かもしれません。プールから出るように、みんなを誘導してください」コロコロ……よしっ、成功です！

睦：さすが、さやかちゃん！

佐々原：ここぞというときには確実に成功させるなぁ。

ＫＰ：だったら、さやかちゃんの的確な誘導に従って、辺見校長や理事たちが生徒をプールから追い出していく。プールに起きていることが尋常ならざるものであることを、理屈ではなく本能で察したのだろう。

辰巳：よし、一般人がいなくなってくれれば、ひとまず安心だ！

睦：まだ、私も一般人なんですけどね～（笑）。

ＫＰ：さぁ～て、残された探索者たちの前で、さらなる異変が起きる。ここで描写文を読ませてもらおうか。





　君たちは赤く濁ったプールの水底になにかがゆらりと魚のような動きを見せたことに気づいた。

　それはプールですら狭く感じさせるほどの巨大なナマズに似た姿であったが、相違点はいくらでも見つかった。

　ひれにあたる部分には長い触手をはやしており、まるでそれは四肢のようにも見えた。

　また、背びれの代わりに、一対のコウモリのような翼を持っている。その巨体には似つかわしくない、名残のような小さな翼であり、とても飛ぶことはできそうにない。そんな無意味な翼を持っていることが、逆にこの生き物の存在が不自然なものであることを強調しているかのようであった。

　やがて、その生き物は大量の水をまといながら、ぬうっと水面から顔を出した。

　半透明の肉体は、ゼリーのように柔らかく、水と溶け合っているかのようである。

　そして、君たちが、この怪物と正面から対峙したとき、これが自然界から逸脱した異界の血を受け継いだモノであることを確信した。

　その怪物の顔にあたる部分は、人間の胎児に酷似していたのだ。

　ただし、その口は泣き声をあげる代わりに、ひげのように生えた二本の触手を震わせて、母親に与えられなかった糧を求めようとしていたのだった！






さやか：プールが狭く感じるなんて……なんだか思ったよりも大きいですよ～！

辰巳：なっ、何者なんだ。こいつは!?

ＫＰ：さて、〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

辰巳：く～っ、どのぐらい減らされるのか見当もつかん。コロコロ……しかも、失敗。不運すぎる！

さやか＆佐々原＆睦：コロコロ……成功です。

辰巳：失敗はワシだけかよっ！

ＫＰ：成功した人は１ポイントの正気度喪失。失敗は１Ｄ10の喪失だよ。

さやか：私の残り正気度は65。

佐々原：ボクは残り正気度60になりました。

睦：私は残り正気度は47ですね。

辰巳：コロコロ……７ポイント喪失だと～？　残り正気度は33だ！

佐々原：それはひどい。

睦：むむっ、辰巳先生、不定の狂気にはなりませんか？

辰巳：えーと、あと１ポイント喪失したら不定の狂気だったな。

さやか：ギリギリのところでしたね。辰巳先生が狂気に陥ったら、呪文を唱える人が……。

辰巳：安心するのはまだ早い。一度に５ポイント以上の正気度を喪失したから、一時的狂気の可能性がある。

ＫＰ：その通り、辰巳先生は〈アイデア〉ロールをどうぞ。成功したら一時的狂気に陥るよ。

辰巳：う～ん、困るなぁ。なあ、ワシが狂ったら、みんなも困るよな？

全員：はい、困ります、困ります！

辰巳：キーパー、みんなも困っているみたいだし、この一時的狂気はナシにできないか？（すごく冷静な顔で）

ＫＰ：うるさい、黙ってロールしなさい！

辰巳：駄目か～、ちなみにワシの〈アイデア〉の成功率は85％だっ！

さやか：そ、そんなに高いんですか？

ＫＰ：なぁに、15％もあれば失敗できるさ。コロコロ……ははっ、成功か（乾いた笑い）。

全員：………………（沈黙）。

ＫＰ：では、〈クトゥルフ神話〉を１％上昇させておいてね。狂気の内容はランダムで決定しようかな。

辰巳：呪文が唱えられなくなるようなものだけは勘弁してくれよ～。

ＫＰ：コロコロ……おやおや、心因性視覚障害だってさ。辰巳先生は視覚から得られる情報があまりに常識を逸脱した恐怖に満ちているため、脳が外界を視認することを拒絶してしまう。つまり、視力にはなんの異常もないのに、なぜかまったく目が見えなくなるわけだ。

辰巳：「見えん、なにも見えん。ワシに……光を！」

睦：でも、それなら呪文はなんとか唱えられますね。

辰巳：いや……ワシは呪文を暗記していないから、魔道書が読めないと唱えられんぞ。

睦：あっ、そういえばそうでした。

全員：あちゃあ…………（重苦しい沈黙）。

佐々原：そうだっ、ボクが魔道書の呪文を音読して、辰巳先生に教えられませんか？

ＫＰ：ん～～～、まあいいだろう。ただし〈英語〉ロールに成功したらね。

佐々原：「辰巳先生、魔道書をお借りします！」

辰巳：「よしっ、頼んだぞ！」

ＫＰ：ちなみにプールには、まだ京が残っていて、目が見えなくなった辰巳先生に心配そうに寄り添っている。

辰巳：「なんでいるんだ。君も避難したまえ！」

ＫＰ／京：「あれ～、私がいなくなってもいいんですかぁ？」

佐々原：「まさか、京ちゃんはあの怪物を退散させる呪文を知っているの？」

ＫＰ：いやいや、さすがに知っているわけないだろう。けど、マジックポイントを提供する手助けはできるよ？

辰巳：「ぐぬぬぬぬぬ～っ、わかった。手伝ってくれ！」

ＫＰ／京：「もっと、恋人みたく言ってくれないとイヤです。うふふ～（笑）」

辰巳：「こ、こいつは……！」





　ちなみに、辰巳先生のプレイヤーは最後まで恋人のようには言ってくれなかった。

　たぶん、照れくさかったのだろう──と思っていたら、あとで聞いたところによると、マジックポイントを提供してくれなんて突拍子もないせりふを、どうしたら恋人のように言えるのか思い付かなかっただけらしい。

　まあ、そりゃあそうか。

　それから「だいたい、本当に恋人だとしたら、この場から逃がすようにする」とか格好良いことも言っていたけど、それってつまり辰巳先生は京のことを恋人とは思っていないということだよね。

　うーん、やっぱり辰巳先生の正気度をゼロにするしか、京の想おもいが成就することはなさそうだね。






ＫＰ：さて、呪文に協力する人は、生徒たちの避難誘導をしているさやかちゃんを除くと、佐々原、睦ちゃん、京の三人ということだね。呪文に協力する人は、最悪の場合、クトゥルフの寵愛を受けしものの攻撃を受ける可能性もあるけどそれでいいかな？

睦：はい、こんな怪物を見てしまったら、逆に度胸が据わってしまいますよ。志津恵先輩の無念を晴らすためにも、この怪物を学園から追い払ってやります！

佐々原：では、まずはボクの〈英語〉ロールですね。ちなみに、ボーナスはなしですか？

ＫＰ：のんびり辞書を引いている暇はないからね。ただし、失敗しても再度ロールに挑戦していいことにしよう。

佐々原：くぅ～っ、厳しいなぁ。コロコロ……ううっ、失敗しました。

ＫＰ：うーん、佐々原のつっかえながらの音読では、辰巳先生も正しく呪文の詠唱はできなかった。

睦：ということは……このあとどうなっちゃうのでしょう？

ＫＰ：さっき、この赤ん坊は母親に与えられなかった糧を求めているといったろう。すなわち、その場にいる人間を無差別で捕まえようとするわけだ！

睦：ひぃ～～っ！（泣）

ＫＰ：さやかちゃんがいないから１Ｄ３でランダムで決定しようかな。

佐々原：ちょっと待ってください。京ちゃんがいるから１Ｄ４ですよ！

ＫＰ：え～っ、京も入れるの～？

辰巳：当たり前だろう！

ＫＰ：ひどいなぁ、みんな。

佐々原：こっちも必死ですからね！

ＫＰ：わかった、わかった。じゃあ、１Ｄ４で決定ね。コロコロ……おや、睦ちゃんに決定。

睦：それはそれでヨシかと。この中では、私がいちばん〈回避〉が得意ですから！

ＫＰ：その前にかぎ爪の命中ロールをしなければ。成功率は65％だよ。コロコロ……おっと、失敗した。

全員：ほっ…………。

ＫＰ：空振りしたかぎ爪は、なんとプールのスタート台をバラバラに砕いてしまった。

睦：あ、当たったらおしまいっぽいですね……ガクガクブルブル。

さやか：誘導を終えて、みんなと合流したことにしてもいいですか!?

ＫＰ：怪物の攻撃範囲に入ってかまわないというのなら。

さやか：もちろんわかってます。「むったん、大丈夫だった!?」

佐々原：さやかちゃんといい、むったんといい、最近の女子高生は勇気があるなぁ。

辰巳：そろそろ佐々原も男気を見せてくれよ。

佐々原：わかってますってば。ここで成功させねば男が廃る。二度目の〈英語〉ロール。コロコロ……成功！

全員：わ～～～っ！（パチパチ）

佐々原：あとは辰巳先生にお任せします！

ＫＰ：さやかちゃんが合流して、恋人のようには言ってくれなかったけど京にも協力をさせて、トータルで使えるマジックポイントは……えーと、13ポイントってことでいいね？

辰巳：徹夜したせいでマジックポイントが減っているからな。

ＫＰ：クトゥルフの寵愛を受けしもののＰＯＷは26なので、成功率を計算すると──40％だな。

佐々原：そ、それは厳しい数字ですね……。

ＫＰ：まあ、二人が呪文を習得すれば楽勝で退散できるようにバランス計算をしておいたからね～。




　この退散呪文の成功率計算はちょっとややこしいので、興味ある方は『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』２６３ページの《神格の招来／退散》を参照してほしい。本来ならば、その名の通り神格を退散させるためのルールであるが、使い勝手がよいので、今回はクトゥルフの寵愛を受けしものの退散に流用させてもらった。




辰巳：じゃあ、退散呪文のロールをするぞ。ダイスに念を込めて、うぬぬぬぬぬっ！

全員：ゴクリ……。

辰巳：「寵愛を受けしものよ、ルルイエに眠る神の御許へ去れ！」コロコロ……えーと、失敗かな（苦笑）。

全員：ええ～～～～っ!!

ＫＰ：あ～らら……失敗しちゃったかぁ。

さやか：えっ、ええっ？　あのっ、じゃあこれからどうすればいいんですか？（オロオロ）

ＫＰ：まずは呪文に失敗したときのイベントを発生させてもらおうか。

さやか：はわわわわっ！（泣）

ＫＰ：クトゥルフの寵愛を受けしものは、辰巳先生が呪文を唱え終わると、「へぶーっ、へぶーっ！」と空気の抜けるような声を上げて暴れ出す。それはまるで赤子が癇かん癪しゃくを起こしているようだ。そして、佐々原の足下にある絵の奥から、「ふんぐるい……むぐるうなふ……」と、大勢の何者かが唱える不気味な詠唱が聞こえてくる。

辰巳：いちおう、「門」はルルイエにつながったのか？

ＫＰ：突然、穴の奥から生臭い潮のにおいと一緒に、禍まが々まがしい気配があふれ出してくる。辰巳先生たちは過去に一度だけ、これに似た気配を感じたことがある。それは、あの凍てついた入いる滑すべり村で出会った、神としか表現しようのないアレを目の当たりにしたときだ！

佐々原：まさか、あの方がいらっしゃる……？

ＫＰ：非ユークリッド幾何学の塔にある無地のはずだった門の奥が、闇より深い暗黒に染まっている。そして、その奥から濁った緑色をしたタコの足のようなものが伸びてきたと思うと、それはみるみるうちにふくれあがり、大蛇のようにクトゥルフの寵愛を受けしものを巻き取っていく。不思議なことに、クトゥルフの寵愛を受けしものは抵抗することもなく、その触手に絡み合うようにしている。

佐々原：感動の親子対面！（笑）

ＫＰ：君たちは確信する。この触手こそが、ルルイエ異本に記されたカルト集団たちが信仰するもの。忌まわしき都市ルルイエの主あるじであり、グレート・オールド・ワンのクトゥルフの御手であることを……そう、神は自ら寵愛を与えたモノを呼び戻しに来たのだ。さあっ、〈正気度〉ロールをしてくれたまえ！

辰巳：ワシは目が見えないから平気だよな？

ＫＰ：真の宇宙的恐怖の前では、目が見えるとか見えないとかはささいな問題なのだ──けど。そうだねぇ、正気度減少が甘めになるぐらいのサービスはしてあげましょう。

辰巳：どっちにしてもやらされるのか。コロコロ……おっ、成功したぞ。

佐々原＆睦：コロコロ……こちらも成功です。
















さやか：コロコロ……きゃあ、最後の最後で失敗。いままでずっと成功してたのに、なんでっ!?

ＫＰ：まず、目の見えない辰巳先生は１ポイントの正気度喪失。

辰巳：ぐぬっ、成功しても減るのか。これで不定の狂気になった。

ＫＰ：だったら、さらに〈クトゥルフ神話〉を１％上昇させておいてね。どんな不定の狂気になるのかはあとで決定しよう。あと、目が見えている佐々原と睦ちゃんは、成功しても１Ｄ３ポイントの喪失だよ。

睦：コロコロ……１ポイントの喪失です。残りは46です。

佐々原：コロコロ……３ポイントの喪失で、残りは57だけど、クトゥルフ様を見てこのぐらいで済んだのだからよかったとしましょう。

さやか：し、失敗してしまった私はどのぐらい減るのでしょう？

ＫＰ：このクトゥルフは全身ではなく触手だけなので１Ｄ20しか喪失しないよ。

佐々原：１Ｄ20しかって、十分痛いですよ！

さやか：ひ～ん、最悪のタイミングで失敗しちゃったみたい。

ＫＰ：泣いていないでさっさとロールしなさい。だいたい、さやかちゃんは〈正気度〉ロールに成功しすぎなんだ。

さやか：そんなの私のせいじゃあないですよ～。コロコロ……あっ、やったぁ！　２ポイントの喪失です。

佐々原：１Ｄ20で２ポイントの喪失!?

辰巳：なんというダイス運の強さ……これがヒロインパワーか。

ＫＰ：くそ～っ、ようやく、さやかちゃんの正気度をガッツリ減らせると思ったのに！

さやか：やっぱり普段の行ないのおかげですね～♪

ＫＰ：けれど、まだクトゥルフの触手の脅威は去っていないぞ。寵愛を受けしものを抱きしめながらも、触手を枝分かれさせながら、周りにあるものをルルイエに引きずり込もうとしている。

辰巳：もうこうなったら逃げるしかないだろ。「誰か手を引いてくれ。目が見えない！」

ＫＰ：じゃあ、京が手を引いてくれるよ。クトゥルフを見ても、彼女は冷静なものだね。

睦：正気度ゼロっていいなぁ～（笑）。

辰巳：京くんだと、ルルイエに連れて行かれそうだから嫌だっ！

さやか：だったら、私が手を引きますよ。避難誘導は得意ですから。

睦：でも、クトゥルフをそのままにしておいてよいものでしょうか？

辰巳：といってもなぁ。絵を壊したら、寵愛を受けしものがその場に残されそうだし……クトゥルフが飽きて帰ってくれるのを待つしかないんじゃないのか？

佐々原：第二シーズン開始早々、御津門学園は壊されちゃいそうですね。

さやか：また私は転校しないといけないんですか～？

睦：むぅ～、なにかできることが残っていると思うんですけど……。

ＫＰ：さて、どうだろうね。

さやか：相手は水が好きみたいだから、プールの水を抜いちゃうとか？

辰巳：クトゥルフは水がなくても平気なんじゃないかな。

さやか：でも、赤ん坊の方は水属性って感じだったから、プールの水がなくなったら嫌がってルルイエに一緒に帰ってくれるのでは？

辰巳：うーむ、なんともいえないなぁ。相手が神様となると、なんの予想もつかない。

佐々原：だいたい、そんなに早く、プールの水はなくならないでしょう。

睦：それでも試してみる価値はあるんじゃないでしょうか。

ＫＰ：プールのバルブを開く作業は、配管室に移動して〈機械修理〉の２倍でロールといったところかな。

睦：〈機械修理〉なら、なんとかなるかも。「私がやってみます！」って、学園が壊されるかもしれないという危機に直面して、睦の探索者スイッチがとうとうオンになりました（笑）。

佐々原：むったんが行くなら、ボクもついて行くよ。なにか役に立てるかもしれない。

ＫＰ：それはいいけど、〈回避〉は睦ちゃんの方が得意なんだから、彼女一人で行かせた方がゲーム的には有利なんじゃないかな。

佐々原：ボクが一緒に行けばクトゥルフが狙う標的が増えるじゃないですか。それで、むったんが攻撃を受ける危険を減らせます。

ＫＰ：おお～っ、佐々原がそこまで覚悟しているとは思わなかった。感動したっ！（パチパチ）

辰巳：「では、すまんがワシは役に立てなさそうなので、足を引っ張らぬよう先に避難している」

さやか：「むったん、気をつけて！」

睦：「大丈夫だよ、タマ兄がついているもの」

佐々原：「むったんのことは任せておいてくれ！」

ＫＰ：なんか死にフラグがギュンギュン立ち上がっているような気がするが……気のせいだろうか。

佐々原：では、むったんをかばいながらプールの配管室に向かいます。

ＫＰ：だったら、クトゥルフの触手に絡め取られた寵愛を受けしものが、君たち二人のどちらかに手を伸ばして一緒にルルイエへ行こうと誘ってくる。ど・ち・ら・に・しようかな～、コロコロ……やはり、フラグ通り、佐々原が狙われたか（笑）。

佐々原：「なぁに、当たらなければどうということはない！」

ＫＰ：ちなみに命中率65％だよ。コロコロ……あはははっ、命中だ（内心では、やばいと思っている）。

佐々原：なにくそ、華麗に〈回避〉！　コロコロ……成功です！

ＫＰ：なんと、簡単に成功させたな。いや～、勢いに乗っているプレイヤーってすごいなぁ。

佐々原：「カバディを習っていなかったら即死だった……（笑）」

辰巳：そうなのか、ホントに危ないところだったな～っ！（笑）

ＫＰ：さて、寵愛を受けしものの誘いを振り切って、プール脇の半地下にある配管室に飛び込んだところで、睦ちゃんはバルブの操作を〈機械修理〉の２倍でどうぞ。

睦：機械いじりが得意なのを活かして、とにかくそれっぽいバルブを片っ端から開けていきます。「タマ兄、二番と三番のバルブを開放してっ！」

佐々原：なんだかスチームパンクのノリになってきたような……。

睦：コロコロ……バルブ操作に成功しました！

ＫＰ：では、睦ちゃんは配管の安全性を無視した裏技などをいろいろ駆使して、プールの水を一気に開放させることに成功した。ズゴゴゴゴッという地響きにも似た水流の音が、配管室にも聞こえてくる。

佐々原：「むったん、急いでここから逃げないと……」

ＫＰ：ところが、気づくとコンクリートでできた頑丈な配管室の壁がきしむような音を立てている。天井からはパラパラとコンクリートの破片が降り注ぎ、外へ通じる鉄製のドアがゆがんでいくのを見て、君たちは理解する。とても信じられないことだが、ものすごい力で部屋全体が握りつぶされようとしているのだ！

睦：「た、タマ兄～っ！」

佐々原：むったんを抱きしめて、なんとかかばいます！

ＫＰ：そんな恐怖の時間を過ごした探索者は、〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

佐々原＆睦：コロコロ……成功！

ＫＰ：ちぇっ、なんだよ。じゃあ二人とも正気度は喪失しない。

佐々原：これぞ愛の力！

ＫＰ：一秒が永遠とも感じられる時間が過ぎ、やがて配管室が噓のように静かになると……これまでなんとか外からの圧力に耐えてきた鉄製のドアが「ガターン！」と、大きな音を立てて倒れた。

佐々原：ビクッ！　むったんを連れて、おそるおそる外に出てみます。

ＫＰ：そこには無残に破壊されてしまったプールがあるだけだ。底には大きな穴が開いていて、残った水がたまっている。ただし、これまでの精神を圧倒するような猛烈な禍々しさはみじんも感じられない。

睦：「助かったの……？」

佐々原：「どうやらそうみたいだね」

ＫＰ：君たちが足下を見ると、例の真理子の絵が落ちている。不思議なことに、塔の中央にあった無地の部分は闇よりも深い暗黒に塗りつぶされていて、二人はこの絵が半世紀の時を超えてようやく完成したのだと確信する。

さやか：避難した私たちや、ほかの生徒たちはどうなったのでしょうか？

ＫＰ：幸いなことに、クトゥルフの触手が暴れる姿が見えないところに移動していたので、プールで起きた大惨事を目撃した者はいなかったようだ。さやかちゃんたちが状況を確認しに戻ったところ、プールは崩壊していて、そこに佐々原と睦ちゃんの二人が油絵を持って立ち尽くしているといったところかな？

さやか：「校長先生、これはきっとガス爆発です」

睦：「まったくその通り。〈地質学〉が得意な私によると、これは天然ガスの爆発事故ですね」

佐々原：ああっ、むったんがすっかり探索者に毒されてしまった……（笑）。

ＫＰ：事情を知っている、元探索者の京もみんなの説明に調子を合わせている。今回の事件は、彼女が天災として内々に片付けてくれることだろう。

辰巳：今年のプールの授業は無理のようだけどな。

佐々原：せっかくプール開きをしたのに、女子高生の水着姿が見られないとは残念ですね。

ＫＰ：ところで、さっきから京が佐々原の持っている真理子の油絵をジト～ッと見つめているけど。

佐々原：「な、なぁに、京ちゃん？」

ＫＰ／京：「佐々原さん、それ素晴らしい絵ですね。私に売っていただけませんか？」

さやか：「そういう話なら、私を通していただかないと！」と、割って入りますよ～（笑）。

ＫＰ／京：「あら、やっぱりるるいえ堂の品だったんですね。さやかちゃん、おいくらなんですか？」

さやか：「えーと、三百万円です！」

佐々原：出たっ、さやかちゃんのどんぶり勘定！（笑）

ＫＰ／京：「買いました！」

睦：買っちゃうんだ～（笑）。

ＫＰ／京：「理事長室に飾るのにちょうどよいかと思って。うふふー」

さやか：「これで今年のるるいえ堂の売り上げは安泰です。一年は遊んで暮らせます（笑）」




ＫＰ：かくして、長い年月を母親から引き離され、己に寵愛を与えた者の元へと戻ろうとした忌まわしき赤ん坊の妄執によって引き起こされた事件は、君たちの手によって収束を迎えることができた。そんな勇敢な探索者たちは１Ｄ10の正気度を獲得する。

佐々原：１Ｄ20の正気度喪失をさせられたのに!?

睦：でも、あれは私たちが呪文に失敗したせいですからねぇ。正気度を獲得させてもらえるだけでもよかったと思いますよ。下手すればミッション失敗で、正気度獲得ナシと言われてもおかしくない展開でしたから。

ＫＰ：まあ、そこまでは厳しいことは言わない。あと、長谷川千香をはじめとして、生徒たちに犠牲者を一人も出さなかったのでボーナスとして１Ｄ３正気度を追加で獲得するよ。

辰巳：ワシはこのシナリオで21ポイントも正気度が減っているんだが……とほほ。

ＫＰ：じゃあ、正気度獲得のロールをよろしく。




　その結果、このような正気度の変化となった。





　さやか：シナリオ終了時63ポイント＋獲得５ポイント＝合計68ポイント（開始時からマイナス１ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時32ポイント＋獲得９ポイント＝合計41ポイント（開始時からマイナス12ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時57ポイント＋獲得５ポイント＝合計62ポイント（開始時からマイナス８ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時46ポイント＋獲得12ポイント＝合計58ポイント（開始時から＋３ポイント）






佐々原：むったん以外、みんな赤字ですか～。

睦：京をプレイしていたときには考えられないです。ああっ、正気度が50以上あるって、とっても幸せ！（笑）

ＫＰ：おっと、そういえば辰巳先生の不定の狂気の内容を決定していなかったっけ。

辰巳：ぐっ……余計なことを思い出しおって。

ＫＰ：コロコロ……あらら、辰巳先生は双極性障害（そううつ病）に陥ったな。入院するほどではないけど、次のシナリオまではゆっくり療養が必要だね。

睦：辰巳先生、踏んだり蹴ったりですね。

辰巳：まさしく、負のスパイラル。増えるは〈クトゥルフ神話〉ばかりなり。

ＫＰ：そんなわけで、また次回──御津門学園にどんな事件が舞い込むのか、こうご期待！

全員：お疲れ様でした～。










　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「クトゥルフの寵ちょう愛あいを受けしもの」




　　　　　　　どうも、好きなペットはネコの、むったんです。

　　　　　　　私たちの誰もその正体を知らなかったのですが、ここで登場したクリーチャーは深きものの混血種である「クトゥルフの寵愛を受けしもの」という怪物でした。

　　　　　　　まずは、深きものというものから説明しますと、クトゥルフ神話ではとても有名な種族で、インスマスをはじめとした世界各地の海にひっそりとコロニーを築いている、人類に匹敵する知能を持ったカエルと魚と人間を合わせたようなクリーチャーです。彼らは繁殖のために人間と交わることがあるため、ほかのクリーチャーに比べると人間社会に接触する機会が多かったりします。おかげで『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』でも、深きものの登場するシナリオはたくさんあって、探索者にとってはおなじみさんといえなくもありません。

　　　　　　　さて、今回のシナリオで登場した不気味な怪物も、実は深きものの血を引いているのだそうです。

　　　　　　　深きものの子供には、時々、彼らの信仰する神様であるクトゥルフの寵愛を受けて、その特徴を色濃く受け継いだ赤ん坊が産まれるのだそうです。もっとも、あまりにパワフルな子供のため、クトゥルフ信者たちですら、もてあましてしまうそうなんですけどね。

　　　　　　　これまで学園で起きていた事件が、深きものの赤ん坊が引き起こしていたにしてはずいぶんと超常的なものだと思っていたら、その正体がこんなとんでもないものだったとは……さすがに予想がつきませんでした。

　　　　　　　ちなみに、クトゥルフの寵愛を受けしもののデータは、たくさんのクリーチャーのデータが一冊にまとめられた『マレウス・モンストロルム（エンターブレイン刊）』に載っているそうです。宣伝でしたぁ！












第一話終了・睦ちゃんとの反省会




　後日、池袋の居酒屋に睦ちゃんのプレイヤーを呼びつけて、今回のゲームの反省会を開くことにした。




睦：まずは、キャンペーン第二シーズン開始おめでとうございます。かんぱ～い。

ＫＰ：ありがとう、かんぱ～い。

睦：今日はですね、ほかのプレイヤーの意見なんかも聞いてきたんですよ。

ＫＰ：ほうほう、それはいいね。ぜひ、聞かせてもらおうか。

睦：えーと、辰巳先生はですね、プール開き自体を中止にできないのが不満だったそうですよ。どう考えても良くないイベントが発生するとわかっているのに、なにかが起きるまで行動を起こせないのがストレスだったのでしょうね。

ＫＰ：うーん、気持ちはよ～くわかるんだけどねぇ。

睦：いつもならプレイヤーはわかっているけど、探索者は予想できないという感じで、仕方なくスルーしてしまうところですが、今回のシナリオだと「水は危険」イコール「プールは危険」という発想で、ブール開きを中止にさせる行動も不自然ではなかったかな～、と。

ＫＰ：学園のお偉いさんが集まっているのでいまさら中止はできないという理由で、イベントを強行するのは認めてもらいたいなぁ。映画とかでも、主人公は危険を訴えているのに、体面を気にするお偉いさんが強行してしまう展開ってあるだろ？

睦：映画として見るのなら、他人事なのでそれほどストレスはたまりませんけど、ＴＲＰＧだと愚かな行動は探索者自身に返ってきますから。

ＫＰ：探索者をどのぐらい自分の分身として感じているかによって、そのストレスには差が出そうだね。

睦：私たちは物語の完成度よりも、自分たちの価値観に基づいて事件を解決することを求めますからね。

ＫＰ：そうだねぇ～、あんまり適切な行動をするから、クライマックスの事件を未然に防いでしまって、盛り上がりのないままにシナリオが終わってしまったこともあったね。

睦：そういうとき、私はちょっと拍子抜けしますけど、辰巳先生のプレイヤーとかはそれで満足しているみたいですよ。平穏無事に終わればなによりだって。

ＫＰ：うーん、ボクもキーパーの思惑を越えて、事件を未然に防ぐというプレイは好きかも。

睦：やり過ぎると、シナリオやキーパーの裏をかいてゲームを台なしにしている困ったプレイヤーになってしまいますけどね。

ＫＰ：うまいキーパーならプレイヤーに事件を防げなかったというストレスを与えることなく、流れるように事件を発生させるのだろうけどね。

睦：でも、探索者の方はその事件を未然に防ごうとして動いているのですから、なかなか難しいですよね。

ＫＰ：プレイヤーとキーパーが対立していることになるからなぁ。キーパーも譲れるところは譲って探索者に花を持たせてあげて、プレイヤーもキーパーがそのシナリオでどうしてもやりたかったメインイベントは甘んじて受けるぐらいのゆとりが欲しいものだ。

睦：えーと、お次はさやかちゃんですが……シナリオがえぐいといってました。

ＫＰ：なんかそうだったみたいだね。反省してます。

睦：辰巳先生によると、怖いというより、陰惨で嫌な感じがするとのことでした。

ＫＰ：今回のテーマがジャパニーズホラーだったから……日本風の湿った怖さを狙ったんだけどね。

睦：同じ学園の罪のない女子生徒が無残に死ぬというのが嫌だったみたいですよ。気分が落ち込むって。

ＫＰ：確かに編集さんにシナリオをチェックをしてもらったときにも注意されて、あれでもいくつか陰惨なイベントをシナリオからカットしていたんだよ。





　さらにいえば、リプレイにする際にも、いくつか陰惨なシーンや描写をカットしている。

　どうもボクはジャパニーズホラーというものを、ひたすら相手の気分を悪くさせる陰惨なイベントが起きるものと思い込んでしまっていたようだ。ちょっと考えが安易だったと反省している。

　『るるいえあんてぃーく』の第二話でもみんなに怒られたことだが、過激な内容でありながらも、相手に不快感を与えないギリギリのラインを見極めるのは、とても難しいものだ。






睦：せっかく学園物として第二シーズンが始まったと思ったのに、ひどすぎるスタートですよ。さやかちゃんや辰巳先生じゃなくても、テンションが下がりますよ。

ＫＰ：はあ……ごめんなさいです。そのせいで、中盤まで探索者としての動きが鈍かったのかな？

睦：学園物のイメージと、いきなり過ぎる陰惨な事件のギャップで、どう動いてよいのか方向性が定まらなかったのかも。あと、私は新キャラだったので、探索者としての行動になかなか踏ん切りがつきませんでした。

ＫＰ：あっ、その気持ちはわかる。周りがベテランの探索者だと、新キャラとして最初は一般人らしい行動しないとって気持ちになるよね。

睦：一般人から探索者へと思考パターンが切り替わるときが、そのキャラの山場みたいな感じですよね。

ＫＰ：そうそう。初めて〈正気度〉ロールをしたときとか、一時的狂気に陥ったときに、突然、ピコーンと探索者としてのスイッチが入る（笑）。

睦：睦はそのへんがうまくできなかったのが残念。

ＫＰ：巻き込まれ型ではなくて、探索者の方が不審に思って事件を調査をするという展開だったからね。睦ちゃんが、自分から積極的に動かなければいけないと決意するタイミングがつかみづらかったかも。

睦：さやかちゃんのＳＯＳ団結成したあたりから、もう開き直って、このまま一緒に流されてしまえって感じになってましたけどね（笑）。

ＫＰ：あれはボクも助かったな。アホなネタだけど、あのおかげでシナリオの展開に勢いがついたと思う。

睦：あと、これは私の疑問ですけど、あのクライマックスの展開はキーパー的にはどうだったんですか？

ＫＰ：プレイ中にもいったように、みんなの〈英語〉技能やマジックポイント、〈正気度〉ロールの成功率などから、いろいろボクなりの計算をして呪文の成功率は五分五分になるよう調整していた。だから、今回の流れは想定通りだったな。最終的に、呪文が成功するかどうかは運次第ということで。

睦：成功したときのイベントも、失敗したときのイベントも両方用意していたわけですか。

ＫＰ：もちろんだよ。もしあのとき呪文に成功してれば、クトゥルフの触手がやってくることもなく、そのまま無事にシナリオを終了することができた。

睦：クトゥルフの退散方法は、プールの水を抜くというので正しかったんですか？

ＫＰ：ボクとしては、絵を破壊すればよいと考えていたんだけどね。

睦：うーん、「門」を破壊するというのは冒険ですね～。

ＫＰ：まあプールの水を抜けば寵愛を受けしものも嫌がるだろうから、クトゥルフと一緒にルルイエに帰るかなということで、あれでもヨシとした。このへんは探索者のアイデアを柔軟に採用するのが、ボクのキーパースタイルだから。

睦：タマ兄に攻撃が命中していましたけど、あのとき〈回避〉に失敗していたらどうなっていたんでしょう？

ＫＰ：あの攻撃はクトゥルフではなく、寵愛を受けしものの攻撃だから、耐久力に４Ｄ６のダメージを受けることになる。佐々原は耐久力が17もあるから、なんとか耐えられたんじゃないのかな？

睦：どうでしょうね～？（苦笑）

ＫＰ：事故が起きる可能性はあるけど、即死イベントではなかったということで……だいたい４Ｄ６のダメージが、プレイヤーに絶望感を与えながらも、意外と探索者の生存率が高い分岐点かな。これ以上はやばい。

睦：なるほど、今度キーパーをするときのために覚えておきましょう（笑）。

ＫＰ：いやっ！　ボクは気が弱いから２Ｄ６でも十分に絶望するよ。４Ｄ６なんてとんでもない（笑）。

睦：いやいや、遠慮なさらずに……せっかくのアドバイスですから（笑）。




ＫＰ：それで、次のシナリオだけど、季節的には夏休みになるので、定番のバカンスシナリオにしようかと思っている。

睦：バカンスはもうこりごりです（きっぱり）。

ＫＰ：（華麗にスルーして）『るるいえあんてぃーく』では海だったから、今度は山にしようかな。

睦：海も山も湖も結構です（きっぱり）。

ＫＰ：テーマ的には、今回がジャパニーズホラーで重い内容だったから、次はもっと軽い感じのシナリオにしようかな。なんかノリがよくて、アホな感じなやつ。

睦：バランスが取れていいんじゃないですか。

ＫＰ：夏のキャンプとホラーなんて、まさしく至高の組み合わせだね。

睦：プレイする方は、絶対に無事に終わる気がしない組み合わせですけどね。





　さて、軽くてノリのよいホラーといえば、やはりＢ級ホラー映画をテーマにするしかないだろう。

　だけど、Ｂ級ホラー映画といっても、いろいろジャンルがある。今回は雰囲気だけを借りてくるのではなく、登場するクリーチャーのイメージもＢ級ホラー映画に合わせたいものだ。

　たくさんの魅力的な怪物たちがＢ級ホラー映画を彩ってくれているが、その中でもボクが愛する名優の一人（？）が「ゾンビ」だ。

　もちろん、ゾンビといっても、いろいろなタイプがいる。ボクとしては「死んだ人間が知性のない凶暴な怪物になってしまい、その怪物に嚙まれた人間は同じく怪物になってしまう」というルールに従っていれば、たいていのものはゾンビといっていいんじゃないかと思っている。

　重要なのは、怪物になってしまうと、ほとんど知性がなくなって、人間を襲うことしかしなくなるってことかな。このとどまることを知らない人間への凶暴性が、ゾンビの強い個性となっているんじゃないかな。

　あと、ゾンビは意外と弱いのも、なんか愛嬌があって好きなんだ。恐怖を克服して反撃に出た人間たちに「撃退できるかなー」と思わせておきながら、いくらやられてもあきらめないタフさと、どんどん増えていく数の力で、徐々に人間たちを圧倒していくのも、ゾンビの魅力だろう。

　ただ、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』はゲームなので、ただ圧倒されて探索者が殺されるという展開ではさすがによろしくない。せっかく第二シーズンが始まったのに、探索者が全滅してしまってはボクが困る。

　ゾンビへの対抗手段もきちんと用意しておかなければならないだろう。Ｂ級ホラーっぽく、なんかアクション性の強い方法でゾンビを撃退できるようにしようかな。

　あとはゾンビになる犠牲者として、いかにもＢ級ホラー的に犠牲者になりそうなＮＰＣたちも用意しておかねば。

　そうだ、彼らの性格によって、ゾンビになった姿が違うというのも楽しいかな。ゾンビといえど個性は大事だからね。






















女子高生たちのメンタルケア




ＫＰ：では、第二話を始める前に、みんな経験ロールによる成長をしてもらおうか。

佐さ々さ原はら：おっと、経験ロールをしたら、ボクの〈オカルト〉が90％を超えましたよっ！

ＫＰ：ほお、だったら君は自分の人生に大きな自信が持てるようになって、正気度を２Ｄ６獲得するね。

佐々原：前回のシナリオでは大幅に減っていたので、このタイミングでの正気度獲得はうれしいですね。コロコロ……８ポイント獲得して、正気度は70になりました。

ＫＰ：うーむ、前回、だいぶ減らしてやったと思ったのにしぶといやつだなぁ。

辰たつ巳み：いいなぁ、正気度の勝ち組め～！

ＫＰ：あと、今回のシナリオは、プール開き騒動から二か月後となるので、「幕間での成長」のルールで可能な経験ロールは二回だけだね。

睦むつみ：ええ～っ、楽しみにしていたのに。

ＫＰ：さらに双極性障害に陥っている辰巳先生は、全快までに１Ｄ６か月かかる。

辰巳：下手すると治らないまま、このシナリオに参加ってこともあるのか……。

ＫＰ：症状はだいぶ改善されているはずだから日常生活に支障が出るほどではないけど、なにかのきっかけで症状が悪化する危険性を秘めたままプレイすることになるだろうね。まあ、２以下を出せばいいだけだよ。

辰巳：コロコロ……よしっ、１が出た。あっという間に全快したぞ。正気度は３ポイント回復して44になった。

さやか：キーパー、キーパー、今回のシナリオでお勧めの技能はありませんか？

ＫＰ：そうだねぇ、〈生物学〉あたりかなぁ。

辰巳：〈生物学〉なら、ワシは前回のシナリオで成長して55％になっているぞ。

睦：それだけあれば大丈夫ですかね？

さやか：ほかの人はみんな１％しかないですからね。いまから成長させる気は起きないですね。

佐々原：ボクは大学で〈精神分析〉を勉強しようと思います。最近、〈精神分析〉担当の辰巳先生が、真っ先に狂気に陥ることが多いようですしね（笑）。




ＫＰ：みんなの成長が終わったら、そろそろ始めるとしよう。

全員：は～い、準備オッケーです。

ＫＰ：シナリオ内の季節は、夏真っ盛り。辰巳先生と佐々原は、夏休みで人気のない御つ津み門かど学園の理事長室に呼ばれている。グラウンドの方ではプールの修復工事が進められているが……今年の夏には間に合いそうもないな。

佐々原：「いや～、天然ガスの爆発というのは恐ろしいものですね～」

辰巳：「まったくだな。けが人が出なくてよかった」

ＫＰ：理事長室には、京みやこ理事長と辺へん見み校長がいる。なんでも、折り入って二人にお願いしたいことがあるらしい。

佐々原：京ちゃんに呼ばれると、ろくでもないことのような予感しかしませんね。

ＫＰ：そういえば、佐々原は一学期にどんな特別授業をしたのかな？

佐々原：そりゃあ、やっぱり得意な歴史に関する話ですよ。あと、オカルトとかですかね（笑）。

ＫＰ：特別授業でオカルト知識を披露したりしてたら、学園から放り出すからな。

佐々原：となると、あと得意な技能といえば……〈図書館〉かなぁ。たぶん、図書館にしかないような古い文献で歴史を学ぶ楽しさを、高校生たちに教えてあげているのですよ。

ＫＰ：なるほどね。だったら〈図書館〉と〈歴史〉を同時にロールしてくれ。

佐々原：コロコロ……よしっ、両方とも成功していますよ。

辰巳：得意な技能を選んだのだから、当たり前といえば、当たり前だがね。

ＫＰ：だったら、一学期に開かれた佐々原の特別授業は、とても好評だったことになる。新聞の地方欄にもその個性的な授業は取り上げられて、辺見校長は佐々原のことを高く評価してくれている。

佐々原：では、次の授業こそは〈歴史〉と〈オカルト〉に関するものを……（笑）。

ＫＰ：そんな生徒たちにも人気のある佐々原と辰巳先生を呼んだのは、長谷川千香、樋口さやか、日野睦という三人の女子生徒について、君たちに相談したいことがあるらしい。

佐々原：むったんたちのことで？

辰巳：長谷川千香というのは、前のシナリオで体育館でおぼれかけた子だよな？

さやか：チカぽんですね。怪物を飲み込みそうになったところを、私が〈応急手当〉で助けた子です。

睦：何度も失敗したけどね（笑）。

ＫＰ：うむ、どうやら千香はそのショックから、水に対して恐怖を感じるようになってしまったらしい。

さやか：あらら……それはかわいそうに。

ＫＰ：あと、プールの爆発現場に居合わせたさやかちゃんと睦ちゃんにも、強いショックによるＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）が心配される。

辰巳：心配してほしいのは、その二人よりワシの方なんだけどな（笑）。

ＫＰ：辰巳先生のことは、ちゃんと京が心配してくれているよ。「今日のお薬はちゃんと飲みましたか？　うふふー」と、毎日、抗うつ剤を用意してくれている。

辰巳：京くんが用意した薬を飲むのは嫌だなぁ。

佐々原：辰巳先生を呼んだということは、彼女たちのカウンセリングでもしてくれというのでしょうか？

ＫＰ：まあ、そんなところだ。ただ、カウンセリングというと仰々しくて、まだ日本人には抵抗があるので、学園主催で小規模な林間学校を開いて、その名目でやんわりと彼女たちの心のケアを図ろうと思っているらしい。

辰巳：ワシらに、その引率をしろっていうわけか。

ＫＰ：もちろん、城ヶ崎というアウトドアに慣れた体育教師もつける。林間学校といっても参加する生徒は三人だけなので、身内でキャンプをするといった程度の軽いイベントだと思ってくれ。

佐々原：むったんが行くというのなら、もちろんボクも参加しますよ～。




ＫＰ：といったわけで、学園側の計らいで林間学校に行くことになったさやかちゃんたちは、るるいえ堂に集まって持って行く物の相談などをしているわけだ。もちろん、千香も一緒だよ。

睦：チカぽんの具合は実際のところどうなんでしょう？

ＫＰ：目に見えておかしいわけじゃないけど、以前に比べて、元気がないような気もする。

睦：むーっ、心配ですね。

さやか：「それにしても暑いね～、アイスでも食べにいかない？」

睦：「るるいえ堂って、クーラーないの？」

さやか：「そんな文明の利器はありません」と、カウンターにぐんにゃりとしながら答えます。

睦：「この前、絵を売って三百万円も儲かったんだから買えばいいのに」

さやか：「蘭弗叔父さんに許可もなく、店のお金は使えませ～ん」

ＫＰ：売値はおおざっぱなのに、そういうところは細かいんだなぁ。

睦：「チカぽん、このままじゃあさやかちゃんが溶けちゃうから、場所を変えようか」

ＫＰ／千香：「そうだね。ちょうどいま、駅前のアイス屋さんがダブルの値段でトリプルにしてくれていたはず」

さやか：「よし行こう。すぐに行こう！」って、がばっと起き上がります！

佐々原：けど、正直、トリプルアイスなんて食べきれないよね。

ＫＰ：まあ、そうだよね。食べる前に溶けちゃいそうだ。

さやか：そんなことないですよ。結構、食べられちゃいますよ。

ＫＰ：ボクなんかひとつ食べたら飽きちゃうけど。

さやか：まったく飽きませんねぇ。たぶん、男の人とはアイスへの感覚が違うんでしょう。

睦：じゃあ、そんな男にはわからないガールズトークをしながら、駅前のアイス屋さんへ行きますよ。

ＫＰ：うん、ではその途中で睦ちゃんの前に立ちはだかる人影が……。

睦：えっ、誰？

ＫＰ：「むつ姉、ボクに内緒でキャンプをしに行くって本当なの？」と、プンスカ怒っている様子だ。

睦：むつ姉って……ああ、もしかして祐たすくなんですか？

さやか：誰ですかそれ？

睦：実は私の弟だったりして。探索者シートの裏に、家族構成を書いておいたんだけど……。

ＫＰ：それをありがたく使わせてもらいました。小学五年生で、ちょっと背伸びをして生意気になりつつある元気な男の子というイメージだ。

さやか：「へぇ～っ、むったんの弟かぁ。私はさやかで、こっちはチカぽん。よろしくね～」

ＫＰ：さやかちゃんにあいさつされると、祐はちょっと目をぱちくりさせ、緊張ぎみに「た、祐です」とか、妙に行儀よくあいさつをしたりする。

睦：おやっ、これはまさか……祐ったら、さやかちゃんを意識している？

さやか：えっ、そうなんですか？

ＫＰ：では、〈心理学〉でもしてみるか。コロコロ……（二人とも失敗か）。うーん、そうかもしれないし、そうでないかもしれない。

さやか：じゃあ、私はまったく意識していないので「いいなぁ、私も弟が欲しかったなぁ」と、頭をぐりぐりなでてかわいがりましょう。

ＫＰ：祐は顔を赤くしながら、さやかちゃんにもてあそばれるがままになっている。

睦：「祐ったら、私がなでると嫌がるのに……さやかちゃんが相手だとおとなしいんだね？」

ＫＰ／祐：「ど、どうでもいいだろ。そんなことより、キャンプのことだよっ！」

さやか：「私たちも一緒に行くんだよ～」って、祐くんの頭をなでながら言います。

ＫＰ：「ええっ、さやかさんも!?」と、祐は驚いた顔をすると、睦ちゃんにすがるような目で訴えかける。

睦：「もしかして、祐も行きたいの？」

ＫＰ：「べっ、別に……ただ、まだ自由研究をやってないから……キャンプに行ったらなんかあるかなと思って」とかなんとか、祐は一人でゴニョゴニョいっている。

さやか：祐くんは素直じゃないなぁ。「むったん、祐くんも一緒に行けるよう、佐々原さんに頼んでみたら？」

ＫＰ：さやかちゃんがそう言ってあげると、祐は目をキラキラと輝かせて、睦ちゃんの方を見る。

睦：「ハァ、わかりましたってば。イトコなんだし、私からタマ兄に頼んでみるね」




キャンプの楽しみ方





　かくして、林間学校の当日となる。

　引率は千香の所属する陸上部の顧問でもある体育教師、城ヶ崎先生が務めることになった。

　体育会系の熱血教師であるが、辰巳先生のようなインテリタイプにひそかにコンプレックスを感じているという、ちょっと面倒くさいタイプの人間である。






ＫＰ：みんなの目的地は、栃木県にあるオートキャンプ場だ。最寄りのインターチェンジから車で一時間ぐらいなんだけど、現地はかなり山奥といった感じだな。目玉は渓流で釣りや川遊びができることらしい。

睦：ということは、晩ご飯は川魚の塩焼きですね。

ＫＰ：まずはインターチェンジ前にあるホームセンターで買い出しをしてくれ。

睦：私は食料品の買い出しに行きます。さやかちゃんとチカぽんに手伝ってもらおうかな。

さやか：私に手伝わせると、お肉しか買いませんけどね～（笑）。

ＫＰ：キャンプ道具とかは城ヶ崎先生がそろえてくれているけど、「これは個人的に用意しておきたい！」というものがあったらいまのうちに買っておいてね。

佐々原：やっぱり、ライトは必須ですよね。魚を捕るための魚や扠すとかも買っておこうかな。

ＫＰ：ちなみに、祐はホームセンターの一角に釘付けになっている。

佐々原：「祐、なにか欲しいモノでもあるのかい？」

ＫＰ：祐が熱いまなざしを向けているのは、最新式の水鉄砲でウォーターシュートというものだ。

辰巳：タンクに水を圧縮させて、連射させたりできるやつだな。

佐々原：「しょうがないなぁ。祐、ボクが買ってあげるよ」

ＫＰ：太っ腹な佐々原に、祐は目を輝かせて「これが新発売されたやつで、タンクの容量がすっごい増えたんだ」とか、ウォーターシュートの解説を延々としてくれる。

佐々原：「わかった、わかった。なんでも好きなものを選びなさい」

ＫＰ：ちなみに〈ウォーターシュート〉技能の基本命中率は、その探索者の［ＤＥＸ＋ＩＮＴ］の数値だ。ただし、ウォーターシュートがマイブームになっている祐の〈ウォーターシュート〉技能は61％に成長している。

睦：……タマ兄、なんかウォーターシュートはシナリオで使う機会がありそうな予感がしますよ（ヒソヒソ）。

佐々原：もしかして、今回の敵は水に弱いとか？（笑）。

辰巳：ひとつといわわず、たくさん買っておけ。どうせ佐々原は小説で稼いでいるんだろ。

佐々原：了解です。ウォーターシュートは人数分買っておきますね。あと水風船とかも買っておきます。




　祐が圧倒されるほどウォーターシュートを大人買いした探索者たちは、なんだかいまにも落ちそうな心もとないつり橋を越えてキャンプ場へと入る。このキャンプ場はいくつかのエリアに分かれており、もう一組だけ先客もいたようだが、探索者たちは誰もいない静かなエリアを選んでテントを張ることにした。




ＫＰ：テントの準備などは、城ヶ崎先生がやってくれるので、みんなは自由に行動していいよ。

さやか：このあたりには、どんな遊べるスポットがあるんでしょう？

ＫＰ：大きく分けて、山歩きコースと川遊びコースがある。山歩きコースの入口を見た人は〈目星〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：山道の茂みに隠れて、朽ちかけた看板があるね。「ニジマス養殖場まで４００ｍ」と書いてある。

辰巳：「ニジマス養殖場か。やはり釣りができそうだな」

さやか：「チカぽんはどっちに行きたい？」

ＫＰ：千香はハイキングをしたいといっている。コロコロ……（〈心理学〉は辰巳先生が成功か）辰巳先生が見たところ、どうも千香は水遊びに乗り気でないことがわかるね。

辰巳：どうやら、千香くんはまだ水が苦手のようだから、ワシもハイキングに付き合うとしよう。

睦：そうですね。私もチカぽんが心配なので一緒に行きます。

ＫＰ：ところが、買ってもらったばかりのウォーターシュートを抱いた祐が「ええ～～っ！」と、不満げに叫ぶ。

さやか：祐くんは、ウォーターシュートがやりたくて仕方ないみたいですね。

佐々原：「わかった、わかった。だったら、ボクが付き合うよ」

ＫＰ：ということは、どのように分かれるのかな？

辰巳：ワシは千香くんのカウンセリングをしなければならないから、ハイキングに行くだろ。

さやか：私も、チカぽんのことが心配なので、むったんと一緒に元気づけるためにハイキングの方にします。

佐々原：……つまり、川遊びはボクと祐だけ？

睦：そうなりますね。

佐々原：辰巳先生、ずるい！　女子高生三人に囲まれてハイキングなんて、それはボクの役じゃないですか。

さやか：どういう役なんですか？（笑）

ＫＰ：祐はさやかちゃんに一緒にウォーターシュートをやろうとせがんでいるけど。

さやか：祐くんには悪いけど、チカぽんのことが気になるからなぁ。「う～ん、ごめんなさいね。明日、一緒にやろうね」

ＫＰ：「ちぇっ、なんだぁ。タマ兄と二人だけか……」とか、祐は不満そうな顔をしている。

佐々原：「こっ、こいつめ～～～っ！　それはこっちのせりふだ！」

睦：なんだかどっちもどっちって感じだけどね（笑）。




ＫＰ：じゃあ、まずはハイキングの方だけど……林間学校では普段できない新しい体験がいろいろできるため、シナリオ内で「幕間での成長」ルールに似たことができる。

睦：といいますと？

ＫＰ：なにを重点的にハイキングで楽しむか宣言してくれれば、それに対応した技能を経験ロールさせてあげよう。今回のシナリオの冒頭では２回しか経験ロールができなかったから、キーパーからのボーナスだと思ってくれ。

辰巳：だったら、ワシは今回のシナリオで重要らしい〈生物学〉を成長させるために、山の植生などに注目してハイキングをすることにしよう。

睦：私は〈地質学〉が好きなので、山肌の岩とかに注目しながらハイキングをしていますよ。

ＫＰ：渋い趣味だなぁ、むったんは。

さやか：私は、わざとハードなコースを歩いて〈登攀〉を鍛えます。

ＫＰ：では……まず、さやかちゃんが普通は登らないだろうという険しいコースを選んで、別行動となるわけか。

さやか：「ちょっとこっちの方を見てきますね」と、ガッシガッシと山登りしてきます。コロコロ……駄目です、成長はしませんでした。チカぽんを放っておいて、こんなことしてていいのかなぁ？（笑）

睦：「これがカンラン石で、これが斜長石ね」とかいって、せっかくの風景を無視して、下ばかり見て歩いています。コロコロ……おやっ、〈地質学〉が８％も成長しました。やっぱり実地経験は大事ですね！

辰巳：コロコロ……ワシも〈生物学〉が１％だけ成長したな。

ＫＰ：すると、辰巳先生は林の中に、ちょっと季節外れなんだけど、ナラタケという食用キノコを発見するね。傷むのが早いのであまり流通していないけど、昔からよく食べられている代表的な食用キノコだよ。

辰巳：食用キノコとはいえ、素人が手を出すのは危険ではないのか？

ＫＰ：〈生物学〉の２倍ロールに成功すれば、専門家並の安全なキノコ狩りができるよ。

辰巳：だったら、ワシは〈生物学〉が55％あるから平気だな。せっかくだからお土産に持って帰るか。

ＫＰ：友達が独自のハイキングを楽しんでいて退屈をしていた千香も、辰巳先生に習ってキノコ狩りを手伝う。

さやか：なんか楽しそう。私も合流できませんか？

ＫＰ：まあ、いいだろう。

辰巳：「では、みんな、こういう形をしたキノコを探すんだよ」と、ナラタケのサンプルを渡しておこう。

ＫＰ：しばらくすると、千香が「さやかちゃん、こっち、こっち！　たくさん生えてるよ～！」と、大声でさやかちゃんに呼びかける。

さやか：「お～っ！　すご～い、チカぽん」と、すぐさま駆け寄ります。

ＫＰ：確かに木の根もとに、もっさりとキノコが生えている。それを見たさやかちゃんは〈アイデア〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……成功です。どうしたんだろう？

ＫＰ：さやかちゃんは、そのキノコが辰巳先生にもらったサンプルのキノコとちょっとだけ違う気がするね。

さやか：「チカぽん、これは辰巳先生に見てもらった方がいいかも」

ＫＰ：あと、さやかちゃんはキノコの下に、なにか短い毛のようなものがたくさんあるのに気づく。キノコはその上に生えているようだ。なんかちょっと変な感じだね。

さやか：だったら、こちらに辰巳先生を呼びましょう。「辰巳先生、ちょっとこれを見てもらえますか～」

辰巳：「どれどれ、いったいなんだっていうんだい？」

ＫＰ：そのキノコの群生を見た辰巳先生は、〈生物学〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……成功したぞ。

ＫＰ：どうもこのナラタケに似たキノコは、普通のキノコとはちょっと違っているようだね。裂いてみると、内部はキノコのように繊維状ではなく、もっと密度の濃いねっとりした果肉のようになっている。

辰巳：なんだこれは？

ＫＰ：あと、地面に落ちている毛だけど、これはネズミの毛のようだね。

睦：もしかして、虫に寄生する冬虫夏草みたいに、これはネズミを苗床にして育つキノコなのでは？

さやか：そんな怖いキノコがいるんですか？

辰巳：キノコのことはよくわからんが、栄養の少ない毛や骨が分解されずに残ることはよくあることだ。とにかく、このキノコを食べるのはやめておこう。ほかにいくらでも安全なキノコはあるんだからな。




ＫＰ：さて、女子高生グループがキノコ狩りを楽しんでいる一方で、佐々原は祐と一緒に川遊びをしているわけだ。

佐々原：なぜ、ボクが子供の相手なんて……。

ＫＰ：イトコだろ、もっとかわいがってやれよっ！

佐々原：むったんはかわいいですけど、男の子を愛めでる趣味はあまり……。

ＫＰ：そうじゃないだろ！（笑）

佐々原：でも、ボクは大人ですから、ちゃんと子供と同じ目線になって相手をしてあげますよ。「よ～し、ウォーターシュートで対決しよう。相手の胸に付けた標的を濡らした方が勝ちだぞ！」

ＫＰ：そんな佐々原に、祐は「ふふふっ、タマ兄。ボクのギガブレイカーに勝てると思っているのかい？」とか、いま流行の特撮番組に影響された口調でこたえる。ちなみに、ギガブレイカーとは祐が自分で勝手に付けたウォーターシュートの名前だ。

佐々原：うーん、このノリにどこまでついていけるか、ちょっと不安だ……。

ＫＰ：じゃあ、勝負は先に〈ウォーターシュート〉を二回成功させた方が勝者ということにしようか。





　ところが、キーパーのダイス運が悪く、祐は一度も命中させることもなく佐々原に完敗する。

　なお、半日、ウォーターシュートで遊んだ佐々原は、〈ウォーターシュート〉技能の経験ロールをすることになり、着実に命中率を成長させる。






佐々原：「あははははっ、勝った、勝ったぁ～！」

ＫＰ：なんて大人げのない……。

佐々原：いや、子供と本気で遊んであげている、よい大人じゃないですか。

ＫＰ：一方的に負けた祐は、ずっと無言のまま、涙目で愛銃ギガブレイカーを見つめて立ち尽くしている。

さやか：あっ、泣かしたっ！

睦：タマ兄、ひど～い。

佐々原：そんなっ、ロールに失敗するキーパーが悪いんじゃないか！

辰巳：うーん、本当にひどいやつだなぁ。

佐々原：しみじみと言わないでください！

ＫＰ：さて、二人がそんな険悪なムードになっていると、川の上流から若者たちがやってくる。釣り竿を持っているところからして、渓流釣りでもしていたのだろう。酒を飲んでいるのか、ハイテンションでかなり騒々しいね。

佐々原：となりのキャンプ場に来ているグループかな？

ＫＰ：たぶんそうだろうね。男が三人に、女が一人の四人連れなんだけど、そのうちの一人で、バサバサに痛んだ茶髪にアロハシャツ姿で、山のキャンプなのにビーサンをはいているようなチャラい感じの男が、飲んでいたビールの缶をポイ捨てする。

佐々原：なんだよ、マナーが悪いなぁ。

ＫＰ：すると、それに怒った祐が、そのチャラ男に「空き缶を捨てるな！」とか真正面から注意するわけだ。

佐々原：あちゃあ～～、なにやっているんだか。

ＫＰ：注意されたチャラ男は「カンケーねーだろ、このガキ」とか、祐をこづいてからんでくる。

佐々原：しょうがない、助けてあげましょう。「やあやあ、君たちもここでキャンプしているのかい？」

ＫＰ／チャラ男：「なんだよ、こいつの兄貴か？」

佐々原：「イトコだけどね。それよりも、自分のゴミぐらい持ち帰ったらどうだい？」

ＫＰ：「うわ、ウザッ。なんかこいつウザくないッスか？」と、チャラ男は後ろでニヤニヤしている男に同意を求める。こちらは長髪を後ろでチョンマゲにしていて、長身で筋肉質の迫力ある男だな。たぶん、このグループのリーダ格だと思われる。すると、そのチョンマゲが「なんかオレたちに用かい？」と、佐々原をにらみつけてくる。

佐々原：「ゴミのポイ捨てなんて、子供の前で恥ずかしくないのかい？」と、冷静に正論を言います。

ＫＰ：そんなふうに三人がにらみ合っていると……佐々原の前に、若者グループの女性が割って入ってくる。

佐々原：おっ、それはかわいい子なんでしょうか？

ＫＰ：うーん、なんというか、たぶん佐々原の美的感覚では残念な感じの子だなぁ。かなりケバくて、キャンプには場違いな格好をしている。その子もだいぶ酔っぱらっているようで、佐々原の肩になれなれしく手をかけると値踏みするように見つめてくる。

睦：あらら、またＩＫＥＭＥＮのタマ兄が女性に気に入られたのかな？

ＫＰ：どうやらそのようだな。そのケバ子は「まあまあ、けんかなんかしないでさぁ。これから私たちバーベキューするんだけど、あんたも来ない？」と、酒臭い息を吹きかけながら誘ってくる。

佐々原：「いや、ほかに連れもいるから遠慮しておくよ（きっぱり）」

ＫＰ：そんなつれない態度の佐々原に、ケバ子は「え～、いいじゃん。いいじゃん。ノリ悪いなぁ」と、しつこくからんでくるのだけど、それを見かねた最後の一人の男がケバ子を止めようとする。

佐々原：そいつはどんな男なんですか？

ＫＰ：かなりの肥満体型だな。おとなしそうな顔をしていて、しゃべり方もとろくさい。ただ、二人の間に入ろうとしたところで、濡れた岩に足を滑らせて派手に転んでしまう。それを見た若者グループはいままでの険悪なムードから一転して大笑いしている。

佐々原：まさかけんかを止めるために、わざと転んだのか。この男、実は策士なのでは？

ＫＰ：うーん、それはどうだろうねぇ。ともかく、ケバ子はその姿にバカウケしていて「フトシ、あんたって、なにやってもおいしすぎるわ～！」と、ケラケラ笑っている。フトシと呼ばれた肥満体型の男は、みんなにバカにされてもヘラヘラと不器用な笑い顔を浮かべるだけだ。

佐々原：さすがにかわいそうなので、フトシを起こしてあげましょう。

ＫＰ：すると、チョンマゲとチャラ男は笑い疲れてしらけてしまったのか「あーあ、バカらしい。行こうぜ」と、佐々原とフトシを無視してその場を立ち去ってしまう。すると、ケバ子もそんな二人のあとをあわてて追いかける。

佐々原：なんなんだ、あいつらは。「君、大丈夫だった？」と、フトシに声をかけます。

ＫＰ：立ち上がったフトシは「どうもすみません」と、チャラ男たちの非礼を詫びるね。そして、釣れ過ぎたからといってニジマスを六匹ほど分けてくれた。なかなか立派なニジマスだね。

佐々原：嫌な奴らだったけど、フトシだけは良い人みたいですね。

睦：それにしてもＢ級ホラーだったら、オープニングで瞬殺されてしまうようなメンバーでしたねぇ～（笑）。





　探索者一行がテントに戻ったときには、城ヶ崎先生によってテントの設営は終わっていた。

　あとは夕食のバーベキューの準備だけである。






佐々原：じゃあ、ボクらはバーベキューのために火をおこしましょう。

辰巳：「そうだ、山でナラタケを採ってきたから、ホイル焼きにでもしないかね？」

ＫＰ：すると、城ヶ崎先生は「おやおや、辰巳先生……素人のキノコ狩りは危険ですよ。やめておいた方がよいのでは？」と、ちょっと偉ぶった顔つきで忠告をしてくる。

辰巳：「もちろんそれは承知しているが、これでもワシはキノコにもちょっと詳しいのでね」と、このナラタケは安全なことを説明してあげよう。〈生物学〉で、コロコロ……成功したぞ。

ＫＰ：だったら、城ヶ崎先生はぐうの音も出ないな。「それは、たいへん失礼いたしました」と、なんか傷ついた顔をしている。たぶん、得意とするキャンプでインテリの辰巳先生に負けたのが悔しいのだろう。

睦：あ～あ、城ヶ崎先生が落ち込んでしまった……。

佐々原：「いやいやっ、城ヶ崎先生がいなかったらテントを設営できませんでしたよ！」

辰巳：「そうそう、バーベキューの準備だって城ヶ崎先生がしてくれたんじゃないですか」

ＫＰ：そうやってフォローをしてあげると「いやぁ、それほどでも」と、城ヶ崎先生の表情も明るくなる。

辰巳：なんだか面倒くさい先生だなっ！（笑）

睦：私たちは、タマ兄がいただいてきたニジマスをさばいていますね。やっぱり串焼きがいいかな？

ＫＰ：このキャンプ場には水洗い場があって、ちゃんと水道もある。ニジマスをさばくのなら、いつものように〈制作（料理）〉の４倍でロールをどうぞ。

睦：前回から成長して18％になっていますからね。４倍だったら、たいてい成功しますよ。コロコロ……むむっ、また１倍で成功しましたよ！

ＫＰ：睦ちゃんは料理上手のようだな。卓越した包丁さばきで、手際良くニジマスのはらわたを抜き取っていく。

さやか：私は魚はさばけないので「うげげっ……むったん、よく気持ち悪くないね」といってます。

睦：「さやかちゃんって、怖いモノ知らずかと思ったのに」

さやか：「証拠品なら気持ち悪くないんだけど……」

ＫＰ：さて、そんなふうに次々とさばいている途中、一匹のニジマスの腹から、内臓の代わりになにか白っぽいヌメヌメとしたナメクジのようなものが出てきた。

さやか：「ぎにゃあ～～～～っ、なんか出た～っ！」

睦：寄生虫かなにかでしょうか？

ＫＰ：いや、出てくる量が尋常じゃないよ。睦ちゃんの手の中に白いヌメヌメがどろどろあふれ出てきて、同時にニジマスの体はやせ細っていき、ほとんど皮だけになってしまうほどだ。寄生しているというよりは、ニジマスの皮を被った何か別の生き物といった方がよいだろう。

睦：「な、なにこれ!?」

ＫＰ：さて、〈正気度〉ロールをしてもらおうか。成功は０、失敗は１ポイントの喪失だよ。

さやか：コロコロ……成功しました。

睦：コロコロ……むはっ、失敗です。１ポイント喪失して、残りは57です。気持ち悪いので、ぶんぶんと手を振って白いヌメヌメを払い落とします！

ＫＰ：そのヌメヌメは乾いた地面に落ちると、モゾモゾとしばらく動いてから小さく丸くなって動かなくなる。なんだか乾燥に弱いみたいだね。ナメクジとかヒルみたいな感じかな？

さやか：水をたくさん流して、水洗い場からヌメヌメを洗い流しますよ！

ＫＰ：だったら、なんの抵抗もなく排水口の中へスルスルと流れていくね。

睦：「辰巳先生、ニジマスの中に変なものが……」と、そのニジマスの皮を見せて状況を説明します。

ＫＰ：だったら、辰巳先生は〈生物学〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……おっと、失敗だ。

ＫＰ：睦ちゃんの説明を聞いても、辰巳先生はピンと来ないね。たぶん、死んだ魚に虫でもわいていたのではないかな。その死骸をたまたま若者グループが拾ってきたとか。

佐々原：気味が悪いですね。ほかの魚にも虫がいないかよ～く調べましょう。

ＫＰ：調べた結果、ほかにはそういう魚はいないことがわかった。食べても平気そうだよ。
















　若干、気持ちの悪いこともあったが、その後は何事もなく夕食を終えて、さやかちゃんたち女子高生チームはテントに入ってガールズトークに花を咲かせる。




さやか：「明日はなにをしようか？」

睦：「山歩きはしたから、明日は川に行かない？」

さやか：「祐くんもウォーターシュートで遊びたいみたいだしね」

ＫＰ：うーん、二人に誘われても、やっぱり千香は川遊びにはあまり気乗りしていない様子だな。

さやか：「もしかして、まだ水が怖いの？」

ＫＰ：そう聞かれると、千香は少しためらってから「ごめん、まだちょっと」と、うなずく。

さやか：「無理はしないでもいいんだよ」

睦：「ゆっくり慣れればいいんだしね」

ＫＰ：そんなふうに励まされると、千香も勇気を得たのか、しばらく考えてから「ううん、大丈夫。明日は、私もみんなと川遊びをしたい」という。

さやか：チカぽん、偉い！

睦：これで林間学校の目的は達成したね。

さやか：そうですね。チカぽんも前向きになったことだし、つり橋が落ちないうちに帰りましょう（笑）。

睦：そうしよう、そうしよう！（笑）

ＫＰ：まだ、事件も起きていないのに、このまま帰れると思っているのか？

さやか＆睦：ええ～～～っ、なんで～？　このまま帰れれば、ハッピーエンドで終わるのに～（笑）。




ＫＰ：一方、祐を寝かしつけた男性チームは、缶ビールを片手にたき火を囲んで、ゆったり大人の時間を過ごしているんだけど……城ヶ崎先生は酔いが回ってきたのか、辰巳先生に青臭い教育論などをぶつけてくるね。

辰巳：本当に面倒くさい先生だな。適当に相づちを打っていよう。

ＫＰ：すると、静かな森の向う側から、場違いなダンス音楽が聞こえてくる。たぶん近くのキャンプ場でよほど大音量で流しているのだろう。木々のすき間から、強烈なライトの光がチラチラと動いているのも見えて、時々、テンションがマックスに達したのか「ヒュー！」とか「ウォー！」とかの雄叫びも聞こえてくる。

佐々原：「あの四人組が騒いでいるのかな？」

辰巳：「こっちに絡んでこないのなら、少々羽目を外すのもいいさ」

ＫＰ：ところが、城ヶ崎先生はその騒ぎにイライラしているようで「うるさいですなぁ。ちょっと注意してきましょうか？」とか、少し酔った目つきでいっている。

辰巳：「いやいやいやいやっ、こちらには女の子もいるんだ。危ないことはやめておきたまえ」

ＫＰ／城ヶ崎：「しかしですなぁ～、たとえ教え子でなくてもぉ～、青少年を正しい方向へと導くのはぁ～、教師のぉ～、役目ではないでしょうかっ!?」

佐々原：駄目だ、完全に酔っぱらってる（笑）。

辰巳：「この場でしかったところで、のちのちのケアができなければ意味がなかろう。教育とは長期的な視野で見ないといけないのだよ」

佐々原：「そうそう、頭ごなしにしかりつけても反発されるだけですってば」

ＫＰ／城ヶ崎：「だったら、ボクに〈説得〉ロールをしてみてくださいよぉ～！（笑）」

佐々原：なんという、からみ酒（笑）。

辰巳：まったく、困った教師だな。コロコロ……ほらっ、〈説得〉に成功したぞ。

ＫＰ／城ヶ崎：「……わかりましたぁ、辰巳先生。教育とは継続してこそですよねぇ～。こよいは、教育についてとことん語り合いましょう！」

辰巳：飲み過ぎだよ、この先生（笑）。

佐々原：本当に面倒くさい人ですね～（笑）。




人食いニジマスの恐怖




　城ヶ崎先生が教育論を熱く語った夜が明け、睦ちゃんが朝食を準備しようとしたとき、奇妙なことに気づく。




ＫＰ：水洗い場の周囲にナラタケに似たキノコが生えているよ。昨日はこんなものはなかったはずなのに。

睦：ナラタケではなくて、あのナラタケっぽい謎のキノコなんですか？

ＫＰ：手に取って調べてみれば、確かにそうだとわかるな。

さやか：水洗い場の近くってことは、もしかしてニジマスのヌメヌメが落ちたあたりじゃないんですか？

ＫＰ：おっと、さすが女子高生探偵だね。そうやって推測するのなら、ロールの必要もなく、謎のキノコが生えているのはヌメヌメが落ちた場所であることがわかる。水洗い場から川へと排水を流す溝のあたりにも、もっさりとキノコが群生している。

辰巳：このキノコは、あの寄生虫が変形したものってことか？

ＫＰ／城ヶ崎：「おやっ、またナラタケを見つけたんですか。さっそくいただきましょうか？」

辰巳：「こら～っ！　こいつは似ているが毒キノコだ。絶対に食べてはいかんぞ！」

ＫＰ／城ヶ崎：「えっ、そうなんですか。それにしても似ていますね」

佐々原：危ないので、謎のキノコは全部摘み取って、焼却処分にしてしまいましょう。

ＫＰ／城ヶ崎：「うーん、焼いたらまたおいしそうなにおいが……（笑）」

辰巳：「絶対に食べるな。絶対だからなっ！」

さやか：なんか城ヶ崎先生って、すごく危なっかしいですよね。

ＫＰ：さて、朝食を終えたら、さやかちゃんたちの計画通り、二日目の午前中はウォーターシュート大会が開かれるよ。祐なんかは一人で張り切っちゃって「ウォーターシュートはこうやって構えて、ちょっと上の方を狙うといいんだ。水の残量にも気をつけてね」とか、さやかちゃんに偉ぶって教えてくれる。

さやか：今日は祐くんとチカぽんが楽しめるように、私はフォローにまわりますよ。

ＫＰ／祐：「昨日、タマ兄に負けたのは、一対一なんて戦略性のない幼稚な遊びだったからさ。ウォーターシュートの本当の遊び方は、チームバトルじゃないとわからないんだからね」

佐々原：「そうなんだ、祐はすごいなぁ。今度は勝てないかもなぁ」と、昨日はみんなにひどいといわれたので、今日は大人の態度で接します。

ＫＰ：しかし、そんな大人ぶったタマ兄の態度が、祐にとっては逆にむかつくようだ。

佐々原：なんですかそれは。いったいボクにどうしろと？

ＫＰ：ライバル心をむき出しにした祐は、佐々原にチームバトルを申し込むぞ。

さやか：城ヶ崎先生もいれると七人いますけど、どうやってチームを分けます？

ＫＰ／祐：「さやかさんはボクのチームねっ！」

睦：七人だと、割り切れないけど……。

辰巳：さすがにワシは水鉄砲で遊ぶような歳ではないから、釣りでもさせてもらうよ。





　かくして、佐々原と祐のチームバトルが繰り広げられたのだが、天に味方された佐々原のダイス運により、祐チームはあっという間に全滅した。

　圧倒的なワンサイドゲームに、負けたチームも、勝ったチームも微妙な顔つきとなる。






ＫＰ：さやかちゃんの前で佐々原に恥をかかされた祐は、木の幹を拳でゴスゴスとたたきながら「こんなはずじゃない。こんなはずじゃないのに……」と、ブツブツつぶやいているけど（笑）。

さやか：「ああっ、祐くんが壊れてしまった（笑）」

睦：「タマ兄も、子供相手にあそこまでやらないでもいいのに……」

佐々原：だから、ダイス目のせいだってば。なぜか成功しちゃうんだもん。

さやか：そういうときは、成功しても失敗したふりをしてあげたらどうです？

佐々原：あっ、そうか。そうすればよかったのか、気づかなかった！

睦：常に全力で戦っているもんね。

佐々原：しかし、遊びであっても本気でやらなければ、相手に失礼だと思って……。

さやか：だったら、この重い空気をどうにかしてください。佐々原さんのせいですからね。

辰巳：あちらはなんか面倒くさいことになっているので、聞こえないふりをして釣りに没頭していよう（笑）。

ＫＰ：では、そんな辰巳先生のところに、例の若者グループのうち、チャラ男とチョンマゲがやってきた。チャラ男が辰巳先生に「ようっ、じいさん、釣れてるかい？」と、缶ビールを片手に上機嫌で声をかけてくる。

辰巳：ワシは釣れているのか？

ＫＰ：管理釣り場でもないのに、結構釣れるね。辰巳先生は〈生物学〉か〈知識〉の得意な方でどうぞ。

辰巳：では、得意な〈知識〉の方で。コロコロ……成功した。

ＫＰ：釣れたのはニジマスばかりで、ヤマメなどは一匹もいない。そのことから、このあたりでニジマスが大量に放流されて在来種が根絶されてしまったのではないかと推測できる。

辰巳：看板にあったニジマス養殖場と関係しているのだろうか。「ああ、大漁だ。それにしても、ここはニジマスばかり釣れるね」と、チャラ男に返事をするぞ。

ＫＰ／チャラ男：「そりゃあ、この上流にはニジマス養殖場があったからな……そうだ、じいさん、その養殖場にはちょっと面白い話があるんだぜ？」

辰巳：「ほお、なら聞かせてもらおうか。みんな～、なにか面白い話をしてくれるそうだぞ（笑）」

さやか：空気が重くなっているので、祐くんに気分転換をしてもらうため、一緒にそっちに行きましょう。

ＫＰ：では、おもむろにチャラ男は「それほど昔の話じゃないんだが……」といって、話を始めてくれる──





ニジマスの怪談

　このキャンプ場の奥にある集落では、過疎化が進み、たいした産業もなかった。

　なんとか村おこしをするため、住人たちは金を出し合ってニジマスの養殖に村の運命をかけた。

　ところが、これが大失敗に終わり、養殖場は閉鎖された。

　このあたりの川でニジマスがたくさん釣れるのは、その養殖池から放流されたからだ。

　だけど、ここのニジマスを食べるのはやめておいた方がいい。

　これは秘密にされていることだが、ニジマスを放流したあとの養殖池で、村の顔役の死体が見つかった。事業失敗の責任を取って身投げしたんだ。

　ただし、その死体はすっかり骨になっていたらしい。

　その意味がわかるかい……この川にいるニジマスは、みんな人の肉を食って育ったってわけさ。






辰巳：「あまり趣味のよい話ではないな」

ＫＰ：語り口調も、怪談の出来もあまりよくないけど、千香はその話に過剰に反応して、青ざめた顔でさやかちゃんに抱きついた。

さやか：「チカぽん、大丈夫だよ。あんなのただの作り話だから」

辰巳：むっ、水に対する恐怖心がよみがえってしまったか。落ち着かせるため〈精神分析〉をしてやろう。コロコロ……成功したぞ。

ＫＰ：では、千香は少し落ち着いた様子で「すみません、取り乱してしまって……」と、弱々しく返事をする。ところが、そんな千香の様子を見てチャラ男の方は「はははっ、ビビッてやんの。ウケるー、ウケるー！」と、ゲラゲラ大笑いをしている。

さやか：「やめなさいよ、嫌がってる子がいるんだから！」

佐々原：「まあ、そんな話はこれでおしまいということで……」といいながら、城ヶ崎先生の方を横目で注意しています。

ＫＰ：ああ、もう駄目だね。城ヶ崎先生は完全に切れているな（笑）。

佐々原：お～い、みんな我慢しているのに、なんで先生がいちばん切れやすい若者になってるんですか～！（笑）

ＫＰ：城ヶ崎先生は「おまえたち、いいかげんにしろよ！」と、チャラ男の胸ぐらをつかんでいる。

さやか：けんかはいけません。止めなくちゃ！

ＫＰ：城ヶ崎先生のＳＴＲ15に対する抵抗表ロールに成功すれば引きはがすことができるよ。

睦：では、ここはパーティーでいちばん力持ちの私が……（笑）。

さやか：出たっ、何気に二の腕が太い、むったん！

睦：やめて、そんないい方（泣）。

ＫＰ：睦ちゃんのＳＴＲも15だから、成功率は50％だな。

睦：コロコロ……成功です。「やめてください、先生！」と、ちっちゃい体で体育教師をガッシリ羽交い締めにする美術部の女子（笑）。

ＫＰ：睦ちゃんに押さえつけられると、さすがに城ヶ崎先生も冷静さを取り戻した。ところが、チャラ男の方はそうはいかない。チョンマゲに加勢を求めながら「なんだよ、オッサン！　文句あんのかよ！」とか絡んでくるんだけど……なんか、チョンマゲの様子がおかしいな。

睦：どんなふうにおかしいんですか？

ＫＰ：さっきからずっとうつろな表情をしていて生気が感じられない。みんな〈医学〉ロールができるけど。

辰巳：コロコロ……ワシだけ成功した。

ＫＰ：辰巳先生はチョンマゲの表情筋が麻痺しているのではないかと推測できる。人間はたとえ無表情にしていても、無表情を保とうとしてどこか表情筋を使っているものだ。ところが、彼の表情にはそうしたものがまったく感じられない。それはまるで死に顔のような無表情さなんだ。

さやか：まさか、あのヌメヌメに乗っ取られているとか？

佐々原：それは、なんか本当にありそうで怖いね。あの虫入りのニジマスを食べちゃったとか？

ＫＰ：さて、そんなチョンマゲだけど、チャラ男にたきつけられるとゆらっと前に一歩出て、いきなり城ヶ崎先生の腕にガブッと嚙みつくぞ！

全員：嚙みついたぁ～～っ!?

睦：「な、なにをするんですか！」って、今度はチョンマゲを城ヶ崎先生から引きはがします。

ＫＰ：だったら、チョンマゲのＳＴＲ16に対する抵抗表ロールに成功すれば引きはがすことができるよ。

睦：成功率は45％。コロコロ……むはっ、「00」が出てしまいました。大失敗！

ＫＰ：睦ちゃんはもみ合う二人に、はじき飛ばされてしまった。もちろん、嚙みつかれている城ヶ崎先生も必死でふりほどこうと、チョンマゲの顔面をガンガンとこぶしで殴りつけている。

辰巳：これは城ヶ崎先生の方が正しい。

ＫＰ：すると、ようやくチョンマゲは城ヶ崎先生を解放した。口の周りは、自分の鼻血と、城ヶ崎先生の血で真っ赤に染まっている。

佐々原：「突然、嚙みつくなんて、どういうつもりなんだ！」

ＫＰ：チョンマゲは「オレのダチに……ダチに……」と、ほとんど聞き取れない声でブツブツとつぶやくだけだ。さすがにチャラ男は自分たちの方が悪いと感じたのか、チョンマゲを連れてそそくさとこの場を立ち去ろうとする。

佐々原：うわ～、あの人、もう駄目っぽ～い。

辰巳：とにかく、城ヶ崎先生が妙なものに感染する前に治療をしなければっ！

ＫＰ：救急箱はテントの方だね。

辰巳：うむーっ、あのチョンマゲの様子も気になるが……。

佐々原：いや、たぶん彼はこれから爆発をして、体内で増殖したヌメヌメをまき散らすでしょうから、その現場は〈正気度〉ロール的に目撃しない方がいいですよ（笑）。

辰巳：そうだな、いまは城ヶ崎先生の治療が優先だー！（棒読み）

ＫＰ：まったく、このプレイヤーたちときたら……。




祐との秘密基地探検




　城ヶ崎先生の治療を終えた探索者たちは、昼食を食べながら、午後の行動予定を相談することにした。




さやか：なんだかこのキャンプって、楽しく遊んでいても、いっつも最後にはなにか嫌なことが起きますよねぇ。

睦：そうだね……ネズミの死体から謎のキノコが生えていたり、チャラ男にけんかを売られたり、ニジマスからヌメヌメが出てきたり、チョンマゲに嚙みつかれたり。

さやか：こんなんじゃあ、ちっともバカンス気分になれませんよ。私たち呪われているんじゃないですか？

佐々原：城ヶ崎先生も嚙みつかれて具合が悪いようだし、ここは予定を早めて帰りましょうか？

ＫＰ／城ヶ崎：「いやいや、ボクのために帰るだなんてとんでもない。みんなはキャンプを楽しんでくれ！」

睦：どうやら、キーパーはまだ帰らせてはくれないようですよ（笑）。

ＫＰ：さて、ここでちょっとロールをするか。コロコロ……（〈心理学〉は、辰巳先生と佐々原が成功か）。

睦：むむっ、なんでしょう？

ＫＰ：辰巳先生と佐々原は、さっきから祐が川の上流の方ばかりチラチラと見ているのに気づく。

佐々原：川の上流というと、ニジマス養殖場のことが気になっているのかな。

辰巳：だとしたら、一人で勝手に行かないように釘を刺しておかないといかんな。

佐々原：「祐、もしかして養殖場に行きたいとか思ってないかい？」

ＫＰ：そう言われると、祐は目をキラキラと輝かせて「タマ兄、探検に行こうよ！」とせがんでくる。

睦：「祐、やめなさい。その話はチカぽんが嫌がってるでしょ？」

ＫＰ／祐：「けど……自由研究のネタになるかも……」

佐々原：うーん、このままだとボクらに隠れて一人で行って、面倒を引き起こしそうな気がしますね。

辰巳：なら、いっそのこと一緒に行った方が安全だろうな。千香くんは連れて行けないが……。

さやか：じゃあ、私はチカぽんと一緒に夕食の買い出しにでも行ってきますよ。お土産とかも買いたいし。

ＫＰ：城ヶ崎先生は具合がよくないので、テントで留守番をしているという。

佐々原：城ヶ崎先生が留守番となると、あとは自動車を運転できるのはボクだけなので、さやかちゃんとチカぽんの買い出しグループに同行しないといけませんね。

辰巳：……残ったワシと睦くんが養殖場グループか。なんかワシも養殖場には行きたくないなぁ。

睦：「すみません、辰巳先生。弟のわがままのせいで」

辰巳：「まあ、仕方ない。養殖場がどんなふうになっているのかも気になるし、ちょっと行ってみるとするか」





　かくして、買い出しグループと養殖場探検グループという、危険度が両極端なグループに分かれた探索者たち。

　買い出しグループは、さやかちゃんと千香のガールズトークとショッピングに佐々原が圧倒されながらも、最後まで嫌なイベントが起きることもなく、このキャンプで初めて無事に楽しい時間を過ごすことができた。

　もちろん、佐々原は情報収集も忘れていない。地元の人から養殖場での自殺が真実であることと、閉鎖された養殖場を誰かが買い取って、なにかの研究に使用しているという噂を聞くことができた。






ＫＰ：自殺をしたのは庄司平助という、過疎化集落の顔役だった人物だそうだ。養殖事業失敗の責任を取っての自殺という話は本当らしいけど、チャラ男が言っていたような無残な死に方ではなかったようだよ。

佐々原：うーん、なんとなく養殖場ではいま危ない研究とかしていそう。むったん、気をつけてね～。

睦：といっても、携帯電話はつながらないから、その情報はわからないんですけどね。




ＫＰ：さて、養殖場グループの方にシーンを移そう。キャンプ場から山へ登る道を十分ほど歩いたところに、問題のニジマス養殖場はある。敷地にある目立ったものとしては、プレハブ小屋の事務所、コンクリート製の倉庫のような建物、ガレージを兼ねた物置、プールぐらいの養殖池といったところかな。ただ、入口のニジマス養殖場という看板は、スプレー塗料で上から無造作に塗りつぶされている。

辰巳：「やはり、もう閉鎖されているかな？」と、人の気配を探してみる。

ＫＰ：事務所には人影はない。奥のコンクリートの建物も鉄の扉が閉じている。でも、廃屋というわけではなく、最近まで使用されていたような生活ゴミなどの形跡はある。電気も通っているみたいだよ。

睦：単純に留守をしているだけですかね？

ＫＰ：ちなみに、プレハブの扉には「庄司五助」というメモが表札代わりに張ってある。この名前を読んだ人は〈生物学〉か〈天文学〉のどちらか得意な方でロールをしていいよ。

辰巳：その二つの技能が共通する事柄ってなんなんだ？　コロコロ……〈生物学〉で成功した。

ＫＰ：庄司五助というのは、博士号も持っている、専門家の間ではそこそこ名の知られた生物学者だね。南極で大量に発見される隕石から生物の痕跡を探す研究で知られているが、その活動拠点は日本ではなくアメリカだ。

さやか：そんな研究があるんですか？

ＫＰ：一九九六年のことだけど、「アラン・ヒルズ84001」という火星起源の隕石から、バクテリアらしき痕跡が発見されたという話は有名だよ。当時はボクも、地球外生命の発見ではないかと心をときめかせたものだ。

辰巳：南極とか隕石とか……嫌な予感しかしないな。

佐々原：その学者の庄司五助と、自殺した庄司平助さんにはどんなかかわりが……といっても、まだこの情報は伝えられないのか。

ＫＰ：庄司博士の名前にひっかかっている二人を置いて、祐はずんずんと養殖池の方に向かっている。

睦：「こらこら、一人で勝手に行かないの」

ＫＰ／祐：「あの池に、きっと人食いニジマスがいるんだ。むつ姉、もし怖いんだったら来なくてもいいんだよ？」

睦：「この子はまったく……」

辰巳：ちゃんと見張っていないと危なっかしいな。一緒に養殖池の方に行くぞ。

ＫＰ：養殖池はすっかり緑色に濁っていて、とてもニジマスが飼育されているようには見えないね。ただ、なにか池のヌシ的なモノがいそうな雰囲気は満点だ。祐も片手に魚扠やすを持って、池をのぞき込んでいる。

睦：私も池の中を注意しています。

ＫＰ：では、睦ちゃんは〈目星〉をどうぞ。

睦：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：すると、濁った池の水底で巨大ななにかがゆっくりと動いていることに気づく。それは大きなテーブルぐらいあって、ニジマスというよりはヒラメのように平べったいもののような感じだな。

辰巳：お、大きいな……なんだこいつは。

ＫＰ：祐もそいつに気づいたようで、驚いて反射的に魚扠を打ち込んだ。

辰巳：こら～っ！

ＫＰ：すると手応えはあったようなんだけど、なぜか魚扠はずるずるとゆっくり池の中へと飲み込まれていく。それに引っ張られて、祐も池の中に……。

睦：「祐～っ！」

辰巳：祐くんの手を取って、こっちに引っ張るぞ！

ＫＰ：では、二人は［ＤＥＸ×５］に成功したら、すかさず祐の手を取ることができる。

辰巳＆睦：コロコロ……成功。

ＫＰ：二人とも成功しているのなら、二人のＳＴＲの合計で、祐のＳＩＺ６に対する抵抗表のロールになるね。

睦：だったら楽勝です。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：では、池に引き込まれる寸前のところで祐を引っ張り上げることができた。祐は驚きのあまり声を失って、青ざめた顔のまま睦ちゃんの胸にしがみついている。

辰巳：あれはいったいどういう生物だったんだ？

ＫＰ：ロールをするまでもなく、普通の生き物ではないことがわかるけど、それ以上のことはチラリと見たぐらいではわからないな……。

睦：ちょっとプレハブの事務所をのぞいてみましょうか。扉は開いているのでしょうか？

ＫＰ：うん、開いているけど。

睦：「お邪魔しま～す」

ＫＰ：いきなり不法侵入しちゃうの？

辰巳：あんな得体の知れない生き物を飼っているなんて、なにかよからぬことをしているかもしれないしな。

睦：ちゃんと「お邪魔します」といっていますし、大丈夫、大丈夫（笑）。

ＫＰ：それでいいのかなぁ？





　もちろん、あまりよろしくないが、シナリオがテンポよく進むのはキーパーとしては歓迎すべきである。

　辰巳先生と睦ちゃんは、最初は慎重に……だんだんと大胆に事務所を調べていき、最終的には我慢できずにパソコンの電源をつけてファイルを盗み読みするまでに至った。

　その結果、この養殖場跡では南極で発見された特殊な細胞についての研究が、庄司五助の手によって進められていることが判明する。研究のスポンサーは、クライン生命相互保険会社というアメリカの会社であるが、コンピューターの帳簿を見てたまたま〈経理〉に成功した睦ちゃんは、どうも資金の動きに怪しいものを感じ取る。






ＫＰ：もしかすると、このクライン生命相互保険会社というのはダミー会社で、本当は別の組織から資金が流れているようにも読み取れるな。

辰巳：「そんなことがわかるなんて、すごいな」

睦：「小学生のころに習った、そろばんのおかげです（笑）」

ＫＰ：なぜ、そろばんで不正経理がわかるのやら（笑）。

睦：それにしても、山奥で未知の細胞の秘密研究だなんて、どんどんＢ級映画臭が強くなってきましたね。

辰巳：南極で見つかった細胞だろ。それで研究者の名前が、庄司五助って……もはやアレしか考えられないだろ。

睦：しょーじごすけ……ショーゴスケ……ショゴス！（笑）

辰巳：ショゴスが出てきたら嫌だなぁ～。

ＫＰ：さ～て、どうだろうね？　さて、ここでシーンを買い出しグループに戻すとしよう。




阿鼻叫喚の一夜が始まる




ＫＰ：買い出しを終えた佐々原たちは、例のボロいつり橋を渡ってキャンプ場へと向かっている。

さやか：城ヶ崎先生を一人にしてしまってましたが、大丈夫ですかね……なんか心配です。

ＫＰ：日も少し傾いて、山に入ると薄暗くなってくるのだが……いきなり狭い山道を猛スピードで対向車が突っ込んできた。正面衝突をしないために、佐々原は〈運転（自動車）〉をしてくれ！

佐々原：なっ、なんですと～！　コロコロ……やった、成功しました。

ＫＰ：だったら、間一髪のところで脇の茂みに乗り上げて、対向車をかわすことができた。だが、相手はそのまま暴走を続けて、つり橋に正面衝突をしたぞ。

佐々原：すぐに車を降りて助けに行きますよ！

ＫＰ：車はめちゃくちゃだな。運転手はフロントガラスを突き破って、エンジンから立ち上る火にあぶられながら「行くな、行かないでくれ～！」とか、謎の絶叫をしているぞ。

さやか：「行かないでくれ」って、なんのことでしょう？

佐々原：とにかくすぐに引きずり下ろして、けがの具合を確認します。

ＫＰ：佐々原はその人物がチャラ男であることがわかる。けがの具合どころか、なんとチャラ男の下半身はバッサリと切断されたようになくなっているぞ。

佐々原：か、下半身がないんですか!?

ＫＰ：佐々原が引きずり下ろしたところで、チャラ男は息絶えるな。さあ、二人とも〈正気度〉ロールをしてくれ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：だったら正気度の喪失はゼロだ。

佐々原：ふう、このぐらいの死体はもう慣れています。下半身が切断されたのって事故のせいなんでしょうか？

ＫＰ：傷は押しつぶされて切断されたというよりは、切れない刃物でブチブチとちぎり取ったといった具合だ。なにより不思議なことは、チャラ男の下半身がどこにもないことだ。

さやか：ど、どこに行ったのでしょう？

佐々原：車には、ほかに乗っている人はいないんですよね？

ＫＰ：ぱっと見たところではいないようだが……次の瞬間、車は爆発して大きく炎上をする。さらには、なんと不幸なことに、その影響でつり橋が崩れ落ちていくのだった！

さやか：あ～っ、つり橋がぁ～！（泣）

ＫＰ：なんということだろう。君たちは陸の孤島に閉じ込められてしまったのだー（白々しい棒読みで）。

佐々原：やっぱりこういう展開になるんですかぁ。とほほ～。

ＫＰ：さて、君たちが燃えさかる車とつり橋を呆然と見つめていると、後ろの方にいた千香が悲鳴をあげる。

さやか：「どうしたの、チカぽん!?」

ＫＰ：「いま、山の中に足が……人の足だけが走っていくのが見えたの！」と、おびえた顔をしている。

佐々原：「まさかチャラ男の下半身が勝手に動いているとか？」

さやか：「冗談でもやめてくださいよ……って、なんかそれ本当にありそうですね」

佐々原：「とにかくテントに行って、このことをみんなに伝えなくちゃ！」

ＫＰ：時を同じくして──事務所を漁っていた辰巳先生たちは〈聞き耳〉をど～ぞ。

睦：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：なんかつり橋の方で、どかーんと轟音が聞こえてきたよ。

睦：「辰巳先生、なんの音でしょう？」って、なにが起きているのかわかってはいるんですけどね（笑）。

辰巳：「事故でもあったのかもしれない。行ってみよう！」

ＫＰ：つり橋の方へ行くのなら、途中でテントの前を通ることになるんだけど。

辰巳：おっと、城ヶ崎先生にも声をかけておこう。

ＫＰ：ところが、辰巳先生が近づいても、城ヶ崎先生はぼんやりと遠くを眺めて、「ててっ、てててっ、ててっ」とか、ずっと妙なことを口ずさんでいる。

辰巳：「おいおいっ、しっかりしたまえ！」

ＫＰ／城ヶ崎：「あっ、辰巳先生……すみません。なんか頭がぼーっとして」

辰巳：「大丈夫かね、君？」

睦：やっぱり嚙まれたせいで、よくないものに感染しているのかも。

ＫＰ：じゃあ、城ヶ崎先生と話していると、つり橋の方から佐々原たちがやってきたよ。




　テントで合流をした探索者たちは、これまで得た情報を交換する。




辰巳：「若者グループのいるキャンプ場でなにが起きているのかが心配だな。昨日の晩、音楽が聞こえていたことからして、ここからそれほど離れていないようだし、様子を見に行くか」

睦：「城ヶ崎先生は大丈夫なのでしょうか？」

辰巳：うーん、心配ではあるが、ここに置いておくのはもっと怖い。

佐々原：目の届く場所にいてもらった方が安心ですね（笑）。

ＫＰ：祐はみんなのただならぬ雰囲気にウォーターシュートを構えて「なにが来たって、こいつがあれば平気さ。さやかさんはボクが守る！」とか強がっている。

さやか：……なにが起きるかはわかりませんが、これからウォーターシュートを使うイベントがありそうな気がしてきました（笑）。

辰巳：キーパーがあれだけシナリオ中にプッシュしているからな。

佐々原：「これからなにがあるかわかりません。できるだけキャンプ用の装備を持って移動しましょう」といいながら、ついでにウォーターシュートも荷物の中に入れっぱなしにしてあったということで（笑）。

睦：そうしましょう、そうしましょう。

ＫＰ：ところで、これからいろいろ楽しいイベントが起きるんだけど、みんなにはＮＰＣたちのデータ管理をしてもらいたい。ボクがいちいちロールをするのは面倒だしね。





　そういって、ボクはプレイヤーたちに城ヶ崎先生、祐、千香のキャラクターシートをプレイヤーたちに渡した。

　キーパーが管理してもよかったんだけど、面倒だし、なにより知り合いのＮＰＣの正気度がギュンギュン減っていくというのも、なかなか怖くて面白いだろうと思ってのことだ。

　ちなみに、各人の正気度は城ヶ崎先生が35、祐が60、千香が52となっている。






辰巳：城ヶ崎先生の正気度がずいぶんと低いなっ！（笑）

さやか：水へのトラウマのせいで、チカぽんの正気度が少しだけ減っているところがかわいそうですね……。

ＫＰ：では、林道を抜ければ、隣のキャンプ場にはすぐに到着する。相変わらず大音量で音楽は流しっぱなしだけど、あの騒々しい若者たちの声は聞こえない。ビールの空き缶が散らばっているテントの近くで、例のケバ子が一人だけで地面に座り込んでいるね。

さやか：なんか怖いので遠巻きに観察します。

ＫＰ：みんなはガスバーナーコンロって知ってるかな。大きな缶詰めぐらいのガスボンベの上にコンロがついていて、お湯を沸かしたり簡単な調理ができるやつ。

さやか：なんとなくわかりますが。

ＫＰ：ケバ子はそのコンロの前に座って、なにかあぶっているようだ。彼女の傍らには、例の謎のキノコがこんもりと山のように群生していて、それをむしっては火傷するのもかまわずに素手で火にあぶって口に運んでいる。彼女は「けっ、けけっ、けけけっ……あー、おいしーわー。あんた、ほんとーにおいしーわー」とか、何度も同じことを繰り返している。

さやか：怖いっ、怖いです。近寄りたくありません！

佐々原：「君、ほかのみんなはどこ行ったんだ？」と、ちょっと離れた場所から声をかけます。ちゃんと、いきなり嚙みつかれないぐらいの距離を保っていますからね、キーパー！　忘れないでくださいね！

ＫＰ：わかった、わかった。佐々原が声をかけると、ケバ子はぐるんと首をほぼ百八十度回転させて振り向く。そして、佐々原の姿に気づくとニタァと笑って「けっ、けけっ……わたしもおいしかったら、あんたにたべてもらえるのかなー」といって、ガスコンロを両手に持つと、いきなり自分の頭をガスの火であぶり始めるのだっ！

さやか：「いや～～～っ！（泣）」

ＫＰ：チリチリと髪の毛と皮膚が燃える悪臭が漂ってきたかと思うと、ケバ子の目や鼻、耳や口から例の白いナメクジのようなものがデロデロとあふれ出してきた。さて、〈正気度〉ロールをしてもらおうか！





　ケバ子の異常行動を見た探索者の〈正気度〉ロールは全員失敗に終わり、１Ｄ10の正気度喪失となる。

　その結果、辰巳先生は３ポイントの喪失で、残り正気度41。佐々原は４ポイントの喪失で、残り正気度66。睦ちゃんは４ポイントの喪失で、残り正気度53。

　そして、いつもは〈正気度〉ロールにめっぽう強いさやかちゃんは、なんと最大の10ポイントの喪失で、残り正気度58となり〈アイデア〉ロールにも成功したため一時的狂気に陥る。

　ついでに、城ヶ崎先生も９ポイントの正気度を喪失して、いきなり不定の狂気に陥った。






ＫＰ：さやかちゃんの狂気の内容はランダムで決定しようか。コロコロ……うわっ、よりによって「奇妙なものを食べたがる」とは最悪なのが出たな。さやかちゃんはケバ子の様子を見てたら謎キノコがすごくおいしそうに思えて、無性に食べたくなってきたぞ。あまりの恐怖で脳の回路がショートして、嗜好が逆転してしまったんだろうな。

さやか：嫌です、嫌すぎます！　誰か止めて～っ！（泣）

ＫＰ：さやかちゃんは狂人の洞察力が発揮されるかどうか［ＩＮＴ×５］ロールをどうぞ。

さやか：コロコロ……失敗してしまいました。あれっ、これは失敗した方がいいんでしたっけ？

睦：うん、失敗すると、常人では考えつかないなにかに気づくことがあるかも。

ＫＰ：そんなさやかちゃんは、ケバ子の頭からあふれ出すヌメヌメは火を嫌がっているように見えるな。

さやか：……ヌメヌメは火に弱い？

睦：そういえば、ニジマスから出たヌメヌメも乾燥に弱そうだったね。

ＫＰ：そして、そんなヌメヌメの動きから、さやかちゃんはきっと謎のキノコは火であぶるより生で食べるのがいちばんなのだとひらめいた（笑）。

睦：謎キノコは躍り食いが最高なのです！（笑）

さやか：いやあああっ！　辰巳先生、早く助けてくださぁいっ！

佐々原：しかし、体はふらふらと謎キノコの方へと……（笑）。

辰巳：「こらこら、拾い食いはいかんぞ」といって、〈精神分析〉で落ち着かせよう（笑）。

ＫＰ：一方、ケバ子は自分の顔が火で焼けただれていくにもかかわらず、ガスコンロを両手に抱えて、佐々原の方へとジリジリ近づいてくる。

佐々原：さやかちゃんが正気に戻るまでの時間稼ぎをするため、ジリジリと同じ速度で後退しますよ（笑）。

睦：私は二人がにらみ合いをしているすきに、このあたりにチョンマゲさんとフトシさんがいないか探します。

ＫＰ：だったら、睦ちゃんは〈アイデア〉をどうぞ。

睦：あれ、〈目星〉じゃないんですか。コロコロ……成功です。

ＫＰ：二人を探している睦ちゃんは、フトシが着ていたシャツを見つける。ただし、それはケバ子が座っていたかたわらにあった謎キノコの巨大群生の下に落ちている。

睦：むっ、むむむ～っ、まさか……それって。

ＫＰ：そのとき、ざわざわっと謎キノコの群生が波打つように動いた。そして、群生の縁が鎌首をあげるように持ち上がり、二つの目が下から睦ちゃんを見上げていることに気づく。この巨大な謎キノコの群生は、うつぶせになったフトシの背中にびっしりと生えているものだったのだ。フトシは睦ちゃんと目が合うと、ゆっくりとナメクジが這うように近寄ってくる。さあ、それに気づいてしまった睦ちゃんは〈正気度〉ロールをしてくれ。

睦：見たくないモノを見てしまいました～！　コロコロ……ほっ、成功です。

ＫＰ：成功の場合は１ポイントの正気度喪失だ。

睦：残り正気度は52になりました。

ＫＰ：ところで、これからケバ子やフトシのようなキノコに侵された人間の恐怖には慣れることができるので、トータルで正気度がどれだけ減ったか計算しておいてね。

睦：ということは、まだこれからキノコ人間に会うってことですか～。

ＫＰ：じゃあ、辰巳先生はさやかちゃんに〈精神分析〉をどうぞ。

辰巳：ここで失敗したら大変だ。コロコロ……成功したぞ。

さやか：よっ、よかったぁ～。「ハッ、こんなキノコがおいしいわけないじゃない！」と、正気に戻ります。

佐々原：さやかちゃんが正気に戻ったのなら時間稼ぎはやめて、みんなと合流する方向で。

睦：私もナメクジフトシを避けて、みんなの方に向かいます。

ＫＰ：ナメクジフトシは極端に動きがのろいのでとても追いつかないけど、ケバ子はよたよたとした足取りで佐々原のことを追ってくる。どうやら完全にロックオンされているようだね。

佐々原：こんなのにモテてもうれしくないですってば！

ＫＰ：ところで、さっき不定の狂気になった城ヶ崎先生だけど、彼の狂気はシナリオで設定されている。

辰巳：うむむむ、なんかろくでもない狂気になりそうだな。

ＫＰ：彼は恐怖のあまり精神の自己防衛本能が過剰に働き、どんな超常現象もまやかしでありインチキであるという妄執にとりつかれてしまう。そのため明らかに尋常ではないケバ子に対しても「君、くだらないイタズラはやめなさい！」と、まるで生徒に注意をするように詰め寄る。

辰巳：まったく、この男はどこまで面倒くさいやつなんだっ！（笑）

さやか：城ヶ崎先生が襲われる前に、ケバ子さんを〈キック〉します。

佐々原：おおっ、とうとうさやかちゃんの黄金の足が解禁？

さやか：だって、どう見ても人間ではないですよね。だったら〈キック〉します。〈マーシャルアーツ〉で〈キック〉します！（きっぱり）

睦：さやかちゃんがリミッターを解除して、本気モードに（笑）。

ＫＰ：じゃあ、〈キック〉をどうぞ（さやかちゃん、目が据わっているなぁ）。

さやか：「空手キーーーック！」コロコロ……〈マーシャルアーツ〉も〈キック〉も同時成功。キックのダメージが二倍になって、２Ｄ６＋１Ｄ４です。コロコロ……10ポイントのダメージ！

全員：やった～～～っ！（笑）




　10ポイントのダメージとは、辰巳先生や睦ちゃんなら一撃で昏倒。体の弱い人ならば即死することも十分に考えられる大ダメージである。そうでなくても、このダメージを受けて［ＣＯＮ×５］ロールに失敗したら、Ｋ －１選手だって気絶してしまうほどで、まさしく必殺のキックといえよう。




ＫＰ：えーと、さやかちゃんの空手キックが、ケバ子の延髄に直撃する。首の骨が粉砕されたのか、彼女の頭部は前の方にぶらんと垂れて、ただ体にぶら下がっているだけという状態となった。しかも、ちょうど頭の垂れ下がった部分にはガスコンロがあって、ジュウジュウと直火で焼かれていく。さやかちゃんはそんな自分のしでかした行為に恐怖するのだが……さっき10ポイント正気度を喪失しているから、すでにキノコ人間が引き起こす恐怖には慣れてしまっているんだな。

さやか：「もはや、なにも怖くありませんのだっ！」

佐々原：「ありませんのだっ！」って……なんだか、さやかちゃんが壊れてしまっているような（笑）。

ＫＰ：ただし、ケバ子は動きを止めないぞ。コンロに焼かれながら、上下がひっくり返った顔を佐々原の方に向けて「ほら、おいしーよー。わたし、おいしーよー」と、よたよた歩きながら迫ってくる。

さやか：私の〈キック〉が効かない？

佐々原：駄目です、こいつは倒せません！　逃げましょう！

辰巳：動きは鈍いようだし、そうした方がよさそうだ。

睦：こういうときは建物にこもるのが定石です。ニジマス養殖場に籠城しましょう。

辰巳：うむ、あそこなら電気も通っているし、外との連絡手段が見つかるかもしれん。

佐々原：じゃあ、城ヶ崎先生の襟首をつかんで、ここから逃げますよ～！




ＫＰ：君たちがキャンプ場から養殖場へと向かっている途中で、完全に日が暮れてしまう。闇の中、懐中電灯の明かりを頼りに山道を進むのだが……ここで〈聞き耳〉をどうぞ。

さやか＆睦：コロコロ……成功です。

ＫＰ：では、女子高生コンビは、背後からヒタヒタというかすかな足音がずっと聞こえているのに気づく。

さやか：「むったん……なんか聞こえない？（ヒソヒソ）」

睦：「後ろから誰かがついて来ているような（ヒソヒソ）」

さやか：「振り向いてみる？（ヒソヒソ）」

睦：「振り向いちゃう？（ヒソヒソ）」

佐々原：なにを二人でヒソヒソしているのやら（笑）。

ＫＰ：ホラー映画に出てくるおバカな女子高生っぽくて、実によいロールプレイだと思うよ（笑）。

さやか：じゃあ、二人で振り向いちゃいます。

ＫＰ：安心したまえ。背後に人の姿はない。

さやか：「あれ、気のせいかな？」

睦：いやいや……たぶんこれはアレですよ。懐中電灯の光を地面の方に向けてみますよ。

ＫＰ：ふふふふっ、そうするとだね、闇の中に人間の下半身だけが立っているのに気づいた。しかも、その切断面には、謎キノコがみっしりと生えていて、まるで触覚のように自由にザワザワと動いている。

睦：やっぱり～～～っ！（泣笑）

佐々原：チャラ男の下半身ですか？

ＫＰ：ズボンからしてそうだね。チャラ男の下半身はドタドタと妙に元気な調子でもも上げ運動をしながら、みんなの方に向かって走ってくる。だいぶコミカルな動きだけど、当然、みんなは〈正気度〉ロールをしてくれ。





　このときの〈正気度〉ロールは、辰巳先生と佐々原が失敗。睦ちゃんは成功する。

　その結果、辰巳先生は５ポイントの喪失で、残り正気度36になったうえ一時的狂気に陥る。佐々原は３ポイントの喪失で、残り正気度63。睦ちゃんは１ポイントの喪失で、残り正気度51となった。

　さらに、祐が６ポイントの正気度を喪失して、一時的狂気に陥る。






ＫＰ：辰巳先生の狂気の内容をランダムで決定しよう。コロコロ……「肉体的なヒステリー」か。辰巳先生は、その下半身の動きがやけにおかしくて笑いが止まらなくなってしまう。恐怖を誤魔化すために、壊れた脳が笑いをやめさせてくれないのだろう。

辰巳：「なんだ、こいつはっ！　わははははははははははははははははははっ！」

佐々原：「うわっ、辰巳先生が完全に壊れた！（笑）」

ＫＰ：一方、祐の方は、コロコロ……「昏迷（胎児のような姿勢をとる）」か。チャラ男の下半身を見た祐は、反射的に睦ちゃんに抱きつくのだけど、なんか様子がおかしい。指をくわえて目をつぶり「お姉ちゃん……お姉ちゃん……ちゅぱちゅぱ」と、まるで赤ん坊のように甘えてくる。

睦：「祐、いったいどうしちゃったの？」

ＫＰ：こんな異常な状況下で、祐はとても安らいだ表情で睦ちゃんの胸に顔を埋めている。

佐々原：祐のやつめ……なんてうらやましいことを！（笑）

ＫＰ：なんで君はイトコにそういう発想ができるのかなぁ？

さやか：私はもうキノコ人間は怖くないので、その下半身にローキックで足払いをします。

睦：さやかちゃん、完全に開き直っているね。

さやか：怪物を見ても〈正気度〉ロールをしないでいいって、なんだかすっごく解放された気分です。正気度ゼロになった京さんの気持ちが、少しだけわかってきました。

睦：駄目だから！　そっちの方に行ったら、人間としておしまいだから！（笑）

ＫＰ：まあ、下半身しかない不安定な相手だから、〈キック〉に成功したら足払いができるとしてもいいだろう。

さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：チャラ男の下半身は見事にひっくり返った。そいつは立ち上がることもできずにジタバタと暴れている。

辰巳：「なにやっているんだ、わははははははははははははははははははっ！」

佐々原：「辰巳先生、笑ってないでいまのうちに逃げましょう！」と、壊れた辰巳先生の手を引いていきます。

睦：私も祐をだっこしてついて行きますよ。ＳＴＲには自信がありますので。

辰巳：「ほらほら、佐々原もあの無様な姿を見たまえ。わははははははははははははははははははっ！」










　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「ショゴス」




　　　　　　　どうも、好きなヌルヌルの食べ物はオクラの、むったんです。

　　　　　　　「テケリ・リ、テケリ・リ！」の鳴き声で有名なショゴスは、一言でいうと大型トラックぐらいある巨大なアメーバーのようなクリーチャーです。自在に変形するどころか、触手や目や口などいろいろな器官を形成することさえできるショゴスは、はるか昔、人類が誕生する前に高度な文明を築き上げた古きものという種族の奴隷として生み出されました。

　　　　　　　とてもパワフルな奉仕種族ですが、古きものの文明が衰退してしまうと同時にその活動範囲を狭めて、いまでは南極にある狂気山脈でひっそりと生息していることがミスカトニック大学によるパボーディ探検隊によって確認されているぐらいです。

　　　　　　　ただ、時々、海中をプカプカと漂っていたり、深きものや恐れを知らない狂信者が使役したりしているので、南極まで行かなくても出会ってしまうことがあります。生半可な方法では倒すことはできないので、そんなときには全速力で逃げることをお勧めしますよ～。










　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「恐ろしさに慣れる」




　　　　　　　どうも、好きな遊園地のアトラクションはゴーカートの、むったんです。

　　　　　　　あまり知られていないルールのような気がしますが、実は同じクリーチャーに何度も出会うと、探索者はその恐ろしさに慣れることができます。同じクリーチャーを見て喪失する正気度は、そのクリーチャーによって喪失する可能性のある最大の正気度ポイントを越えることはないのです。

　　　　　　　例えば、１Ｄ10の正気度喪失をするクリーチャーを何度見ても、最大10ポイントまでしか正気度を喪失しません。もし10ポイント喪失してからそのクリーチャーに遭遇しても、もう正気度を喪失することはなくなるのです。

　　　　　　　ですが、ある程度の時間が経過すれば、また恐ろしさを感じるようになります。その時間はキーパーに任されますが、一日経ったらまた怖く感じるようになるぐらいに思っておくとよいでしょう。

　　　　　　　恐ろしさに慣れるなんて、人知を超えた宇宙的恐怖にはそぐわないと考える方もいるかもしれません。

　　　　　　　でも、同じクリーチャーに何度も遭遇するタイプのシナリオ（例えば、深きものに追われてインスマスから脱出する）で、〈正気度〉ロールの価値というか質を下げないためには大切なルールかと思います。だって、特にシチュエーションも変わらないのに同じクリーチャーを見るだけで、毎回、〈正気度〉ロールをさせられていてはプレイヤーだってマンネリに思えてきますものね。

　　　　　　　クリーチャーが探索者を執拗に追いかけてくるようなシナリオを遊んでみたいキーパーさんは、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の88ページにこのルールは載っていますので参照してみてください。






呪われた狂的科学者





　時間が経過したことで、一時的狂気に陥っていた辰巳先生と祐は狂気から自然に回復した。

　その後、プレハブの事務所に避難した探索者たちであったが、外と連絡する手段は見つからず、籠城に適していそうなコンクリートの建物は、鉄の扉がしっかり閉まっており中に入ることができない。

　せめて、なにか役立つものはないかとガレージを探す探索者たちは、発電機用の大量のガソリンや工具を見つけた。






ＫＰ：ガレージを物色してから事務所に戻る途中、山道にチラチラと炎のような明かりが見える。おそらくあれはケバ子が持っていたガスコンロの火だろうな。

佐々原：「うううっ、やっぱりボクを追ってきたか」

ＫＰ：ここで、みんな〈聞き耳〉をしてくれ。

さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：さやかちゃんは、茂みの中から「りっ、りりっ、りりりりっ……」という虫が鳴くような声が聞こえてくるのに気づく。

さやか：「この声は……みなさん、なにかいます。早く事務所に戻ってください！」

全員：「逃げろ～っ！」

ＫＰ：そんなさやかちゃんの声に反応したように、闇の中から何モノかが飛び出してきた。そいつは四本足で、獣のような俊敏さでタタタッ、タタタッと駆けてくるぞ！

さやか：全員が戻ったら、すぐに戸を閉めて背中で押さえます！

睦：私もさやかちゃんを手伝います！

ＫＰ：では、その謎の怪物はそのまま戸に体当たりをしてきて、その衝撃でスチールの戸がゆがむ。睦ちゃんとさやかちゃんは、ＳＴＲ22に対するＳＴＲの抵抗ロールだ。

佐々原：ＳＴＲ22って何モノっ!?

辰巳：あのチョンマゲが変身したってところか？

さやか：むったんと私のＳＴＲの合計は27です。

睦：成功率は75％ですね。コロコロ……よしっ、なんとか成功。二人で戸を押さえています！

ＫＰ：では、そいつはしばらくの間、戸をメチャクチャに乱打するのだけど、やがておとなしくなった。しかし、例の「りっ、りりっ」という奇妙な鳴き声が聞こえてくることから、やつが事務所の周囲をウロウロしているのがわかる。もしも窓から飛び込んできたら、次は押さえきれないかもしれない。

佐々原：「コンクリートの建物の鍵を探しましょう。あそこなら頑丈そうだから大丈夫なはずっ！」

ＫＰ：ゆっくり探している暇はないぞ？

辰巳：しかし、〈鍵開け〉ができる探索者はいないし、だいたいそんな悠長なことをしている暇こそないだろう。

さやか：怪物が窓に飛び込んでこようとしたら、なにかを投げて追い払うことはできませんか。

睦：ゴミ箱を頭にかぶせてしまうとか？（笑）

ＫＰ：いまはＢ級映画的なノリが許容される状況なので、〈投擲〉と〈幸運〉に同時に成功したらできるぞ。

さやか：それなら私が得意です。みなさんは鍵を探していてください。私が外の怪物を警戒しています。

佐々原：ボクは事務所にガソリンをまいておきますよ。いざというときは、ここに閉じ込めて焼き殺す予定で。

ＫＰ：では、ほかの人たちは〈目星〉をどうぞ。

睦：コロコロ……よしっ、こっちは成功しました！

ＫＰ：では、睦ちゃんは机の引き出しに鍵を発見するのだが、ふと顔を上げたとき、窓からその様子を見つめる怪物とバッチリ目が合ってしまう。

睦：「こ、こんばんは～（笑）」

ＫＰ：それは人間のような姿をしているが、筋肉で盛り上がった両腕には鋭い爪を生やしており、顔はまるで魚のようにのっぺりとしている。その姿はどこかニジマスに似ているようにも思えたが、なにより恐ろしいのは、耳まで裂けた大きな口の中にはみっしりと白いナメクジが詰まっており、それをヨダレのようにダラダラと垂れ流していることだ。さあ、みんな〈正気度〉ロールをしてくれ！

睦：この怪物、感染させる気満々ですよ～！（泣）





　このときの〈正気度〉ロールでは、辰巳先生と睦が失敗。佐々原は成功する。

　その結果、辰巳先生は２ポイントの喪失で、残り正気度34。睦ちゃんは２ポイントの喪失で、残り正気度49。佐々原は１ポイントの喪失で、残り正気度62となった。






辰巳：これでワシもキノコ人間には慣れたか……。

佐々原：よかったじゃないですか。

辰巳：いや、ちっともよくないから。〈正気度〉ロールに成功させて、減らないようにする方が絶対にいいから！

さやか：窓越しに、事務所にあるものを手当たり次第に投げつけます。コロコロ……やった、〈投擲〉と〈幸運〉が同時に成功しました！

ＫＰ：今日のさやかちゃんはダイス目がさえているね～。だったら、手近にあったスチールのゴミ箱が、怪物の頭にぴったりとはまった。怪物はゴミ箱を頭に被ったまま事務所に飛び込んでくるんだけど、前が見えずにヨロヨロとしているぞ。

睦：「さやかちゃん、ナイス！」

さやか：「いまのうちに逃げてくださ～い！」

佐々原：ボクは最後まで残って、逃げる寸前に事務所にまいたガソリンに火をつけますよ。

ＫＰ：〈幸運〉に成功したら無事に着火できるようにしよう。

佐々原：ボクの〈幸運〉をなめないでもらいたい。コロコロ……成功です！

ＫＰ：では、チョンマゲを閉じ込めた事務所が、一気に紅蓮の炎に包まれる。

佐々原：「やった！」

さやか：「あのヌメヌメは火が嫌いみたいでしたから、キノコ人間も炎に弱いはず……」

ＫＰ：……と思って、ホッとするのもつかの間。君たちの前に、窓ガラスを突き破って炎に包まれたチョンマゲが飛び出してきた！

さやか：「ええっ、炎が効いていない？」

ＫＰ：いや、かなり効いているとは思うけど、致命傷にはならなかったようだ。「げりりっ、でげげっ、りりりり～っ！」という身の毛もよだつような叫び声をあげて、地面を転げ回りながら炎を消そうとしている。

辰巳：「最初の予定通り、コンクリートの建物に逃げよう。こいつはとても倒せん！」

睦：祐とチカぽんを連れて、鍵を開けたら中に飛び込みます！

佐々原：城ヶ崎先生はどうしますか？

さやか：どうするって？

佐々原：いや……城ヶ崎先生もキノコに感染していそうな気がするので。

睦：だからって、外に置いていくわけにいかないでしょう。鬼ですかっ、タマ兄はっ！

佐々原：だよね～。連れて行かなければ駄目だよね～（笑）。

ＫＰ：佐々原の冷たい視線にさらされながらも、城ヶ崎先生だって建物の中に逃げ込むぞ。

睦：みんなが逃げ込んだことを確認したら、急いで扉を閉めます。

ＫＰ：その直後、ガンガンと扉を激しくたたく音が聞こえてくる。

さやか：また、むったんと一緒に扉を押さえます！

ＫＰ：だったら……しばらくするとピタリと音は止む。どうやらかなり頑丈な扉のようで、あれだけたたかれてもビクともしていないね。

さやか：「ほ～っ、これで一安心ですね……」

辰巳：中の様子はどんな感じなんだ？

ＫＰ：部屋の様子には、さすがの辰巳先生もちょっと驚かされるね。仕切りもなにもない倉庫のような建物なんだけど、そこにはずらりと見渡すかぎり、棚に収められ、蛍光灯の白い明かりに照らされたガラス容器が並んでいる。容器の中では生体組織が培養されているようで、まるで最新鋭の遺伝子研究所のようだ。

辰巳：まさかここで謎キノコを培養しているのか？

ＫＰ：どうやらそのようだ。多くのガラス容器の中で、例の白いヌメヌメや謎キノコ、玉虫色に輝く肉塊が蠢いている。

さやか：なにかの間違いで、ここで研究していたモノが外に漏れだしたということでしょうか？

睦：Ｂ級映画臭がプンプンしてきましたよ～（笑）。

ＫＰ：すると、奥の方から「誰だ……？」という声が聞こえてくる。

睦：わあっ、何者ですかっ？

ＫＰ：無精ひげを生やしたぼさぼさ頭の中年男が、奥にある机の下からおそるおそる顔だけを出している。

辰巳：「すみません……われわれは近くでキャンプをしていたものですが、得体の知れない怪物に追われてここに逃げてきたのです」

佐々原：「もしかして、あなたは生物学者の庄司博士では？」

ＫＰ／庄司：「なぜ、私のことを知っている！」

佐々原：「それどころか、あなたが自殺した父上の無念を晴らすために、ここで南極の隕石の細胞を研究していることも知っております。ですが、あなたのスポンサーにはちょっと裏がありそうですねぇ？」

ＫＰ／庄司：「貴様、いったい何者だっ！」と、狼狽しているぞ（笑）。

睦：そんなハッタリをいって、相手の不信感をあおってどうするんですか！

佐々原：いや、せっかく調査をしたのに、披露する相手がいなかったものだから（笑）。

ＫＰ：でも、そんなすべてを知っているようなことをいわれたら、庄司博士もすっかり観念してしまうだろうな。

佐々原：あっ、なんかボクのハッタリが効いたようですよ（笑）。

辰巳：だったらいろいろ聞かせてもらおう。「庄司博士、あなたはここで何を研究していたんですか？」

ＫＰ／庄司：「彼のいう通り、私はここで南極で発見されたショゴス細胞の研究をしていたのだ……」

佐々原：わっ、ショゴスって言っちゃった！（笑）

辰巳：なぜその名前を知っている！（笑）

ＫＰ／庄司：「正式名称は私の名をつけてショウジゴスケ細胞──略してショゴス細胞と呼んでいるだけだが、なぜそんなに過剰に反応するのかね？」

睦：いや～、偶然って恐ろしいですね～（笑）。

辰巳：しっかし、今回は本当にＢ級映画ノリだなぁ……。




　庄司博士から語られる事件の真相は、佐々原がハッタリでいった内容とほぼ同じというわかりやすいものであった。ただ、庄司博士はスポンサーのクライン生命相互保険会社のことは真っ当な企業と思っていたらしく、睦ちゃんの嗅ぎつけた疑問は解明されなかった。




ＫＰ：すると、庄司博士はかなりのショックを受けているようだな。「まさか、そんなことが……」とかいっているけど、よくよく見ると換気口からネズミがチョロチョロ出入りして、あちこちのものをかじっていたりする（笑）。

佐々原：駄目じゃん、この研究所！（笑）

さやか：山で見つけたネズミの死体は、ここで感染したものというわけですか。

佐々原：「そのショゴス細胞によって、人間が怪物に変身してしまうということはありえるのでしょうか？」

ＫＰ／庄司：「それは十分に考えられる……いや、きっと間違いないだろう。なぜならここにその証拠がある」

睦：「まさか……？」

ＫＰ／庄司：「さあ見てくれ、愚かな科学者の呪われたこの体をっ！」

辰巳：やめろ～、見せないでくれ～っ！（泣）

ＫＰ：机の影から全身を現した庄司博士の姿は、見るもおぞましいものだ。胸から上は普通の人間だったが、その下は玉虫色に輝く黒い不定形の巨大な肉の塊だったのだ。しかも、その肉塊は無秩序に巨大な目玉や牙を生やした口を形成させては、また自らの肉体の内側にのみ込むということを繰り返しており、こんな怪物は悪夢の中でしか存在を許すべきではないと、神に願わずにはいられない異形のモノであった。

さやか：こ、怖いけど、私は慣れているから平気……ですよね、キーパー？

ＫＰ：いやいや、この庄司博士はほぼ完全にショゴス化しているので、キノコ怪物とは怖さが違うのだ。新たな気分で〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

全員：ええ～～～っ！（泣）

佐々原：ショゴスがどんな姿にでも変形できるのなら、人間の姿をしていてくれればいいのに……（泣）。

辰巳：まったくだっ！

さやか＆睦：コロコロ……よしっ、成功です。

辰巳：コロコロ……ううっ、まずい。また失敗だ。

佐々原：コロコロ……ぐはっ、ボクも失敗です。

ＫＰ：ショゴスといっても小型なので、成功した人は１ポイントの正気度喪失。失敗は１Ｄ10の喪失だよ。

さやか：私の残り正気度は57。

睦：私は残り正気度は48ですね。

佐々原：コロコロ……４ポイント喪失か。一時的狂気にはならないけど、残り正気度58になりました。

辰巳：コロコロ……なっ、10ポイント喪失だと!?

睦：うううっ、辰巳先生……大丈夫ですか？

辰巳：大丈夫なわけないだろう。残り正気度が24になって、コロコロ……〈アイデア〉ロールに成功。一時的狂気と不定の狂気の両方に陥った。

睦：なんだか辰巳先生、〈正気度〉ロールの出目がひどすぎますね。

辰巳：これまで全部の〈正気度〉ロールに失敗しているぞ。どういうことだ、これは？

佐々原：京ちゃんの呪いでは？（笑）

ＫＰ／京：「さあ、辰巳先生……早くこっちの世界へ来てください。うーふふふっ（笑）」

辰巳：引っ張り込むのはやめてくれ～っ！

ＫＰ：えーと、ここで探索者が陥る不定の狂気は、シナリオで設定してある。辰巳先生は自分の体に小さな虫がたくさんいるような妄想にとりつかれる。皮膚の下を虫が蠢うごめき、自分の血肉を喰らっているという恐怖にさいなまれるんだ。あと一時的狂気の方は……また辰巳先生の感情が爆発してしまい、今度は虫を取り出すために皮膚が裂けるまで体中をかきむしって、消毒薬や殺虫剤を飲んだり注射したりすることにしようか。

辰巳：「うわわぁ、虫がいる。ワシの体にも、やつらが入り込んでいるっ！」

佐々原：大丈夫、任せてください。ちょうど先月、大学で〈精神分析〉を履修してきましたから！

ＫＰ：頼りになるのやら、ならないのやら（笑）。

佐々原：「辰巳先生、人間は誰でも体の中に菌などを飼っているものなのです。これは共生といって当たり前のことなんですよ」とか言いながら、〈精神分析〉ロール、成功率は20％。コロコロ……よしっ、成功です！

辰巳：「なるほど、これが共生というものか。またひとつ賢くなってしまった！」

全員：おおお～～～っ！（パチパチ）

佐々原：辰巳先生を〈精神分析〉で治すなんて、ボクってちょっとすごくない？（笑）

睦：「タマ兄、すごい、すご～い。感動しちゃった！」

佐々原：「いやぁ～、照れるなぁ～」

ＫＰ：くそ～っ、虫への妄想は残しておいてほしかったなぁ。この狂気に陥った探索者用の嫌なイベントが用意してあったのに（笑）。

辰巳：そんなこと知るかぁ～（泣）

佐々原：辰巳先生を正気に戻したところで「庄司博士、なぜそのような姿に？」と尋ねましょう。

ＫＰ：まあ、ぶっちゃけて説明すると、研究中にうっかりミスをして、ショゴス細胞が体内に侵入してしまったそうだよ。その結果、ショゴス細胞に自分の肉体が乗っ取られつつあるそうだ。

睦：……このキーパーは重いことを、軽～く言いますよね。

佐々原：ショゴスの研究なんかをしているからですよ。

ＫＰ：さて、そんな庄司博士の話を聞いていると、いままで静かにしていた城ヶ崎先生が「てけっ、てけけっ！」とか言い始める。

佐々原：ああっ、また城ヶ崎先生がおかしくなった。これはボクの〈精神分析〉でも治せませんよ。

ＫＰ：さらに、そんな城ヶ崎先生に呼応するように、培養器の中にあるショゴス細胞も「てけり・り……てけり・り……」と、かすかな声で一斉に鳴き始め、扉を外からガンガンとたたく音も聞こえてくる。たぶん、あれはチョンマゲたちがたたいているのだろう。

睦：これってもしかして、ショゴス同士が呼び合っているの？

さやか：「庄司博士、この城ヶ崎先生もキノコ人間に嚙まれてしまったんです。治す方法はないのでしょうか！」

ＫＰ：「ふむ、いまならまだショゴス抑制剤が効くかもしれない」と、庄司博士はなんとも体に悪そうな蛍光グリーンの液体を取り出した。そういえば庄司博士の体には点滴の針が刺さっていて、その液体と同じものが投与され続けているようだね。

睦：ショゴス細胞とか、ショゴス抑制剤とか、なんでもショゴスをつければいいと思っていませんか!?（笑）

佐々原：「その素敵な名前の薬には、どのような効果があるのでしょう？」

ＫＰ／庄司：「この薬はショゴス細胞を抑制することができるのだ。私が人間としての意識を保つことができるのも、この薬のおかげといえよう」

佐々原：「もしかして、それがあれば外にいる人たちも治せるのでしょうか？」

ＫＰ／庄司：「いや……話を聞いたかぎりでは、もはや彼らを元に戻すことは不可能だろう」





　ショゴス抑制剤の効果は素晴らしく、投与したとたん、城ヶ崎先生は正常に戻った。城ヶ崎先生ぐらいの軽度な感染ならば、これで治癒も可能なようである。

　探索者たちはこの薬を使って、外のキノコ人間たちをどうにかできないものかと思案するが、やはりガソリンなどで焼き殺した方が手っ取り早いという結論となる。






睦：けど、ショゴス細胞はネズミとかニジマスにも広まっているから、それを全部焼き殺さないといけないんじゃないでしょうか？

佐々原：ニジマスなんかは下流に泳いでいって、ほかの誰かが食べているかもしれないし……ああっ、ヨグ＝ソトース様、時間を巻き戻して～！（笑）

さやか：あのあのっ、さっきの「てけり・り」という声を使えば、呼び集められるのでは？

辰巳：「てけり・り」に、そんな効果があるのかなぁ？

ＫＰ／庄司：「いや、彼女のアイデアは悪くないかもしれない。培養器のショゴス細胞が、ある種の音波に反応して活性化することは研究でもわかっている」

辰巳：そうなのかっ！（笑）

睦：今回は、とことんまでＢ級映画路線で行くつもりのようですね。

辰巳：つまり、山の中のショゴスたちを「てけり・り」の鳴き声で研究所に集めたあと、閉じ込めるなりして、まとめて焼き殺すってパターンか。

佐々原：だったら、また城ヶ崎先生に「てけり・り」と鳴いてもらいましょう。

さやか：でも、城ヶ崎先生は治しちゃいましたよ。

睦：庄司博士なら、あの声で鳴けるんじゃないかな？

ＫＰ／庄司：「おそらく私にもできると思うが、そのためにはこのショゴス抑制剤の点滴投与をやめて、身も心もショゴス細胞に明け渡す必要があるだろう……」

さやか：「でも、そんなことをしたら庄司博士はどうなっちゃうんです？」

ＫＰ／庄司：「もはや、人間の意識を取り戻すことはできないだろうな」

さやか：「そんな……」って、もうすでに人間ではない気もしますが。

ＫＰ／庄司：「だが、いいのだ。もしかすると、私はこのときをずっと待っていたのかもしれない。君たちは、この愚かな科学者の犯した間違いを償う機会を与えてくれた……感謝するよ」

さやか：ああっ、なんかイイ話にまとめようとしてる～（笑）。

佐々原：実際、すべて庄司博士のせいなんですけどね（笑）。




科学者としての償い




　ショゴスクリーン作戦の詳細が決定した探索者たちは、研究所にある有り合わせのものを使って『特攻野郎Ａチーム』のごとく戦闘準備を開始する。




睦：得意の〈機械修理〉を活かして、庄司博士の「てけり・り」を増幅するために研究所にあるスピーカーを改造できませんか。地中にも音が伝導しやすいようスピーカーを工夫すれば、水中にだって届くと思うんですけど。

ＫＰ：なるほどね、養殖施設時代の古い拡声器が天井に残されたままになっているから、〈機械修理〉に成功すれば改造することはできるだろう。

佐々原：たぶん、シナリオ開始からずっとプッシュされていたウォーターシュートはここで役立つのでしょう。タンクに抑制剤を入れておきますよ。あと、水風船にも抑制剤を……。

ＫＰ：では、そろそろ抑制剤のルールを説明してあげるとするか。えーと、もしもキノコ人間が攻撃をしてきたとき、探索者は〈受け〉る代わりに、ショゴス抑制剤を入れたウォーターシュートか水風船でカウンターを仕掛けてもよい。この抑制剤にはキノコ人間をひるませる効果があるので、その攻撃のダメージを２Ｄ６ポイント減少させることができる。ただし、ウォーターシュートのタンクに入る抑制剤は四発分だけなので注意してね。ちなみに、この抑制剤は他人が攻撃されたときに援護としても使える。

辰巳：ほかの人がくらったダメージも減少できるのか……なかなか強烈な効果だな。

睦：ウォーターシュートの威力を増したり、タンクの容量を増やしたり改造できませんか？

ＫＰ：そうだね……〈機械修理〉で改造に成功したウォーターシュートは３Ｄ６の効果を発揮することにしよう。

睦：それは素晴らしい。バリバリ改造しますから、みなさんも手伝ってくださ～い！

佐々原：なんだか、むったんがメカニックみたいな立ち位置に……（笑）。

睦：何気に前回のシナリオの経験で〈機械修理〉が順調に成長していますからね。自分が美術部だということを忘れてしまいそう（笑）。

さやか：私は〈ウォーターシュート〉よりも〈キック〉の方が得意なので靴下に抑制剤を染み込ませておきます。キーパー、これで〈キック〉でも抑制剤を使えますよね？

ＫＰ：無理に決まっているだろう。

さやか：ええ～っ、だってニーソックスですよ。ニーソックスならたっぷり染み込むでしょう？

ＫＰ：……なんか、ニーソックスと聞いたら、どんなことでも許せる気がしてきたな（笑）。

さやか：そうでしょう、そうでしょう♪

佐々原：なんといっても、ニーソックスですからね。無敵ですよ（笑）。

辰巳：では、作戦をまとめよう。抑制剤を使える技能の〈ウォーターシュート〉や〈投擲〉や〈キック〉が得意なチームがキノコ人間を陽動して、そのすきにワシと睦くんがガレージのガソリンと事務所のプロパンガスを研究所の周囲に配置するという流れだな。

さやか：了解しました。

佐々原：では、扉を開きますよ～！
















ＫＰ：研究所の扉を開くと、案の定、チョンマゲとケバ子が近くで待ち構えている。ちなみに、チョンマゲは全身が焼け焦げているけど、下からまた新しい皮膚が現れている。

辰巳：ショゴスだけあって再生しているのか。

ＫＰ：さて、そんな二人のキノコ人間を見たら、〈正気度〉ロールだぞ。

さやか：ふーんだ、私と辰巳先生は、もう慣れちゃってますもんね～（笑）。

佐々原：コロコロ……うっ、失敗。コロコロ……２ポイント喪失して、残り正気度56です。これでボクもキノコ人間には慣れてしまいました。

睦：コロコロ……成功です。１ポイント喪失して、残り正気度47。私はまだ慣れていませんよ～。

辰巳：それはすごいな……これだけ〈正気度〉ロールをさせられて10ポイント喪失していないのか。

睦：合計で９ポイントですね。まだ、怖がることができますよ～。

佐々原：怖がることができるというのも、なんか妙な感じ（笑）。

ＫＰ：君たちが研究所から出てくると、当然、キノコ人間たちは襲ってくるのだが……ケバ子は「おいしーよー、わたしをたべてー」って、ガスコンロを抱えたまま一直線に佐々原の方へ突撃してくるぞ！

睦：やっぱり、タマ兄が狙われてる～！（笑）

佐々原：だったら、ボクもアメフト選手並のバック走で後退して、ケバ子を引きつけます。ボクのＤＥＸは18ですからね。「バカめ、おまえなんかに追いつけるものかぁ！」

さやか：じゃあ、私たちはチョンマゲの方を引き受けます。「さあ来なさい、抑制剤入りニーソックスキックの威力を見せてあげる！（笑）」

ＫＰ：ガソリンとプロパンガスの準備には３ラウンドかかるので、それまで陽動をしてもらおう。

さやか：こちらからは攻撃しないで、ショゴス抑制剤でのカウンターと〈回避〉に専念していますよ～。





　かくして、抑制剤でのカウンターという特別ルールを使用した、キノコ人間たちとの変則バトルが開始された。

　このチョンマゲはすでに人間をやめているので、かぎ爪で１ラウンドに２回の攻撃を仕掛けてくる。

　ところが、せっかく攻撃が命中しても、さやかちゃんのニーソックスキックや、辰巳先生のプレイヤーが操る城ヶ崎先生の水風船攻撃のせいで、キノコ人間はひるんでしまう。ルール的には、チョンマゲのかぎ爪は４Ｄ６のダメージなのだが、二人の探索者がカウンターに成功すれば３Ｄ６＋３Ｄ６のダメージを減少させることができるわけだ。おかげで、チョンマゲは何度も命中させるのだが、かぎ爪のダメージはゼロに防がれてしまう。

　一方、佐々原は自慢のＤＥＸを活かして距離をとり続け、ケバ子を翻弄し続ける。






佐々原：「はははっ、ここまで来てみろ！（笑）」

ＫＰ：生意気なやつめ……頭に来たから、このラウンドは遠距離からガスコンロを投げつけてやる。この攻撃は抑制剤でダメージ減少はできないからな！

佐々原：ええ～っ!?

ＫＰ：〈投擲〉の命中率は25％だけど、ここは佐々原への愛でなんとかする。「わたしのおいしー気持ち、うけとってー！」コロコロ……よしっ、成功だ！

さやか：佐々原さん、告られてますよ。どうするんですっ!?（笑）

佐々原：な～に、〈回避〉でスルーさせてもらいますって。コツコツと成長させて、いまやボクの〈回避〉は61％もあるのです。コロコロ……ほら、成功。ひら～りと華麗に回避っ！

さやか：おお～～っ！（パチパチ）

佐々原：「ふふん、どうやら君の愛はボクには永遠に届かないようだね（笑）」





　各自の技能を熟知して、完璧な戦術で戦った探索者たちは、危なげなく３ラウンドの時間稼ぎを終えた。

　プレイヤーたちにＮＰＣのデータ管理を預けたところ、彼らまで戦闘の手駒として完璧に操作されてしまったことも敗因だろう。これだからルールに慣れたゲーマーは怖い。






辰巳：「こちらの準備は整った。庄司博士、すまんがあとは頼む」と、ワシは彼の最期を見送ろう。

ＫＰ／庄司：「……辰巳さん、聞かせてくれ。人間が生命の秘密を探ろうとするなど、おこがましいことだったのだろうか？」

辰巳：「あなたはやり方を間違えた。それだけのことだよ」

ＫＰ：「そうか……みんなには、たいへんな迷惑をかけてしまった。最後に、人間として償うことができなかったのが残念だ」といって、庄司博士は自分の体から点滴の針をむしり取った。

辰巳：彼が人の姿を失う前に研究所を出て、睦くんたちと合流しよう。

ＫＰ：すると、研究所の中から声が聞こえてくる。「てけ……りり……てけり・り……てけり・り」という、どこかもの悲しくも聞こえる鳴き声だ。それを聞いたキノコ人間たちは噓のようにおとなしくなり、自分たちも一緒に「てけり・り」と合唱を始め、ふらふらと研究所の中へと入っていく。

さやか：「辰巳先生、やりましたね！」

睦：「あとはショゴスたちが集まったところで、ガソリンに火をつけるだけです」

ＫＰ：と～こ～ろ～が～！（笑）

佐々原：なっ、まさかまだなにかあるんですか!?

ＫＰ：君たちはあたりの山全体が鳴動しているのに気づく。遠くの木々がメキメキと倒され、あちこちで地滑りも起きている。やがて見上げるほどに高く膨らんだ黒い地面が、周囲の木々をのみ込みながら押し寄せてきた。それはまるで巨大な雪崩や津波のようにも思えたが、そのどちらでもなかった。すべてを飲み込まんと迫ってくるものは、巨大な原形質の生物の集合体だった。君たちには、これこそが庄司五助の言うショゴス細胞が成長した姿であるとすぐにわかった。なぜなら、視界を覆い尽くす玉虫色の肉の壁は、あらゆるところにでたらめに発生させた口で、声をそろえて「てけり・り」と鳴いていたのだから！

睦：「まさか、この山全体がショゴスだったとは……」

佐々原：「……ボクたちはなんてところでキャンプしていたんだ！」

辰巳：しかし、ここで本物のショゴスが登場とは、キーパーは正気か？

ＫＰ：ボクの正気を疑う前に、みなさん本日最大の〈正気度〉ロールをどうぞっ！

さやか＆佐々原＆睦：コロコロ……成功っ！

辰巳：コロコロ……やはり失敗か。今回、〈正気度〉ロールは全敗だ。誰かどうにかしてくれっ！

ＫＰ：成功は１Ｄ６、失敗は１Ｄ20の正気度喪失だ。

さやか：成功でも１Ｄ６ってすごいですね。コロコロ……２ポイント喪失。残り正気度55です。

睦：コロコロ……４ポイント喪失。残り正気度は43。

佐々原：コロコロ……ぐはっ、６ポイント喪失。一時的狂気に陥るかどうか〈アイデア〉ロールの方は、コロコロ……こちらは失敗しました。ボク、バカだからなんにもわかんな～い！（笑）

辰巳：ワシの正気度は24しかないのだが……１Ｄ20の喪失では、下手すれば引退コースだぞ。

睦：辰巳先生ならなんとかできます！

さやか：とにかく１を出しさえすればいいんですよ！

辰巳：その通りだ。う～～～む、とりゃあっ！　コロコロ……４！

全員：やったぁ～～～っ!!

辰巳：残り正気度は20になってしまったが、なんとか乗り切ったな……。

ＫＰ：なんだ、結局は誰も狂気に陥らなかったじゃないか。

辰巳：……いや、すまんが城ヶ崎先生の正気度が11ポイント喪失して、残りは５になってしまった。

睦：とうとう一桁に……もう社会復帰は無理ですね。

ＫＰ：当然、不定の狂気に陥るわけだけど……えーと、城ヶ崎先生は、超常現象を否定する妄想のうえに、過度の現実逃避という新しい狂気が重なってしまう。おかげで、眼前で起きている状況をまったく認知せずにマイペースで行動するようになる。

辰巳：これは、ある意味では幸せだろう。治さずにそのままにしておこう（笑）。

佐々原：それはともかく、早くここから逃げないと！

ＫＰ：そうしたいところだけど四方八方から押し寄せるショゴスは、完全に君たちを包囲してしまっていて逃げられる道はないよ。

さやか：ショゴス抑制剤を使ってなんとかなりませんか？

ＫＰ：だったら〈アイデア〉ロールをどうぞ。

さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：確かに、さっきさやかちゃんたちがチョンマゲ相手に抑制剤をまき散らしたところをショゴスは避けているような動きを見せているね。

さやか：だったら、抑制剤をまきながら進めば、ショゴスを突破できるんじゃないですか！

辰巳：とても正気とは思えない行動だが……キーパーのニヤついた顔を見ると、どうやらそれが正解のようだな。

ＫＰ：さて、どうだろうねぇ？（笑）

さやか：「そうと決まったら、チカぽんは私についてきて。離れちゃ駄目だよ！」

佐々原：ボクもむったんと祐のそばで突入に備えます。

睦：「祐、お姉ちゃんにしっかりついてくるのよ」

ＫＰ：祐は「さやかさんも、むつ姉も、ボクがギガブレイカーで守る！」と、自分に気合いをいれているね。ちなみに、城ヶ崎先生はショゴスを見ても「なんだぁ、この壁は？」とか気の抜けたようなことをいっているけど（笑）。

辰巳：「城ヶ崎先生、なんでもいいからこっちに来なさい！」と、ワシが引っ張っていこう。

ＫＰ：では、ショゴスを突破するルールを説明しよう。まず、最初に誰かが〈ウォーターシュート〉に成功すればショゴスは抑制剤を嫌って避けるので、研究所を取り囲む壁に一瞬だけ通路が開く。

佐々原：その〈ウォーターシュート〉ロールは何人でもできるんですか？

ＫＰ：できるけど、ウォーターシュートの使用回数には限りがあるから注意してね。

佐々原：ううっ、そういえば……ボクは一発も使っていないけど、祐たちは使っているんだっけ。

辰巳：〈機械修理〉の改造に失敗した普通のウォーターシュートならば、ワシと睦くんも持っているから、全員で撃てば誰かが成功するだろう。

ＫＰ：そうしてショゴスの通路が開いたら、今度はそこを駆け抜けるのに［ＤＥＸ×５］ロールに成功する必要がある。もしも失敗した場合、ショゴスの通路が狭まってきて押しつぶし攻撃が自動的に命中する。

睦：それって即死のような……。

佐々原：また、４Ｄ６のダメージなんですか？

辰巳：いや……相手は本物のショゴスだ。たぶん８Ｄ６ぐらいだろう。

佐々原：ゾゾ～～～ッ！

ＫＰ：ただし、抑制剤によるカウンターのダメージ減少は有効だよ。あと、［ＤＥＸ×５］ロールに成功した探索者でも、その場に立ち止まって抑制剤で仲間をかばうことは可能だ。そうした場合、また逃げ出すための［ＤＥＸ×５］ロールに成功しないといけないけどね。

辰巳：う～～～ん、ルールはだいたい理解した。とにかく［ＤＥＸ×５］ロールが大事ってことだ。

ＫＰ：あと、城ヶ崎先生、祐、千香のロールはみんなでやってね。彼らが死んだら、ダイスをロールした人の責任だぞ。ちなみに祐や千香が死ぬと、関係の深い探索者は〈正気度〉ロールをすることになるから注意すること（笑）。

佐々原：最初の通路を開くためのウォーターシュートは誰が撃ちます？

辰巳：ウォーターシュートを持っている全員でいいんじゃないか？

睦：でも、抑制剤がもったいないかも。

さやか：いやいや、ここで失敗したらおしまいなんですから、最初から全力を尽くすべきですよ。

辰巳：さやかちゃんの言う通りだな。次のことを考えて、いま死んだら意味がない。

佐々原：じゃあ、みんなで撃ちましょう。通路を開くための〈ウォーターシュート〉ロール。コロコロ……よしっ、成功です！

全員：ほっ……。

睦：さすがはタマ兄、祐をコテンパンにしただけありますね。おかげで、あとの人は気楽にロールができます。

佐々原：えーと、続けていままで一度も成功したことのない祐の〈ウォーターシュート〉は、コロコロ……うわっ、なんと今度は「00」が出ちゃった！

全員：ええ～っ！

ＫＰ：「00」だと故障ナンバーのルールにより、ウォーターシュートが故障してしまうぞ。

睦：貴重な改造ウォーターシュートが無駄に……（泣）。

佐々原：〈ウォーターシュート〉が61％もあるくせに、祐のバカ～っ！

辰巳：ロールをしたのはおまえだろう！（笑）

さやか：でも、通路は開きました。早く逃げましょう！

ＫＰ：そうそう、これからが本番だよ。抑制剤を浴びたショゴスの肉壁はぐにゃりとへこんで、外へと走り抜けられるようになった。みんな［ＤＥＸ×５］ロールをしてくれ。

さやか：私とチカぽんはＤＥＸが高いから楽勝です。コロコロ……二人とも成功です！

佐々原：ボクと祐も平気だと思うけど。コロコロ……よしっ、こちらも成功しました。むったんは大丈夫？

睦：みんなほどＤＥＸは高くないんですよね。コロコロ……ほっ、なんとか駆け抜けることができました。

ＫＰ：いちばんの問題は辰巳先生グループなんだけどな。なにしろ辰巳先生なんか、ＤＥＸが10しかないから。

辰巳：いやいや、いつもやらされている〈正気度〉ロールに比べれば、50％のロールなんて楽勝だ。コロコロ……よし、ワシは成功。続けて城ヶ崎先生だが、コロコロ……うっ、こちらは失敗した。

ＫＰ：つまり失敗したのは城ヶ崎先生だけ？　さすがＤＥＸが高いパーティーだけあって、割と成功したね。

さやか：城ヶ崎先生をニーソックスキックでかばいに行きます！

ＫＰ：（こういうときの、さやかちゃんの決断力の早さには感心するなぁ）でも、城ヶ崎先生は元に戻ろうとするショゴスの肉壁を見て「さやかくん、ここは危険だっ！　ボクのことはいいから戻りなさい！」と助けを拒絶する。ちなみに超常現象を否定する彼は、押し寄せる壁が怪物であるとは思わないため抑制剤を使用することはしない。

さやか：ここまで来て、城ヶ崎先生を死なすわけにはいきません！

佐々原：城ヶ崎先生をかばうのは、ＤＥＸも〈ウォーターシュート〉の技能も高い祐が適役なんですが……。

ＫＰ：ボクもこうなったときのために祐のデータを設定したつもりだったんだけど、ウォーターシュートはさっき壊しちゃったからねぇ（笑）。

佐々原：「ええい、祐はさっさとここから逃げろ。ボクが行く！」

ＫＰ：千香はどうするの。ダイスのロールをするさやかちゃんに、このシーンでの彼女の行動は任せよう。

睦：チカぽんには生きて帰ってほしいですが……。

さやか：いや、チカぽんのＤＥＸは17ですから、ここはついてきてもらいましょう。「チカぽん、勇気を出して城ヶ崎先生を助けに行こう！」と、呼びかけます。

ＫＰ：だったら、さやかちゃんの言葉に千香は力強くうなずく。このキャンプでいくつもの危機的状況を乗り越えて、千香は精神的にだいぶ成長したようだね。

さやか：「ありがとう、チカぽん！」

辰巳：ワシと睦くんは、ＤＥＸに自信がないからやめさせてもらおう。また、次の［ＤＥＸ×５］ロールでワシらが失敗すると、ジリ貧になるだけだからな。

ＫＰ：うん、それが賢明だろうね。

佐々原：では、城ヶ崎先生にのしかかるショゴス壁をウォーターシュートで迎撃します。コロコロ……成功！

睦：おお～～～っ！　タマ兄のウォーターシュートは百発百中だね。

さやか：チカぽんの〈ウォーターシュート〉は、コロコロ……あちゃあ、外れました。

辰巳：ショゴスのダメージが８Ｄ６だとすると、次でさやかちゃんのニーソックスキックが命中しないと、城ヶ崎先生は絶望的だな。

さやか：今日は〈キック〉の調子がいいから大丈夫。う～っ、成功しろ～、コロコロ……はわっ、失敗!?

佐々原：ということは、ダメージ減少はボクの３Ｄ６だけ？

さやか：申し訳ないです……まさかここで〈キック〉に失敗してしまうなんて、悔し過ぎます～っ！

ＫＰ：ショゴスの押しつぶし攻撃は、辰巳先生の予想通り８Ｄ６だよ。

辰巳：やっぱり……。

ＫＰ：こんなダメージをロールするのは久しぶりだなぁ。コロコロ……城ヶ崎先生の耐久力に29ポイントのダメージ！

さやか：いままで聞いたこともないような、大ダメージですよ！

睦：ということは……３Ｄ６で18を出せば、城ヶ崎先生の耐久力は１ポイント残って気絶するだけで済みます。

佐々原：３Ｄ６で18か。出せるかなぁ、プレッシャーかかるなぁ（笑）。

ＫＰ：３Ｄ６で18を出すことを無理だとあきらめない、佐々原の心の強さには素直に感心するよ。

佐々原：なせばなる、出せば出る。コロコロ……うっ、駄目だ。10です。

ＫＰ：だったら、19ポイントのダメージを受けて、城ヶ崎先生はショゴスに押しつぶされていくな。

さやか：「城ヶ崎先生～っ！」

ＫＰ：しかし、君たちだってまだ危ないぞ。城ヶ崎先生を助けに行った人は［ＤＥＸ×５］ロールをしてくれ。

佐々原：「城ヶ崎先生、あなたの生徒を思う心は忘れません」コロコロ……成功です。

さやか：まず、チカぽんは、コロコロ……楽勝で成功。続けて私は、コロコロ……きゃあ、失敗!?（泣）

佐々原：こ、これはまずいですよっ！

辰巳：うむーっ、どうする？　ワシらも助けに行くか？

ＫＰ：いや、失敗したのが、さやかちゃん一人だけなら大丈夫だよ。

さやか：……へっ、どういうことですか？

ＫＰ：ショゴスの肉壁がさやかちゃんを押しつぶそうとしたそのとき、やつらの「てけり・り、てけり・り」の鳴き声の合間に、聞き慣れた声がする。

さやか：「だ、誰の声？」

ＫＰ：それはたったいま押しつぶされた城ヶ崎先生の声だ。見ると、君に覆い被さろうとしているショゴスの肉壁がぐにゃあっと変形して城ヶ崎先生に似た姿となり、押し寄せるショゴスの肉壁を背中で支えてくれる。

さやか：「城ヶ崎先生、無事だったんですか！」

ＫＰ：その問いかけに対して、城ヶ崎先生は首を横に振る……だけど、生前と変わらない力強い声で「いまのうちに逃げなさい」と、さやかちゃんに語りかける。

佐々原：ショゴスにのみ込まれながらも、さやかちゃんを助けようとしているんですね。

さやか：「ごめんなさい……ごめんなさい、先生！」

ＫＰ／城ヶ崎：「いや、いいんだ……なにも気にすることはないんだ」

さやか：あのとき、私がキックに成功していれば助けられたのに……。

ＫＰ／城ヶ崎：「さやかくん、千香くんのことを頼むよ。そしてあの子に伝えてくれ……強く生きろと！」

さやか：「城ヶ崎先生～っ！」

佐々原：あの面倒くさい城ヶ崎先生が、最期にこんなふうに決めるとは……（笑）。

ＫＰ：実は、探索者か仲間のＮＰＣがショゴスに押しつぶされた場合、完全にのみ込まれてしまう前に［ＤＥＸ×５］ロールに失敗した人を一人だけ、身を挺して助けられるという裏ルールを作ってあったのさ。だから、失敗したのがさやかちゃんだけなら、城ヶ崎先生が助けてくれるので無条件で逃げられるというわけ。いや～、この裏ルールを使うのが、探索者の誰かでなくてよかったね。

さやか：城ヶ崎先生の言葉を胸に刻み込みながら、チカぽんのところに逃げ帰ります。

ＫＰ：心配していた千香が「さやかちゃん、無事でよかった！」と、飛びつくように抱きしめてきた。

さやか：「チカぽん……城ヶ崎先生が……城ヶ崎先生がね……」

ＫＰ：するといままで守られ続けてきた千香が「うん、わかってる。わかってるよ、さやかちゃん」と、今度はさやかちゃんの頭を優しくなでてくれるのだった。

睦：ああっ、なんかきれいにまとまりましたね。
















ＫＰ：こういうシーンをするため、犠牲者要員として城ヶ崎先生のＤＥＸと正気度を低めにしておいたから。

佐々原：なんてひどい！　美しいシーンが台なしだ！（笑）

さやか：「……城ヶ崎先生、チカぽんはもう大丈夫ですよ。だから心配しないでください」と、心の中で天国の城ヶ崎先生に報告しています。

辰巳：さやかちゃんが脱出してきたところでガソリンに火をつけたいのだが……なんだかこの大型ショゴスを焼き尽くせる気がしないな。

睦：それでもやれることをやるしかないでしょう。ガソリン点火、シュボッ！

ＫＰ：辰巳先生と睦ちゃんの用意したガソリンは一気に燃え広がり、研究所を覆い尽くそうとするショゴスを取り囲んだ。同時にプロパンガスのボンベにも引火して、大きな爆発も起きる。

佐々原：全部燃えてしまえっ！

ＫＰ：当然、ショゴスは炎にあぶられ、研究所から逃げ出そうとする。そのとき、ショゴスの体表にはさまざまな生き物の姿が苦しそうに浮かび上がる。ネズミやニジマス、ナラタケ、そしてチョンマゲやケバ子といった人間の姿も見えるが、やがてそれはあらゆる生物を混ぜ合わせた混沌と化したかと思うと、最後には巨大な男の顔が現れて、その口の中にのみ込まれた。

辰巳：男の顔だって……？

ＫＰ：それは庄司博士の顔だ。不定形のショゴスの体が、苦痛と懺悔に満ちた巨大なひとつの顔を形作り、炎の中で「てけり・り、てけり・り！」と悲しそうな叫び声をあげながらのたうち苦しむ。おそらく最後に残された庄司博士の強い意志が、ショゴスの体をこの場に縛り付け、焼き尽くされることを望んだのだろう。

全員：…………（重い沈黙）。

ＫＰ：どうだろう、辰巳先生。彼は人間として最後を償えたんじゃないのかな？

辰巳：「わからん……ワシにはなにもわからんよ」と、弱々しく首を横に振るだけだな。

ＫＰ：どれだけの時間が経っただろうか……君たちの見ている前で、研究所は焼け落ち、玉虫色のショゴスの肉体もいつしか業火の中へと消えた。

睦：そろそろ解決の朝日を期待したいところですが。

ＫＰ：安心したまえ。やがて、すべてを忘れさせてくれるような明るい太陽が昇ってきて、疲れ切った君たちの顔を照らしてくれる。悪夢の一夜は去ったのだ……。

さやか：ほっ……やっと終わってくれました。

睦：チカぽんには、私たちと一緒に来たばかりにこんな目に遭わせてしまって、申し訳ない気持ちでいっぱいですよ。

佐々原：ホントだよね、探索者と一緒にいるとろくなことが起きないから（笑）。

ＫＰ：でも、おかげで千香はこれから強く生きることができるだろう。それは得難い人生の宝といえるはずだ。

辰巳：ワシらも人生の宝が欲しいところだな。

ＫＰ：わかってるって。キャンプ場に蔓延していたショゴス細胞を焼き尽くして、恐るべきバイオハザードを阻止した探索者たちは、１Ｄ20の正気度を獲得する。そして、生き残ったＮＰＣの数によってボーナスがあるんだけど、二人の場合は１Ｄ３のボーナスだね。城ヶ崎先生が生き残っていたら、１Ｄ６のボーナスだったんだけど。

佐々原：１Ｄ20って振り幅が大きすぎますよ……２Ｄ10でやってもいいですか？（笑）

ＫＰ：駄目に決まってるだろ、さっさと正気度獲得のロールをしろ。




　その結果、このような正気度の変化となったのだが、今回はいつも以上に波乱の結果となる。





　さやか：シナリオ終了時55ポイント＋獲得10ポイント＝合計65ポイント（開始時からマイナス３ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時20ポイント＋獲得７ポイント＝合計27ポイント（開始時からマイナス14ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時50ポイント＋獲得２ポイント＝合計52ポイント（開始時からマイナス10ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時43ポイント＋獲得15ポイント＝合計58ポイント（開始時から±０ポイント）






佐々原：バカな……１Ｄ20＋１Ｄ３の出目が２だなんてありえない！

ＫＰ：それはさすがに同情するな……。

辰巳：くそ～、ワシも７しか獲得できなくて大赤字だ。

ＫＰ：辰巳先生は〈正気度〉ロールのダイス運が悪すぎるよね。やっぱり、京の呪いなんじゃないの？（笑）

睦：私は収支ゼロ。初期値はそんなに高くなかったのに安定した正気度を保っています。ほくほく♪

さやか：私も相変わらずほぼ収支がゼロですね。今回はちょっと減った方かな？

ＫＰ：うーん、第二シーズンになって正気度の明暗がハッキリと分かれてきたな。

睦：タマ兄がひどいですね。なんだかこのシナリオが、正気度負け組へのターニングポイントになるかも。

辰巳：お次はリプレイ第二シーズンの最終話かぁ……最後だからって、またろくでもないものを見せられるんだろうし、ワシの正気度はもたんぞ。〈クトゥルフ神話〉なんか、とうとう21％になってしまった。

睦：それはすごい。あのアーミテッジ教授の〈クトゥルフ神話〉を越えましたよ（笑）。

辰巳：そんなところが越えても、ちっともうれしくない。

ＫＰ：………………あっ、しまった！

さやか：えっ、どうかしましたか？

ＫＰ：城ヶ崎先生が死んだときの〈正気度〉ロールをさせるのを、すっかり忘れていた！

さやか：いえいえ、〈正気度〉ロールなんかしなくても、私たちの心には城ヶ崎先生の勇姿がはっきりと残されていますから大丈夫です！

ＫＰ：うーん、しょうがないなぁ。城ヶ崎先生の分はオマケしてあげるか。

全員：ホッ……。

ＫＰ：では、また次回──御津門学園にどんな事件が舞い込むのか、こうご期待！

さやか＆佐々原＆睦：お疲れ様でした～。

辰巳：本当に、ワシはもう疲れたよ……。










　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「シナリオのキーアイテム」




　　　　　　　どうも、好きな刑事ドラマは西部警察の、むったんです。

　　　　　　　今回のシナリオでは、このショゴス抑制剤が大活躍します。

　　　　　　　ショゴスのような強力なクリーチャーに対抗手段を持たない探索者にとって、いちばん賢明な行動は逃げ出すことですが、あまりそればかりでは消極的過ぎてつまらないですよね。

　　　　　　　かといって、強力な近代兵器を使ってクリーチャーを殲滅するというのも、ちょっとやり過ぎな気がします。

　　　　　　　そんなとき、そのシナリオでしか役に立たないようなキーアイテムを登場させるのも、ひとつのテクニックかと思います。Ｂ級映画とかで後半にモンスターの意外な弱点が判明して、登場人物たちが反撃に出るクライマックスというのはよくあるパターンですよね。

　　　　　　　このシナリオではショゴス抑制剤とかいうそのまんまのアイテムが登場していますが、アイデアあふれるキーパーだったらもっとひねって、ある種の音波、磁力、紫外線、家庭にもある薬品とか、意外性のあるものを設定するとよいでしょう。追い詰められた末に探索者たちが思わぬキーアイテムで希望の道を見いだすという王道の展開は、たとえ宇宙的恐怖を扱う『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』であっても、やっぱり盛り上がるものですよ。









第二話終了・睦ちゃんとの反省会




　後日、新宿の喫茶店に睦ちゃんのプレイヤーを呼びつけて、今回のゲームの反省会を開くことにした。




睦：今回のシナリオはＢ級ホラーでしたねぇ。

ＫＰ：ボクの大好きな映画『バタリアン』っぽいゾンビ物を狙ってみたんだけど、どうだった？

睦：中盤までどういうノリのシナリオなのかつかめないでいたので、ちょっと戸惑いましたね。「ああ、こういうＢ級ホラーノリなんだ」ってわかったら、急にやりやすくなりましたけど。

ＫＰ：シナリオの開始前に「今回はＢ級ホラーノリだ」といってしまうかどうか迷ったんだけどね～。

睦：なんでいわなかったんですか？

ＫＰ：謎キノコとか、養殖場の怪談とか、最初はジワジワ系の怖さで演出してみたかったんだよね。後半があまりにバカなノリのシナリオだったから。

睦：うーん、だとしてもやっぱり先にいっておいた方が、プレイヤーとしてはノリやすかったかも。庄司博士が蛍光グリーン色をしたショゴス抑制剤を出してくるあたりまでは、まだ完全にはＢ級ホラーのノリに乗り切れていなかったですもの。

ＫＰ：キノコ人間が登場したときぐらいにそう感じてくれればよかったんだけどな。グロいけど笑える、みたいな？

睦：あんなに正気度を喪失させられたら、笑ってなんかいられません！

ＫＰ：そうかい、あはははー。

睦：笑い事ではありませんから！

ＫＰ：やっぱり最初にいっておいた方がよかったな。下手に思わせぶりなことをしても、たいていろくなことがない。

睦：その方がプレイヤーとしても楽ですよ。特に今回みたいなちょっと斜め上を狙ったテーマのシナリオの場合、キーパーの意図がつかめないまま、ズルズルと違う方向へ進んでしまうことがありますからね。

ＫＰ：ゲーム中に冗談めかして何度か話題にしていたけど、事件が起きる前にキャンプから帰ろうとするみたいな？

睦：Ｂ級ホラーならそんな展開はありえませんけど、シリアスなホラーなら、キャンプ場に不穏な空気を感じて逃げ出すという展開もアリかも。

ＫＰ：え～っ、それってアリなのかい？

睦：そのあとキャンプ場について調査をして、再挑戦という流れだったらアリだと思いますよ。いろいろ情報収集して、外堀から埋めていくのは基本でしょう。

ＫＰ：今回は、いつものシナリオに比べると、そういう調査はほとんど必要なかったからなぁ。

睦：ちゃんと調査をしないと、プレイヤーとしては情報不足でシナリオが失敗するのではないかと警戒するものなんですよ。

ＫＰ：佐々原は買い出しついでに、真面目に外で情報収集をしていたものな。

睦：Ｂ級ホラーってわかっていたら、そのへんはどうでもいいんですよ。どうせ真面目に考えても無駄って開き直れるから（笑）。

ＫＰ：事件の因果関係の調査に時間をかけるぐらいなら、もっとどぎついイベントをバンバン発生させたいからね。

睦：そんなキーパーの意図がつかめないと、ノリ重視なのか調査重視なのか、どっちつかずのままでプレイすることになってしまうわけで……。

ＫＰ：うーん、その点については深く反省しよう。

睦：あと、やっぱり今回のシナリオは正気度が減りすぎです。

ＫＰ：うん、庄司博士の〈正気度〉ロールは、キノコ人間と同じ種類のものにして、恐怖に慣れさせてあげてもよかったと思っている。あそこで新たな気分での〈正気度〉ロールはやり過ぎだったな。

睦：そうですよ～。あそこで辰巳先生はガリッと正気度を削られましたし。

ＫＰ：さらにそのあとショゴスまで出てくるからね。ひどいもんだ、あははは。

睦：だから、笑い事じゃあありませんってば。次回、辰巳先生の正気度は保ちませんよ。

ＫＰ：そこは辰巳先生の人間力でなんとかしてもらうとして……ボクとしてのシナリオの反省点は、もっと千香や祐たちとも絡んだ展開にしたかったというのがあるんだよな。

睦：ああ、そうですね。あのＮＰＣたちは、あまりうまく機能していませんでした。

ＫＰ：千香のトラウマとか、祐の好奇心、城ヶ崎先生の熱血指導といった、ＮＰＣのトラブルメーカー的な行動でいろいろ引っかき回そうと思っていたんだけど、すでにみんなピリピリしていて──

睦：だって、キノコ人間が感染するっぽいんですもの。そりゃあ神経質にもなりますよ。

ＫＰ：あのとき、あれ以上追い詰めるイベントを発生させると、ＮＰＣたちに嫌悪感を持たれそうだったからちゅうちょしてしまった。

睦：仲間の足手まといも、ほどほどにしないと、プレイヤー的にはうんざりするだけですからね。

ＫＰ：このへんのバランスは難しいな。すべての展開を知っているキーパーは物語的には面白そうに感じても、先の見えないプレイヤーの方は厄介ごとが増えて面倒なだけだと感じてしまうという。

睦：キーパーとプレイヤーの温度差ですよね。

ＫＰ：そのへんのところを敏感に察して、シナリオ中にも微調整をしていかないといけない。

睦：プレイスタイルも、その日のノリで変わりますからね。最初にＢ級ホラーのノリだといわれたら、城ヶ崎先生のバカな行動にも、もっと寛容になれたかも。

ＫＰ：そうそう、城ヶ崎先生がなにかしようとするたびに、辰巳先生や佐々原が一斉にしかりつけるんだもんな。

睦：面倒くさい先生でしたけど、最期のシーンは盛り上がりましたね。

ＫＰ：うん、彼はナイスタイミングで死んでくれた（笑）。

睦：でも、さやかちゃんのプレイヤーは、あのとき〈キック〉さえ成功すれば城ヶ崎先生も助けられたのにって、かなり残念そうでしたよ。

ＫＰ：さやかちゃんのプレイヤーは、自分の失敗で誰かが犠牲になるという展開に弱いからなぁ。

睦：他人を助けようとするときの行動力は半端じゃないですよね。私だったらちゅうちょするような成功率でも果敢に攻める。

ＫＰ：無謀とか死にたがりとかとはまったく違う、独特だけど絶妙な判断基準で、しかも即断するところがすごいと思う。ボクの計算とは全然違う行動をするんだけど、なんか素直に感心しちゃう。

睦：計算で動いているんじゃなくて、探索者の本能で動いているような。

ＫＰ：しかも、たいていロールを成功させるしね。

睦：だからこそ、今度の失敗で城ヶ崎先生が死んでしまったのは、ショックが大きいのでは？

ＫＰ：そうかもね。まあ、ＮＰＣが犠牲になったことにショックを感じてくれるのはキーパー冥利につきるよ。




睦：そういえば、今回のシナリオに出てきた「クライン生命」というのは、あれはなんだったんですか？

ＫＰ：あれは次のシナリオの伏線だから、今の時点ではあまり意味のない情報だ。

睦：あっ、やっぱりそうなんですか。

ＫＰ：名前だけ出しておけばよかったんだけど、睦ちゃんの〈経理〉のおかげで、いきなり怪しい会社のレッテルが貼られてしまった。

睦：ショゴスの研究に出資している会社なんて、どう考えても怪しいですってば。

ＫＰ：まあ、実際に怪しい会社なんだけどね（笑）。

睦：次回はそんなクライン生命を絡めて、壮大なシナリオが展開するのでしょうか？

ＫＰ：いやいや、次回は正統派の学園物がやりたい……というか、やることに決定している。

睦：梅雨時から夏休みとなって、お次の季節は秋ですか？

ＫＰ：いや、もっと時間は飛んで、クリスマスシーズンからかな。これまでのようにゲーム時間で数日で終わるようなものではなく、数か月にわたってのんびりと学園生活を楽しむようなシナリオ……にする予定。

睦：のんびりと学園生活……それはいいですねぇ～。





　実は、第三話のシナリオは、すでにボクの中ではイメージが決定している。

　やはり第二シーズン最後のシナリオなのだから、グログロで血みどろなのはやめて、ちょっとは「泣かせる」ような話にしたい。終わりよければすべてヨシだ。

　そこで、次はジュブナイル系の学園ＳＦの雰囲気をテーマとして狙ってみようと思っていた。

　ジュブナイル系の学園ＳＦといわれても、あまりピンと来ない人もいるかもしれないけど『なぞの転校生』や『ねらわれた学園』あたり──は、ちょっと古いので、アニメ映画でリメイクもされた『時をかける少女』や、ドラマ化もされた『六番目の小夜子』みたいな感じといえば、わかってもらえるだろうか？

　学園で起きるちょっと不思議な事件に巻き込まれる平凡な生徒たちといった題材は、普通の人間である探索者を扱う『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』とも相性はよいはずだ。

　それに『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』にはホラー以外にも、ＳＦ的な要素もたっぷりある。

　テーマをジュブナイル系の学園ＳＦにしたのだから、今回はホラーよりもＳＦに重点を置いたシナリオにするつもりだ。

　問題は、そうなると正気度を喪失させるようなイベントを組み込みづらいというところ。けど、第二話では正気度を減らしすぎたので、今度のシナリオはちょっと甘めにしてもよいかな。

　ボク個人としては〈正気度〉ロールがたくさんあるシナリオの方が好みなんだけど、ガリガリ正気度が削られ、どんどん狂気に陥っていくというのは、ちょっと今回のテーマとそぐわないからね。

　さて、ジュブナイル系の学園ＳＦといえば、やはり転校生は外せない。この転校生の正体を、シナリオの最大の謎にするのがわかりやすいだろう。

　んんっ、ちょっと待てよ？

　ある意味、さやかちゃんも謎の転校生と言えなくもないな。

　だったら逆転の発想で、さやかちゃんの謎に迫ろうとする同級生を登場させて……その生徒が、ムニャムニャ……いやいや、駄目だ、駄目だ！

　狙いすぎてわけがわからなくなってきた。

　それに、今回のシナリオでは例の件にも決着をつけないといけないしな。

　うん、やっぱりメインのネタはシンプルに行くとしよう。

　だけど、これまで発売された『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のサプリメントからネタをちょいちょいと拾わせてもらおうかな。

　「そんなの誰が覚えているんだよ！」みたいな、知らなくてもシナリオを展開させる上ではまったく問題のないささいなネタだけど、なんかこういうのが仕込まれていると、マニア的にはうれしいものだからね。

　さ～て、プレイヤーたちはこのネタにいつ気づいてくれるかな……？



















二度目のクリスマスパーティー




ＫＰ：とうとう、第二シーズンも最終話となったわけだけど、今回は始める前にみんなに忠告しておくことがある。

佐さ々さ原はら：なんですか、あらたまって？

ＫＰ：これまで、ひどく正気度の減らされるシナリオが続いていたけど、今回のシナリオはそれらに比べるとかなりマイルドになっている。正気度をガリガリ削られながらヒーヒーいうようなホラー展開ではなくて、ちょっとミステリーっぽいイイ話系のシナリオになっているので、そのつもりでプレイしてくれ。

さやか：それはうれしいお知らせですけど、なんでわざわざそんなことを忠告してくれるんですか？

ＫＰ：これまでずっとひどい目に遭わせ過ぎたせいか、君たちのプレイに心の余裕がなくなっている気がするものでね。そのノリでプレイされると、今回のシナリオはうまく回らないかもしれないから用心のためだよ。

佐々原：確かに、ボクらの行動はかなり殺伐としてきていますけど。

睦むつみ：城ヶ崎先生が死んでも、〈正気度〉ロールをしなかったりね（笑）。

辰たつ巳み：しかし、あれだけ宇宙的恐怖にさらされれば、だんだん探索者として尖鋭化するのも仕方ないだろ。

ＫＰ：もちろん、それはかまわないと思うし、同じ探索者を使用するキャンペーンなのだからいつまでも宇宙的恐怖に対して無知な人間をプレイしろとはいわないよ。ただ、今回のシナリオはのんびりとプレイしても、世界が滅びるとか大惨事が起きることはないから安心してくれってこと。

睦：では、すっかり忘れられつつある当初のコンセプト通り、学園生活をエンジョイすることにしましょう。

さやか：了解で～す。

ＫＰ：さて、前置きはこのぐらいにして、前回の経験ロールをしてもらおうかな。





　その結果、佐々原は〈歴史〉を89％から99％に成長。さやかちゃんも〈目星〉を81％から90％に成長させて、二人は正気度を２Ｄ６ポイント獲得する。ただし、佐々原の正気度獲得のダイス目は３、さやかちゃんは11と、くっきり明暗の分かれる結果となった。

　キャンペーンをやっていると、このように技能を90％以上にして正気度を２Ｄ６獲得するルールがじわじわと役立ってくるものだ。もし、技能ポイントに余裕があれば、得意の技能は89％にしておくとよいだろう。






ＫＰ：あと、いつものように「幕間での成長」ルールによる経験ロールを５回ほどしておいてくれ。

睦：キーパー、今回のお役立ち技能はなんですか？

ＫＰ：まずは〈機械修理〉だね。これは絶対に必要。あとは〈言いくるめ〉とか〈忍び歩き〉とか〈隠れる〉といった探偵っぽい技能があると役立つかもね。〈歴史〉と〈オカルト〉を持っていると、ちょっと格好つけることに使えるかも。

睦：だったら〈機械修理〉は私が担当します。〈歴史〉と〈オカルト〉はタマ兄が得意だったよね？

佐々原：〈歴史〉は99％、〈オカルト〉は92％だからね。なんでもおまかせあれ。

睦：それってすごいですよね。オカルト史研究だったら、たぶん日本一の研究者なんじゃないかな？

ＫＰ：うん、技能だけ見たらそうなるだろう。まだ大学生だっていうのにね。

佐々原：御み津つ門かど学園で特別講師を任されているぐらいですから、当然ですよ。

ＫＰ：辺へん見み校長も辰巳先生の紹介で、有能な講師を招くことができてご満悦だろうよ。

佐々原：はっはっはっ、どうだい、むったん。見直したかい？

辰巳：ワシは前回のシナリオで、体内に虫がいるという妄想にとりつかれているから安静にしているよ。

ＫＰ：前回から半年は経過するので、辰巳先生は「幕間の成長」はできない代わりに、不定の狂気からは回復して、さらに正気度を１Ｄ３ポイント獲得する。

辰巳：コロコロ……２ポイント獲得。今回の正気度は29からスタートか。大丈夫かなぁ？

睦：私は技術の先生と一緒に、学園内で壊れた機械の修理とかを手伝っています。

ＫＰ：だったら、学園にずっと昔から保管されていた骨董品の時計を修理していたことにしよう。

睦：コロコロ……いつのまにか〈機械修理〉の腕前が63％にまで上達して、絵を描くより得意になってしまいました。美術部員というより、技術部員になってしまっているような（笑）。

さやか：探偵っぽい技能は、女子高生探偵の私が成長させておきます。

佐々原：じゃあ、ボクは辰巳先生のために〈精神分析〉を鍛えておこうかな（笑）。

さやか：辰巳先生が壊れやすくなってますから、〈精神分析〉は大事ですよっ！




ＫＰ：では、成長を終えたところで、シナリオを開始しよう。今回はクリスマスイブの夜からスタートする。

睦：夏から一気に冬になってしまいましたね。

さやか：去年のクリスマスイブは、るるいえ堂に怪物がやってきて大変でしたから、今年こそはみんなを招待してパーティーを開きますよ～。

佐々原：去年……あれっ、去年もさやかちゃんは高校二年生だったような？（笑）

ＫＰ：自分たちがヨグ＝ソトースの時空輪廻に巻き込まれていることに気づいてしまうと、正気度１Ｄ１００喪失するからね。

さやか：去年じゃなくて、前回です。前回のクリスマスイブ！

ＫＰ：ちなみに、パーティーには京みやこもやってきている。

さやか：クリスマスパーティーといえば七面鳥料理。料理といえば、京さんですよね。

睦：〈制作（料理）〉が25％あるのに、これまで一度も成功したことがないという……。

ＫＰ：さやかちゃんにねだられたら、七面鳥の丸焼きに挑戦するしかあるまい。コロコロ……あっ、やっぱり失敗した。

睦：真っ黒焦げの七面鳥が……。

ＫＰ／京：「いえいえ、こうして皮をそいで中身だけ食べるのがおいしいんですよ。北京ダックと同じです」

さやか：「京さん、それは逆ですから！」

ＫＰ：おいしい食事を楽しんだら、お次はプレゼント交換だ。みんなはどんなプレゼントを持ってきたのかな？

睦：そんなことするんですか？

ＫＰ：どんなプレゼントを持ってきたかで、君たちのセンスが試されるぞ。

佐々原：そんな、そういうことはもっと早く言っておいてくださいよ～。

さやか：年齢も性別も趣味も違うこのメンバーで、みんなが喜ぶようなもの……難しいですねぇ。定番だけどマフラーとかにしようかな。

辰巳：ワシは簡単な英語で書かれた、みんなも知っている物語の洋書にしよう。アリスとかピーターパンとか？

佐々原：ボクは手堅くiPod にします。お勧めの曲もダウンロードしておきましょう。

睦：私はお小遣いが少ないので……額縁だけ買って、その場で似顔絵を描いてプレゼントしようかな。

さやか：それはお洒落なプレゼントですね。

ＫＰ：どのプレゼントが誰の手に行くかは、ダイスでランダムに決定しようか。

さやか：辰巳先生のプレゼントが、京さんのところへ行くように祈っています（笑）。




　その結果、さやかのマフラーは京、辰巳先生の洋書は佐々原、佐々原のiPod はさやか、睦の似顔絵は辰巳先生、そして京のプレゼントは睦に行き渡った。




佐々原：辰巳先生のプレゼントがボクの手に……京ちゃんに殺されそう（笑）。

ＫＰ：ちなみに、京からのプレゼントは国書刊行会から順次出版されている『金枝篇』の完訳版だ。これは研究すると〈オカルト〉の技能ポイントが+5％される素晴らしい本だぞ。

佐々原：あっ、むったんいいなぁ。それって、ボク向けのプレゼントのような。

睦：実は私って〈人類学〉も好きなので、このプレゼントはうれしかったりして（笑）。

ＫＰ：さやかちゃんのマフラーは手編みだったりするの？

さやか：いえいえ……わたくしめはそのような技能は所持しておりませぬゆえ、恥ずかしながら市販品でございます（笑）。

ＫＰ：じゃあ、センスがよいマフラーかどうか〈アイデア〉ロールだね。

さやか：コロコロ……ギリギリ成功していますよ。

ＫＰ：それなら、割と京にも似合っているマフラーだね。彼女はさっそく首に巻いて、辰巳先生の方を期待するようにチラチラ見ている。

辰巳：「うむ、なかなかしっかりした編み方のマフラーだ」

さやか：「辰巳先生、褒めるのはそっちじゃないですよぉ～（笑）」

辰巳：「えっ、なんのことかね？」

佐々原：いつまでこの人たちは、こんなぬるいラブコメを続ける気なのやら（笑）。

睦：私は辰巳先生の似顔絵を描いていますよ。コロコロ……むむっ、失敗です。「ごめんなさい、辰巳先生。なんだか緊張しちゃって……あまり似ていないような……」

辰巳：「いやいや、素敵なプレゼントをありがとう。うれしいよ」

ＫＰ：そんな仲の良さそうな二人を、京がゴゴゴゴゴッという効果音とともに影からにらみつけていたり（笑）。

さやか＆佐々原：辰巳先生～、もっと京ちゃんをかまってあげて～！（笑）




ＫＰ：さて、パーティーも一段落したところで、京はこっそりと辰巳先生を呼ぶぞ。

辰巳：「なにかね、京くん？」

ＫＰ：「辰巳先生、これ……よかったらもらってください」と、きれいにラッピングされた包みを差し出す。どうやら辰巳先生への個人的なクリスマスプレゼントのようだね。

辰巳：えっ、プレゼント交換用以外にも用意しておかないといけなかったの？（笑）

ＫＰ：辰巳先生がどう思っているかは知らないけど、京としては愛しい人に専用のプレゼントを用意しておくのは当たり前のことだろう。

さやか：そうですよ、辰巳先生！

ＫＰ：ちなみに、彼女からの贈り物はイニシャル入りの手編みのマフラーだ。

佐々原：また、重いプレゼントですね……。

辰巳：「これは暖かそうだね」と、ありがたく受け取るが……。

ＫＰ：当然、京は辰巳先生になにかを求めるような目をしてモジモジしているよ。

さやか：私は二人がいなくなったことに気づいて、隠れて様子を見ていることにします。ワクワク。

ＫＰ：京もワクワクしているよ（笑）。

辰巳：……ううっ、これはちょっと気まずいな。なにかるるいえ堂にちょうどいいモノはないのか？

ＫＰ：じゃあ、さやかちゃんと辰巳先生は〈アイデア〉をどうぞ。

さやか＆辰巳：コロコロ……成功。

ＫＰ：この前、京がるるいえ堂に来たときに興味を持っていたモノがあったのを、二人は思い出す。

辰巳：それだっ、隠れて見ているさやかちゃんにアイコンタクトを！（笑）

さやか：すぐにプレゼント用のラッピングをして、こっそりと背後から辰巳先生に手渡します！（笑）

辰巳：と、その前に、それってどんなモノなんだ？

ＫＰ：第一シーズンの最後のシーンで、蘭らん弗どる叔父さんが店に並べておくようにと送ってきた商品のひとつで、銀色の円筒形をした奇妙な機械だ。もっとも、なにに使うものかはわからなくて、単なる機械風のオブジェかと思われる品だね。

睦：それってミ＝ゴ・バケツのことでは……そんなもの、京に渡していいんですかね？（笑）

辰巳：しかし、背に腹は代えられない。さやかちゃんからこっそり受け取ってプレゼントしてしまおう。

さやか：「お代はあとで結構ですから、ひそひそ（笑）」

ＫＰ：それを受け取った京は、一瞬、目を大きく見開いて驚いた顔をしてから、すぐにぎゅ～っとミ＝ゴ・バケツを抱きしめて「ありがとうございます、辰巳先生！」と、とても感激している。

辰巳：「いやいや、そんなに喜んでくれると、ワシもうれしいよ」

ＫＰ／京：「大事に研究させてもらいますね！」

辰巳：ちょっと待て、いまなんか怪しいことを言わなかったか！（笑）

さやか：まあまあ、今日はクリスマスですから。大目に見てあげてください。

ＫＰ：みんなのところに戻ってきた京は、ものすごく上機嫌だね。メイド服のスカートを翻しながら、くるくると踊るようにみんなのお世話をしている。

佐々原：「京ちゃん、なにかいいことでもあったのかなぁ？」

睦：「さっきまで辰巳先生と一緒だったみたいだけど」

佐々原：「おやおや、辰巳先生も隅に置けませんねぇ～」

辰巳：「さやかちゃんのナイスアシストのおかげだがな」

さやか：「ところで、お代は五十万円になります！（笑）」

辰巳：相変わらず高いなぁ……って、ミ＝ゴ・バケツの相場がいくらなのか知らないが（笑）。

さやか：蘭弗叔父さんがいくらぐらいで売れと指示してこないのがいけないんですよ。

辰巳：このシナリオが終わったら、年収分の収入をもらわねば。いくらヨグ＝ソトースの時空輪廻に捕らわれているとはいえ、だいぶ預金が寂しくなってきたぞ（笑）。

佐々原：探索者には金銭的な報酬なんかないですから、預金は減るばかりですものね。

ＫＰ：でも、使った金の大部分は、るるいえ堂への支払いだと思うんだけど。

さやか：おかげで、るるいえ堂の売り上げは絶好調です（笑）。







京と睦のミ＝ゴ・バケツ研究




　探索者たちが平和な正月を過ごしたあと、御津門学園は三学期がスタートした。




さやか：「この三学期が終わったら、私たちも三年生か～」

睦：「受験が始まる前に、どこか旅行したいね」

さやか：「チカぽんも誘って、沖縄とかに行きたいなぁ」って、チカぽんの様子はどうなんですか。元気になったんでしょうか？

ＫＰ：あの林間学校がショック療法になったのか、すっかり精神的にたくましくなったようだね。いまでは引退した三年生たちに代わって、陸上部の部長として活躍しているらしい。

さやか：それは良かったです。私たちにかかわったばかりに、ひどい目に遭わせてしまいましたから。

ＫＰ：もっとも、顧問の城ヶ崎先生はもういないんだけどね。

さやか：ううっ……城ヶ崎先生、ごめんなさい。

睦：「沖縄旅行かぁ……行きたいけど、るるいえ堂で稼いでいるさやかちゃんとは違って、私はお小遣いが少ないんでそんな遠出は厳しいかも」

さやか：「むったんもバイトをすればいいのに」

睦：「バイトかぁ～、お母さんが許してくれるかなぁ？」

ＫＰ：そんなことを放課後に話していると、校内放送が流れる。「ピンポンパンポーン。二年生の日野睦さん、日野睦さん、理事長室まで来てください」

さやか：「むったん、理事長室に呼ばれるなんて、なにをしたの？（笑）」

睦：「なっ、なんだろう、なにも悪いことはしていないと思うけど」と、とりあえず理事長室に行きます。

ＫＰ：理事長室では、相変わらずメイド服姿の京が一人で待っている。

睦：「日野睦です……なんのご用でしょうか？」と、おずおずした態度で入ります。

ＫＰ：別に問題があって呼び出されたといった雰囲気ではなくて「実は日野さんに、内緒のお願いがあるの」と、いってくる。

睦：「私にお願いって……なんでしょうか？」

ＫＰ：「日野さんは機械に強いそうですね。この時計を直してくれたという話を聞いたのですけど？」と、睦ちゃんが技術の先生と修理した古時計を指さす。どうやら、理事長室に飾られることになったらしいね。

睦：〈機械修理〉が63％ですから、一流とまではいえませんけど、そこそこの専門家並の腕前ですよ～。

ＫＰ：京はそんな睦ちゃんの腕を見込んで、例の円筒形の機械の研究を手伝ってほしいというんだ。

睦：なんでまた私なんかを？

ＫＰ：なんでも、睦ちゃんは他人の気がしないらしいよ。

佐々原：なにしろ、二人は中の人が同じですからね（笑）。

睦：そんな理由で！（笑）

ＫＰ：どうも、このことはあまりほかの人には知られたくないらしく、真面目で口の堅そうな睦にお願いしたいらしい。特に辰巳先生には秘密にしておいてくれと念を押される

睦：うーん。

ＫＰ：もちろん、先生たちには内緒だけどバイト代も払うよ。日当五千円という、お小遣いの少ない睦ちゃんにしては破格の金額だ。これで沖縄旅行も夢じゃないはず。

睦：「ご、五千円っ!?　やります、やりますっ！　ぜひ、やらせてください！（笑）」




ＫＰ：じゃあ、それから数日が経過したが、京と睦ちゃんの装置研究はなかなか進展しない。京によると、この装置はなにかの容器であって、どうにかすれば蓋を開けることができるはずなのだが、その方法さえわからないといった感じだ。

睦：外側しか研究できないのでは、なにもわかっていないも同然ですね。

ＫＰ：ただ、これまでの研究で、この装置が見てくれだけのオブジェではなく、高度な技術によって製造された精密機械であることだけはわかる。京がいうには、これこそが人類以上の文明が生み出したオーパーツだということだ。

睦：むーっ、オーパーツという話はとても信じられませんが、ただの美術品でもなそうですね。なんだか、だんだん私も興味がわいてきましたですよ。




ＫＰ：そんなわけで、最近、睦ちゃんは忙しそうで、さやかちゃんとつきあってくれない。

さやか：う～っ、寂しくるるいえ堂で店番をしてます。どうせお客なんて、誰も来ないでしょうけど。

ＫＰ：いやいや、それが珍しく常連以外の客がやってきたよ。しかも、外国人のお客だ！

さやか：「はわわっ、なっ、ないすみーちゅー？」

佐々原：外人だからって、いきなりそんな固くならなくても……（笑）。

さやか：だ、だ、だって、外人さんですよ？

睦：無敵のさやかちゃんの意外な弱点が（笑）。

ＫＰ：そんなさやかちゃんに、その外人は「ワタシ、日本語大丈夫で～ス」と日本語で話しかけてくる。

さやか：なんだ……日本語通じるんですか……。

ＫＰ：そのお客は、穏和そうな顔をした大柄の白人中年男性で、ちょっとくたびれた感じの背広を着ているところからして、観光客とかではなさそうだ。海外出張のビジネスマンといったところかな？

さやか：「いらっしゃいませ、どんなものをお探しですか？」

ＫＰ／外人：「この店に、こういうモノがあると聞いたのですガ？」と、メモ用紙に書かれたスケッチを差し出す。その絵はクリスマスイブに京が買っていったミ＝ゴ・バケツにそっくりだね。

さやか：「これはもしかして、このぐらいの大きさで、銀色をした変な機械ですか？」

ＫＰ／外人：「その通りで～ス。お願いします、ワタシに売ってくださ～イ」

さやか：「いや、すみません。これはもう売れてしまって……」

ＫＰ／外人：それを聞くと、お客は驚いた顔をして「誰に売ったのですカ？　教えてくださ～イ！」と、大きな体でズイズイと詰め寄ってくる。

さやか：「落ち着いてください。いくらお願いされても、お客様の個人情報はお教えできないんです」

佐々原：おおっ、さやかちゃんがまともに店番をしている（笑）。

ＫＰ：けど、お客は引き下がらないね。身振り手振りを交えて、なんとかミ＝ゴ・バケツを取り返す手段はないものかとお願いしてくる。

さやか：「なぜそんなにこだわるんです……というか、そもそもあの機械はなんなのですか？」

ＫＰ：そういわれるとお客は言葉に詰まるけど、しばらくしてから「ワタシの社長が欲しがっているのでス。ワタシもあれがどんなものなのかは知りませン」と、答える。

辰巳：社長に命じられて、わざわざ日本まで買い出しに来たのか。ご苦労なことだ。

睦：あんなものを欲しがる社長って怪しすぎますよ（笑）。

さやか：「うーん、仕方ないですねぇ。そこまでおっしゃるのなら、私の方からお客様に買い戻しができるか交渉をしてみます。それで結構ですか？」

ＫＰ：「けっこうで～ス。あなた、とてもいい人で～ス」と、大きな手でさやかちゃんの手を握りしめる。えーと、ここでさやかちゃんは〈マーシャルアーツ〉をロールしていいよ。

さやか：なぜ、〈マーシャルアーツ〉なんか？　コロコロ……失敗です。

ＫＰ：では、なにもわからなかった（成功していれば、このお客の身のこなしやこぶしから、なんらかの格闘術を身につけているのではということが推測できた）。

さやか：うーん、怪しい人ですね。とにかく、連絡先を教えてもらうために名刺をもらっておきましょう。

ＫＰ：「Ｏｈ、ごあいさつが遅れましタ。ワタシはロジャースといいま～ス」と、差し出された名刺には「クライン生命相互保険会社　日本支店」と書かれてあるね。

さやか：クライン生命……って。

佐々原：この前の庄司博士のショゴス研究に出資していた、怪しい会社の名前ですよ。

さやか：これはただの偶然でしょうか？

ＫＰ／ロジャース：「お嬢さん、どうかしましたカ？」

さやか：「いえいえいえっ、別になんでもありません！　ところで、買い戻すとしてご予算はいくらぐらいですか？」

ＫＰ／ロジャース：「三百万ぐらいでしたら用意できま～ス」

さやか：「……えーと、それはドルで？（笑）」

ＫＰ／ロジャース：「円で～ス。ジャパニーズ・エンで～ス！」と、さやかちゃんの恐ろしい勘違いに焦っているよ（笑）。

さやか：たぶんそのぐらいの金額では、あの京さんが辰巳先生のプレゼントを売ってくれるとは思えませんが。

佐々原：なにしろ、安あん針じん塚づか財閥のご令嬢だもんね。

ＫＰ：でも、ロジャースの顔つきからすると、それほど潤沢に予算があるわけでもなさそうだよ。

さやか：「わかりました。買い戻せるかお約束はできませんが、交渉だけはしてみますので」

ＫＰ／ロジャース：「よろしくお願いしま～ス！」と、彼は何度もしつこく念を押してから、るるいえ堂を出て行った。

さやか：では、さっそくみんなに電話をします！（笑）





　すぐさま、さやかちゃんは探索者全員にクライン生命のロジャースがやってきたことを相談する。さきほどお客様の個人情報がどうのとか言っていたのは、きっとボクの気のせいだろう。

　そして、クライン生命に不審なものを感じ取った探索者たちは、その正体を調べようと行動を始めた。






さやか：会社のウェブサイトとかはあるんですか？

ＫＰ：英語のサイトならあるよ。本部はアメリカにあるようで、サイトには日本支部のことも載っている。

佐々原：お客を装って、名刺の電話番号に連絡してみましょう。

ＫＰ：「はい、クライン生命ですが」と、女性が出るよ。日本人みたいだね。

佐々原：「えーと、保険の資料を送ってほしいんですけど……」

ＫＰ：そういった個人客相手の保険商品は扱っていないらしくて、やんわりと断られるね。どうやら特別な顧客しか相手にしていないようだ。

辰巳：やはり事務所に電話がひとつあるだけのダミー企業なのかもしれないな。クライン生命の本部について、もっと調べたいのだが……。

ＫＰ：さすがにアメリカの会社を日本で調べるのは限界があるよ。

辰巳：だったら、アメリカの興信所に頼もう。企業の信用調査だといえばやってくれるはずだ。

ＫＰ：では、辰巳先生は〈英語〉ロールをどうぞ。ちょっと込み入った内容になるだろうから、ここはボーナスなしで１倍ロールだね。

辰巳：なぁに、国際電話など慣れたものだ。コロコロ……成功したぞ。

ＫＰ：了解。一週間ぐらいで調査報告をまとめてくれるそうだ。

辰巳：うむ、クライン生命についてはこんなところかな？

さやか：ロジャースがミ＝ゴ・バケツを売った相手を調べるために帳簿を盗みに来るかもしれないので、噓の情報を書いたニセ帳簿を用意しておきましょう。

ＫＰ：さやかちゃん、それ本気で言ってるの？（そんなことされると、今後の展開が面倒だなぁ）

さやか：えーと、かなり本気ですが駄目ですか？

睦：いや、さやかちゃん……それはさすがに妄想が過ぎるのでは。

辰巳：ちょっと偏執症気味の発想かもな。まだなにも事件は起きていないわけだし。

さやか：……そうですか。じゃあ、やめておきます。

ＫＰ：それが普通の反応だろうね（ホッ、よかった）。

さやか：ナイスアイデアだと思ったんだけどな。あっ、いちおう、京さんに会って、ミ＝ゴ・バケツを買いたいという人がいたことを伝えておきますね……。

ＫＰ：「私が辰巳先生からのプレゼントを売るわけないじゃないですかーっ！」と、京はぐるぐるした目で猛烈な勢いで拒絶するよ。

さやか：「ひぃ、ごめんなさい！　ですよね、そうですよね。それなら結構ですっ！」

佐々原：やっぱり、無理だったね（笑）。

さやか：「ちなみに、この会社の社長さんが欲しがっているようなんですけど」と、ロジャースの名刺を見せてみましょう。もしかしたら、安針塚財閥の情報網でクライン生命のことをなにか知っているかも。

ＫＰ／京：「クライン生命……聞いたこともない会社ですね。こんな木っ端会社の社長ぐらい、あまりしつこいようでしたら私が話をつけてあげますよ」

さやか：怖い……京さんが怖い……。ロジャースには、やっぱり無理だったと連絡しておきます。

ＫＰ：かなり残念そうだけど、それ以上は無理も言えないと思ったのか、渋々ながら引き下がるね。

さやか：やっぱり三百万円では無理ですよ。三百万ドルなら、私ももっと頑張るんですけどね（笑）。

睦：さやかちゃんの金銭感覚って……。




ＫＰ：さて、それからまた数日後、理事長室を訪ねた睦ちゃんに、京はミ＝ゴ・バケツ研究に大きな進展があったと言ってくる。

睦：むっ、どうしたのでしょう？

ＫＰ：みんなが授業を受けている間、京が仕事もしないでコツコツと一人で研究をしていたところ、偶然にもバケツの蓋を開けることに成功したらしい。

睦：「それはすごい。ぜひ、見せてください！」

ＫＰ：バケツの内側は複雑な構造になっていて、機械とトロッとした液体で満たされている。機械からはなにかと接続するためらしい細いチューブが無数に伸びていることからして、いまは空なのではという感じがするね。

睦：「む～っ、ここをこうしたら開いたんですか。それは盲点でしたねぇ～」

ＫＰ：さて、ここで睦ちゃんは〈機械修理〉をどうぞ。

睦：ここは重要ですね。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：睦ちゃんは、この機械が生物の内臓器官などを生きたまま保存するための装置ではないかという推論ができる。ただし、これは明らかに人類の技術を超えたテクノロジーの産物であり、そんな常識を打ち砕くような宇宙的事実に気づいてしまった睦ちゃんは、〈正気度〉ロールをしてもらおうか（笑）。

睦：わっ、罠だ～っ！　コロコロ……ホッ、成功です。

ＫＰ：だったら正気度は喪失しないね。

睦：「むーっ、いままでオーパーツなんて話は信じていませんでしたが、これは本当に本物のようですよ。すごいことです」

辰巳：でも、脳みそは保存されていなかったんだな。まだ未使用のミ＝ゴ・バケツなのか？

睦：そういえばそうですね。

ＫＰ：睦ちゃんは〈アイデア〉か〈機械修理〉をどうぞ。

睦：今度は〈アイデア〉で、コロコロ……成功です。

ＫＰ：内部を見たところ、ずっと使われていなかったという感じではないな。劣化しているような部分はなくて、すぐにでも使えそうだ。

睦：やっぱり未使用のミ＝ゴ・バケツなのかな？





　今後の探索で判明しなかった隠された事実だが、先に蓋を開けた京はミ＝ゴ・バケツの中に人間の脳が保管されていることを発見している。しかし、睦に見せる前にその脳を抜き取って、別の場所に移したのである。

　なぜ彼女がそのようなことしたのかは、のちほどわかるだろう。

　同じころ、なんとと驚くべきか、案の定というべきか、るるいえ堂に何者かが忍び込んだ痕跡が発見された。巧妙に隠蔽はされていたのだが、女子高生探偵のさやかちゃんの〈目星〉をだますことはできなかったのだ。

　しかし、不思議なことに犯人は現金や骨董品には目もくれずに、帳簿類をいじっただけで去っていったらしい。






さやか：だから、ニセ帳簿を用意するって言ったじゃないですか～（泣）。

佐々原：ロジャースが売った相手の情報を盗みに来たんでしょうね。

睦：この展開は予想していましたけど、やっぱりニセ帳簿を用意しておくのはやり過ぎではないかと。

辰巳：だがこれで探索者的にも、クライン生命のロジャースが怪しいと感じるようになるだろうな。

さやか：京さんに、ミ＝ゴ・バケツが盗まれないように注意しておかないと。

ＫＰ：睦ちゃんは知っているんだけど、現在、ミ＝ゴ・バケツは御津門学園の理事長室の金庫に保管されている。いろいろと重要な個人情報が保管されている理事長室のセキュリティはしっかりしていて、勝手に入ろうとすれば警備会社に通報が入るようになっている。金庫も最新式のもので、そのへんのこそ泥ではとても太刀打ちできるものではないな。

佐々原：さすが安針塚財閥。セキュリティは万全ということですか。

ＫＰ：民間としては最高レベルかと。それ以上に安全な場所となると、銀行の貸金庫とかしかないね。

辰巳：それならひとまず安心というところか。そういえば、興信所からの報告書はまだか？

ＫＰ：おっと、そういえばそろそろ来るころだな。えーと、報告書によるとクライン生命のアメリカ本部も、やはり実体のない書類上だけのダミー企業らしい。脱税や不正経理に利用されている形跡は発見できなかったけど、かなりうさんくさい企業であることには間違いないね。

佐々原：いったいなんの隠れ蓑なのやら。

辰巳：クライン生命は、いつぐらいからある会社なんだろう？

ＫＰ：いつ創業したかははっきりしないけど、一九二〇年代から存在していることは間違いないみたいだね。

辰巳：ずいぶん古くからあるな……一九二〇年代のアメリカということは、なにか原作小説かシナリオに元ネタがあるのかも。

睦：記憶にはないですけど、そういわれるとそうかもしれませんね。













[image: ]

　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「ミ＝ゴの円筒状の脳収容器」




　　　　　　　どうも、好きな宇宙人はジーロの、むったんです。

　　　　　　　このシーンで京が欲しがっているモノはミ＝ゴの円筒状の脳収容器というもので、いろいろなシナリオに登場する定番アイテムのひとつです。ちなみに、私たちはその形からミ＝ゴ・バケツという愛称で呼んでいます。

　　　　　　　さて、ミ＝ゴというのは、地球にしかない特別な鉱物を採掘するために、なんとジュラ紀の大昔から飛来してきている宇宙人の一種です。冥王星（別名ユゴス）に前哨基地をもっていることから、ユゴスよりの菌類と呼ばれることもあります。見た目は翼を持ったエビのようで、頭は卵形のキノコのように描かれることが多いですが、外科手術が得意なので自在に姿を変えることができるともいわれています。

　　　　　　　彼らはとても進んだ科学技術を持っていて、そのひとつが人間の脳を生きたまま保存するための装置「円筒状の脳収容器」です。三十センチぐらいの金属製のバケツのようなもので、この中に保存された脳は数千年も生きたままでいられます。しかも、装置を経由して外の様子を見たり聞いたり、さらにはスピーカーで話をしたりすることさえできるのです。ほとんどサイボーグですね。

　　　　　　　るるいえ堂主人の蘭弗さんがどこでこんなモノを手に入れたのかは知りませんが、正気度ゼロの京に渡していいものやら迷うのは、プレイヤーとして当然のことかと思います。

　　　　　　　もっとも、このミ＝ゴ・バケツにそんな秘密があるなんて、探索者は知らないことなんですけどね～。









なぞの転校生ジェフリー




ＫＰ：いろいろあって、シナリオ内の時期は二月となる。今日は佐々原による特別授業の日だよ。

佐々原：張り切って授業をしますよ。今回こそ、歴史とオカルトの関連性について熱く語らねば。

ＫＰ：前回の授業が好評だったので、辺見校長もテーマは佐々原に一任するそうだ。自由にやってくれ。

睦：タマ兄の晴れ舞台を見に行かねば。

さやか：私も応援しに行きますよ。

辰巳：ワシも出席していいのかな？

ＫＰ：辰巳先生には、京の隣にちゃんと特別席が用意されているよ。

辰巳：では、佐々原のお手並みを拝見させてもらおうか。

ＫＰ：御津門学園の講堂には全校生徒が集まって、佐々原の特別授業を受けることになる。前回、地方新聞に取り上げられたこともあって、生徒以外の見学者や記者の姿もチラホラ見える。さて、この大舞台での佐々原は面白い授業ができるかどうか〈歴史〉と〈オカルト〉を同時にロールしてもらおう。ここは技能の何分の一で成功しているかによって、その完成度が変化することにしようか。

佐々原：じゃあ、ボクの得意としている、日本の歴史に隠れたオカルト的な事実について……。

辰巳：「天海和尚は、実は明智光秀だったのだよ」みたいな？（笑）

佐々原：そんな感じで、コロコロ……大成功。五分の一どころか、技能を八分の一にしても成功していますよ。

ＫＰ：それなら、普通は退屈しそうな歴史の話なのに、佐々原の口から語られるとこれが実に興味を引く内容となる。辺見校長も辰巳先生に「若いのに大したものですな」とささやいて、すっかりご満悦だ。

佐々原：「今日、お話ししたことを題材としたボクの新作小説が近日発売です。どうぞよろしく」と、記者の方に宣伝も忘れません（笑）。

ＫＰ：さて、授業の最後には質疑応答の時間があるんだけど、講堂の後ろの方の生徒が手を挙げている。

佐々原：「はい、そこの君」

ＫＰ：その生徒が立ち上がると、講堂がざわざわとする。彼はまるで絵に描いたような金髪碧眼きんぱつへきがんの美少年だ。ただ、室内なのにダッフルコートを着込んでいて学園の制服を着ていない。

さやか：留学生でしょうか？

佐々原：「君は学園の生徒なのかな？」

ＫＰ：「ボクはジェフリー・クォレンといいます。本当は明日からこの学園に転校する予定だったのですが、どうしても佐々原先生の授業を聞きたくて、特別に聴講をさせていただきました」と、彼はほぼ完璧な日本語で答える。

佐々原：「それは光栄だね。で、どんなことを聞きたいのかな？」

ＫＰ：「先生の天海和尚を明智光秀として考える思想の根源には──」と、彼はかなり突っ込んだ質問をしてくるね。その質問を聞いた佐々原は、もう一度〈歴史〉と〈オカルト〉を同時にロールしてもらおうか。

佐々原：ここで失敗したら生徒たちの前で大恥だ。コロコロ……もちろん成功しました。

ＫＰ：だったら、佐々原は彼の質問にも的確な回答をすることができる。同時に彼の歴史の知識は大したものだけど、一方でオカルト的な知識は乏しいことがわかるね。だからこそ、佐々原独自の思想である歴史をオカルト的側面から切り取るという授業に興味を持っているらしい。

佐々原：「君はずいぶん歴史の勉強をしているようだね。だけど、真に歴史を理解するには、オカルト的な見地から研究することも重要でね──」

さやか：ああっ、せっかくいい授業だったのに、また佐々原さんが電波なことを言い始めましたよ……。

ＫＰ：でも、そんな佐々原の電波の入った言葉にもジェフリーは素直に感銘を受けて、同時にさらに突っ込んだ質問をしたりしている。なんというか、彼は若いのにとても聞き上手だね。

佐々原：では、どんどん調子に乗って歴史オカルトよもやま話で盛り上がっています。

辰巳：生徒たちは、完全に置いてきぼりだな。

睦：タマ兄、そのへんでやめておいた方が（笑）。

ＫＰ：京だけは、そんな佐々原のオカルト話の暴走を喜んで拝聴しているようだけどね（笑）。





　そんなジェフリーは、偶然にもさやかちゃんたちと同じクラスとなった。

　誰もがほれぼれするような美少年でありながら、どんな話題にでも興味を持って、気さくに接してくる性格から、彼は瞬く間にクラスの人気者となった。






さやか：だけど、ちょこちょこと小さな事件が起きているこの時期に、外国人が転校してくるなんて怪しいですよね。クライン生命に関係しているんじゃないでしょうか？

睦：今日のさやかちゃんは、妙に疑り深いよね。

ＫＰ：そんなふうにさやかちゃんがジェフリーに距離を置いていると、ある日、向こうから話しかけてくるよ。「クラスのみなさんにお聞きしたのですが、さやかさんは佐々原先生や辰巳先生とお知り合いなんですってね」

さやか：「ええ、バイトをしている骨董品店の常連さんなものだから」

ＫＰ／ジェフ：「ボクは辰巳先生の心理学に関するご本を読ませていただいたことがあるんですよ」

さやか：「そうなの、私は読んだことないけど（笑）」

ＫＰ／ジェフ：「それはもったいない、あれは素晴らしい本ですよ。それに、この前の佐々原先生の授業もたいへん興味深いものでした。そんな二人とお知り合いだなんて、とてもうらやましいです」

さやか：「だったら、佐々原先生とイトコの子もいるのよ」と、むったんを呼び寄せます。

睦：「ど、ど、どうもこんにちは」って、ジェフリーみたいな外人の男子とどう接してよいかわからないので挙動不審になっています。

さやか：「そんなにあの二人に興味があるのなら、今度、紹介してあげようか？」

ＫＰ：「えっ、本当ですか。ありがとう、さやかさん！」と、ジェフリーはさやかちゃんの両手を握って感謝している。外人だけあって自然にスキンシップをしてくるね。

さやか：私もそういうところはおおらかなので、あまり気にせずに受け答えしてますよ。

睦：その代わり、クラスの女子たちが嫉妬してにらんでいそう（笑）。

ＫＰ：ところで、挙動不審の睦ちゃんは、このとき京とのミ＝ゴ・バケツ研究で使っている工具をうっかり落としてしまう。

睦：ありゃりゃ、拾い集めますけど。

ＫＰ：当然のように、ジェフリーも手伝ってくれるのだけど──

さやか：あっ、むったんに恋愛フラグが立つのかな？（笑）

ＫＰ：いや、彼は睦ちゃんの持っている精密機械を扱う専門工具の方に見とれているな。

さやか：なぜ、工具の方にっ！（笑）

ＫＰ／ジェフ：「なんて精密で使いやすそうな工具なんだろう。さすがはメイドインジャパンです」

睦：私って、そんなすごい工具を持っているんですか？

ＫＰ：オーダーメイドとかそんなすごいものではないけど、専門店でしか取り扱っていないようなワンランク上の工具だよ。睦ちゃんが技術にハマっていた中学三年生のときの誕生日プレゼントだね。

睦：「ジェフリーは、こういうものに興味があるの？」

ＫＰ／ジェフ：「はい、よかったらどこで買えるのか教えていただけませんか？」

睦：「えーと、秋葉原なら売っていると思うけど」

ＫＰ／ジェフ：「秋葉原ですか！　いま日本の文化の発信源のひとつとなっている町ですね。一度、行ってみたかったんです」

睦：「文化といっても、ちょっと特殊な文化だけどね……」

ＫＰ／ジェフ：「睦さん、今度よかったら秋葉原を案内してもらえませんか？」

さやか：おやっ、デートのお誘いですよ（笑）。

佐々原：むったんと二人きりで外出など許せ～ん。ボクも一緒に行きますよ！

ＫＰ：いきなり出てくるんじゃない（笑）。

佐々原：さやかちゃん、ボクもジェフリーに紹介するのです。秋葉原には同伴します！

さやか：佐々原さんにいわれなくても、さっき紹介すると言ったし、ちょうどいいからみんなで秋葉原に出かけましょうか。

辰巳：ワシも行くのか？　秋葉原には、まったく関心がないのだが……。

ＫＰ：さやかちゃんの提案でみんなでお出かけしようという話題になると、ジェフリーはついでに銀座にも行ってみたいという。

さやか：「銀座なんて、あんなセレブしか近寄れないような町に女子高生の身分で行けませんよっ！」

ＫＰ：さやかちゃんは銀座を少し誤解していると思う（笑）。

睦：「でも、どうして銀座に行きたいの？」

ＫＰ／ジェフ：「以前、祖父がお世話になった方が銀座にいるそうで、ごあいさつをしたいと思ってるんです」

睦：「お世話になった日本人って、どんな方なんです？」

ＫＰ／ジェフ：「佐さ比ひ売め党とうの溝みぞ口ぐちさんという方です」

辰巳：さ、佐比売党だと～～～っ!?（笑）




　ジェフリーと一緒に買い物へ行くことにしたさやかちゃんと睦ちゃんたちは、辰巳先生と佐々原にもそのことを伝える。




さやか：「ジェフリーは銀座にある佐比売党というところに用があるみたいなんですよ。辰巳先生なら銀座にも詳しいでしょうから、私たちを案内してもらえませんか？」

ＫＰ：じゃあ、佐比売党という名前を聞いた人は〈歴史〉と〈オカルト〉を両方ロールしてくれ。

辰巳：コロコロ……〈歴史〉は成功したぞ。

佐々原：コロコロ……ボクは両方に成功しています。

ＫＰ：〈歴史〉で成功した人は、佐比売党というのが、明治から昭和初期にかけて存在した、日本の鉄鋼業界における互助会（財閥による談合のための寄り合い）であることを知っている。ただし、昭和初期には自然消滅しているという話だ。

辰巳：やはりあの佐比売党か……。

ＫＰ：〈オカルト〉に成功した人は、その佐比売党には宗教色の強い一面があり、信憑性の低い噂として、彼らが天てん狗ぐと通じて、組織の運営に巫み女この託宣を利用していたという話を聞いたことがある。その託宣の場は、現在の銀座にあったそうだね。

辰巳：佐比売党の溝口といえば、ショゴスとのかかわりも深い。もしかすると、庄司博士のショゴス研究──そして、クライン生命ともつながるのかもしれないな。

睦：なんだか、時代をまたいだ大きな話になってきましたね。

辰巳：昭和初期になくなった佐比売党が銀座に残っているとは思えないが、プレイヤー的にはジェフリーにすごく興味が出てきたぞ。

さやか：「じゃあ、今度の休みは辰巳先生がスポンサーで銀座さんぽということでっ！」

睦＆佐々原：「わ～～～い！」

辰巳：「まあ、いいんだけどね。銀座かぁ……高くつきそうだなぁ（笑）」




ＫＰ：そんなわけで、日曜日、探索者たちとジェフリーは銀座に集合する。ちなみに、彼はいつものダッフルコートを着込んで、下にもモコモコのセーターを着ている。寒さに弱いらしく、日本の冬はこたえるらしい。

さやか：銀座なんて初めて来たので、辰巳先生から離れずについていきます。

ＫＰ：もうすぐバレンタインデーなので、銀座のウィンドーもハートで一杯だね。

睦：「そろそろ、みんなのチョコを買わなきゃ」

さやか：「えっ、むったんはみんなにチョコをあげているの？」

睦：「お世話になった人たちにはあげているよ。今年は辰巳先生にもあげないと」

さやか：去年、私は辰巳先生たちにあげたのかなぁ。ううっ、なぜか去年のことが思い出せない……（笑）。

佐々原：さやかちゃん、無理して思い出すと正気度が減るよっ！（笑）

ＫＰ：第一シーズンの前から、辰巳先生たちはるるいえ堂の常連だったんだから、チョコぐらいあげてたんじゃないの？

睦：「今年はチカぽんも誘って、三人で手作りチョコにしようか。一緒に作れば安上がりだし」

さやか：「料理上手のむったんが手伝ってくれるのなら、よろこんで！」

ＫＰ：そんなガールズトークにジェフリーは興味を持っているようだ。

佐々原：「こらこら、ジェフリー。ああいう女子の会話は聞こえないふりをするのが礼儀というもんだよ」

ＫＰ／ジェフ：「あっ、すみません。日本のバレンタインデーという文化には興味がありまして。だいぶアメリカとは違うようですね。なんでも、ホワイトデーというものもあるとか……」

辰巳：欧米だと、女性から男性にチョコを贈るだけとは限らないらしいな。男性からも贈り物をすることがあるし、チョコ限定というわけでもないそうだ。

さやか：へぇ～、そうなんですか。じゃあ、アメリカにはホワイトデーはないんですね。

ＫＰ：そもそもホワイトデーなんて、ボクが子供のころにようやく定着してきたような新しい習慣だからなぁ。

辰巳：ワシが若いころには、バレンタイデーすらなかったけどな（笑）。

ＫＰ：辰巳先生は戦中生まれですからねぇ……。

睦：じゃあ、ジェフリーには日本風のバレンタインデーとホワイトデーの説明をしてあげましょう。

さやか：「ホワイトデーは三倍返しというのが日本の作法なのです」

佐々原：「そこそこっ、妙なことを教えない！（笑）」

ＫＰ：睦ちゃんの説明を、ジェフリーは真剣に聞いている。バレンタインデーという文化が日本でこうした形で根付いたことに対して、近代史や民族性などをふまえて真面目に考察しているようだね。

さやか：「そんな真面目に考えなくても、女子と男子のお祭りだと思えばいいのよ」

ＫＰ／ジェフ：「お祭り……すなわち、チョコレートは日本人にとって、ハレの食べ物ということですか」

辰巳：「ハレの食べ物とは、君はずいぶんと古風な考え方をするねぇ」

ＫＰ／ジェフ：「本で学んだことばかりなので、お恥ずかしい限りです。こうしてみなさんと一緒に、生きた日本の文化とふれあうことはとても勉強になります」

佐々原：「ジェフリーは真面目だなぁ」

辰巳：「よほど日本のことに関心が深いと見えるね。将来はそういった研究者の道に進むつもりなのかい？」

ＫＰ：「いえ、ボクはただ知識を集めるだけで……辰巳先生や佐々原先生のように、独自の視点で新しい解釈をするといったことはできそうもありません」と、ジェフは語る。そう言われてみると、彼はとても聞き上手でいろいろと鋭い質問をしてくることはあるんだけど、基本的には教わるばかりで自分の解釈などを述べるようなことはほとんどない。

辰巳：ふぅ～む？

ＫＰ：だけど、その知識量は驚くほどで、辰巳先生がちょっと話を広げすぎて脱線しても、平気でその話題についても深く付き合うことができるんだ。日本以外の歴史や文化については、辰巳先生や佐々原以上に詳しいかもしれないと思わせるときさえある。

さやか：すごい子ですね。どれだけ物知りなんでしょう？

辰巳：「まあ、いまはまだ受け身の学問でも結構。若いのだから、これからなんにだってなれるさ」

佐々原：「ジェフリーには、将来なりたいものとかはないの？」

ＫＰ／ジェフ：「もしも夢がかなうなら、佐々原先生みたいに、小説でも、絵でも、音楽でも、なんでもいいから自分を伝えられるようなことができたらと思っています」

さやか：「あのね、私は探偵になることが夢なの！」

ＫＰ／ジェフ：「さやかさんなら、きっと映画に出てくるような美人探偵になれるでしょうね」

さやか：みなさん、ジェフリーはいい子です。いい子ですよっ！（笑）

佐々原：「さやかちゃんの夢はともかくとして、ジェフリーの夢は素晴らしいと思うよ。ボクも応援している」

ＫＰ：そんな佐々原の言葉に、ジェフリーははにかんだような笑みを浮かべるね（ここでみんなの〈心理学〉を、コロコロ……辰巳先生が成功したか）。ただ、辰巳先生はそんな彼にあきらめにも似た、年齢にふさわしくない自分自身を達観したような雰囲気を感じ取るのだった。

辰巳：なんだかいろいろと裏のありそうな子だが、いまは大人びた少年だと思うだけだろうなぁ。

さやか：「ところで、ジェフリーは佐比売党の場所に心当たりはあるの？」

ＫＰ：うん、ジェフリーは佐比売党があったとされる住所を書いたメモを見せてくれる。だけど、それはかなり古い表記の住所だね。いまは番地などが変更されてしまっているだろうな。

佐々原：〈歴史〉で、どのへんかわかりませんか？

ＫＰ：うん、成功すれば、だいたいの見当はつくよ。

佐々原：コロコロ……成功しました。「この住所でしたら、いまはあのブティックが建っているあたりですね」

辰巳：近くまで行ったら、昔のことを知っている地元の人に尋ねながら正確な住所を探すとしよう。

ＫＰ：意外なことに、ジェフリーも少しは銀座のことに詳しいみたいだね。時々、地元の人が教えてくれる目印を知っているような素振りを見せる。ここでもう一度〈歴史〉ロールができるよ。

佐々原：コロコロ……ボクが成功しています。

ＫＰ：どうもジェフリーが知っている銀座は、かなり古い時代の様子のようだ。昔の銀座にあった、路面電車やカフェーなんてことを口にしている。だいたい、関東大震災後から戦前にかけての銀座といったところかな。

佐々原：「ジェフリーはずいぶん古い銀座を知っているみたいだけど……なぜだい？」

ＫＰ／ジェフ：「あっ……はい、祖父がいろいろ昔話をしてくれたものですから。でも、祖父の話と比べて、銀座はだいぶ変わってしまったようですね」

さやか：「もしかして、ジェフリーのお爺さんは日本人だったの？」

ＫＰ／ジェフ：「いいえ、ボクと同じアメリカ人ですよ。ただ、鉄鋼の貿易関係の仕事をしていて、銀座にも長くいたそうなんです。日本のことは、そんな祖父から学びました」

辰巳：鉄鋼の貿易をしていたから、佐比売党とかかわりがあったというわけか。

ＫＰ：ここで〈母国語〉のロールをしてもらおうかな？

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

さやか＆睦：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：失敗した人はジェフリーの日本語には少しだけ妙なところがあると思うだけなんだけど、成功した人は彼の言葉遣いがやけに古風であることに気づくね。おそらく古風な日本語を教わってきたのだろうと推測できる。

佐々原：お爺さんに日本語を教えてもらったからなんでしょうかね。





　辰巳先生の聞き込みと、佐々原の歴史知識のおかげで、ようやくメモの住所にたどり着くことができた。

　ただ、その住所にあった真新しいビルには佐比売党の痕跡すらなく、やはり昭和初期に自然消滅したという話は正しかったらしいことがわかっただけであった。

　残念がるジェフリーを励ましながら有楽町まで散歩した探索者たちは、辰巳先生の好物である旬のふぐ料理をごちそうになり、山手線で秋葉原へと移動する。






佐々原：よ～し、秋葉原のオタク文化で、ジェフリーを洗脳してしまいましょう（笑）。

ＫＰ：好奇心が旺盛なジェフリーは、秋葉原の町並みにも興味津々だね。メイドさんを見て「学園の理事長と同じような服装をしている女性があちこちにいますね。日本で流は行やっているものなのでしょうか？」とかいっている。

さやか：「えっ、えーと、流行っているのかなぁ？（汗）」

佐々原：「流行っていないことはないだろうけどね（笑）」

睦：そんなところばかり見せていないで、工具の専門店の方に連れて行ってあげますよ。

ＫＰ：じゃあ、秋葉原に古くからあるような玄人向けの工具店にやってきた。ジェフリーは真剣な顔で工具を吟味しているけど、だんだん店頭にあるものでは物足りなくなってきたのか、店主と直接相談をするようになる。かなり専門的な工具を欲しがっているようで、店主は分厚いカタログを何冊も持ってきて、メーカーから取り寄せるための注文書を書いたりしたりしているね。

睦：いったいどんな工具を買っているのでしょう。ちょっと二人の会話に聞き耳を立てています。

ＫＰ：専門用語が飛び交っているので、理解するには〈機械修理〉をどうぞ。

睦：「なにを話しているのかなぁ？」と、コロコロ……成功しました。

ＫＰ：電子部品などの精密機器を扱う工具のほかに、手術に使うような医療用器具メーカーのカタログからも取り寄せをしてもらっているようだ。

睦：「ねえ、ジェフリー。医療用器具なんてなにに使うの？」

ＫＰ：細かな作業をするとき、専門の工具ではなくて医療用器具で代用した方が役立つことがあるそうだよ。

辰巳：ふ～む、モデラーもプラモ専用の工具以外に、いろいろな道具を代用品として使うことがあるからな。

睦：でも、なんか怪しいですよね……やっぱり、ミ＝ゴ・バケツと関係しているのかも。

ＫＰ：そういうふうに考えれば、確かにミ＝ゴ・バケツを取り扱うのにちょうどよい工具を買っているね。

睦：むむむぅ～～～っ、怪しい！　ジェフリー、怪しすぎる！

辰巳：やはりミ＝ゴ・バケツを狙っているクライン生命の関係者なのかもしれんな。

さやか：けど、素直で勉強熱心で、とってもいい子ですよ。

辰巳：それは同感だが……時折見せる、はかなげな様子というか、将来を達観したような態度が気になるな。

佐々原：なんだか、見た目よりも歳を取っているようなところがありますよね。

睦：いったい、どんな秘密を抱えているのでしょうねぇ？










　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「佐比売党」




　　　　　　　どうも、好きな『白無垢の仮面』のキャラは鷹城秀太郎の、むったんです。

　　　　　　　佐比売党というのは『クトゥルフと帝国リプレイ　白無垢の仮面（新紀元社刊）』に登場する日本の秘密結社の名前です。

　　　　　　　表向きは鉄鋼業の互助会というまともな組織ですが、その裏ではミ＝ゴとのかかわりを持ち、独自にショゴスなどの研究をしていた狂信者たちによって統括されていました。溝口というのはそんな佐比売党の幹部の一人です。

　　　　　　　辰巳先生のプレイヤーさんは『白無垢の仮面』でも探索者をプレイしていたので、思わぬ懐かしい名前にビックリしてしまったようですね。












不可能犯罪発生




　睦ちゃんはバレンタインデーに向けて手作りチョコの準備にいそしむが、一方で京とのミ＝ゴ・バケツの研究の方もおろそかにはできなかった。




ＫＰ：なんだか、京は研究を早く進めなければと焦っているようだね。

睦：「どうしてそんなに急がないといけないんですか？」

ＫＰ／京：「バレンタインデーには間に合わせたいのよ。この研究成果を辰巳先生にプレゼントしたいの」

辰巳：そんなものプレゼントされてもなぁ。

睦：生き物の器官を保存できる装置をいったいなにに使うというのでしょう？

さやか：チョコでも入れてプレゼントするんじゃないですか？

佐々原：いつまでも新鮮な味わいで生チョコを保存できるとか（笑）。

睦：生なまチョコならぬ、活いきチョコですね。チョコを生きたままお届け！（笑）

辰巳：それはたぶん、チョコではなくてショゴス的なナニかだ！

ＫＰ：まっ、そんなわけで手作りチョコの準備はあるだろうけど、放課後は京の手伝いに忙しいわけだ。そんなある日、いつものように理事長室でミ＝ゴ・バケツの研究を進めていると……窓の外で物音がするのに気づく。ちなみに理事長室は学園の一階にある。

睦：んっ、なんでしょう。窓は閉まっているんですよね？

ＫＰ：いまは冬だからね。

睦：じゃあ、警戒しながら外の様子を見に行きます。

ＫＰ：京も一緒に窓の外をのぞいているけど、誰もいないね。

睦：なんだったんだろう？

ＫＰ：──と、睦ちゃんが振り向いたとき、さっきまで応接用テーブルの上にあったミ＝ゴ・バケツがこつぜんと消え失せている！

睦：なんですってぇ～!?

ＫＰ：睦ちゃんがミ＝ゴ・バケツから目を離したのは、ほんの二～三秒だけだ。理事長室の扉が開いたような物音はしなかったし、そもそも二人が目をそらした一瞬のすきを狙って、外から入って、ミ＝ゴ・バケツを持ち去るなんて物理的に不可能な話だね。

睦：もちろん、室内に犯人はいないんですよね。天井やテーブルの下とかを見回しますよ。

ＫＰ：〈目星〉をしてみていいよ。

睦：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：この部屋に誰も隠れていないことは確信できる。煙のように消え失せてしまったとしかいいようがないな。そんな信じがたい体験をした睦ちゃんは〈正気度〉ロールをどうぞ。

睦：なんだか、私ばかり〈正気度〉ロールをさせられているような。コロコロ……成功です。

ＫＰ：だったら、正気度は喪失しない。京の方も驚いてはいるが取り乱す様子はないね。

佐々原：京ちゃんは〈正気度〉ロールをしないから（笑）。

睦：これは不可能犯罪のにおいがしますね。理事長室の扉の錠は掛かっていたのでしょうか？

ＫＰ：二人が部屋にいるんだから、錠は掛けていないよ。誰か入ってきたら、すぐにわかるからね。

睦：急いで部屋を出て、廊下を見渡してみます。大きな荷物を持っている人はいませんか？

ＫＰ：チラホラと生徒の人影はあるけど、不審な人物は見あたらないな。

睦：犯人はどこに消えたのか……これは女子高生探偵の出番のようですね。「理事長、さやかちゃんたちに相談してみてはいかがでしょうか。彼女たちはこういう不思議な事件に慣れているみたいですし」

ＫＰ：さやかちゃんたちが、こういうことに慣れていることは先代探索者として京も知っているからね。あと、どうも京としてはこの事件を警察沙汰にしたくはないようなので、睦ちゃんの提案に同意するよ。

睦：そうと決まれば、さっそく全員、理事長室に集合～っ！

全員：おお～っ！




さやか：「ふっふっふ、これは興味深い事件ですね」と、まずは窓の下の地面を見て、物音を立てた犯人の足跡がないかを調べてみます。

ＫＰ：足跡の分析をするのなら〈追跡〉ロールをどうぞ。

さやか：〈追跡〉はそんなに得意ではないので。「佐々原さ～ん、協力してくださ～い」

佐々原：はいはい、コロコロ……成功です。

ＫＰ：さやかちゃんのにらみ通り、地面には真新しい足跡が残っている。〈追跡〉に成功しているので、この足跡が学園指定の男子用の革靴であることもわかるよ。

佐々原：ロジャースの仕業かと思ったけど、これはジェフリーが犯人なのかな？

辰巳：ロジャースが学園に忍び込んだら目立つだろうからな。

佐々原：もう一度、部屋中を探してみますが、誰かが隠れているとか、隠し扉とか、そういう怪しいモノはないんですよね？

ＫＰ：不審なところはまったくないね。

さやか：誰かが出入りした形跡もないんですか？

ＫＰ：理事長室には、たくさんの人が出入りしているから、どれが犯人のものかは特定できないな。ただ、部屋にいた睦ちゃんは、あの一瞬の間に誰かが部屋に入ってきたことはないと確信を持っていえる。

佐々原：ということは、ミ＝ゴ・バケツはそもそも持ち出されていない……つまり心理的死角を利用して、この部屋にまだ隠されているのだ！

ＫＰ：だから、それはどこだよ？（笑）

佐々原：もしくは、光学迷彩とか、次元をずらしたとか、《門の創造》の呪文を使って盗んだとか……。

睦：私と京に催眠術的なものをかけたのかも。頭がぼんやりするとか、そんな妙な感じはしませんか？

ＫＰ：まったく体調に変化はないよ。

辰巳：そうした催眠術のようなものをかけられているのならば、〈精神分析〉でわからないかな？

ＫＰ：……まあ、できることにしようか。ロールしていいよ。

辰巳：では、京くんはいまいち正気度的に参考にならないと思うので、睦くんをソファーに座らせて〈精神分析〉をしよう。コロコロ……成功した。

ＫＰ：いろいろ質問をしてみたけど、ミ＝ゴ・バケツが盗まれたときに睦ちゃんが催眠術にかけられていたようなことはなさそうだね。

睦：むーっ、あとは少しの間だけ立ったまま気絶していたとか。そうだ、物音がしたときから、不自然に時間が進んでいるとか……って、そもそも物音がしたときの正確な時間を覚えているはずないか。

ＫＰ：理事長室には睦ちゃんが修理した古時計があるから、その瞬間にたまたま時計を見て、時間を覚えていたかどうか〈アイデア〉ロールをしてもいいよ。

睦：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：じゃあ、残念ながら覚えていないな。

全員：う～～～～ん。

ＫＰ：（なかなかいい線いっていたけど、このままだと自力で推測するのは難しいかな）えーと、そのとき理事長室の古時計がボーン、ボーンと鳴って、四時ちょうどになったことを告げる。ここで睦ちゃん以外の人は〈アイデア〉ロールをしていいよ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：この古時計、五分ぐらい遅れているね。佐々原とさやかちゃんの時計では、四時五分過ぎを指しているよ。

佐々原：まさか部屋ごと時間を止めたのか。むったんの時計は何時ですか？

ＫＰ：四時ちょうどだよ。

佐々原：京ちゃんの時計もですか？

ＫＰ：そうだね、この部屋の時計──正確には窓際にある時計は、すべて五分ほど遅れてしまっている。だけど、奇妙なことに扉側にある置き時計は、正しい時刻を指しているんだ。

佐々原：むったんたちのいたところの時計だけが遅れているということは……もしかして、二人のいたエリアだけ時間を止めて、犯人はそのすきにゆっくりと盗み出したのかも。

ＫＰ：とても常識では考えられないことだけどね。

さやか：でも、なんでそんな大げさなことをしてまで、わざわざ二人がいるときを狙って盗んだのでしょう？

睦：私たちがいないときは、金庫に保管されているから盗めないんじゃないの？

佐々原：そうだね。二人がミ＝ゴ・バケツの研究をしているときが、いちばん、警備が手薄なときともいえるかも。

さやか：なるほど……。

辰巳：時間は止められても、金庫は開けられないとは……テクノロジーがちぐはぐな犯人だな。

佐々原：でも、時間を止められるクリーチャーなんているんですか？

辰巳：うーん、ミ＝ゴにそんなことできたかなぁ？　

睦：イスの偉大なる種族ならできるかもしれませんが……。

辰巳：ともあれ、その推測が正しければ、犯人は生身でミ＝ゴ・バケツを持ち出したということになるな。事件が起きた時間に、ミ＝ゴ・バケツらしき荷物を持った人を見なかったか、理事長室付近を聞き込みしよう。

ＫＰ：辰巳先生は目撃者と出会えるかどうか、〈幸運〉ロールをどうぞ。

辰巳：ティンダロスの猟犬にＰＯＷを吸われてから、ワシは不運なんだよな。コロコロ……おっと、成功したぞ。

ＫＰ：だったら、幸運にも辺見校長が大きなボストンバッグを持ったジェフリーを、理事長室の近くの廊下で見かけたと証言してくれる。

辰巳：やはりジェフリーが犯人か……。

さやか：すぐに追いかけましょう！

睦：でも、ジェフリーの住所がわからないですよ。

辰巳：理事長室に戻って、京くんに彼に関する書類を見せてもらえばいいだろう。

ＫＰ：いや、さすがに生徒の個人情報を見せるのはまずいでしょう。

辰巳：「しかし、窓の外にあった男子生徒の足跡と、辺見校長の目撃証言からして、彼が犯人──いや、何者かに利用されている可能性があるのだ」

ＫＰ：まあ、ほかならぬ辰巳先生の頼みだからな……京を納得させるためには〈信用〉の10倍でロールをどうぞ。

佐々原：京ちゃん、信用する気満々だぁ～！（笑）

辰巳：えーと、〈信用〉を10倍だったら、成功率は８９０％だな（笑）。

睦：これまで聞いたこともないような成功率ですね。

辰巳：コロコロ……わっ、無駄に「01」を出してしまった！

睦：こんなところで「01」を出すなんてもったいない（笑）。

辰巳：キーパー、８９０分の一で成功しているぞ（笑）。

ＫＰ：当然のごとく京は辰巳先生のことを心から信用して、ジェフリーの履歴書を見せてくれる。

辰巳：日本の住所を確認して、ついでに本籍とか、ほかの情報もチェックしておこう。

ＫＰ：本籍はアメリカだけど、すごく気になるところとしては、彼の両親の勤め先がクライン生命相互保険会社の本社であることだね。

辰巳：クライン生命か！　これでロジャースとジェフリーは完全につながったな。

さやか：ミ＝ゴ・バケツを盗み出すために、わざわざジェフリーを学園に転校させたのでしょうか？

辰巳：うーむ、そこがわからんなぁ。ジェフリーは本気で日本のことを学びたがっていたようだし、ミ＝ゴ・バケツを盗むだけが目的とも思えないが。





　その後、さやかちゃんと佐々原は連絡の取れないジェフリーと話をするべく、彼のマンションに急行した。

　なかなかの高級マンションで、一階のロビーには管理人が常駐している受付があり、入口もオートロックとなって部外者が立ち入れないようになっている。そこでさやかちゃんは、ほかの住人が出入りしているすきにこっそりとすり抜けて、単身部屋を訪ねたがジェフリーは留守であった。

　仕方なく、さやかちゃんは佐々原と一緒に車でマンションの張り込みをすることにする。

　あんパンと牛乳を手に、探偵らしい仕事でテンションの上がるさやかちゃんであったが、結局、ジェフリーどころか同居しているはずの両親も帰ってくることはなかった。






さやか：「朝になってしまいましたね……ジェフリーはどうしてしまったんでしょうか、心配です」

佐々原：「すでに高飛びしてしまったのかもしれないよ」

さやか：「ジェフリーは、そんな子じゃないと思うんですけど」

佐々原：「無事だったら、学校に来るだろう。さやかちゃん、学校まで送ってあげようか？」

ＫＰ：（これで中盤までのイベントは全部消化したな）えーと、そういえば今日は二月十四日、みんなが楽しみにしていたバレンタインデーだね。

さやか：おっと、だったら佐々原さん、先に家に寄ってもらえますか。シャワーも浴びたいし、用意したチョコも持って行かないと。

佐々原：「りょ～かい、どこにでもお連れいたしますよ」

辰巳：ワシもジェフリーのことが気になるから、朝から学園に行くことにしよう。

睦：私も早めに登校して、ジェフリーが来ないか待っています。

ＫＰ：辰巳先生が登校すると、女子生徒たちが義理チョコを持ってきたりする。

辰巳：「これはありがとう。そうか、今日はバレンタインデーだったか」

睦：「辰巳先生、私からもど～ぞ」

辰巳：「ほお、手作りチョコか。うれしいね」

さやか：「私からもどうぞ。いつもお世話になっています」

佐々原：辰巳先生、モテモテですね。

さやか：「佐々原さんもどうぞ」

佐々原：「これはありがとう」

さやか：たくさん作りすぎてしまったので、ついでですからほかの男子生徒たちにも配り歩いています。

佐々原：「なんだか、ありがたみがないなぁ（笑）」

ＫＰ：でも、見た目は美少女のさやかちゃんにチョコをもらった男子生徒は、みんなガッツポーズをしてよろこんでいるよ。

さやか：「よろこんでもらえてなによりです」

睦：さやかちゃんって、女子高生として少しズレてるよね……。

佐々原：蘭弗さんにるるいえ堂の店番を任されるぐらいだから、普通とは違うんでしょう。

ＫＰ：そんなことをしていると、始業のチャイムが鳴るんだけど、ジェフリーは姿を現さなかったな。

さやか：教室にもいないんですか？

ＫＰ：今日は欠席のようだね。担任の先生にも連絡は来ていないらしい。無断欠席だな。

睦：むむ～っ、どうしましょう。

さやか：マンションにも帰ってこなかったし、これって失踪ですよね。正直、私としてはミ＝ゴ・バケツなんかよりも、ジェフリーのことが心配なんですけど。

辰巳：彼のマンションを調べてみたいところだな。学園側から両親とジェフリーに連絡が取れないという理由で、部屋を見せてもらうように管理人を説得できないものかな？

佐々原：でも、ボクらは本物の教師ではないですし……。

睦：そこは理事長にお願いすればいいんじゃないですか。途中経過報告も含めて、理事長室を訪ねてみましょう。

ＫＰ：ところが、理事長室は閉まっているね。

辰巳：なんだと、辺見校長に京くんのことを聞いてみよう。

ＫＰ／校長：「理事長は今日は来ていないね。急ぎの仕事がないとはいえ、連絡ぐらいもらいたいものだね」

辰巳：京くんの携帯電話に連絡してみよう。

ＫＰ：留守電になってしまっている。これまで愛する辰巳先生からの電話に、京が出なかったことは一度もないというのに奇妙な気がするね（笑）。

佐々原：まさか、京ちゃんまで失踪した!?

さやか：あの京さんをさらうことなんてできるんですか？

ＫＰ：いや、正気度がゼロというだけで、彼女は普通の人間だからね（笑）。

辰巳：そもそも、京くんはどこに住んでいるんだ？

ＫＰ：いまも辰巳先生の家で押しかけメイドをしているから、基本的には一緒に暮らしているんじゃないのかな？

辰巳：そ、そうだったのか！

ＫＰ：でも、そういえば昨晩は京は帰ってこなかったね。

さやか：まさか一人で探索に行ってしまったとか？（笑）

睦：まだ探索者だったころの京なら、そのぐらいアグレッシブなことをしたかもしれませんが……。

佐々原：でも、辰巳先生に黙って行きますかね。今日はバレンタインデーなんですよ。

睦：京はバレンタインデーをすごく楽しみにしていたみたいだし、やっぱり不自然ですね。

辰巳：しかし、手がかりがないな。もう少し、クライン生命のことを調べてみるか──

さやか：それともジェフリーのマンションの部屋を調べます？

辰巳：そっちの方が手っ取り早いかな。

さやか：じゃあ、学校を早退してマンションに行きましょう。「すみません、おなかが急に痛くなってきたので早退をさせてくださ～い（笑）」

睦：「わっ、私も、右に同じで……」










　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「イスの偉大なる種族」




　　　　　　　どうも、好きなＳＦ小説は『キリンヤガ』の、むったんです。

　　　　　　　ここで名前が登場した「イスの偉大なる種族」というのは、ラヴクラフトの原作小説『時間からの影』に登場する人類以前に地球で高度な文明を築いていた種族のことです。

　　　　　　　なぜ彼らが「偉大なる」と呼ばれているのかといえば、自分たちの精神を時間も空間も超えて自在に転移させることができるからです。具体的には肉体と精神を交換してしまうのです。彼らはこのすごい技術を使って太古の地球で繁栄していた円錐形の生き物たちの体を乗っ取り、そのまま地球の支配者となりました。未来で起きることもお見通しで、なにか危険があったら種族丸ごと時空を超えた引っ越しをしてしまったりして──まさしく、偉大という呼び名がふさわしいですね。

　　　　　　　そんな彼らの関心は、あらゆる時代の知識の収集です。もちろん、人類の文化にも興味を持っていて、狙った人間と一時的に精神を交換をしたうえ、その人物になりすましてその時代の知識を吸収したり、可能ならばイスの偉大なる種族の世界に転移させた犠牲者からも情報収集をしたりします。世界には、そんなイスの偉大なる種族のために協力する人間たちの教団もあるようですよ。

　　　　　　　いったいどんな思想や文化を持っているのかいろいろ妄想しがいのある種族で、クトゥルフ神話にＳＦっぽい要素を与えている代表選手ともいえる、私が大好きなクトゥルフ神話のクリーチャーです。












ジェフリーの秘められた過去




さやか：マンションのロビーにいる管理人の方に、ジェフリーが学校に来ないし連絡も取れないので、心配して訪ねてきたのですが、部屋の様子を見せてもらえないかとお願いしてみましょう。

ＫＰ：じゃあ、〈言いくるめ〉でどうぞ（そんな理由で入れてくれるものかなぁ？）。

さやか：学園の理事の辰巳先生も一緒だということをアピールしますよ。

ＫＰ：だったら、〈言いくるめ〉に＋10％のボーナスをあげる。

さやか：それなら成功するかな。コロコロ……ごめんなさ～い、失敗しました。

ＫＰ：この管理人はまだ若い女性なんだけど、さやかちゃんが学校を休んだジェフリーにバレンタインデーのチョコを持ってきたのではと疑っているようだね。「抜け駆けは駄目だぞっ。恋は正々堂々と勝負しなきゃあねっ☆」

佐々原：ウザい……ウザ過ぎる（笑）。

睦：なんですか、この管理人さんは……。

さやか：もしかして、この人もジェフリーを狙ってるとか？（笑）

ＫＰ：その可能性は否定できないかも。なにしろ彼は美少年だからね。

佐々原：年下好きですか。それではボクの魅力も通じないかな（笑）。

さやか：だったら、ついでにジェフリーの両親のこととか聞いてみます。

ＫＰ：父親しか見たことはないらしい。ジェフリーとはあまり似ていない、大柄で穏和そうな白人男性だったらしいけど。

佐々原：それってクライン生命のロジャースでは？

さやか：私が覚えているロジャースの特徴を伝えてみますけど、同じ人のようですか？

ＫＰ：特徴は見事に一致する。おそらく同一人物で間違いないだろう。

辰巳：キーパー、ジェフリーの書類にあった父親の名前はロジャースではなかったよな？

ＫＰ：違う名前だったね。

さやか：やっぱり怪しいですよ。なんとか部屋に入れないものでしょうか。

睦：昨日みたいに、ほかの住人が出入りするときにこっそり忍び込んでしまえば？

ＫＰ：管理人にしっかり顔を覚えられたから、その方法はもう使えないよ。

さやか：うーん、管理人さんを外におびき出して、そのすきに入り込めませんかね。

ＫＰ：ロビーのオートロックは受付でも操作できるから、うまくおびき出せれば可能だろう。

さやか：じゃあ、〈言いくるめ〉が得意な私がなんとかします。

ＫＰ：どうやっておびき出すの？

さやか：えーと、外から携帯電話でマンションの受付に電話をします。「もひもひ、あのでふね……おたくのマンションの屋上にね、人影が見えるんでふけどね……飛び降りたりとかひまへんかね……あっ、ああ～っ！　あぶなひ、落ひる～っ！（老婆のまねをしている）」

睦：さやかちゃん、物まねがうまいなぁ（笑）。

ＫＰ：まさか、いまの老婆がさっきの女子高生とは思うまい。さやかちゃんは〈言いくるめ〉をしていいよ。

さやか：コロコロ……今度は成功です！

ＫＰ：管理人は通報を真に受けて、あわてて外に飛び出していくよ。

辰巳：いまのうちに受付に飛び込んで、オートロックを解除するぞ。

ＫＰ：どのスイッチを操作すればいいのか理解するためには〈アイデア〉か〈機械修理〉をどうぞ。

辰巳：〈アイデア〉は得意なのだ。コロコロ……よしっ、成功した。

ＫＰ：自動ドアが開いたよ。

辰巳：「それっ、急げ～っ！」

さやか：みなさん、頑張ってくださいねぇ～。





　ジェフリーの部屋に到着した探索者たちは、睦ちゃんの〈機械修理〉で錠を破壊して、中へと忍び込む。

　普通なら不法侵入をしてよいものやらと悩むところであるが、数々の状況証拠に後押しされた探索者たちの勢いは止まらないのであった。

　まあ、ここまで怪しければ、多少の強硬手段に出たところで探索者の神様も許してくれることだろう。






ＫＰ：部屋は誰もいなくてがらんとしているね。最低限の生活必需品はそろっているけど、あまり生活感はないね。

佐々原：靴とか衣服とかを見てみますけど、ジェフリーのほかに家族が暮らしていた痕跡はありますか？

ＫＰ：ジェフリーのものしかないようだね。とても家族で暮らしていたとは思えないな。では、各自なにを調べたいのか行動宣言をどうぞ。

佐々原：ボクはここに京ちゃんがいたことを示す遺留品とかが残っていないか調べてみようかな。

辰巳：ワシは書類関係を調べよう。とにかくジェフリーの正体の手がかりとなりそうなものを探すぞ。

睦：私は手紙やアドレス帳や電話の着信記録とかを調べて、ジェフリーが行きそうなところを調べます。

ＫＰ：では、まず佐々原は〈目星〉だね。

佐々原：〈目星〉はそれほど得意ではないのですが。コロコロ……よしっ、成功しました。

ＫＰ：この部屋に京がいた証拠はないな。忍び込んだ形跡も、争った形跡も、彼女の遺留品もなにもない。

佐々原：やっぱり、ここに京ちゃんが連れ込まれたとか、忍び込んだとかはなさそうですね。

ＫＰ：書類から情報を探している辰巳先生は〈図書館〉でどうぞ。

辰巳：〈図書館〉でいいのなら楽勝だ。コロコロ……成功しているぞ。

ＫＰ：偽造パスポートとか、偽造の戸籍書類とか、いろいろとうさんくさいモノを発見するね。さらに奇妙なことに、その中には十年以上も前の古い書類もあるんだけど、それらに記載されているジェフリーの年齢はみんな十代後半なんだ。

佐々原：それって……ジェフリーはずっと歳を取っていないということでしょうか？

辰巳：どうやらそのようだな。

ＫＰ：さらに一枚の古いモノクロ写真がある。グリーンウッド療養所と書かれた看板の前で撮られたもので、そこにはジェフリーとよく似た、十歳ぐらいの少年が写っている。ただ、その表情には生気が感じられず、うつろな目をしているね。ちなみに、写真の裏には一九二〇年代の日付が記されている。

辰巳：「こ、これは……きっと、ジェフリーのお爺さんの写真に違いない！」

佐々原：「そうですよね。歳を取らない人間なんているわけないですよ！」

ＫＰ：とぼけたことを言っていないで、この部屋にいる人は〈アイデア〉ロールをしなさい。

佐々原：え～っ、気づきたくないなぁ。コロコロ……うわ～、成功してしまいました。

睦：コロコロ……私も成功です。

辰巳：コロコロ……やった、ワシは失敗だ！

ＫＰ：成功してしまった人は、それらの書類と写真からジェフリーはずっと歳を取ることなく、少年の姿のまま時を超えてきたのではないかという怖いことを考えてしまい、〈正気度〉ロールをすることになる（笑）。

辰巳：「歳を取らないなんて、そんなバカなことがあるはずないだろう。常識で考えたまえ（笑）」





　佐々原と睦ちゃんは二人とも〈正気度〉ロールに失敗。１Ｄ４ポイントの正気度を喪失することになる。

　佐々原は１ポイント喪失して、残り正気度は54。睦ちゃんは４ポイント喪失して、残り正気度は54となった。






ＫＰ：あと、グリーンウッド療養所という名前を聞いた人は〈オカルト〉ロールをどうぞ。

佐々原：〈オカルト〉はボクの本業ですので。コロコロ……余裕で成功です。

ＫＰ：だったら、佐々原はその名前に心当たりがあるな。このメモを読んでくれ。




---------------------------------

●グリーンウッド療養所に関する噂

　グリーンウッド療養所とは、アメリカのグリーンウッドという町にあったとされる精神療養所のことである。

　一九二〇年代、グリーンウッド療養所において、患者を非人道的な人体実験に利用するという忌まわしい事件があった。犠牲となった患者は少なくとも五人おり、その死体はもはや人の姿をとどめていなかったという。

　しかし、グリーンウッドという町がどこにあるか、そもそも実在の町なのかは不明であり、これは当時の精神療養所への偏見から生まれた根も葉もないホラ話という説が有力である。

---------------------------------




辰巳：これって、昔の市販シナリオの「療養所にて」のことだよな。もしかしてジェフリーって、あのジェフリーなのか？

睦：どうやらそのようですね。グリーンウッドという名前は忘れていましたけど。

佐々原：なにか元ネタを思い出したんですか？

辰巳：キーパー、ここはネタバレオッケーなのか？

ＫＰ：さやかちゃんたちが聞きたいというのなら、ネタバレさせてしまってもいいよ。

さやか：はい、教えてくださいな。




　以前、市販シナリオ「療養所にて」をプレイしたことのある辰巳先生と睦ちゃんのプレイヤーから、グリーンウッド療養所でどんなことが行なわれていたのが語られる。




さやか：じゃあ、ジェフリーはそのグリーンウッド療養所の患者だったということですか。

辰巳：しかし、あのときのジェフリーは生身の体で、歳を取らないといったことはなかったはずだが。

睦：あのシナリオが終わったあとに、クライン生命と組んでなにかよからぬパワーを得たとか？

辰巳：庄司博士や佐比売党の溝口のように、ジェフリーはショゴス細胞の力で永遠の命を得ているのかもしれんな……このあたりの真相が、今回のシナリオのキモとなりそうだ。

ＫＰ：最後に、手紙やアドレス帳を探していた睦ちゃんはロールをしなくてもわかるんだけど、電話機の脇の目につくところにロジャースの名刺を発見する。これはさやかちゃんがもらったものと同じ名刺だね。

睦：うーん、やっぱりこの会社を訪ねた方がいいのかもしれませんね。

佐々原：でも、相手の本拠地だよ。危険すぎない？

辰巳：京くんが捕らわれている可能性もあるし、あまり悠長なことは言っていられないぞ……。

佐々原：まず、どのぐらいの規模の会社なのか、そこの住所をgoogle のストリートビューで見てみましょう。

ＫＰ：調べてみると、名刺の住所にあるのは四階建ての細長い雑居ビルだね。小さな事務所とかショップとか、いろいろな借り主が入っている小さなビルだ。

辰巳：どうせダミー企業なんだから、社員なんてロジャースぐらいしかいないんだろう。

佐々原：じゃあ、行ってみますか！













　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「グリーンウッド療養所とジェフリー」




　　　　　　　どうも、好きな『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のシナリオは「死者のストンプ」の、むったんです。

　　　　　　　ここから先はシナリオ集『療養所の悪魔（ホビージャパン刊）』に掲載されている「療養所にて」というシナリオのネタバレになります。発売から二十年以上も経っている古いシナリオですが、もしもこれからプレイする予定がある方は、この先は遊んでから読んだ方がよいかもしれません。

　　　　　　　…………オッケーですか。ネタバレ開始しますよ。

　　　　　　　グリーンウッド療養所では、第二話の庄司博士と同じようなショゴスの研究が行なわれていました。

　　　　　　　しかも、療養所にはイスの偉大なる種族と精神を交換された、ジェフリー・クォレンという少年が入院していて、彼の優れた科学知識をショゴスの研究に利用していたのです。無事にシナリオをクリアーすれば、イスの偉大なる種族と精神を交換されたままではありますが、そのジェフリーを救出することができるのですが……はたして、このシナリオのジェフリーとはどういう関係があるのやら？

　　　　　　　庄司博士、佐比売党、そしてグリーンウッド療養所──時代と場所を越えた三つの情報が、ショゴス研究を中心としてつながりつつあるようですね。












はるか太古からの影





　いよいよ敵の本拠地と思われるクライン生命の日本支部に突撃する探索者たちであったが、到着した時には夜の七時になっており、社員は退社してしまったのか扉は固く閉ざされて、人の気配もない。

　これは逆に幸いだと、すでに不法侵入をちゅうちょしなくなっていた探索者たちは、いつのまにか鍵開けが専門になってしまった睦ちゃんに錠の破壊を任せる。

　ところが、今度はなかなか〈機械修理〉が成功しない。怪しい物音に不審を感じて何度もやってくる別の階の人間に、さやかちゃんは女子高生の魅力を最大限に駆使して、必死に〈言いくるめ〉るのであった。






さやか：「むったん、もう誤魔化すのは限界かも～（泣）」

ＫＰ：さすがに今度失敗したら警察に通報するからね。

睦：ごめんね～、さやかちゃん。今度こそ、三度目の正直です。コロコロ……やった、成功！

辰巳：くだらないところで、妙に手間取ってしまったな（笑）。

佐々原：やっぱり〈機械修理〉とか〈鍵開け〉は大事ですね。

ＫＰ：でも、〈鍵開け〉が89％とかあって、どこにでも忍び込めちゃう探索者ってのも、キーパーとしてはやりづらいんだよな。その時点では与えたくない情報を隠しづらい。

辰巳：誰かの家に忍び込むときは、それなりのリスクを背負っているわけだから、そんな気軽に忍び込むことはないと思うけどな。

ＫＰ：そうでしたっけぇ？（笑）

佐々原：まあ、たまには調子に乗って、気軽に忍び込むこともありますが（笑）。

辰巳：それはともかく、もしも事務所の中に誰かいたとしたら、外の騒ぎでわれわれのことは気づかれているだろう。ここは全員で一気に突入しよう。

さやか：じゃあ、私が先頭で事務所に入ります。いつでも〈キック〉できるように構えていますよ。

ＫＰ：安心してくれ、ぱっと見たところ事務所には誰もいない。入口には小さな受付用のデスクがあって、奥は安っぽいパーティションで区切られている。

さやか：京さんが捕まっていたりしないか探して回ります。

ＫＰ：ここにはいないようだね。あと、誰かが監禁されていたような痕跡もない。ただ、奥にある会議机には、理事長室から盗まれたミ＝ゴ・バケツが置いてあるよ。

睦：むむっ、やっぱりクライン生命の仕業だったんですね。

さやか：よかったぁ、ここまでいろいろやって、もし無罪だったらどうしようかと思ってました（笑）。

ＫＰ：ミ＝ゴ・バケツを見た睦ちゃんはわかるんだけど、自分たちが研究していたときより多少分解されているようだね。〈機械修理〉をしていいよ。

睦：さっき嫌ってほど失敗していますから、もう失敗しません。コロコロ……成功です。

ＫＰ：いくつか重要そうな部品が抜き取られているな。ちなみに、ここにある工具には、秋葉原でジェフリーが注文していたものが含まれている。

睦：部品を抜き取ったって、なにが目的なんでしょう？

辰巳：さあ、わからんなぁ？

佐々原：その間に、事務所の中をざっと探したいんですけど。

ＫＰ：だったら、事務所の奥に大事そうにしまわれた、三十センチぐらいの台形をした不思議な機械を発見する。材質は青銅製で、表面には複雑な彫刻がほどこされているけど、芸術性があるとは思えない。大きく上下二つのパーツに分かれていて、下のパーツには大きなライトみたいなもの、上のパーツの上部には大きな赤い宝石がついている。ボタンやスイッチらしいものもいくつかついているが、それらに君の知る文字はなにも記されていない。

佐々原：なんだろう、これ？　ちょっといじってみます。

ＫＰ：（おっ、珍しく不用心に触れたな）この機械を理解するために、佐々原は〈アイデア〉をどうぞ。

佐々原：「なんの機械なのかな？」と、コロコロ……成功しました。

ＫＰ：適当にいじっていた佐々原は、偶然にも機械を作動させることができた。ライトから目もくらむような強烈な白い光が発せられ、上部の赤い宝石がピカピカと輝き始める。

辰巳：「佐々原、いったいなにをしたんだ？」

佐々原：「ちょっと触ったら、なんか勝手に動き出して……」

ＫＰ：やがて光が収まると、君たちの眼前には驚くべきものが現れた。それは三メートルもある巨大な虹色をした円錐形をしており、サンゴの一種のように生物的だけど固そうな外皮を持っている。頂部には四本の伸縮自在の器官が伸びており、それぞれにはカニのハサミのようなもの、赤いトランペットのようなもの、三つの黒っぽい目のようなものがついていた。

佐々原：ええっ、イスの偉大なる種族が降臨したっ!?

ＫＰ：その巨大な生物らしきものは、ハサミをカチカチと打ち鳴らしながら、三つの目で君たちの方を見つめている。さて、ここで〈アイデア〉ロールをしてもらおうか。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

さやか＆睦：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：成功した人は、この巨大な生き物は実体ではなく、立体映像の一種であることに気づくことができる。

佐々原：なんだ……よかった。本物じゃないのか。この機械は立体映像の投影装置ってこと？

ＫＰ：じゃあ、そろそろ〈正気度〉ロールをしてもらおうか。立体映像だと気づいていない人は、多めに正気度が減るので注意すること（笑）。

さやか＆睦：ひ～～ん（泣）

辰巳：コロコロ……また失敗か。でも、ワシは立体映像だと気づいているからな。
















佐々原：コロコロ……ボクも失敗してしまいました。

ＫＰ：立体映像と気づいている二人は１Ｄ３ポイントの正気度喪失だよ。

辰巳：コロコロ……よし、２ポイントですんだ。残りの正気度は27だ。

佐々原：コロコロ……ボクは１ポイント喪失ですね。残り正気度は53です。

さやか＆睦：コロコロ……成功です。

ＫＰ：これを立体映像と気づいていない探索者は、いきなり間近で不気味な姿を目撃してしまったショックから、たとえ〈正気度〉ロールに成功しても１ポイントの正気度を喪失してしまう。

さやか：私の残り正気度は75となりました。

睦：私は残り53です。確かに、今回のシナリオは〈正気度〉ロールが少なめですね。

辰巳：いいことじゃないか。いつもこんなシナリオであって欲しいね（笑）。

ＫＰ：その円錐形の生き物は、さっきからハサミをカチカチと打ち鳴らしているんだけど、ここでもう一度、〈アイデア〉ロールをどうぞ。

さやか＆佐々原＆辰巳：コロコロ……成功。

ＫＰ：どうやらこのカチカチさせるのが、この生き物のコミュニケーション手段のようだね。そして、同時にこの生き物が、見た目よりもはるかに高度な知性を持っているのではないかと思えてくる。

佐々原：ど、どうしましょう。日本語は通じるんでしょうか？

ＫＰ：そんなふうに佐々原がうろたえていると、その生き物はハサミを空中に伸ばして、なにかを操作するようなしぐさをする。すると、一瞬にして生き物の姿はかき消えてしまった。

佐々原：立体映像が自分でスイッチを切った？

辰巳：いや、たぶんこれはイスの偉大なる種族の通信機なんだろう。ワシらみたいな無関係の人間がいじったと気づいて、通信を向こうで切断したんじゃないのか？

佐々原：じゃあ、この機械でイスの偉大なる種族がいた、ずっと昔と通信ができるんですか。

さやか：なんだかすごいモノですね。

ＫＰ：実物と間違えてしまうような立体映像だけでも、人類の技術をはるかに超えているね。ここでちょっと〈聞き耳〉をしてくれるかな？

さやか：まさか、誰か帰ってきたとか。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：そのまさかだよ。誰かがビルの階段を上ってきて、この事務所の前にやってきたようだ。

さやか：「みなさん、誰かが来ました。隠れてくださ～い！（小声で）」

佐々原：「か、隠れるといっても……どこに？」

辰巳：錠が壊されているから、誰かが事務所に押し入ったことはわかってしまうだろう。

さやか：すぐに事務所を飛び出して、上の階に逃げるというのはどうでしょう？

ＫＰ：もう足音が聞こえるぐらいまで接近しているんだから、いくらなんでも後ろ姿を見られるよ。

さやか：「……やっぱり、隠れてっ！（笑）」

睦：いちおう、明かりは消しておきますね。

ＫＰ：じゃあ、隠れたい人は〈隠れる〉ロールをどうぞ。





　狭い事務所で〈隠れる〉ことができるのか疑問ではあるが、優しいキーパーのボクは常に探索者たちにロールをするチャンスを与えるように心がけているので認めてあげることにした。

　いきなりの訪問者に探索者たちはどたばたと大慌てだったが、〈隠れる〉に成功したのはさやかちゃんと睦ちゃんの二人だけで、辰巳先生と佐々原は失敗してしまった。






ＫＰ：えーと、事務所に入ってきたのは一人だけだね。慣れた様子で明かりをつけて、無言のまま扉の前に立って、中の様子をうかがっているようだ。さて、二人が失敗しているのなら、こちらも二回ほど〈目星〉ロールをさせてもらおうか。

全員：失敗しろ～、失敗しろ～！

ＫＰ：コロコロ……コロコロ……一度目は成功。どうやら、辰巳先生が隠れているのを発見したようだな。

辰巳：ぐぬぬっ、こうなればまだ見つかっていないみんなから目をそらすため、堂々と姿を現そう。

ＫＰ：事務所にやってきたのは、やっぱりロジャースだね。彼の手には小型のサブマシンガンが構えられていて、その銃口は辰巳先生の方にピタリと狙いをつけている。

佐々原：サ、サブマシンガン!?

さやか：せっかく隠れられたんですし、辰巳先生が相手をしてくれているうちに、不意打ちで〈キック〉してやりましょうか？

睦：いやいや、さやかちゃん。それでロジャースを仕留められなかったら、たぶん殺されちゃうよ！

さやか：〈マーシャルアーツ〉にさえ成功すれば……でも、ロジャースを殺しちゃうと嫌だから、やっぱりしばらく様子を見ていますか。

睦：殺しちゃうとか、そういう危ないことを言わないのっ！（笑）

ＫＰ：うん、それが冷静な判断だと思うよ（相変わらずさやかちゃんは物騒だなぁ）。えーと、ロジャースはすきのない構えで「あなたはいったい何者ですカ？」と、案外と冷静な口調で質問してくる。

辰巳：「それはこっちのせりふだ。京くんをどこへやった？」

ＫＰ／ロジャース：「あなた、彼女とどういう関係なのですカ？」

さやか：深く愛し合っている仲です！

辰巳：それは違う。えーと「彼女とは……親しい友人だ」と答えるぞ。

ＫＰ：すると、ロジャースは急に険しい顔をして「だったら、彼女の居場所を教えなさ～イ」と、サブマシンガンをずいっと突きつける。

辰巳：なにを言っているんだ、こいつは？

ＫＰ：（ここで辰巳先生は〈心理学〉だな。コロコロ……成功か）ロジャースの顔つきからして、どうやら彼は本心から京の居場所を知りたがっているようだよ。

辰巳：「君たちが京くんをさらったのではないのか。ワシらはそう思って、ここにやってきたのだが……」

ＫＰ／ロジャース：「バカなことを言わないでくださ～イ。彼女はあの方を──おっと、口が滑りましタ～（笑）」

佐々原：いま「あの方」っていいましたよね。ロジャースより偉い人がいるんでしょうか？

睦：ジェフリーのことかな？

さやか：「ロジャースさん、ジェフリーはどこにいるんですか！」

佐々原：わっ、さやかちゃんが出て行っちゃった！

さやか：だって、なんだかロジャースは普通の人みたいだし、ジェフリーのことが心配だし。

ＫＰ：ロジャースは、るるいえ堂の看板娘がこんなところにいることに驚いているようだね。「さやかさ～ん、なぜあなたがここにいるので～ス？」

さやか：「私も京さんとジェフリーのことを心配してここに来ていたんです。ロジャースさん、あなたなにか知っているんですか？」

ＫＰ／ロジャース：「京とジェフリーのことを心配ですっテ？　なにを言っているのです、あの方をさらったのは、あなたたちが心配している京の方ではないですカ？」

全員：なんだって～～～～～～っ!?





　京がジェフリーをさらったという、予想とは反対の意外な事実にあっけにとられる探索者たち。

　ロジャースの話によると、昨日の晩、さやかちゃんたちがマンションを張り込みしていたころ、クライン生命の事務所前でジェフリーは京にさらわれたらしい。それを目撃したロジャースは、用心のためにサブマシンガンで武装をして、京の行方をずっと探していたという。






佐々原：でも、京ちゃんにそんなことできるんですかね？

睦：正気度がゼロなだけで、性能的には普通の人ですけどね（笑）。

ＫＰ：彼女の能力値的には無理があるかもしれないが、シナリオのイベント的には誘拐できたと思ってくれ。きっと、幸運にもすべてのロールの出目が「01」だったのだろう（笑）。

辰巳：ロジャースがそんな噓をつくメリットもないし、これは本当のことなんじゃないかな。

さやか：前にロジャースの名刺を見せたことがあるので、ミ＝ゴ・バケツが盗まれたあと、京さんは事務所の方を張り込みしていたのかも。

さやか：行くとしたら、ジェフリーのマンションか、クライン生命の事務所のどちらかですものね。そうかぁ、そっちに行けばよかったのかぁ～。

佐々原：でも、京ちゃんはなんで一人でそんなことを……それに、ジェフリーをさらったりしてどうするつもりなんでしょう？

辰巳：うーん、さっぱりわからんなぁ。

ＫＰ／ロジャース：「あなたたち、京の友人なら彼女の居場所を教えなさ～イ。ジェフリーさえ無事ならば、誘拐したことも、ここに忍び込んだことも忘れてあげまス」

辰巳：「だから、ワシらも京くんの居場所はわからんのだ！」

さやか：「ロジャースさんはジェフリーを取り戻したい。私たちは京さんを捜したい。お互いに協力し合えるのではないでしょうか？」

ＫＰ／ロジャース：「そうですネ。さやかさん、あなたは話がわかる人のようで～ス」

さやか：「だから、その物騒なものをしまってください」

ＫＰ／ロジャース：「しまったとたん、襲い掛かってきたりしませんカ？」

さやか：それは約束できなかったりして（笑）。

佐々原：サブマシンガンはこれからのためにも欲しいですよね！

ＫＰ：そんなことしたら、リプレイにおまえたちを鬼畜のごとく書いてやるからな。

佐々原：それを恐れるボクたちだと思ってか？（笑）

ＫＰ：まあ時間が惜しいから、ロジャースはさやかちゃんの申し出に同意して、一時的に休戦をして協力することにしよう。ただ、自分たちの正体については絶対に話すつもりはないらしい。

さやか：なぜ、ミ＝ゴ・バケツを盗んだりしたのですか？

ＫＰ：詳しくは話せないが、ジェフリーの生命を維持するために、ミ＝ゴ・バケツの部品がどうしても必要だったらしい。るるいえ堂の帳簿を盗み読みして、持ち主の京とも直接交渉したのだけどまったく相手にされず、仕方なく理事長室から盗み出したという。そのことについて、ロジャースは素直に詫びるよ。

睦：そういえば、さっき見たとき、ミ＝ゴ・バケツの部品がなくなっていましたね。

佐々原：生命維持にミ＝ゴ・バケツの部品が必要って……ジェフリーはいったい何者？（笑）

辰巳：京くんの行動理由がわからんな。ジェフリーを人質にして、ミ＝ゴ・バケツを奪還するつもりなのか？

ＫＰ：でも、まだそういった要求の電話などはまだないらしいね。

睦：ロジャースとしては、ジェフリーとミ＝ゴ・バケツを交換するのはオッケーなんでしょうか？

ＫＰ：必要な部品はすでに抜き取ってしまったから、あとは好きにしていいようだよ。

辰巳：そもそも、京くんはなんでミ＝ゴ・バケツの研究なんかしていたのか……ただのギャグかと思っていたのに。

佐々原：まさかここで京ちゃんが犯人になるとは（笑）。

睦：元プレイヤーとして、私もかなりショックです。

辰巳：……もう一度、京くんの携帯電話に連絡してみるか。

ＫＰ：すると、何度かコールしたあと、京が電話に出る。

全員：なんとっ！

ＫＰ／京：「あっ、辰巳先生、ちょうどいま電話しようと思っていたんです。やっぱり私たちって、心が通じ合っているんですね！」

辰巳：「京くん、いまどこにいるのかね!?」

ＫＰ／京：「中谷産婦人科医院です。ちょうどよく空いていたものですから！」

佐々原：それって、第一話で登場したお医者さんの理事の人の病院？

ＫＰ：中谷夫妻はもう東南アジアに移住したので、いま病院の建物は閉鎖されているらしい。

辰巳：「そんなところでなにを……？」

ＫＰ：「辰巳先生、急いで来てもらえますか。今晩の零時までに、お一人で来てください。来てっ、来てっ、絶対に来てくださいねっ！」と、京は一方的にすごいテンションでまくしたてる。

さやか：京さん、怖い！（泣）

佐々原：すっかり壊れちゃって……。

辰巳：「落ち着きたまえ、京くん」

ＫＰ：ここで辰巳先生は〈精神分析〉をしていいよ。

辰巳：コロコロ……成功だ。

ＫＰ：落ち着かせることはできないけど、いまの京がそう病に似た状態にあることはわかる。尋常な精神状態ではないね。京は言いたいことだけ伝えると、電話を切ってしまう。

辰巳：ジェフリーが一緒にいることは聞けなかったが、これはもはや中谷病院に行くしかないだろう。

ＫＰ／ロジャース：「一人で来いということでしたが、どうするのでス？」

辰巳：「まずはワシが一人で行って、ほかのみんなは病院の周りで待機してもらうといった感じか」

ＫＰ／ロジャース：「ここは辰巳先生の交渉に頼るしかないようですから、みなさんの作戦に従いま～ス」

睦：思いの外、ロジャースって理性的ですよね。ショゴスの研究とかしているくせに（笑）。さやか：クライン生命の対外部門の人で、あまり怪しいことにはかかわっていないのかも。

佐々原：きっと、肉体労働専門の下っ端なんでしょう。










　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「〈目星〉と〈隠れる〉の関係」




　　　　　　　どうも、好きな探偵はシャーロック・ホームズの、むったんです。

　　　　　　　隠されたモノを探すのは〈目星〉ロールですが、さて〈隠れる〉に成功している探索者も〈目星〉で探せるものでしょうか。〈隠れる〉と〈目星〉が99％の二人がかくれんぼをしたら、〈目星〉が得意な人がいつも勝つなんて、なんだか不公平かも？

　　　　　　　実は、この関係性については基本ルールで明確に説明されていません。その状況とキーパーの判断によっていろいろな処理方法があることでしょう。

　　　　　　　ちなみに、私たちのハウスルールでは、「探索者が技能ロールに成功すれば、たいていのことはなんとかなる」という、なんでも探索者側が有利という原則を元に処理をしています。

　　　　　　　だからこのシーンでも、ロジャースは〈隠れる〉に成功した探索者に対しては〈目星〉をすることができず、失敗した探索者の人数だけ〈目星〉をすることにしています。もしも全員が〈隠れる〉に成功していたら、ロジャースは〈目星〉のロールすらできない（たとえロールに成功しても巧妙に隠れているので発見できない）わけですね。

　　　　　　　とはいえ、ロジャースは錠を破壊されているのを見て誰かが忍び込んだことを警戒していますから、たとえ全員が〈隠れる〉のに成功していても、やがては発見されてしまうことでしょう。でも、そんなわずかな時間稼ぎが生死を分けることもありますから、無駄な努力とバカにはできないのです、はいっ！










　　　　　◆むったんのワンポイントスケッチ「戦闘力の計算」




　　　　　　　どうも、好きなドラゴンボールのキャラは人造人間８号の、むったんです。

　　　　　　　たとえ戦闘がメインではないといわれる『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』でも、探索者やＮＰＣの戦闘力の計算をおろそかにしてはいけません。

　　　　　　　攻撃の命中率やダメージ、装甲といった数値的な戦闘力をよく把握しておかないと、逆上した探索者たちの反撃によってあっさりと敵が倒されてしまうこともあります。そんなことになったら、探索者たちもその敵に脅威を感じなくなってしまい、せっかくのホラーな雰囲気も台なしになってしまうかもしれません。

　　　　　　　特に深きものやヘビ人間などは、人間とあまり変わらない能力をしているので、銃器を持った探索者には歯が立たないこともあります。キーパーは敵の戦闘力が、探索者たちに与えたい脅威に見合っているのかしっかり把握しておく必要があるでしょう。

　　　　　　　このシーンでのロジャースも、サブマシンガンという強力な武器を装備しているからこそ、たった一人で探索者たちと対等に交渉することができました。これが拳銃ぐらいでしたら、さやかちゃんたちも命懸けで襲い掛かっていたかも。敵の高い戦闘力を誇示することで、無駄な戦闘を避けることができるというわけですね。









京のバレンタインプレゼント




　閉鎖された中谷産婦人科医院に急行した探索者とロジャースたちは、周囲を確認してから建物内に潜入する。




辰巳：「京く～ん、どこにいるんだ～？」と、わざと大声を出して、みんなの足音を誤魔化しながら行こう。

ＫＰ：建物内は真っ暗なんだけど「辰巳先生、こちらです。間に合ってよかった。早く、早くこちらへ！」と、奥の方から声が聞こえる。その方向には、暗闇の中に不気味に浮かぶ「手術中」の表示灯が見えるよ。

佐々原：「間に合った」って、もしかしてバレンタインデーのことなのかな。京ちゃんは、辰巳先生になにかプレゼントをしたいとか。

睦：なるほど、そうなのかも。

辰巳：そのプレゼントには、嫌な予感しかしないが……では、みんなには扉の前で待機をしてもらって、ワシだけで部屋に入っていこう。

ＫＰ：この部屋は手術室だね。窓がなく、床はタイル張りになっている。天井には大きな照明器具があって、中央には手術台がある。また、その隣には移動式の簡易ベッドがあって、ジェフリーが両手両足をロープで縛られており、彼のダッフルコートが布団代わりにかけられている。

佐々原：あっちゃあ～、本当に京ちゃんが犯人なのか……。

ＫＰ：「よく来てくださいました、辰巳先生！」という京は、メイド服になぜか手術用のゴム手袋をつけている。さらに彼女の後ろには、恐ろしげな手術道具がずら～りと並んでいる。

さやか：京さん、なにをするつもりなの～？（笑）

辰巳：「いったいなにをしているんだ。ジェフリーを放してやりたまえ！」

ＫＰ／京：「これは辰巳先生へのバレンタインデーの贈り物です。さあ、早く手術台へ！」

辰巳：うぬぬぬぬぬっ……。

ＫＰ：言葉を失っている辰巳先生に、京はかわいらしくモジモジしながら「私……辰巳先生に永遠の命をプレゼントしてあげたくて」と語る。

辰巳：やはり、ワシの脳みそをミ＝ゴ・バケツに移植するつもりなのか？

ＫＰ／京：「このままだと、辰巳先生は……きっと私より先に亡くなってしまいますよね？」

辰巳：「そ、それは当然のこ──」

ＫＰ／京：「そんなこと耐えられるわけないじゃないですか～～～っ!!（辰巳先生の言葉の途中でいきなり叫ぶ）」

さやか：怖い、京さんが怖いっ！（泣）

辰巳：「永遠の命とは、そこのジェフリーに関係していることか？」

ＫＰ／京：「さすがは辰巳先生、もうそこまでご存じとは」

辰巳：いや、そこまで知っているわけでもないのだがな（笑）。

ＫＰ：「素晴らしいテクノロジーです。最初は、辰巳先生の頭脳だけでも保存できればと思って、あの円筒形の機械を研究していましたけど……コレを使えば……」と、京はジェフリーからダッフルコートを取り去る。

辰巳：み、見せるんじゃな～い！（笑）

ＫＰ：ジェフリーの腹部にはミ＝ゴ・バケツが埋め込まれている。その接合部分は玉虫色に輝く黒っぽい肉が脈打っていて、それは庄司博士の研究室で見たショゴス細胞とよく似ている。ミ＝ゴ・バケツの蓋は開いていて、その中にはたくさんのチューブに接続された人間のものらしい脳が見えるね。さあ、そんなジェフリーの姿を見た辰巳先生は〈正気度〉ロールをどうぞ。

辰巳：ここで狂気に陥ったら大惨事だぞ。コロコロ……失敗！

全員：辰巳先生～っ！（泣）

ＫＰ：正気度喪失は１Ｄ６だよ。

辰巳：そのぐらいなら、なんとかなるさ。コロコロ……１ポイント喪失。残り正気度は26！

全員：やったぁ～っ!!

ＫＰ：（よかった……ここで辰巳先生が狂気に陥ったら収拾がつかなくなるところだった）

辰巳：ジェフリーはどんな様子なんだ？

ＫＰ：辰巳先生に正体を見られたのがつらいのか、悲しげな顔で目をそらしている。

辰巳：この反応……やはり、ジェフリーの精神は人間なのか？

睦：グリーンウッド療養所のジェフリーとは別人なのかもしれませんね。

佐々原：これってショゴス細胞の肉体に、ミ＝ゴ・バケツの脳みそを取り付けたおかげで、人間の意識を保ったまま永遠の命を得ることができたってことでしょうか。

ＫＰ：普通にショゴス細胞を移植しても、第二話のキノコ人間みたいにいずれ意識は乗っ取られてしまうみたいだしね。庄司博士は抑制剤を湯水のように投薬することで、なんとか意識を保っていたけど。

睦：佐比売党もミ＝ゴ・バケツを使って、これと似たようなことをしていたし……クライン生命は佐比売党の溝口と接触して、この技術を教わったのかも。

ＫＰ／京：「さあ、辰巳先生……この体に脳を移植さえすれば、若い肉体のままで永遠の命を──」

辰巳：「そうまでして長生きなどしたくはない」

ＫＰ／京：「なぜです!?」

辰巳：「だいたい、そんなことをしたらジェフリーが死んでしまうではないか」

ＫＰ／京：「そんなのどうでもいいじゃないですか。辰巳先生のためなら、こんなモノどうなったって！」

辰巳：「君の目的はなんなんだ？」

ＫＰ／京：「辰巳先生とずっと一緒にいることです。それ以外に大切なことなんてあるわけないじゃないですか」

睦：完全に狂気に陥ってますね……自分のキャラだけに、見るのが忍びないです。

辰巳：「そうなったとしても、君は永遠ではあるまい。もし、ワシが永遠に生きるとすれば、今度は君がワシより先に死ぬということではないか？」

ＫＰ：そういわれると、京も初めてその事実に気づいたような顔をする。そして、「辰巳先生は、それに耐えられないとおっしゃるのですか？」と、いままでよりずっと小さな声で問いかけるね。

佐々原：キターーーーッ！　この展開を待ってました！

さやか：辰巳先生、いまこそ京さんの気持ちにこたえてあげるときです！

佐々原：「君のいない永遠など耐えられない」とか……あっ、これいいせりふだな。今度、ボクの小説で使おうっと、メモメモ（笑）。

辰巳：しかし、方便でそれをいうのはいかんと思う。

佐々原：つまり京ちゃんのことは、そこまで想っていないと（笑）。

辰巳：そういうわけではないが、彼女にはワシみたいな年寄りよりもっとふさわしい相手がいるはずだよ。

ＫＰ：ふ～ん、なるほどねぇ。辰巳先生としては、そういう気持ちなのですか。

辰巳：だから、ここは「君を看取ることは悲しいことだよ。この年寄りに、そんなことをさせないでくれ」とだけ答えよう。
















ＫＰ：なるほど……では、辰巳先生には〈説得〉ロールをしてもらおうか。失敗したら、これまで積み上げてきたものがいろいろと台なしになるので頑張ってちょうだい。

佐々原：ここでロールをさせるとは！

辰巳：なぁに、ワシの〈説得〉は89％だ。失敗するはずがなかろう。

さやか：それが死にフラグに……（笑）。

辰巳：そんなことはない、これですべてが丸く解決っ！　コロコロ……よし、成功だっ！

全員：わ～～～～～い！（パチパチ）

ＫＰ：いや～、よかった、よかった。では、そんな辰巳先生のつらそうな言葉を聞いた京は、つうっと一筋の涙を流すぞ。

睦：ええっ、まさか？

ＫＰ：いままでの精力的ではあったけど、何かにとりつかれたような強い眼光は薄れて、京の顔つきはとてもはかなく弱々しいものと変化する。そして、あえぐように何度か口をぱくぱくとさせてから、ようやく絞り出すような声で辰巳先生に語りかける。「そんな顔をしないでください、辰巳先生……」

辰巳：「京くん……？」

ＫＰ：「辰巳先生……なんだか久しぶりにお会いしたような気がします。ずっと一緒だったのに、ずっと遠くにいたような……ずっと私は夢の中にいたような……」と、ここで辰巳先生は〈精神分析〉をどうぞ。

辰巳：もしかして、京くんは正気に戻ったのか。コロコロ……成功した。

ＫＰ：さっきまで強迫観念に近い行動をしていた京だけど、なにかのきっかけでその妄想から解放されたのではと推測できるね。

睦：永久的狂気から治った？

佐々原：これぞ愛の力です！

ＫＰ：ルール的にいえば、永久的狂気といってもいつかは回復するらしい。最低でも一年間、平均で四年間ぐらいの時間はかかるし、回復したからといって、探索者に戻ることも、以前の生活に戻ることもできないみたいだけどね。

辰巳：そうだったのか、知らなかった！

ＫＰ：ボクも基本ルールをよく読み返してみて、ちょっと驚いた。普通にプレイしていたら、永久的狂気に陥った探索者が回復するかどうかなんてあまり気にしないからね……（笑）。

佐々原：じゃあ、第一シーズンの第三話の事件からもう一年が経っているから、京ちゃんも正気を取り戻したというわけですか。

ＫＰ：ただ、その精神は薄氷のようにもろく、ちょっとした刺激で簡単に打ち砕かれることだろう。そんな京は、ずっと捜していたものを見つけたような、すがるような目で辰巳先生を見つめ、やがてふらりとその場に崩れ落ちそうになる。もはや、彼女は自分の足で立つこともできないようだ。

辰巳：倒れる前に、京くんを抱きかかえてやろう。

ＫＰ：辰巳先生の腕に抱かれて、京はまるで幼子のように無垢で幸せな顔で眠りについたのだった……。

辰巳：「みんな、もう入ってきても大丈夫だよ」

さやか：「さすがは、辰巳先生！」と、急いでジェフリーを救出に向かいます。

ＫＰ：では、さやかちゃんは彼の胸に埋め込まれたミ＝ゴ・バケツを見てしまうな。〈正気度〉ロールをしてくれ。

さやか：そのぐらいは覚悟の上です。コロコロ……成功ですっ！

ＫＰ：だったら、正気度喪失はゼロだ。

さやか：「大丈夫だった、ジェフリー？」と、ロープをほどいたら、ジェフリーの体にコートをかけてあげます。

ＫＰ／ジェフ：「ありがとう……でも、さやかさんには、ボクのこの姿を見せたくなかったです」

さやか：「心が通じるのなら、姿なんて関係ないと思うけど」と、私はあまり気にしていない顔をします。これまでいろいろなモノを見てきましたから、このぐらいで動揺はしません。

睦：こういうとき、さやかちゃんってさっぱりしているよね。

ＫＰ：「そういってくれるなんて、うれしいです」と、ジェフリーはほほ笑むが、やはりどこか距離を感じさせる表情だね。

さやか：「なにも気にすることないよ。友達でしょう？」

ＫＰ／ジェフ：「でも、ボクはみなさんとは違う時間を生きてきました……」

辰巳：「それはワシらも薄々と気づいてはいるが……」

佐々原：「でも、君はボクらに将来の夢を話してくれたじゃないか。たとえ、別の時間を生きていても、これからの未来は同じだろ？」

ＫＰ／ジェフ：佐々原の言葉をゆっくりとかみしめてから「……そうですね、遠い未来。ボクも自分の夢をかなえられるときが来るのかもしれない」と、ジェフリーはつぶやくのだけど、ハッとなにかに気づいたような顔をする。

さやか：「ジェフリー、どうかしたの？」

ＫＰ／ジェフ：「どうやら、もう時間がないようです。さやかさん、睦さん──」

さやか＆睦：「なぁに？」

ＫＰ／ジェフ：「二人のバレンタインのチョコがもらえなくて残念だったな」と、ジェフリーはこれまでの大人びた表情から、同世代の友達同士のような親しみを込めた笑顔を浮かべる。

さやか：「あっ、チョコならここに！」

睦：「私とさやかちゃんとチカぽんの三人で作ったのよ」

ＫＰ／ジェフ：二人からチョコを受け取ると、ジェフリーは「ありがとう、なんだかこれって……ちょっと照れくさいですね」と、少し顔を赤らめてはにかんだ顔をする。そして、うれしそうに二つのチョコを見つめているのだが、突然、気を失ったかのようにガクンと頭を落とした。

さやか：ええっ？

ＫＰ：彼はすぐに顔をあげるけど、そのときの表情はこれまでとはまったく異なるものだ。目はうつろで、顔はまるで蠟人形のようだ。そして、人差し指と親指を何度もくっつけたり離したりと、奇妙な動作を繰り返している。

辰巳：そのしぐさは、まさか……イスの偉大なる種族が精神転移したのかっ!?

ＫＰ：ロジャースはそんなジェフリーの変化に驚きおののき、その場にひざまずいて涙を流しながら「おおっ、時空を超えて、われらの主人が降臨をされたっ！」と、彼のことを讃えるように叫ぶ。

睦：やっぱり、ロジャースはイスの偉大なる種族をサポートするカルトメンバーだったんですね。

辰巳：人が変わってしまったジェフリーに「おまえは……何者だ？」と、問いかけよう。

ＫＰ：「不審な通信が届いたので、予定を早めて精神転移を行なったが……どうやら、これまで80年の時間をかけて蓄えた知識を無駄にせずにすんだようだな」と、それはジェフリーと同じ声でつぶやく。

さやか：「あなたはジェフリーじゃないの？」

ＫＰ：「彼は〝超時間の影〟となった。もはや、おまえたちの時間と交わることはあるまい」と、彼は答えるが、ここでみんな〈アイデア〉ロールをしてくれ。

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……成功。

さやか：コロコロ……私だけ失敗です。

ＫＰ：成功した探索者は、そのしぐさや口調から、ジェフリーと同じ姿をしていながらまったく異質の精神構造を持ったモノが彼の体に乗り移っていることに気づいてしまう。もしかすると、それはあの立体映像に映し出された、奇怪な円錐状の生物なのかもしれない……な～んて、恐ろしいことを考えてしまった探索者たちは、第二シーズン最後の〈正気度〉ロールをどうぞ～っ！

辰巳：なに～っ！

佐々原：もう事件は解決したと思ったのに、まさかここで〈正気度〉ロールとは！

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……失敗！

ＫＰ：あはははは、〈アイデア〉に成功した人は全員失敗か。でも、安心しなさい、今回は正気度に優しいシナリオなので１Ｄ６しか喪失しないよ。

辰巳：ほっ……なんとか第二シーズンも生き延びることができたみたいだ。コロコロ……１ポイント喪失。残り正気度は25だ。

佐々原：コロコロ……ボクも１ポイントの喪失で、残り正気度は52です。

睦：コロコロ……むはっ、４ポイントも喪失。残り正気度49になりました。

ＫＰ：最後まで誰も狂気には陥らなかったか。まあ、今回のシナリオは、それでもヨシとするか。

さやか：私だけが、ジェフリーがどうなったのか気づかないわけですね。

佐々原：その方がいいのか、悪いのか……。

さやか：うーん、いまは何も知らないままでいたいですね。もしも知ってしまったら、さやかとしては、なにをするかわからないですよ。

辰巳：うむ、ちょっとこれは相手が悪い……ここは穏便にすませた方がよいかもな。

さやか：ジェフリーのことは、あとでゆっくりと教えてください。

ＫＰ：では、ロジャースは新たに降臨した彼らの主人に対して、最大限の敬意を込めてエスコートしながら、この場を立ち去ろうとする。「今回の件はすべて忘れてくださイ。それがお互いのためですかラ」

さやか：ジェフリーが嫌がっているようでなければ、そのまま見送ります。

ＫＰ：イスの偉大なる種族が転移したばかりなので、ちょっと歩くのが不自由のようだが、ジェフリーはさやかちゃんの方を振り向くこともなく、ロジャースに連れられていく。だけど、その手には二人が渡したチョコがしっかりと握られているよ。

睦：もう、ジェフリーの精神はイスの偉大なる種族のものなのに？

ＫＰ：もしかすると、ジェフリーの肉体がチョコを手放すことを拒絶していたのかもしれないね。
さやか：うーん、なんかジェフリーのことを考えると、つらい気持ちになる終わり方ですね……。




ＫＰ：さて、このシナリオの後日談はあとでやるので、まずはシナリオ終了時の正気度獲得を処理してしまおう。えーと、京の辰巳先生に対する妄執を断ち切り──

睦：それがメインの事件だったんですか？（笑）

ＫＰ：それ以外に考えられないだろう、なにを言っているんだね。

睦：うーん、自分の元キャラが犯人って……複雑な気分です。

ＫＰ：そんなイタい京のことを正気に戻すことに成功した探索者たちは、１Ｄ10の正気度を獲得する。

睦：「イタい」って、プレイしていたのはキーパーじゃないですか。失敬な！

佐々原：あれっ、いつもの１Ｄ３とかのボーナスは？

ＫＰ：今回はないよ。だいたい、そんなに正気度は減ってないだろ？

辰巳：確かに正気度の喪失は少なかったな。

さやか：私なんて１ポイントしか減っていませんもんね。では、ロールしますよ～。





　その結果、このような正気度の変化となったのだが、全体的にダイス目はほどほどだった様子。

　報酬で獲得した正気度よりも、シナリオ開始直後の成長で技能が90％を超えたことによる正気度獲得の方が多かったりして。







　さやか：シナリオ終了時75ポイント＋獲得５ポイント＝合計80ポイント（開始時から＋15ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時25ポイント＋獲得４ポイント＝合計29ポイント（開始時から＋２ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時52ポイント＋獲得３ポイント＝合計55ポイント（開始時から＋３ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時49ポイント＋獲得５ポイント＝合計54ポイント（開始時からマイナス４ポイント）






睦：さやかちゃんの正気度がとうとう80の大台にっ！

さやか：最初に〈目星〉が成長したおかげで、11ポイントも正気度をもらったのが勝因ですね。

辰巳：本当にさやかちゃんは正気度の勝ち組だよなぁ。

睦：私は今回はちょっと赤字……50から60をずっとウロウロしていますね。

さやか：でも、そのぐらいの正気度がいちばん面白いんじゃないですか？

睦：まっ、そうなんだけどね。

辰巳：ワシはギリギリのラインを低空飛行しっぱなしだよ。

ＫＰ：辰巳先生はこの第二シーズンで15回ぐらい〈正気度〉ロールをしているけど、たった１回しか成功させていないんだよね。いくら〈正気度〉ロールの成功率が悪くなっているといっても、辰巳先生の正気度が低いのは自業自得なのではないだろうか？

辰巳：成功はたった１回だけって、本当にっ!?

ＫＰ：第一話でクトゥルフの触手を目撃したときだね。もっとも、あのとき辰巳先生は一時的狂気で目が見えなくなっていたから、失敗してもさほど正気度は喪失しなかったんだけど。

辰巳：つまらないところで成功させているなぁ……。

ＫＰ：一方、さやかちゃんも同じく15回ぐらい〈正気度〉ロールをしているけど、こちらは辰巳先生とは逆で２回しか失敗していないんだよね。この差が、現在の正気度の差に直結しているんじゃないのかな？

辰巳：うーむ、これがヒロイン修正というやつなのか。

佐々原：さやかちゃんのダイス運は、天に味方されているって感じですよね。







はるかな時間を超えて




ＫＰ：では、そろそろ後日談を語るとしようか。あの事件から一か月後、三月十四日のホワイトデーに、みんなはいつものようにるるいえ堂に集まっているということで。

辰巳：京くんはどうなったのだろう？

ＫＰ：あの日以来、京はすっかり変わってしまったね。いつもぼんやりと静かに過ごすようになり、ちょっとだけ言動が幼くなったようだ。足下が定かではなく、ちょっとしたショックで気を失うこともあるので、普段は車いすで生活をしている。

佐々原：なんだか急に病弱な萌えキャラになりましたよ！（笑）

ＫＰ：いまの京の正気度は３しかないからね。ガラス細工のような魂の持ち主だと思ってくれ。

さやか：正気度３って……なにを見ても正気を失ってしまいますね。

ＫＰ：そんな調子なので、もちろん学園の理事長職からも離れて、いまは京の相談役でもあった辰巳先生が理事長代理を任されている。

辰巳：なんと、ワシが理事長か……マスコミからは身を引いたのに、また忙しくなりそうだな。

ＫＰ：ちなみに、辰巳先生は安針塚家に京の精神療養に関して協力してもらいたいと伏してお願いをされる。京の心を癒すのに、辰巳先生ほどの適任者はこの世にいないだろうからね。

辰巳：それはもちろん引き受けよう。

ＫＰ：まあ、そんなわけで、二人はまだ同じ家で暮らしているわけだ。もうメイドの仕事はできないけどね。

辰巳：ワシがいつでも彼女の車いすを押してあげているよ。

さやか：京さんも、いま幸せなんじゃないですか？

ＫＰ：そうだといいね。

佐々原：ホワイトデーということでしたら、むったんとさやかちゃんにお返しをしないといけませんね。ケーキでも持って行きましょう。

睦：「タマ兄、ありがと～！」

ＫＰ：そんな様子を、車いすに座った京はどこかうらやましげに見ているが……。

さやか：辰巳先生、京さんにホワイトデーの贈り物をっ！

佐々原：けど、結局、京ちゃんは辰巳先生にバレンタインデーの贈り物をしていないような（笑）。

ＫＰ：そこで辰巳先生が京の気持ちを受け取っているのか、受け取っていないのかが重要になるのだよ（笑）。

佐々原：なるほどっ！

辰巳：気持ちはちゃんと受け取っているから！

さやか：よかったぁ、これでスルーされたら京さんがかわいそうすぎます。

辰巳：ワシをどんなひどい男だと思っているのやら……せっかく、るるいえ堂に集まっているのだから、京くんが好きなお菓子をたくさん用意して、みんなで一緒に食べるようにしよう。

ＫＰ：そんな色とりどりのお菓子を見て、京はうれしそうに笑いながら、さやかちゃんや睦ちゃんにも無邪気に勧めてくれるね。辰巳先生を独占したいといった妄執からは解放されたようだ。

睦：京が幸せになってくれてよかったですよ……ホントに。

さやか：私は京さんとお菓子を食べながら、ジェフリーのことを考えています。「もう、本当に会うことはできないのかなぁ？」

辰巳：もう一度、イスの偉大なる種族との精神交換をすれば、ジェフリーも帰ってくるとは思うが……それがいつになるのかはわからんからなぁ。

ＫＰ：そんな落ち込んでいるさやかちゃんの心を知ってか知らずか、るるいえ堂に大好きな蘭弗叔父さんからの小包が届くよ。

さやか：「あっ、叔父さんからだ。いまはどこにいるのかなぁ？」

ＫＰ：今度の荷物はオーストラリアからだね。

辰巳：オーストラリアといえば、イスの偉大なる種族との因縁深い土地だな……。

さやか：さっそく開けてみましょう。バリバリーッ！

ＫＰ：オーストラリア名物のコアラサブレやコアラパイといったお菓子の詰め合わせが入っている。どうやらホワイトデーのプレゼントみたいだね。

佐々原：なんですか、その絶対にオーストラリアでは作っていないようなお菓子は（笑）。

睦：蘭弗さんって、意外とマメなんですね（笑）。

さやか：蘭弗叔父さんも、居場所さえ教えてくれればチョコを送ったのに……。

睦：たぶん、蘭弗さんって基本的には郵送物が届かないところにいると思う（笑）。

ＫＰ：あと、さやかちゃん宛の手紙と、古びた英語の本も入っている。

辰巳：古びた英語の本だと～？（また魔道書を読まされるのではないかと、正気度的に警戒している）

ＫＰ：手紙には「いま私はエアーズロックの付近で遺跡の調査をしているところだ。まだしばらく帰ることはできないので、店の方は頼んだよ」といったことが書いてあるよ。
















さやか：「よかった、叔父さんが元気そうで」

辰巳：それで、英語の本というのは、やはりまた魔道書なのか？

ＫＰ：タイトルは『ナコト写本』という。〈オカルト〉に詳しい佐々原なら知っているけど、世界に五冊しかないともいわれる、とても貴重な本だよ。

佐々原：蘭弗さんは、どこでこういう本を手に入れてくるんでしょうね～？（笑）

辰巳：ワシは絶対に読まないからな！（笑）

ＫＰ：本にはメモが挟まっていて、なんでもオーストラリアの遺跡研究の参考にしたらしいね。この本には人類が誕生する前に存在したらしい知的種族──ぶっちゃけ、イスの偉大なる種族によって記された部分があるんだけど、そこにたった一か所だけ「ルルイエ」に関する記述があるというんだ。

辰巳：イスの偉大なる種族がルルイエのことを？　ちょっと意外だな。

ＫＰ：蘭弗叔父さんもそのことを不思議に思ったらしく、日本に帰ったらじっくり研究するので、るるいえ堂で大事に保管してくれと、さやかちゃんに言付けをしている。ちなみに、メモが挟まっているのが、その一節のあるページらしいのだけど。

さやか：辰巳先生、読んでみてくださいよ～（笑）。

辰巳：うーむ、だったらそのページだけ正気度が減らない程度に読んでみるか。

ＫＰ：まあ、時間はたっぷりあるので、辰巳先生なら〈英語〉ロールをしないでも内容は理解できる。その一節とは──




「ルルイエに集う人々に、聖人の日の贈り物への返礼を捧げる。時空を超えた、感謝と親愛を込めて」




ＫＰ：──というものだ。

睦：これは、もしかして……。

さやか：ジェフリーから、るるいえ堂の私たちへのメッセージ？

ＫＰ：はるかな時代を超えて、いろいろな言語に何度も翻訳を繰り返された結果、ちょっと硬い文章になってしまったようだけどね。

睦：ルルイエって、本家のことではなく、このるるいえ堂のことですか（笑）。

佐々原：なるほど～、きれいにまとまりましたね。

辰巳：はてさて、さやかちゃんはこのことをどうやって蘭弗くんに説明するのか（笑）。

さやか：どうしましょうね……蘭弗叔父さんが戻ってくるまで、まだたっぷり時間はあるようですから、ゆっくりと考えますよ。ジェフリーって友達がいたことも話してあげたいし。

佐々原：さすがの蘭弗さんも、この真相には驚くだろうなぁ～（笑）。

さやか：この本はいつか蘭弗叔父さんが帰ってくるときまで、ジェフリーの思い出と一緒に大切に保管しておきますね。

ＫＰ：では、そんなところで、これにてキャンペーンの第二シーズンも終了だ。みんな、お疲れ様でした。

全員：お疲れ様でした～！







第三話終了・みんなとの反省会





　ゲーム終了後、プレイヤー全員で新宿の居酒屋に移動して、第二シーズン全体の反省会を開くことにした。

　といっても、いつものように食べて飲む宴会と同義なんだけどね。






ＫＰ：ショック、馬刺しが売り切れている。楽しみにしていたのにっ！

辰巳：なんだと、それは残念だな。

ＫＰ：ちぇ～っ、がっかりだよ……（ショボ～ン）。

さやか：せっかく第二シーズンが無事に終わったのに、そんなことでテンション下げないでくださいよ～。

ＫＰ：ああ、ごめん、ごめん。ではみなさん、第二シーズンの無事終了と、永久的狂気から帰還した京を祝して──かんぱ～い！

全員：かんぱ～い！

ＫＰ：いや～、ずっと狙っていた京の永久的狂気からの帰還ネタがうまく使えてよかった。

睦：永久的狂気に陥った探索者が回復するというルールは、これだけ遊んできたのに盲点でしたね。

辰巳：ワシも知らなかったな。正気度がゼロになった探索者は、たいてい行方不明になったりしていたからな。

ＫＰ：キャンペーンだからこそ、このようなことも起きるわけだ。やっぱり『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』は同じ探索者を何度も使用してプレイするのが面白いね。

さやか：でも、京さんはあのままずっと車いす生活なんですか？

ＫＰ：ルールを読むかぎりでは、いくら正気度が回復しても完全に元通りになるとは思えないな。だけど、辛抱強く治療を続ければ、探索者にはなれなくても、日常生活に支障がないぐらいには戻れるんじゃないのかな。

睦：ルール的には治療を受け続ければ、１Ｄ６か月ごとに１Ｄ３の正気度が［ＰＯＷ×５］の数値まで回復するので──

ＫＰ：うーん、計算によると、あと四年ぐらい治療を受ければ、元の正気度30には戻ることができる？

睦：30までしか回復しないというのも泣けますが。

さやか：四年は長いですね。

睦：私とさやかちゃんが大学を卒業するころかぁ。

佐々原：でも、辰巳先生と一緒なら、京ちゃん的にはあっという間なんじゃないの？

睦：でも、まさか元探索者の京があんなにガッツリとシナリオにかかわってくるとは思わなかったですよ。

佐々原：いくら正気度ゼロといっても、京ちゃんはギャグ要員みたいなところがありましたからね。それが本筋にかかわってくるとは。

辰巳：ワシも驚いたな。あれはアリなのだろうか？

ＫＰ：面白ければそれでいいんじゃないの。

さやか：京さんが幸せそうなので、私はアリだと思いますよ。

睦：うんうん、それは私も同じ気持ちです。最後に京がジェフリーを手術しようとしているシーンでは、なんだか自分のキャラが申し訳ないことをしているって、いたたまれない気分でしたけど。

ＫＰ：うん、あのシーンの睦ちゃんは口数が少なかったね。

さやか：終わりよければすべてよしですよ。

辰巳：うむ、正気度ゼロの京くんよりは、いまの彼女の方がよっぽど実りある付き合いができそうだ。

佐々原：辰巳先生、これから京ちゃんを幸せにしてあげてくださいね～（笑）。

さやか：そうですよ～（笑）。

辰巳：うむむ～～～～～。

ＫＰ：しかし、これで辰巳先生が探索の途中で死んだら、今度こそ京は完全に壊れてしまうだろうな。

さやか：そっ、それは嫌すぎます。怖いことを言わないでください！

辰巳：では、ワシもそろそろ引退をするかぁ。

睦：いやいや、辰巳先生はパーティーの要ですから。もしもいなくなったら、技能が足りなくてどうにもいかなくなりますよ。

辰巳：うーむ、次もＥＤＵの高い探索者を作れるとは限らないしなぁ。

さやか：死なない程度に頑張ってください！

辰巳：無茶をいうなぁ。せめて、さやかちゃんぐらい正気度があると、少しは安心してプレイできるのだが。

ＫＰ：ところで、今回のシナリオだけど、ちゃんと予告通りイイ話系になっていただろ？

辰巳：それについては満足だ。

睦：正気度の喪失も少なかったし。

辰巳：うむ、こういうシナリオをもっとやるべきだな！

ＫＰ：第二話のシナリオで減らしすぎたから、今回は大サービスってことで。

佐々原：オチもきれいにまとまっていたのでは。ああいうオチは好きですよ。

睦：やっぱりジェフリーは不死の体だったんですか？

ＫＰ：みんなの推理通りだね。グリーンウッド療養所や佐比売党におけるショゴス細胞とミ＝ゴ・バケツの研究成果をクライン生命が利用して、ジェフリーに永遠の命を与えていた。

さやか：でも、なんでそんなことを？

ＫＰ：イスの偉大なる種族の精神転移にはリスクが多くてね。精神転移をしたあと元の体に戻された人間が、イスの偉大なる種族のことを口外したりするから。

佐々原：イスの偉大なる種族って、そんなことを気にするんですか？

ＫＰ：イスの偉大なる種族の真意なんてボクにわかるはずもないけど、彼らは自分たちの存在を人間に知られたくないみたいだよ。だから、ロジャースのようなカルトメンバーを利用して口止めをしたりしていた。

さやか：それとジェフリーにどういう関係が？

ＫＰ：だから、一人の優秀な人間になるべく多くの知識を収集させてから精神転移をしようと考えたわけだ。それなら精神転移の回数が減らせて、リスクを減らせるだろう？

辰巳：不死の人間を作って、何十年もかけて知識を集めさせようとしたわけか。

ＫＰ：本当だったらジェフリーについても、あと百年ぐらいは知識を集めさせてから精神転移をしたかった。ところが、部外者の佐々原が通信機をいじったことで、イスの偉大なる種族はジェフリーの身になにか起きているのではと察して、大幅に計画を早めて、彼の知識を回収することにしたんだ。

さやか：これからジェフリーはどうなるのでしょう？

ＫＰ：はるか昔のイスの偉大なる種族の世界に転移したジェフリーが、その精神に蓄えた知識をすべて記録し終えたら、再び人間世界に戻ることになるだろう。

睦：そうしたら、また世界中の知識を集めて、イスの偉大なる種族の世界に持っていく──これの繰り返しなんですかね。

さやか：ひどいですよ、それって。

ＫＰ：いや……何度も繰り返していくうちに、どこかでイスの偉大なる種族の計画だって破綻するんじゃないのかな。未来の探索者がジェフリーを救い出したり、彼自身がイスの偉大なる種族を出し抜く手段を見つけたり。

さやか：そうであってほしいですね。あのままじゃあ、ジェフリーがかわいそうですから。

ＫＰ：うーん、やっぱり今回のシナリオは〈正気度〉ロールを少なめにしておいてよかったな。これで正気度をガリガリ削っていたら、こんなほっこりとした気分の反省会にはならなかっただろう。

辰巳：それだと、たぶんワシの正気度がゼロになっていたはずだ。

睦：そのときは、もっと殺伐とした空気でキーパーをつるし上げていそうですね（笑）。




佐々原：そういえば、クライン生命には元ネタがあったんですか？

辰巳：あれはイスの偉大なる種族に奉仕するカルト集団の、表向きの顔ってだけだろ？

ＫＰ：いやいや、クライン生命はキャンペーンシナリオ『ユゴスからの侵略（ホビージャパン刊）』に掲載されている「夢見る人」というシナリオにちょこっとだけ登場しているんだよ。

辰巳：そうだっけ？　『ユゴスからの侵略』はプレイしたけどまったく覚えていないが。

ＫＰ：ほんとにちょっとだけだから。ちなみに、イスの偉大なる種族のエージェントとしてロジャースという人物も登場する。

佐々原：そのロジャースと、今回のロジャースは同一人物なんですか？

ＫＰ：いや、あのシナリオは一九二〇年代が舞台だから、それだとロジャースは百歳を超えちゃう。ボクの脳内設定では、イスの偉大なる種族のエージェントが使う代表的な偽名が、ロジャースなのだとなっている。

辰巳：うーむ、ロジャースという名前も、まったく覚えてないな。

ＫＰ：ほんのちょい役だからね……たぶん、このネタに初見で気づくのは日本で数人しかいないと思う（笑）。

睦：今回はやけにシナリオやリプレイのネタを多用してきましたね。

ＫＰ：うん、これはちょっと迷ったんだけどね……ボクとしては、もっと原作小説以外からも神話ネタを拾ってくるべきなんじゃないかなと思ってね。

睦：といいますと？

ＫＰ：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のシナリオやリプレイで使われたネタも、これからのゲームにリンクさせて、クトゥルフ神話の一部として組み込んでいきたいんだよ。そうすることで古いシナリオも風化することなく、原作小説同様にいつまでも愛され続けるようになるんじゃないかなってね。

睦：偶然、元ネタのシナリオをプレイしたことのある人が、同じ卓に複数いたら盛り上がりそうですね。

佐々原：「えっ、そっちではそんなだったの？」とか、キーパーによって展開がずいぶん違っていたりして。

辰巳：『クトゥルフ２０１０』に載っているシナリオ「腕に刻まれる死」でも、そんな試みがされていたな。

ＫＰ：もちろん、そのネタを知らないと駄目みたいなものではなく、知っているとクスッと笑える程度でいいと思うんだけど。そういうものをこれからもちょこちょこ仕込んでいきたいと思っている。

睦：どんどんやればいいんじゃないですか。

佐々原：ボクみたいな『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』からクトゥルフ神話に入ったプレイヤーにとっては、原作小説のネタもゲームのネタも大差ないですからね。

ＫＰ：ただ、シナリオのネタを使うときはネタバレになるのではないかと気を遣うんだよな。今回、ジェフリーを登場させようと思いついたときも、「療養所にて」のネタバレになるのでどうしようかと迷った。

睦：二十年以上前のシナリオなんだから、もう時効なんじゃないですか？

ＫＰ：でも、これからプレイする人もいるかなー、とも思ったり。

睦：だったら、あとは書き方に気をつけるしかないですよね。シナリオの核心に触れないよう、『ユゴスからの侵略』のネタみたいに固有名詞だけ借用させてもらうとか。

さやか：でも、このリプレイを読んでから、「療養所にて」をプレイして、昔のジェフリーに会うというのも面白いんじゃないですか。

辰巳：そうだな。元ネタの順番が逆になっただけで、どうせ探索者としては知らないふりをしてプレイするわけだし。

ＫＰ：なるほど、そういう考え方もできるな。

睦：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』って、原作小説でネタバレしていることを、探索者としては知らないふりをしてプレイすることも多いですからね。




ＫＰ：では、キャンペーン全体の感想としてはなにかあるかな？

辰巳：やはり、学園物で死人が出るのはよくないと思うんだ。

ＫＰ：いきなり、そこをついてきますか。

辰巳：なんというか、生徒たちが死ぬような危険があると思うと、おちおち学園生活なんか楽しんでいられないよ。

さやか：私たちが学園にやってきたせいで、不幸な事件が起きているという感じがしますものね。

ＫＰ：それは名探偵コナンがいるところには殺人事件が起きるのと同じことで、世界のお約束としてあきらめてもらうしか……。

睦：探索者のいるところには、神話的事件が発生する（笑）。

辰巳：理屈ではわかるのだが、感情としては生徒たちに申し訳ないことをしたという気持ちになってしまうよ。

さやか：特にチカぽんには申し訳ないことばかり。

ＫＰ：案外とナイーブなんだなぁ……。

睦：部活の先輩が自殺したり、同級生がトラウマ背負ったり、先生が目の前で圧死したり、転校生が精神転移してしまったり、普通の女子高生だったらとても耐えられることじゃないですよ。

佐々原：行きずりのＮＰＣではなくて、また明日も会うことになる同級生たちがひどい目に遭うというのが気持ち的に重いのかも。

ＫＰ：まあ、今回やってみて『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』で学園物のキャンペーンは難しいということは学んだよ。単発物なら後腐れがないんだけど。

さやか：学園の七不思議みたいな、ちょっとした怪談話ぐらいの事件ならいいんですけどね。

佐々原：七不思議とかなら、最悪でも誰かが行方不明になりましたってのがオチだけど、御津門学園の不思議はまず誰かが死んでから試合開始だもんね。

睦：真相を突き止めないと、次々に生徒が死んでいく。

辰巳：怪談というよりは、肉食系ホラーだな。

ＫＰ：そっち系の方が派手で好きなんだけど。

佐々原：ボクらは草食系探索者ですので（笑）。

ＫＰ：情報への執着心はハイエナ並だけどね。

さやか：それは女子高生探偵ですから！（笑）

ＫＰ：しかし、今回のシーズンでは、睦ちゃんにはちょっと悪いことをしたなぁ。

睦：へっ、なんでです？

ＫＰ：せっかく女子高生探索者にしてもらったのに、学園物としてその立場をうまく活用してあげることができなかった。

さやか：そう言われてみると、むったんが女子高生であることは、あまりシナリオとは関係なかったかも。

佐々原：さやかちゃん一人でも、普通にシナリオは回せそうだったね。

辰巳：四人中、三人が部外者だと、学園内で動きづらそうではあるけどな。

佐々原：なにを言っているんです。ボクも辰巳先生も関係者ですよ。合法的に学園内で女子たちとキャハハウフフしてよい立場なのです！（笑）

睦：まあ、私は妙なところで技能が役立つことがあったりして、それなりに活躍できたから問題なかったですよ。

ＫＰ：だったらいいんだけどね。最後まで睦ちゃんのキャラというか立ち位置が、しっかりつかめなかったのが残念かな。

佐々原：京ちゃんのときは、辰巳先生のメイドっていう濃い設定がありましたからね～（笑）。

睦：睦の本気は次のシーズンに期待ということで（笑）。

さやか：このキャンペーンって、まだ続くんですか？

ＫＰ：それはボクが決めることではなく、読者様が決めることだからなぁ。

睦：人気があったらいつまででも続くってことですね。

さやか：次のシーズンこそは、蘭弗叔父さんに会うことができるのでしょうか。ジェフリーのこととか、いろいろ話したいことがたまっているのですけど。

辰巳：どうだろうなぁ？　彼の場合、次のシーズンには地球にいなかったりするんじゃないのか（笑）。

睦：今度は、セラエノ図書館からビヤーキーが手紙を運んできたりして（笑）

ＫＰ：蘭弗叔父さんの足取りを追って、いろんなところに旅行をする紀行物なんてのもいいかもしれないね。

さやか：蘭弗叔父さんをたずねて三千里（笑）。

佐々原：『白無垢の仮面』みたいな、ひとつの大きな事件を追いかけるシナリオでもいいんじゃないですか？

ＫＰ：ああ、それもアリだねぇ。シナリオを考えるのが楽でいい（笑）。

睦：私はもう少し、御津門学園を舞台にして遊んでみたいな。辰巳理事長代理の活躍を見てみたい（笑）。

佐々原：辰巳先生が理事長代理になったのだから、学園での行動はだいぶ楽になりそうですね。

辰巳：ワシは、第三話みたいな心がほっこりするような〈正気度〉ロールが少なめのシナリオだったら、なんでもいいぞ。

全員：それがいい、それがいい！（笑）

ＫＰ：君たちがなんと言おうが、今後の展開は読書様の声にかかっているわけで……次もまたこの面子と会えるといいね。

佐々原：まあ、このキャンペーンが続いてくれるのなら贅沢は言いませんよ。

ＫＰ：さて、こんなところかな。ではみんな、第二シーズンもお疲れ様でした。楽しいゲームをどうもありがとう！

全員：お疲れ様でしたぁ！







おわりに







　どうも、好きな原作小説は『ダニッチの怪』の、内山靖二郎です。

　前作『るるいえあんてぃーく』がありがたいことにご好評をいただいたので、前作の巻末での予告通り、学園物を目指した本作『るるいえはいすくーる』を発表することができました。

　これも応援してくださったみなさまと──そして、ニャル子さんのおかげでしょう。ありがたや、ありがたや。

　これからも『るるあん』と『るるくる』の愛称で、どちらのリプレイもご愛顧いただけましたら幸いです。




　そんなわけで、再び怪しい骨董品店るるいえ堂に探索者たちが集まることとなりましたが、彼らの活躍はいかがでしたでしょうか？

　何度も事件に遭遇して、探索者たちもコズミックホラーへの対応は慣れたものになりつつありますが、当然のことながら、肉体的な能力の方は普通の人と変わることはありません。

　むしろ、正気度的には弱体化しているような……。

　おかげで、いつまでも初心を忘れることなく、プレイヤーもキーパーも命の綱渡りにヒヤヒヤしております。

　いやあ、今回は誰も脱落しないで良かった。

　辰巳先生は正気度的に非常に危険な状態が続いていますけど……まあ、なんとかなるでしょう。きっとね。

　シナリオの傾向としては、前作では、閉鎖空間でのミステリー、猟奇スプラッター、因習のある寒村でのホラーというテーマを遊んだので、今作ではもっとバラエティに富んだものにしようと、ジャパニーズホラー、こてこてのＢ級ホラー、ジュブナイルＳＦというテーマを選んでみました。

　また、ずっと昔に発売されたシナリオのネタを、原作小説ネタと同様の扱いでシナリオに組み込むという試みもしております。シナリオのネタバレについては賛否両論があるだろうと悩みましたが、ボクたちが楽しんできたゲームだってクトゥルフ神話の一部なんだという気持ちを込めての決断でした。

　このように、前作同様に私の好きなテーマやネタばかりを選んで、今作も個人的な趣味全開のシナリオになっていたかと思います。

　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』は非常にシンプルなＴＲＰＧシステムなので、こうしていろいろなテーマでも自由自在に扱えます。

　もっとも、その調理にはキーパーの腕も必要で、私なんぞはまだまだ未熟者で、ちょこちょこミスをしてはプレイヤーに怒られたりしていますけどね。

　でも、いろいろ苦労もありましたが、前作の最終話からずっとネタを温めていた、正気度ゼロになった京の後日談をみんなに楽しんでもらえたのはよかったです。

　これは、同じ探索者を使用したキャンペーンだからこその楽しみ方でしょう。

　みなさんにも、ぜひ『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』をキャンペーンで楽しんでもらいたいものです。だんだん〈クトゥルフ神話〉が増えていったり、正気度が徐々に失われたりしていくのをじっくりとキャンペーンで味わってこそ、このシステムの面白さはさらに輝くからです。

　別にひとつの大きな事件を連続したシナリオで追いかけるといったものではなく、このリプレイのように独立した短編シナリオを同じ探索者でプレイするだけで十分です。

　キーパーはせっかく作成してもらった探索者を使い捨てにせずに、次にキーパーをするときまで大事に取っておきましょう。プレイヤーさえも忘れたころに、以前作成した懐かしの探索者を引っ張り出して遊ぶというのも、いろいろ楽しいものですよ。




　さて、この本を出すにあたり、たくさんの方にお手伝いをいただきました。

　まずは前回に引き続き、今回のキャンペーンにも参加してくれた四人のプレイヤーの方々。懲りずに恐怖の世界に戻ってきてくれてありがとう。そして、たいへんお疲れ様でした。

　このリプレイへのアドバイス、添削に協力をいただいた方々、いつもご奉仕をいただき感謝しています。みなさんに、クトゥルフ様のご加護があらんことを。

　今回も素敵なイラストを描いてくださった狐印先生、ありがとうございます。気味の悪いクリーチャーばかり描かせてしまってごめんなさい。新探索者の睦ちゃんのイラストは、佐々原のプレイヤーに大好評でした。

　また、企画段階から最後まで力添えいただいた坂本雅之様にも御礼申し上げます。

　最後に、これまで『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を支えてくださったファンの方々、そしてこれから『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を楽しんでくださる方々にも最大限の感謝の言葉を！

　みなさんのゲームが、正気度に満ちたものでありますように。




　では、またどこかでお会いしましょう。

　クトゥルフ・フタグン！





内山靖二郎

作者サイトhttp://homepage3.nifty.com/hikidashi/









◎ルール解説




◆ダイスの種類表記

　リプレイに登場するＤ10とかＤ４といった表記は、ダイス（サイコロ）の種類を意味している。Ｄ10ならば十面体ダイス、Ｄ４なら四面体ダイス、一般的な正立方体のダイスは六面体なので、Ｄ６と表記される。

　そして、３Ｄ６といったように、Ｄの前に数字があった場合は、同時にそれだけの数のダイスを振って合計を出すということになる。３Ｄ６なら、六面体のダイスを三つ振って合計した数値を出すわけだ。

　また、ダイスを振ることを『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』では英語で「ロール」するという。ほとんどの場合、探索者の行為が成功したかどうかを決定するのにはダイスをロールすることになるので、その決定行為自体を「ロール」と呼ぶこともある。




◆『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の能力値

　探索者は８個の能力値によって表される。数値が高ければ、その分優れていることになる。




ＳＴＲ／筋力（３Ｄ６で決定）

　どれだけ筋力があるかを表す。重い物を持ち上げたり、パンチなどでより強烈な一撃を与えるのに必要。

ＣＯＮ／体力（３Ｄ６で決定）

　体の頑健さ、持久力などを表す。病気や毒への耐性にも使用する。

ＳＩＺ／体格（２Ｄ６＋６で決定）

　身長や体重など、体の大きさを表す。ほかのＴＲＰＧではあまりない能力値だ。

ＤＥＸ／敏捷性（３Ｄ６で決定）

　素早さを表す。相手の先手を取るときや、なにかを回避するのに必要。

ＡＰＰ／外見（３Ｄ６で決定）

　見た目のみの美しさを表す。性格のよさや人徳、話術などの魅力とは無関係である。

ＩＮＴ／知性（２Ｄ６＋６で決定）

　頭の回転の早さを表す。あまりさえていると、このゲームでは不幸になることもあるので注意が必要だ。

ＰＯＷ／精神力（３Ｄ６で決定）

　肝っ玉がどれだけ据わっているかを表す。このゲームではとても重要な能力値。

ＥＤＵ／教育（３Ｄ６＋３で決定、年齢によって増加）

　知識量を表す。学校で勉学に励んだ年数と解釈するとわかりやすい。年齢を重ねると増加する。




◆技能ロール

　ゲーム中の行動が成功するかどうかは、探索者が習得している技能でロールして判定する。

　例えば〈信用〉が15％ある探索者は、Ｄ１００でその数値以下を出せば成功となる。

　これらの技能は探索者創造時に、［ＥＤＵ×20］ポイントを職業に応じた技能に、［ＩＮＴ×10］ポイントを好きな技能に割り振ることで決定する。今回のゲームで使用しそうな技能を、いろいろ推測するのも醍醐味のひとつである。

　いったいどのような技能があるのかは、巻末にある日野睦の探索者シートを参照のこと。




◆能力値ロール

　上記の技能以外にも、探索者の能力値によって成功率が自動的に決定されるものもある。ゲーム中で主に使用されるのは、下記の三種類である。




〈アイデア〉＝［ＩＮＴ×５］

　その名のとおり、知識などからではなく、天性の直感によってなにかをひらめいたりすることができるかをロールするのに使用。これが得意だとコズミックホラーの真相に気づいて、怖いことを想像してしまうことも。




〈幸運〉＝［ＰＯＷ×５］

　運がよいかどうかを表す。クリーチャーが誰を狙うのか、落石が自分の上に落ちてこないかといった、運次第の状況をロールするときに使用。大ピンチに陥って、最後は運頼みというのはよくあることだ。




〈知識〉＝［ＥＤＵ×５］

　あまり専門的な知識ではなく、一般教養をどれだけ身につけているかを表している。最近のニュースや、常識に関するロールに使用。外国語なども〈知識〉ロールに成功すれば、簡単な内容なら理解できることがある。




◆抵抗表ロール

　上記の能力値ロールよりも、もっと厳密に難易度を変化させることが必要とされたときに使用されるルール。

　キーパーの提示した能力値と、自分の能力値をルールブックに掲載されている抵抗表に照らし合わせて、成功率を計算する。当然、能力値が高い方が成功率も高くなる。

　重い物を持ち上げたり、相手と能力値を競い合わせるときなどに使用されることが多い。




◆〈正気度〉ロール

　探索者が恐怖に遭遇したとき〈正気度〉ロールをする。

　探索者たちは最初から［ＰＯＷ×５］の正気度というポイントを持っており、技能ロールと同様にＤ１００をロールして、現在の正気度以下を出せば成功したことになる。

　ただし、この正気度は、探索者が恐ろしい体験をすることで減っていく点が技能ロールとは大きく異なる。

〈正気度〉ロールに成功すれば減るポイントは少なくて済むし、逆に失敗すると大量に減ってしまう。

　また、遭遇した恐怖の度合いによっても喪失するポイントは大きく変わってくる。邪神クラスに遭遇すると、いきなりＤ１００も減らされたりすることもあるのだ。

　この正気度はシナリオ中にほとんど回復することはなく、減る一方である（ただし、シナリオ終了時に回復することはある）。

　こうしてプレイ中に正気度は一方的に減っていくため、当然、〈正気度〉ロールの成功率も悪くなってく。そうなれば正気度の減る量も自然と多くなり、さらに〈正気度〉ロールに失敗しやすくなる──という悪循環に落ち込んでいく。こうすることで、宇宙的恐怖に直面した人間が、坂を転げ落ちるように正気を失っていくという状況を再現しているのだ。




◆探索者が狂気に陥る

　正気度の減少の結果、探索者が狂気に陥る可能性がある。

　まず、正気度がゼロになった場合、探索者は完全に狂気に陥ってしまい、ゲームから脱落すると考えてよい。

　たとえゼロにならなくても、一度にたくさんの正気度を喪失すると、そのあまりの恐怖に探索者は狂気に陥ることがある。

　具体的には、一回の正気度判定で正気度を５ポイント以上喪失した場合か、一時間以内に現在正気度の20％の正気度を喪失した場合である。

　正気度を５ポイント以上喪失して、そのあと続けて〈アイデア〉ロールに成功してしまうと、一時的狂気という状態になる。そうなった探索者は数分から数日の間、まともな行動はできなくなってしまう。ホラー映画の登場人物が、あまりの恐怖に体がすくんで動けなくなったり、逆に取り乱して暴れ出したりするシーンをイメージするとよいだろう。

　現在正気度の20％の正気度を喪失してしまった場合、探索者は無条件で不定の狂気という状態になる。この不定の狂気はさきほどの一時的狂気とは異なり、すぐに回復することはない（数か月の療養が必要）。

　また、その症状もさまざまで、一見まともに行動しているように見えても、その心の底にはいつ爆発してもおかしくない狂気が、時限爆弾のように秘められているといったものもある。

　こうした狂気に陥った探索者をうまく演じて、混乱しているシーンをさらに盛り上がるようにプレイするのも、このゲームの醍醐味のひとつである。




◆狂人の洞察力

　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のオプションルールで「狂人の洞察力」というものがある。

　具体的には、なんらかの狂気に陥った探索者がＤ１００をロールして［ＩＮＴ×５］を超えた場合、狂人の洞察力が発揮される。

　そうなった探索者は、普通の人ではとても思いつかないような常識外れの洞察力を発揮して、新しい事実に気づいたりすることができるのだ。




◆経験ロール

　経験ロールとは、探索者が技能を成長させるためのルールである。

　探索者はシナリオ中、ロールをして成功した技能にチェックを入れることができる。そして、シナリオが終了後、チェックの入った技能に対してＤ１００でロールをして、その出目が技能を超えた場合、技能の成功率が１Ｄ10％アップするのだ。

　つまり、その技能の成功率が低いほど、経験ロールでの成長がしやすいということになる。これは、熟練した技能ほどシナリオ中での経験で学ぶことは少なく、未熟な技能ほど成長が早いということを再現しているわけだ。




◆幕間での成長

　現代日本を遊ぶためのサプリメント『クトゥルフ２０１０（エンターブレイン刊）』で新たに提案されたオプションルールである。

　今回のリプレイのようなキャンペーンの場合、次のシナリオが始まる前に、探索者が事件の教訓を活かしていろいろと学んだり訓練をしたりすることによって、技能を成長させるためのルールだ。

　このルールが採用された場合、次のシナリオの開始前に、プレイヤーは自分の探索者の技能を最高で５回、経験ロールをすることができる。同じ技能を重ねて経験ロールをするのも可能である。

　ただし、不定の狂気などに陥っている探索者は、精神病院に入院する必要があるため、経験ロールをすることはできない。







◎日野睦の経歴

小学一年生　音楽が得意

〈聞き耳〉＋３％、〈芸術（ピアノ）〉＋６％

　ピアノ教室に通わされたが、あまり好きにはなれなかった。

小学二年生　家庭科が得意

〈心理学〉＋２％、〈製作（料理）〉＋３％

　お嫁さんになりたくて、母親のお手伝いを積極的にするようになる。

小学三年生　遊んでばかりいる

〈忍び歩き〉＋３％、〈忍び歩き〉＋７％

　クラスで缶蹴りがブームになる。こっそり近寄って缶を蹴るのが得意だった。

小学四年生　算数が得意

〈経理〉＋８％、〈経理〉＋８％

　そろばん教室に通う。とても上達して暗算が得意になった。

小学五年生　自然に囲まれて育った

〈回避〉＋３％、〈回避〉＋３％

　実は田舎の出身だったらしい。六年生になるとき、るるいえ堂のある町へ転校する。

小学六年生　社会が得意

〈考古学〉＋６％、〈考古学〉＋２％

　転校した小学校の担任教師の影響で、考古学にはまる。




中学一年生　社会の成績が優秀

STR ＋１、SIZ ＋１、EDU ＋１

〈人類学〉＋４％、〈人類学〉＋ 10％、〈人類学〉＋６％、〈人類学〉＋９％、〈人類学〉＋３％、〈人類学〉＋３％

　中学に進学して、考古学から人類学へと方向転換。

中学二年生　武道が得意

STR ＋１、SIZ ＋１

〈こぶし〉＋５％、〈回避〉＋ 10％、〈応急手当〉＋９％、〈こぶし〉＋ 10％

　護身術を習うため、近所の空手道場に通う。その道場で、さやかと出会う。

中学三年生　技術の成績が優秀

SIZ ＋１、EDU ＋１

〈目星〉＋３％、〈目星〉＋３％、〈目星〉＋６％、〈機械修理〉＋３％、〈機械修理〉＋７％、〈機械修理〉＋２％

　意外と細かい作業が得意であることに気がついた。

卒業時：〈機械修理〉＋５％、〈電気修理〉＋５％、〈ほかの言語（英語）〉＋５％、〈歴史〉＋５％、〈図書館〉＋ 10％




高校一年生　文化部・趣味に没頭

STR ＋１、SIZ ＋１

〈芸術（絵画）〉＋５％、〈芸術（絵画）〉＋ 10％、〈芸術（絵画）〉＋５％、〈芸術（絵画）〉＋８％

　高校になって美術部に入部。よい先輩に恵まれ、絵を描くことにはまる。




　年収は四万円。お年玉のことを考慮すると、高校生にしてはだいぶ少なめ。

　お小遣いは必要最低限しか与えず、衣服や画材など必要なものは親が買い与える教育方針の家庭らしい。
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テーブルトークＲＰＧの専門誌『Role&Roll』などにおいて『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のシナリオ、リプレイ、プレイングガイドなどの執筆に活躍中。著書に『クトゥルフと帝国リプレイ 白無垢の仮面』（新紀元社）、『神様のおきにいり』『クダンの話をしましょうか』『もふもふっ珠枝さま！』『わるぷるキス！』（以上メディアファクトリー）などがある。










イラスト

狐印

Koin




何の因果か這い寄るイラストレーター。名状しがたきイラストを描き続ける今日この頃。
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